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点
と
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
二
○
○
四
年
に
お
け
る
行
政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
に
よ
り
、
法
律
上
の
利
益
を
判
断
す
る
に
当
た

っ
て
の
考
慮
事
項
が
定
め
ら
れ
、
原
告
適
格
の
実
質
的
拡
大
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
訴
訟
要
件
が
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
本
案
審
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
に
な
る
も
の
と
目
さ
れ
て
い�
る�
。

（
１
）

　

我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
に
お
け
る
本
案
審
理
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
に
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　

第
一
は
、
裁
量
処
分
の
審
査
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
環
境
行
政
の
領
域
に
お
い
て
は
、
政
策
実
現
の
た
め
の
合
目
的
的
観
点
か

ら
、
様
々
な
利
害
の
調
和
や
妥
協
、
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
判
断
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
行
政
庁
の
裁
量
が
大
幅
に
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
三
○
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
裁
量
の
踰
越
・
濫
用
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
違
法
と
な
り
、
裁
判
所
に
よ
る
審
理
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
環
境
行
政
訴

訟
に
お
い
て
行
政
庁
の
裁
量
行
使
の
違
法
が
認
め
ら
れ
た
例
は
少
な�
い�
。

（
２
）

　

第
二
は
、
心
証
形
成
の
方
式
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
従
来
の
司
法
審
査
に
お
け
る
心
証
形
式
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
自

ら
が
認
定
し
た
事
実
に
法
律
を
解
釈
・
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
独
自
の
判
断
を
形
成
し
、
行
政
庁
の
判
断
と
対
比
す
る
実

体
的
判
断
代
置
方
式
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
が
、
高
度
に
科
学
的
専
門
技
術
的
な

も
の
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
知
見
を
有
し
な
い
裁
判
所
が
実
体
的
判
断
代
置
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
不
可
能
と
な
り
、

そ
の
実
体
審
理
に
は
限
界
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
行
政
庁
が
法
律
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
手
続

を
適
正
に
行
っ
た
か
否
か
を
審
査
の
対
象
に
す
る
に
と
ど
め
る
手
続
的
審
査
方
式
の
有
効
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
も
の�
の�
、
手
続
的

（
３
）

審
査
方
式
に
よ
る
審
査
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
行
政
処
分
の
実
体
的
な
適
法
性
の
審
査
を
省
略
し
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お

慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い�
る�
。

（
４
）

　

第
三
は
、
訴
訟
資
料
の
収
集
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
環
境
行
政
訴
訟
も
、
民
事
訴
訟
と
同
様
、
弁
論
主
義
を
基
調
と
す
る
。
し
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か
し
な
が
ら
、
環
境
行
政
訴
訟
に
お
い
て
は
、
多
く
の
知
識
、
情
報
、
資
料
が
被
告
で
あ
る
国
等
に
偏
在
し
、
科
学
的
専
門
技
術
的

知
見
と
資
力
に
乏
し
い
原
告
が
行
政
処
分
の
違
法
性
を
証
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
釈
明
処
分
の

特
則
や
職
権
証
拠
調
べ
等
、
職
権
主
義
の
要
素
が
加
味
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
環
境
行
政
訴
訟
に
お
い
て
職
権
証
拠
調
べ
は
、
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ�
る�
。

（
５
）

　

こ
の
よ
う
に
、
環
境
行
政
訴
訟
の
本
案
審
理
に
お
い
て
は
、
裁
量
処
分
の
審
査
、
心
証
の
形
成
、
訴
訟
資
料
の
収
集
に
当
た
り
、

裁
判
官
に
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
が
要
求
さ
れ
る
が
故
に
、
裁
判
所
が
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
を
積
極
的
に

統
制
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
裁
判
所
が
行
政
処
分
の
実
体
的
な
適
法
性
の
審
査
を
避
け
よ
う
と

す
る
き
ら
い
が
あ
る
と
い
う
点
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
特
別
訴
訟
と
呼
ば
れ
る
環
境
行
政
訴
訟
制
度
の
下
で
、
行
政
裁
判
所
に
よ
る
行
政
庁

の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
の
積
極
的
な
統
制
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
特
別
訴
訟
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
害
規
制
の
基
礎
を

な
す
分
類
施
設
規
制
制
度
の
下
で
運
用
さ
れ
て
い
る
分
類
施
設
訴
訟
の
一
類
型
で
あ
り
、
同
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
、
我

が
国
に
お
け
る
裁
判
官
が
行
使
し
得
な
い
様
々
な
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
に

相
当
踏
み
込
ん
だ
統
制
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
行
政
裁
判
官
が
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
訴
訟
制
度
の
下
で
、
ど
の
よ
う
な
統
制
権
限
を
用
い
て
、
行
政
庁
の

裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
に
相
当
踏
み
込
ん
だ
統
制
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
よ
う
な
統
制
権
限
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
形
成
さ

れ
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な
統
制
権
限
を
め
ぐ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る

こ
と
は
、
我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
に
お
け
る
本
案
審
理
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
有
益
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

分
類
施
設
規
制
制
度
及
び
分
類
施
設
訴
訟
制
度
に
関
す
る
研
究
は
、
我
が
国
に
お
い
て
十
分
に
行
わ
れ
て
は
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
お
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い
て
も
、
本
稿
に
お
け
る
作
業
の
価
値
は
十
分
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
分
類
施
設
規
制
制
度
及
び
分
類
施
設
訴
訟
制
度
の
現
状
を
概
観
し
た
後
に
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁

判
官
の
統
制
権
限
の
特
色
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
の
形
成
と
展
開
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の

統
制
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
の
動
向
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
に
お
け
る
本
案
審
理

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

Ⅱ　

分
類
施
設
規
制
制
度
の
概
要

　

一　

沿
革

　

分
類
施
設
規
制
（� �� �����

��
�����
�
�
��
��
���������

�
�
�����

����
��
�����
�
��
�����
���������
�
�������� ��� ��

）
と
は
、
公
害
を
生
じ
さ
せ
る
施
設
を
分
類
し
、
そ
の
分
類
に
応

じ
て
規
制
を
実
施
す
る
制
度
で
あ�
る�
。
そ
の
特
色
は
、
施
設
か
ら
生
じ
る
公
害
の
種
類
を
問
わ
ず
、
こ
れ
を
包
括
的
に
規
制
す
る
と

（
６
）

い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。

　

分
類
施
設
規
制
に
関
す
る
根
拠
法
と
し
て
は
、
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
に
関
す
る
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
第
七
六

―
六
六
三
号
（
以
下
「
一
九
七
六
年
法
」
と
い
う
）
が
存
在
し
て
い
た
が
、
同
法
は
、
環
境
法
典
法
律
の
部
に
関
す
る
二
○
○
○
年

九
月
一
八
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
○
○
○
―
九
一
四
号
に
よ
り
法
典
化
さ
れ
、
現
在
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
以
下
に
規
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
六
年
法
の
制
定
か
ら
一
年
後
に
、
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
に
関
す
る
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日

法
律
を
執
行
す
る
た
め
の
一
九
七
七
年
九
月
二
一
日
デ
ク
レ
第
七
七
―
一
一
三
三
号
（
以
下
「
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
」
と
い
う
）
が

制
定
さ
れ
た
が
、
同
デ
ク
レ
は
、
未
だ
環
境
法
典
に
法
典
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
分
類
施
設
規
制
の
ほ
か
に
も
、
各
種
の
公
害
現
象
を
規
制
す
る
制
度
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
水
質
汚
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濁
に
対
す
る
規
制
は
、
環
境
法
典
Ｌ
二
一
○
―
一
条
以
下
に
、
騒
音
に
対
す
る
規
制
は
、
同
法
典
Ｌ
五
七
一
―
一
条
以
下
に
、
そ
れ

ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
公
害
規
制
は
、
原
則
と
し
て
、
分
類
施
設
規
制
に
含
ま
れ
な
い
規
制
対
象
を
そ
の

対
象
と
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
類
施
設
規
制
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
害
規
制
の
基
礎
を
な
す
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
分
類
施
設
規
制
が
各
種
の
公
害
現
象
を
規
制
す
る
制
度
よ
り
も
早
期
に
確
立
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ

る
。
現
行
の
分
類
施
設
規
制
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
不
衛
生
で
不
快
な
臭
気
を
生
じ
さ
せ
る
製
造
所
及
び
作
業
所
に
関
す
る

一
八
一
○
年
一
○
月
一
五
日
勅
令
（
以
下
「
一
八
一
○
年
勅
令
」
と
い
う
）
の
制
定
に
よ
る
。
同
勅
令
は
、
そ
の
制
定
よ
り
約
一
世

紀
の
間
、
大
幅
な
改
正
を
経
る
こ
と
な
く
運
用
さ
れ
、
二
○
世
紀
初
頭
に
、
危
険
で
不
衛
生
で
不
快
な
施
設
に
関
す
る
一
九
一
七
年

一
二
月
一
九
日
法
律
（
以
下
「
一
九
一
七
年
法
」
と
い
う
）
に
全
面
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
七
年
法
は
、
一
九
七
六
年
法

に
全
面
改
正
さ
れ
、
一
九
七
六
年
法
は
、
二
○
○
○
年
に
環
境
法
典
に
法
典
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

二　

規
制
対
象
と
保
護
法
益

　
（
一
）　

規
制
対
象

　

環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
は
、「
近
隣
住
民
の
快
適
性
、
保
健
衛
生
・
公
の
安
全
・
公
衆
衛
生
、
農
業
、
自
然
環
境
の
保
護
及
び

景
勝
地
・
歴
史
的
建
造
物
・
文
化
遺
産
（�

�����
�
��
�
����

�
�����
�
��
������

� ��
��
���
�
�

�
��
���
�
�

）
の
保
全
に
対
し
、
危
険
又
は
支
障
を
生
じ
さ
せ
得
る
あ
ら

ゆ
る
私
的
又
は
公
的
な
自
然
人
又
は
法
人
に
よ
り
操
業
さ
れ
又
は
保
有
さ
れ
る
工
場
、
作
業
所
、
貯
蔵
所
、
建
設
現
場
及
び
概
し
て

施
設
（��

���������
�
�

��
���������
�
�

）
は
、
環
境
法
典
第
五
編
第
一
章
所
定
の
規
定
に
服
す
る
」
と
規
定
す
る
。

　

同
条
は
、
分
類
施
設
規
制
の
規
制
対
象
と
し
て
、
工
場
、
作
業
所
、
貯
蔵
所
、
建
設
現
場
、
施
設
の
五
つ
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
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工
場
か
ら
建
設
現
場
ま
で
の
四
つ
の
用
語
は
例
示
で
あ
り
、
施
設
と
い
う
用
語
の
中
に
含
ま
れ
る
。

�
�

「��
���������

�
�

��
���������
�
�

」
と
は
、
一
九
一
七
年
法
に
お
い
て
規
制
対
象
を
示
す
用
語
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
「
あ
ら
ゆ
る
商
工
業
施
設

（��
�
�

��
�
��� ����

������
��
��
��
�
�
�������

�
�
��
�
�
���

���
������
��
�����
�
�
���������
�
���
�
�
������

�

���
�

）」
に
代
わ
り
、
一
九
七
六
年
法
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
用
語
で
あ
り
、
商

工
業
施
設
と
そ
れ
以
外
の
施
設
を
含
む
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ�
る�
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
に
い
う
「��

���������
�
�

��
���������
�
�

」
に
は
、
商
工
業

（
７
）

施
設
の
み
な
ら
ず
、
農
業
施
設
、
公
土
木
事
業
施
設
、
住
居
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
施
設
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
分
類
施
設
規
制
の
規
制
対
象
外
と
な
る
施
設
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
有
害
物
質
を
運
搬
す
る
自
動
車
、
船
舶
、

航
空
機
な
ど
の
可
動
施
設
、
フ
ラ
ン
ス
新
幹
線
や
空
港
な
ど
の
巨
大
設
備
、
フ
ラ
ン
ス
電
力
公
社
の
所
有
す
る
原
子
炉
施
設
は
、
規

制
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
別
途
特
別
法
に
よ
り
規
制
さ
れ�
る�
。

（
８
）

　

な
お
、
具
体
的
な
規
制
対
象
は
分
類
表
（�

�
�
��
�����
��

�
�
�
��
�����
��

）
と
い
う
一
覧
表
に
登
載
さ
れ
、
こ
れ
に
登
載
さ
れ
た
施
設
は
、
分
類

施
設
（��

���������
�
�
�����

��
���������
�
�������� ��� ��

）
と
呼
ば
れ
る
一
方
、
こ
れ
に
未
登
載
の
施
設
は
、
非
分
類
施
設
（��

���������
�
�
�
�
�
�����

��
���������
�
���
�
�
������� ��� ��

）
と

呼
ば
れ
る
。

　
（
二
）　

保
護
法
益

　

分
類
施
設
規
制
の
保
護
法
益
は
、
近
隣
住
民
の
快
適
性
、
保
健
衛
生
・
公
の
安
全
・
公
衆
衛
生
、
農
業
、
自
然
環
境
の
保
護
及
び

景
勝
地
・
歴
史
的
建
造
物
・
文
化
遺
産
の
保
全
の
五
つ
で
あ
る
。

　

近
隣
住
民
の
快
適
性
、
保
健
衛
生
・
公
の
安
全
・
公
衆
衛
生
、
農
業
は
、
一
九
一
七
年
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
保
護
法
益
で
あ

り
、
自
然
環
境
の
保
護
、
景
勝
地
・
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
は
、
一
九
七
六
年
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
保
護
法
益
で
あ
る
。
現
在
、

環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
は
、
こ
れ
ら
の
保
護
法
益
に
加
え
て
、
文
化
遺
産
の
保
全
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
保
全

さ
れ
る
べ
き
文
化
遺
産
に
関
す
る
二
○
○
一
年
一
月
一
七
日
法
律
第
二
○
○
一
―
四
四
号
の
制
定
を
契
機
と
し
て
追
加
さ
れ
た
も
の
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で
あ
る
。

　

ボ
ワ
バ
ン
に
よ
る
と
、
文
化
遺
産
の
保
全
と
い
う
保
護
法
益
は
、
考
古
学
上
の
利
益
（��

�

��
�� �� �� ��

����

������

� ��
��
���
�
�

�
��
���
�
�

）
を
有
す
る
地
形

に
何
ら
か
の
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
事
業
者
と
行
政
庁
が
科
学
的
な
研
究
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
保
全
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ�
る�
。

（
９
）

　

三　

施
設
の
分
類
と
分
類
表

　
（
一
）　

施
設
の
分
類

　

分
類
施
設
規
制
の
規
制
対
象
と
な
っ
た
施
設
は
、
許
可
を
要
す
る
施
設
と
届
出
を
要
す
る
施
設
と
の
二
等
級
に
分
類
さ
れ
る
。

　

許
可
を
要
す
る
施
設
と
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
保
護
法
益
に
対
し
て
重
大
な
危
険
又
は
支
障
を
生
じ
さ

せ
る
施
設
で
あ
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
二
―
一
条
一
項
）。
届
出
を
要
す
る
施
設
と
は
、
同
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
保

護
法
益
に
対
し
て
重
大
な
危
険
又
は
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
も
の
の
、
知
事
に
よ
り
命
じ
ら
れ
る
一
般
的
指
示
（�

�������
���
�
�

�
�������
���
�
��

� �� �� �

� ������

�����

）
に
服
す
る
施
設
で
あ
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
二
―
八
条
）。

　
（
二
）　

分
類
表

　

分
類
表
と
は
、
い
か
な
る
施
設
が
分
類
施
設
規
制
の
規
制
対
象
と
な
る
の
か
、
当
該
施
設
が
許
可
を
要
す
る
施
設
と
届
出
を
要
す

る
施
設
と
の
い
ず
れ
に
属
す
る
の
か
な
ど
に
つ
き
記
載
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。
分
類
表
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク

レ
の
形
式
で
定
め
ら
れ
、
官
報
に
掲
載
さ
れ
�

　

施
設
を
分
類
表
に
登
載
し
又
は
分
類
表
に
登
載
さ
れ
て
い
た
施
設
を
削
除
す
る
な
ど
、
分
類
表
を
改
定
す
る
場
合
に
は
、
分
類
施

設
担
当
大
臣
が
そ
の
旨
提
案
し
、
分
類
施
設
中
央
審
議
会
（��

�
����
��
�

��
�
�������
�

� �����
�
�
��
��
���������

�
�
�����

����
��
�
�����
���������
�
��
������ ��� ��

）
に
対
し
て
分
類
表
改

（　

）
１０る
。



論　　　説

（� ）１０８（甲南法学’�０７）４８―２―８

定
の
是
非
に
つ
き
諮
問
す
る
。
同
審
議
会
は
、
こ
れ
に
関
す
る
答
申
書
を
作
成
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
送
付
す
る
。
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
は
、
分
類
表
改
定
に
関
す
る
デ
ク
レ
案
を
作
成
し
、
審
議
す
る
。
同
デ
ク
レ
案
は
、
首
相
の
署
名
及
び
関
係
大
臣
の
副
署

に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
二
条
）。

　

分
類
表
の
解
釈
は
、
知
事
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
事
業
者
か
ら
施
設
の
設
置
許
可
申
請
書
又
は
届
出
書
が
提
出
さ
れ
た
際
に
、
当
該

施
設
が
許
可
と
届
出
と
の
い
ず
れ
を
要
す
る
の
か
を
、
知
事
は
分
類
表
を
参
照
し
て
確
認
す
る
。
例
え
ば
、
当
該
施
設
が
届
出
を
要

す
る
施
設
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
が
誤
っ
て
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
場
合
に
は
、
知
事
は
事
業
者
に
対
し
て
届
出
書

を
提
出
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

　

四　

施
設
の
設
置
手
続

　
（
一
）　

許
可
を
要
す
る
施
設
の
設
置
手
続

　

許
可
を
要
す
る
施
設
の
設
置
は
、
知
事
の
許
可
を
要
す
る
。
事
業
者
は
許
可
を
要
す
る
施
設
を
設
置
す
る
場
合
に
、
そ
の
設
置
を

予
定
す
る
県
の
知
事
に
対
し
て
当
該
施
設
の
設
置
許
可
申
請
書
と
と
も
に
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
二
条

�
施
設
の
設
置
予
定
地
を
示

す
縮
尺
二
五
○
○
○
分
の
一
の
地
図
、
施
設
周
辺
を
示
す
縮
尺
二
五
○
○
分
の
一
の
地
図
、
縮
尺
二
○
○
分
の
一
の
設
置
予
定
施
設

の
配
置
図
、
環
境
影
響
評
価
書
、
危
険
調
査
書
、
労
働
者
の
健
康
及
び
安
全
に
関
す
る
説
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同

デ
ク
レ
三
条
�

�
�

申
請
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
に
不
備
が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
�

知
事
は
二
ヶ
月
以
内
に
地
方
行
政
裁
判
所
長
に
そ
の
旨

通
知
す
る
。
地
方
行
政
裁
判
所
長
は
、
一
五
日
以
内
に
公
聴
調
査
（��

�
�

��
�
�

� ���
�
�
�
���
�
�

����
�
�
���
�
�

�
実
施
す
る
調
査
委
員
（��

�
�
�������

��
�
�
��������

��
�
�

��
�
�

� ����
�

���
�
）
を
任
命
�

こ
れ
を
受
け
て
、
知
事
は
、
公
聴
調
査
の
開
始
を
決
定
す
る
（
同
デ
ク
レ
五
条
）。

（　

）
１１）、

（　

）
１２）。

（　

）
１３は
、

（　

）
１４）
を

（　

）
１５し
、
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施
設
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
長
は
、
公
聴
調
査
開
始
日
の
一
五
日
前
か
ら
公
示
を
行
う
（
同
デ
ク
レ
六
条

�
公
聴

調
査
の
期
間
は
一
ヶ
月
で
あ
り
、
こ
の
間
、
調
査
委
員
は
利
害
関
係
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を
調
査
記
録
書
に
記
録
す
る
。

　

公
聴
調
査
終
了
日
か
ら
八
日
以
内
に
、
調
査
委
員
は
申
請
人
を
出
頭
さ
せ
、
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
調
査
記
録
書
に
記
録
さ
れ
た

意
見
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
通
知
か
ら
一
二
日
以
内
に
反
論
趣
意
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
通
知
す
る
。
反
論
趣

意
書
の
提
出
期
日
が
満
了
し
た
日
か
ら
一
五
日
以
内
に
、
調
査
委
員
は
施
設
の
設
置
の
賛
否
に
つ
き
自
ら
の
意
見
を
記
し
た
最
終
意

見
書
を
作
成
し
、
公
聴
調
査
に
か
か
わ
る
書
類
と
と
も
に
こ
れ
を
知
事
に
提
出
す
る
（
同
デ
ク
レ
七
条
�

　

公
聴
調
査
開
始
と
同
時
に
、
知
事
は
各
種
機
関
に
対
し
て
施
設
の
設
置
の
賛
否
に
つ
き
意
見
聴
取
を
行
う
。
意
見
聴
取
の
対
象
と

な
る
機
関
は
、
施
設
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
市
町
村
会
、
県
建
設
課
・
農
業
課
・
衛
生
社
会
活
動
課
・
市
民
安
全
課
・

地
方
環
境
局
で
あ
る
。
ま
た
、
知
事
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
官
、
水
警
察
担
当
機
関
、
フ

ラ
ン
ス
建
築
技
師
、
国
立
原
産
地
呼
称
研
究
所
が
意
見
聴
取
の
対
象
と
な
る
。
市
町
村
会
は
公
聴
調
査
終
了
日
か
ら
一
五
日
以
内
に
、

そ
れ
以
外
の
機
関
は
知
事
よ
り
意
見
聴
取
を
受
け
た
日
か
ら
四
五
日
以
内
に
知
事
に
答
申
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
デ

ク
レ
八
条
及
び
九
条
）。

　

知
事
は
、
公
聴
調
査
に
か
か
わ
る
書
類
及
び
各
種
機
関
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
答
申
書
を
、
分
類
施
設
査
察
官
に
送
付
す
る
。
こ
れ

ら
の
書
類
を
基
に
、
同
査
察
官
は
許
可
申
請
及
び
公
聴
調
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
県
衛
生
審
議
会
に
提
出

す
る
（
同
デ
ク
レ
一
○
条
）。
同
報
告
書
を
基
に
施
設
の
設
置
を
許
可
す
べ
き
か
否
か
に
つ
き
、
県
衛
生
審
議
会
は
意
見
を
述
べ
る
。

同
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
知
事
は
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
を
決
す
�

そ
の
際
、
住
居
又
は
第
三
者
の
占
有
す
る
不

動
産
、
大
衆
の
利
用
に
供
さ
れ
る
施
設
、
河
川
、
交
通
路
、
集
水
施
設
、
都
市
計
画
に
よ
り
住
居
専
用
地
域
に
認
定
さ
れ
た
地
域
か

ら
当
該
施
設
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
、
知
事
は
考
慮
す
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
二
―
一
条
六
項
）。

（　

）
１６）。

（　

）
１７）。

（　

）
１８る
。
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設
置
を
許
可
し
た
施
設
が
、
廃
棄
物
貯
蔵
施
設
、
採
石
場
、
火
薬
爆
薬
製
造
所
や
引
火
性
ガ
ス
製
造
所
の
よ
う
に
近
隣
住
民
の
安

全
及
び
環
境
に
特
に
甚
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
施
設
で
あ

っ
た
場
合
に
は
、
知
事
は
当
該
施
設
の
設
置
許
可
証
を
交
付
し
た
後
に
、
当
該
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
活
動
に
つ
き
金
銭
担
保

（�����
���
���
��
��

�����
�������
��
��� ��� ��

）
を
設
定
す
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
六
―
一
条
）。
金
銭
担
保
と
は
、
施
設
か
ら
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
汚
染
を

予
防
し
又
は
施
設
か
ら
生
じ
た
汚
染
を
除
去
す
る
作
業
を
事
業
者
が
実
施
し
な
い
場
合
に
備
え
て
、
こ
れ
を
補
う
こ
と
を
保
証
す
る

た
め
の
金
銭
を
当
該
施
設
の
設
置
時
に
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
知
事
は
、
事
業
者
の
意
見
及
び
当
該
施
設
に
お

い
て
実
施
さ
れ
る
汚
染
を
予
防
し
又
は
除
去
す
る
作
業
に
必
要
な
費
用
を
考
慮
に
入
れ
て
、
金
銭
担
保
の
金
額
を
設
定
し
（
環
境
法

典
Ｌ
五
一
六
―
一
条
及
び
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
二
三
―
三
条
）、
事
業
者
が
こ
れ
ら
の
作
業
を
実
施
し
な
い
場
合
に
、
金
銭
担
保
請
求

権
を
行
使
す
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
二
三
―
四
条
）。

　

許
可
を
要
す
る
施
設
の
移
転
、
拡
張
、
改
築
、
製
造
方
法
の
変
更
に
よ
っ
て
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
所
定
の
利
益
に
危
険

又
は
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
事
業
者
は
、
再
度
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
二
―
一
五
条
二

項
）。
ま
た
、
許
可
を
要
す
る
施
設
の
事
業
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
新
た
な
事
業
者
は
、
一
ヶ
月
以
内
に
知
事
に
対
し
て
届

出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
四
条
）。

　
（
二
）　

届
出
を
要
す
る
施
設
の
設
置
手
続

　

届
出
を
要
す
る
施
設
の
設
置
手
続
は
、
許
可
を
要
す
る
施
設
の
そ
れ
に
比
し
て
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
設
置
は
知
事
に
対
し

て
届
出
書
を
送
付
す
る
だ
け
で
可
能
に
な
る
。

　

事
業
者
は
当
該
施
設
を
設
置
す
る
場
合
に
、
当
該
施
設
の
設
置
を
予
定
す
る
県
の
知
事
に
対
し
て
届
出
書
と
と
も
�

一
○
○
メ

ー
ト
ル
の
範
囲
を
示
し
た
地
籍
図
及
び
凡
例
を
記
載
し
た
少
な
く
と
も
縮
尺
二
○
○
分
の
一
の
設
置
予
定
施
設
の
配
置
図
を
提
出
し

（　

）
１９に
、
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
二
五
条
�

　

届
出
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
に
不
備
が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
�

知
事
は
届
出
受
領
証
を
届
出
人
に
交
付
す
る
（
同

デ
ク
レ
二
七
条
）。

　

届
出
を
要
す
る
施
設
の
移
転
、
拡
張
、
改
築
、
製
造
方
法
の
変
更
に
よ
っ
て
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
所
定
の
利
益
に
危
険

又
は
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
事
業
者
は
、
知
事
に
対
し
て
再
度
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
二

―
一
五
条
二
項
）。
ま
た
、
届
出
を
要
す
る
施
設
の
事
業
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
新
た
な
事
業
者
は
、
一
ヶ
月
以
内
に
知
事

に
対
し
て
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
四
条
）。

　
（
三
）　

遺
伝
子
組
換
え
生
物
利
用
承
認
手
続

　

遺
伝
子
組
換
え
生
物
を
利
用
す
る
施
設
の
設
置
に
は
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
又
は
届
出
の
ほ
か
に
、
知
事
の
承
認
（���

���� ��
��
�

�
��
�
）

を
要
す
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
五
―
一
三
条
Ⅰ
及
び
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
四
三
―
一
条
Ⅰ
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物

を
利
用
す
る
分
類
施
設
は
、
承
認
を
要
す
る
施
設
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
承
認
手
続
は
、
一
九
九
○
年
四
月
二
三
日
Ｅ
Ｅ
Ｃ
指
令
第
二
一
九
号
及
び
二
二
○
号
を
国
内
法
化
し
た
遺
伝
子
組
換
え
生
物

の
利
用
及
び
普
及
の
統
制
並
び
に
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
に
関
す
る
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
の
改
正
に
関
す
る
一
九

九
二
年
七
月
一
三
日
法
律
第
九
二
―
六
五
四
号
（
以
下
「
一
九
九
二
年
法
」
と
い
う
）
に
よ
り
、
一
九
七
六
年
法
四
条
に
規
定
さ
れ
、

現
在
、
同
条
は
環
境
法
典
Ｌ
五
一
五
―
一
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

承
認
手
続
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
八
六
年
に
、
病
原
菌
、
ウ
イ

ル
ス
、
微
生
物
、
生
化
学
的
手
法
及
び
遺
伝
子
組
換
え
の
利
用
に
よ
り
生
成
さ
れ
た
生
成
物
の
調
合
施
設
が
許
可
を
要
す
る
施
設
と

し
て
分
類
表
に
登
載
さ
れ
、
分
類
施
設
規
制
の
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
分
類
表
の
改
定
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の

（　

）
２０）。

（　

）
２１て
、
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う
ち
病
原
菌
の
利
用
に
よ
り
生
成
さ
れ
た
生
成
物
の
調
合
施
設
以
外
は
、
届
出
を
要
す
る
施
設
に
分
類
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
○
年
四
月
二
三
日
Ｅ
Ｅ
Ｃ
指
令
第
二
一
九
号
は
、
遺
伝
子
組
換
え
に
か
か
わ
る
全
て
の
作
業
を
事
前
許
可
手

続
に
服
せ
し
め
る
よ
う
義
務
付
け
た
。
分
類
施
設
規
制
制
度
に
お
い
て
は
、
す
で
に
遺
伝
子
組
換
え
生
物
を
利
用
す
る
施
設
を
設
置

許
可
又
は
届
出
手
続
に
よ
り
規
制
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
手
続
に
加
え
て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
利
用
許
可
手
続
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
分
類
施
設
規
制
制
度
を
複
雑
化
せ
し
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
設
置
許
可
又
は
届
出
手
続
と
は
異
な
る
新
た
な

手
続
と
し
て
承
認
手
続
が
導
入
さ
れ
た
。

　

承
認
手
続
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
四
三
―
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
を

利
用
す
る
分
類
施
設
の
設
置
を
予
定
す
る
事
業
者
は
、
当
該
施
設
の
設
置
に
必
要
な
書
類
の
ほ
か
に
承
認
申
請
書
を
知
事
に
提
出
す

る
。
承
認
申
請
書
に
不
備
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
に
、
知
事
は
事
業
者
に
対
し
て
承
認
申
請
受
領
証
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、

承
認
申
請
書
を
遺
伝
子
工
学
委
員
会
（��

�
�
�����
�
�
�
�

��
�
�
�����
�
��
���� ��

��
�

�
����� �� �

� ����
�
�

���
�
�

）
に
送
付
す
る
。
同
委
員
会
は
、
承
認
申
請
書
が
送
付
さ

れ
た
日
か
ら
四
五
日
以
内
に
、
当
該
施
設
に
お
け
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
利
用
の
賛
否
に
つ
き
意
見
を
記
し
た
答
申
書
を
作
成
し
、

知
事
に
返
送
す
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
四
三
―
一
条
Ⅲ

�
同
委
員
会
の
答
申
書
に
基
づ
き
、
当
該
施
設
に
お
け
る
遺
伝
子
組
換
え

生
物
の
利
用
を
承
認
す
る
か
否
か
を
知
事
は
決
す
る
。
な
お
、
事
業
者
に
対
し
て
承
認
申
請
受
領
証
を
交
付
し
た
日
か
ら
三
ヶ
月
以

内
に
、
知
事
は
こ
れ
を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
Ⅱ
）。

　

五　

施
設
に
対
す
る
監
督
制
度

　
（
一
）　

施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
遵
守
事
項

　

施
設
に
対
す
る
監
督
制
度
の
基
本
的
枠
組
は
、
分
類
施
設
に
対
し
て
指
示
（�

�������
���
�

�
�������
���
�

）
と
呼
ば
れ
る
遵
守
事
項
を
知
事
が
課

（　

）
２２）。
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し
、
こ
れ
が
当
該
施
設
の
事
業
者
に
よ
り
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
分
類
施
設
査
察
官
（��

��
�����

�
�
��
��
���������

�
�
�����

��
��
�����
���
���
��
���������
�
��
������ ��� ��

）

が
監
督
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

知
事
は
、
許
可
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
は
、
そ
の
設
置
許
可
証
の
交
付
と
と
も
に
第
一
次
指
示
（�

�������
���
�
��
������

�
�������
���
�
���
������

）
と
呼

ば
れ
る
遵
守
事
項
を
課
す
る
権
限
を
有
し
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
二
―
三
条
）、
届
出
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
は
、
そ
の
設
置
届
出
受

領
証
の
交
付
と
と
も
に
一
般
的
指
示
と
呼
ば
れ
る
遵
守
事
項
を
課
す
る
権
限
を
有
す
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
二
―
八
条
及
び
Ｌ
五
一
二

―
九
条
�

　

第
一
次
指
示
と
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
遵
守
事
項
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
汚
染
物
質
の
排
出
許
容
限
度
量
、
施
設
の
操
業
に
よ
り
生
じ
る
環
境
へ
の
影
響
を
監
督
す
る
た
め
に
必
要
な
分
析
手
法

及
び
測
定
手
法
が
定
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
越
境
汚
染
の
よ
う
に
広
範
囲
に
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
施
設
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
低
減
し

又
は
予
防
す
る
た
め
の
措
置
が
定
め
ら
れ
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
一
七
条
）。

　

第
一
次
指
示
を
課
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
三
つ
の
事
項
を
知
事
は
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
一
に
、
技
術
的
・
経
済
的
実
現
可
能
性
（���������

���������� �
�
��
�
������

���
����
�
��
�
��
�
���
�
�
��
�

��
����
������
��������
�
��
�
����
���
�
�
��
���

��
�
�
���
�

�������
�����
��� ���

�
�
�
��

��
�
�
�
��

）
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
指
示
が
、
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
遵
守
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
遵
守
に
当
た
っ
て
過
度
に
高
度
な
科
学
技
術
や
経
済
的
負
担
を
要
す
る
指
示
を
、
知
事
は
課
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

第
二
に
、
周
辺
環
境
の
質
・
適
性
・
利
用
（�

�
����

�
�
����� ��

�
�
��
��
�����
�
��
�
�
���
���������

�

���
�������
�����
�
�����
�����
���������
�

�
��
�
�����
�
��
����
�
�
��
��

�
�
����
�����
��
��
����
�
�
��
��

）
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
第
一
次
指
示
が
、
施
設
の
周
辺
環
境
の
状
況
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

廃
水
が
流
量
の
少
な
い
小
川
に
排
出
さ
れ
る
場
合
と
流
量
の
多
い
河
口
に
排
出
さ
れ
る
場
合
と
で
は
、
環
境
に
対
す
る
影
響
の
程
度

が
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
事
は
、
施
設
の
周
辺
環
境
の
状
況
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
価
し
た
環
境
影
響
評
価
書
を
参
照
し
、
第

（　

）
２３）。
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一
次
指
示
を
課
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
水
資
源
の
平
等
な
分
配
（������

�

������
�
�� ��

�
����
�

�
�
����
�� ��

�
�
��
�����

�
���
��
���

���
����������
�
������
�
���

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
指
示
が
、
施

設
の
周
辺
環
境
の
中
で
も
、
特
に
水
質
の
保
護
に
重
き
を
置
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

一
般
的
指
示
と
は
、
第
一
次
指
示
と
同
様
の
目
的
で
講
じ
ら
れ
る
遵
守
事
項
で
あ
る
が
、
第
一
次
指
示
の
内
容
が
各
施
設
に
応
じ

て
異
な
る
の
に
対
し
、
一
般
的
指
示
の
内
容
は
同
種
の
施
設
に
対
し
て
は
同
様
の
内
容
と
な
る
点
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
遵
守
事

項
は
異
な
る
。
こ
れ
は
、
届
出
を
要
す
る
施
設
が
、
各
施
設
に
応
じ
て
指
示
の
内
容
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
厳
格
な
統

制
を
要
す
る
施
設
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
�

　

許
可
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
第
一
次
指
示
を
課
し
た
後
に
、
知
事
は
必
要
に
応
じ
て
そ
の
内
容
を
加
重
し
又
は
軽
減
す
る
権
限

を
有
す
る
。
変
更
さ
れ
た
第
一
次
指
示
は
、
追
加
指
示
（�

�������
���
�
��
�
����
�
�
����

�
�������
���
�
���
�
����
�
�
����

）
と
呼
ば
れ
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
二
―
三

条
）。
届
出
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
一
般
的
指
示
を
課
し
た
後
に
、
第
三
者
に
よ
り
当
該
指
示
の
加
重
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
及
び

事
業
者
に
よ
り
当
該
指
示
の
軽
減
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
知
事
は
そ
の
内
容
を
加
重
し
又
は
軽
減
す
る
権
限
を
有
す
る
。

変
更
さ
れ
た
一
般
的
指
示
は
、
特
別
指
示
（�

�������
���
�
��

�
�������
���
�
���

� ������

�����

）
と
呼
ば
れ
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
二
―
一
二
条
�

　

許
可
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
は
、
当
該
施
設
に
お
け
る
事
故
又
は
ト
ラ
ブ
ル
に
起
因
す
る
汚
染
、
第
一
次
指
示
又
は
追
加
指
示

の
不
遵
守
に
起
因
す
る
汚
染
、
そ
の
他
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
保
護
法
益
に
対
し
て
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
危
険
又

は
支
障
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
及
び
措
置
を
実
施
す
る
よ
う
命
ず
る
権
限
を
知
事
は
有
す
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
二
―
七
条
）。

　

そ
の
ほ
か
、
分
類
施
設
担
当
大
臣
は
、
許
可
を
要
す
る
施
設
の
う
ち
特
定
の
業
種
の
施
設
に
対
し
て
は
技
術
規
則
（� �� ����

����
�
��
�
�

��������
�
��
�
�

）

を
課
す
る
権
限
を
有
し
（
同
法
典
Ｌ
五
一
二
―
五
条
）、
届
出
を
要
す
る
施
設
の
う
ち
特
定
の
業
種
の
施
設
に
対
し
て
は
、
一
般
的
指

示
を
課
す
る
権
限
を
有
す
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
二
―
一
○
条

�
こ
れ
ら
の
遵
守
事
項
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ

（　

）
２４る
。

（　

）
２５）。

（　

）
２６）。
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た
保
護
法
益
に
対
す
る
侵
害
を
予
防
す
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
に
設
置
さ
れ
た
当
該
施
設
に
対
し
て
一
律
に
適

用
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
遵
守
事
項
は
、
知
事
に
よ
り
各
施
設
ご
と
に
個
別
に
講
じ
ら
れ
る
第
一
次
指
示
や
同
種

の
施
設
に
対
し
て
同
様
の
内
容
で
講
じ
ら
れ
る
一
般
的
指
示
と
異
な
�

　
（
二
）　

分
類
施
設
査
察
官
に
よ
る
監
督
と
監
督
費
用
徴
収
制
度

　

先
述
の
遵
守
事
項
が
事
業
者
に
よ
り
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
分
類
施
設
査
察
官
に
よ
り
監
督
さ
れ
る
。

　

分
類
施
設
査
察
官
は
、
地
方
産
業
研
究
環
境
局（�

�������
�
�

�
�������
�
��� ����

�
���
�
�
����
�
�
������

�
�
��
����
��

���
�
�����
������
�
�
��������
���������
����

�
��
�
�
����
����
�
�
��
��
�

��
������
������
����
�
�
��
��
�
）、

県
獣
医
局
（�

�������
�
�

�
�������
�
��

� ��
�����

��
����
�
��
��������

�
�
�����
��
������
�������������� �� �� ����

�����

���
�����

）、
県
保
健
社
会
事
務
局
（�

�������
�
�

�
�������
�
��

� ��
�����

��
����
�
��

�
�����
��
������
���

��������
���
�������

��
��
������

������������
�������������
������

）
に
所
属
す
る
職
員
の
中
か
ら
、
地
方
産
業
研
究
環
境
局
長
の
提
案
に
基
づ
き
知
事
に
よ
り
任
命
さ

れ
る
。
そ
れ
以
外
の
組
織
に
所
属
す
る
職
員
の
中
か
ら
分
類
施
設
査
察
官
を
知
事
は
任
命
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
分
類
施

設
の
所
有
者
又
は
事
業
者
と
金
銭
面
に
お
い
て
直
接
的
又
は
間
接
的
な
か
か
わ
り
の
あ
る
任
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員
は
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
三
条
�

　

分
類
施
設
査
察
官
は
、
時
間
を
問
わ
ず
分
類
施
設
を
査
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
五
条
二
項
）。
し
た
が
っ

て
、
同
査
察
官
は
、
夜
間
で
あ
っ
て
も
事
前
の
予
告
な
く
当
該
施
設
を
査
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

施
設
の
監
督
に
必
要
な
費
用
は
、
特
定
の
施
設
か
ら
徴
収
さ
れ
る
租
税
か
ら
捻
出
さ
れ
る
。
こ
の
監
督
費
用
徴
収
制
度
は
、
一
九

七
六
年
法
一
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
関
税
法
典
二
六
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
施
設
か
ら
徴
収
さ
れ
る
租
税
に

は
、
単
一
税
と
年
次
納
付
金
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
単
一
税
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
施
設
の
設
置
に
伴
い
当
該
施
設
の
事
業
者
か
ら

徴
収
さ
れ
る
。
年
次
納
付
金
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
施
設
を
操
業
す
る
事
業
者
か
ら
毎
年
徴
収
さ
れ
る
。

　

単
一
税
の
対
象
と
な
る
施
設
は
、
許
可
を
要
す
る
商
工
業
施
設
又
は
商
工
業
的
性
質
を
有
す
る
公
施
設
（� ����

������
��
��
��
�
�
��

���
������
��
�����
�
�
��

（　

）
２７る
。

（　

）
２８）。
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������
�
�
��
�
�
������

�
�
�
�
�

��������
�
���
�
�
������
���
�
��
�� ����

������
��
��
�
�
�
����

���
������
��
����
�
�
������ �

������

�������� ���
��
�
�
������

��
��
�
�
������

�����
�
�
������������
�
�
������
）
で
あ
る
（
関
税
法
典
二
六
六
条

ｓ
ｅ
ｘ
ｉ
ｅ
ｓ
―
Ⅰ
―
八
―
ａ
）。
し
た
が
っ
て
、
行
政
的
公
施
設
（� ����
������

��
��
�
�
�
����
��
�
��
���������

���
������
��
���
�
�
�
�������
�
��
���������

）
や
市
町
村
が
経
営

す
る
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、
単
一
税
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

　

単
一
税
の
税
額
は
、
単
一
税
の
対
象
と
な
る
施
設
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
る
従
業
員
の
構
成
に
よ
り
異
な
る
。
従
業
員
数
が
二
人
未

満
で
あ
る
施
設
か
ら
は
、
四
四
二
一
○
ユ
ー
ロ
が
徴
収
さ
れ
る
。
従
業
員
数
が
二
人
以
上
で
、
手
工
業
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
手
工

業
者
を
雇
用
す
る
施
設
か
ら
は
、
一
○
六
七
一
四
ユ
ー
ロ
が
徴
収
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
施
設
か
ら
は
、
二
二
二
五
七
六
ユ
ー
ロ
が

徴
収
さ
れ
る
（
同
法
典
二
六
六
条
ｎ
ｏ
ｎ
ｉ
ｅ
ｓ
―
一
）。

　

年
次
納
付
金
の
対
象
と
な
る
施
設
は
、
商
工
業
施
設
又
は
商
工
業
的
性
質
を
有
す
る
公
施
設
の
う
ち
、
環
境
に
対
し
て
特
に
危
険

を
生
じ
さ
せ
る
活
動
を
行
う
施
設
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
対
象
は
、
分
類
施
設
中
央
審
議
会
の
答
申
後
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の

議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
一
覧
表
に
登
載
さ
れ
る
（
同
法
典
二
六
六
条
ｓ
ｅ
ｘ
ｉ
ｅ
ｓ
―
Ⅰ
―
八
―
ｂ
）。
現
在
で
は
、

二
○
○
○
年
一
二
月
二
六
日
デ
ク
レ
第
二
○
○
○
―
一
三
四
九
号
が
こ
の
一
覧
表
を
定
め
て
お
り
、
塩
素
製
造
所
、
ア
ン
モ
ニ
ア
製

造
所
、
水
素
製
造
所
な
ど
、
一
一
六
件
の
施
設
が
こ
れ
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。

　

年
次
納
付
金
の
基
本
納
付
額
は
三
三
五
三
九
ユ
ー
ロ
で
あ
る
が
（
同
法
典
二
六
六
条
ｎ
ｏ
ｎ
ｉ
ｅ
ｓ
―
一
）、
そ
の
ほ
か
に
施
設
に

お
い
て
実
施
さ
れ
る
活
動
の
有
害
性
に
応
じ
て
一
か
ら
一
○
の
乗
数
係
数
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
納
付
総
額
は
基
本
納
付
額
と
乗
数

係
数
と
の
積
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
（
同
法
典
二
六
六
条
ｎ
ｏ
ｎ
ｉ
ｅ
ｓ
―
八
）。
例
え
ば
、
先
述
の
塩
素
製
造
所
（
製
造
量
二
五
ト
ン

以
上
）
の
乗
数
係
数
は
、
一
覧
表
に
よ
る
と
一
○
で
あ
る
の
で
、
当
該
施
設
の
事
業
者
は
、
三
三
五
三
九
○
ユ
ー
ロ
の
年
次
納
付
金

を
納
付
す
る
こ
と
に
な
る
。



分類施設訴訟における行政裁判官の統制権限に関する研究

（甲南法学’�０７）４８―２―１７（� ）１１７

　

六　

施
設
に
対
す
る
制
裁
制
度

　
（
一
）　

無
許
可
・
無
届
操
業
の
施
設
に
対
す
る
制
裁

　

許
可
又
は
届
出
な
し
に
事
業
者
が
各
等
級
に
属
す
る
施
設
を
操
業
し
た
場
合
に
お
い
て
、
知
事
は
事
業
者
に
対
し
て
定
め
ら
れ
た

期
間
内
に
許
可
申
請
又
は
届
出
を
行
う
よ
う
催
告
す
る
。
許
可
申
請
に
対
す
る
決
定
を
下
し
又
は
届
出
を
受
理
す
る
ま
で
の
間
、
知

事
は
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
二
条
一
項
）。
こ
の
操
業
停
止
命
令
に
違
反
し
て
操

業
を
継
続
す
る
事
業
者
は
、
二
年
の
禁
錮
及
び
一
五
○
○
○
○
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
一
条
Ⅰ
）。

ま
た
、
当
該
施
設
の
封
印
貼
付
を
知
事
は
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
四
―
二
条
三
項
）。

　

事
業
者
が
催
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
又
は
許
可
申
請
を
し
た
も
の
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
知
事

は
当
該
施
設
の
閉
鎖
又
は
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
閉
鎖
又
は
廃
止
命
令
に
違
反
し
て
操
業
を
継
続
す
る
事
業
者
に
対

し
て
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
一
条
Ⅰ
及
び
Ｌ
五
一
四
―
二
条
三
項
に
規
定
さ
れ
た
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
。
事
業
者
が
定
め
ら

れ
た
期
間
内
に
許
可
申
請
又
は
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
条
Ⅰ
―
一
及
び
同
条
Ⅰ
―
二
に
規
定

さ
れ
た
制
裁
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
）
が
科
せ
ら
れ
る
（
同
条
二
項
）。

　

許
可
を
要
す
る
施
設
を
無
許
可
で
操
業
し
た
事
業
者
は
、
一
年
の
禁
錮
及
び
七
五
○
○
○
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法

典
Ｌ
五
一
四
―
九
条
Ⅰ
）。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
違
警
罪
裁
判
所
は
、
施
設
の
利
用
を
禁
止
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
同

条
Ⅱ
）。
ま
た
、
同
裁
判
所
は
、
期
間
を
定
め
て
、
当
該
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
用
地
の
原
状
回
復
を
行
う
よ
う
命
ず
る
こ
と
も
で

き
る
（
同
条
Ⅲ
）。
施
設
の
利
用
禁
止
命
令
に
違
反
し
て
操
業
を
継
続
す
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
一
条
Ⅰ

に
規
定
さ
れ
た
制
裁
が
科
せ
ら
れ
、
用
地
の
現
状
回
復
命
令
に
違
反
し
て
操
業
を
継
続
す
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
六
ヶ
月
の
禁
錮

及
び
七
五
○
○
○
ユ
ー
ロ
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
一
条
Ⅲ
）。
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（
二
）　

遵
守
事
項
違
反
の
施
設
に
対
す
る
制
裁

　

知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
遵
守
事
項
（
す
な
わ
ち
第
一
次
指
示
、
追
加
指
示
、
一
般
的
指
示
、
特
別
指
示
）
を
各
等
級
に
属
す
る
施

設
の
事
業
者
が
遵
守
し
て
い
な
い
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
分
類
施
設
査
察
官
が
当
該
施
設
を
査
察
す
る
。
そ
の
際
、
同
査
察
官
の

査
察
を
妨
害
し
た
者
は
、
一
年
の
禁
錮
及
び
一
五
○
○
○
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
二
条
）。

　

知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
遵
守
事
項
へ
の
違
反
を
同
査
察
官
が
確
認
し
た
場
合
、
知
事
は
当
該
施
設
の
事
業
者
に
対
し
て
定
め
ら
れ

た
期
間
内
に
違
反
を
解
消
す
る
よ
う
催
告
す
る
。
こ
の
期
間
内
に
事
業
者
に
よ
り
違
反
が
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
知
事
は
以
下

に
示
す
三
つ
の
措
置
を
講
ず
る
。

　

第
一
に
、
違
反
の
解
消
に
必
要
な
費
用
を
公
会
計
官
に
供
託
す
る
よ
う
事
業
者
に
対
し
て
義
務
付
け
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一

条
Ⅰ
―
一
）。
事
業
者
は
供
託
金
を
公
会
計
官
に
供
託
す
る
一
方
、
自
ら
違
反
を
解
消
す
る
た
め
の
作
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
要
す
る
に
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
遵
守
事
項
に
違
反
し
た
事
業
者
は
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
作
業
に
必
要
な
費
用
の
み

な
ら
ず
、
公
会
計
官
に
供
託
す
べ
き
費
用
を
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
供
託
金
は
違
反
の
解
消
に
伴

い
事
業
者
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
供
託
金
の
返
還
を
求
め
る
事
業
者
が
迅
速
に
違
反
を
解
消
す
る
こ
と
を
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一

四
―
一
条
Ⅰ
―
一
は
意
図
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
事
業
者
に
違
反
を
解
消
す
る
た
め
の
作
業
を
実
施
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
作
業
に
要
す
る
費
用
は
事
業
者
が
負

担
す
る
（
同
条
Ⅰ
―
二
）。

　

第
三
に
、
違
反
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
施
設
の
操
業
停
止
を
命
ず
る
。
知
事
は
県
衛
生
審
議
会
の
答
申
後
に
、
こ
れ
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
Ⅰ
―
三
）。
こ
の
操
業
停
止
命
令
に
違
反
し
て
操
業
を
継
続
す
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一

四
―
一
一
条
Ⅰ
及
び
Ｌ
五
一
四
―
二
条
三
項
に
規
定
さ
れ
た
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
。
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な
お
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
条
Ⅰ
―
一
に
基
づ
き
納
付
さ
れ
た
供
託
金
は
、
同
条
Ⅰ
―
二
及
び
同
条
Ⅰ
―
三
所
定
の
措
置
を

講
ず
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
費
用
に
充
当
さ
れ
得
る
。

　

知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
遵
守
事
項
に
違
反
し
た
事
業
者
は
、
六
ヶ
月
の
禁
錮
及
び
七
五
○
○
○
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

（
同
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
一
条
Ⅱ
）。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
違
警
罪
裁
判
所
は
、
事
業
者
が
違
反
を
解
消
す
る
た
め
の
期
間
を
定
め

る
。
そ
の
際
、
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
裁
判
所
は
罰
金
強
制
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
典
Ｌ
五
一
四

―
一
○
条
Ⅱ
）。
事
業
者
が
指
示
を
遵
守
す
る
ま
で
の
間
、
同
裁
判
所
は
施
設
の
利
用
を
禁
止
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
同

条
Ⅲ
）。
こ
の
利
用
禁
止
命
令
に
違
反
し
て
操
業
を
継
続
す
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
一
条
Ⅰ
に
規
定
さ
れ

た
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
。

　

な
お
、
分
類
施
設
担
当
大
臣
に
よ
り
課
さ
れ
た
遵
守
事
項
に
違
反
し
た
事
業
者
に
対
し
て
も
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
○
条
に

規
定
さ
れ
た
制
裁
が
適
用
さ
れ
る
。

　
（
三
）　

予
測
又
は
回
復
不
能
な
危
険
又
は
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
施
設
に
対
す
る
制
裁

　

各
等
級
に
属
す
る
施
設
が
、
そ
の
設
置
時
に
は
予
測
し
得
な
い
危
険
又
は
支
障
を
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
利

益
に
対
し
て
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、
分
類
施
設
担
当
大
臣
は
、
事
業
者
が
危
険
又
は
支
障
を
解
消
す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
必

要
な
期
間
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
期
間
中
、
施
設
の
操
業
を
停
止
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―

七
条
一
項
）。
こ
の
操
業
停
止
命
令
に
違
反
し
て
操
業
を
継
続
す
る
施
設
に
対
し
て
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
一
条
Ⅰ
に
規
定
さ

れ
た
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
。

　

各
等
級
に
属
す
る
施
設
が
、
環
境
法
典
第
五
編
第
一
章
に
規
定
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
た
と
し
て
も
解
消
し
得
な
い
よ
う

な
危
険
又
は
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、
分
類
施
設
中
央
審
議
会
及
び
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
見
を
聴
い
た
後
に
、
首
相
は
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当
該
施
設
を
廃
止
す
る
（
同
条
二
項
）。
こ
の
廃
止
命
令
に
違
反
し
て
操
業
を
継
続
す
る
施
設
に
対
し
て
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―

一
一
条
Ⅰ
に
規
定
さ
れ
た
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
。

　
（
四
）　

非
分
類
施
設
に
対
す
る
制
裁

　

環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
利
益
に
危
険
又
は
重
大
な
支
障
を
非
分
類
施
設
が
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、
知
事
は
、

市
町
村
長
及
び
県
衛
生
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
後
に
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
事
業
者
に
対
し
て
催
告
す
る
。
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
事
業
者
が
催
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
知
事
は
同
法
典
Ｌ
五
一

四
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
制
裁
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
四
条
）。
そ
の
ほ
か
、
当
該
事
業
者
に
対
し
て
は
、

Ｌ
五
一
四
―
一
一
条
Ⅲ
に
規
定
さ
れ
た
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
。

　

七　

既
得
権
を
有
す
る
施
設

　
（
一
）　

既
得
権
の
意
義

　

合
法
的
に
操
業
を
開
始
し
た
後
に
、
分
類
表
に
関
す
る
デ
ク
レ
に
よ
り
許
可
又
は
届
出
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
施
設
の
事
業
者

は
、
同
デ
ク
レ
の
公
示
日
か
ら
一
年
以
内
に
知
事
に
対
し
て
当
該
施
設
が
す
で
に
操
業
し
て
い
る
旨
の
通
知
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
、
許
可
又
は
届
出
な
し
に
そ
の
操
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
三
―
一
条
一
項
は
規
定
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
分
類
施
設
規
制
に
よ
る
規
制
を
受
け
る
以
前
か
ら
操
業
を
開
始
し
て
い
た
施
設
の
設
置
許
可
又
は
届
出
手
続
を
免

除
し
、
操
業
の
継
続
を
認
め
る
権
利
を
既
得
権
（�

��
���
���
�
��

�
��
�������
�
��

）
な
い
し
既
存
施
設
の
権
利
（�

��
���
�
���
�

�
��
�����
���
�� ����

���

���
���� �

）
と
呼
ん
で
い

る
。
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分
類
施
設
規
制
は
、
産
業
の
利
益
と
環
境
の
利
益
と
を
調
整
し
た
上
で
成
り
立
つ
制
度
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
利
益
も
過
度
に
制
限

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
に
立
つ
。
そ
こ
で
、
同
制
度
に
お
い
て
は
、
分
類
表
に
登
載
さ
れ
た
後
に
操
業
を
開
始
す
る
施
設
の

事
業
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
設
置
許
可
又
は
届
出
手
続
を
経
る
よ
う
義
務
付
け
る
こ
と
で
産
業
の
利
益
を
制
限
す
る
一
方
、
分
類
表

に
登
載
さ
れ
る
以
前
か
ら
操
業
し
て
い
る
施
設
の
事
業
者
に
対
し
て
は
、
既
得
権
な
る
権
利
を
与
え
、
当
該
手
続
を
免
除
す
る
こ
と

で
産
業
の
利
益
を
過
度
に
制
限
し
な
い
と
い
う
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
分
類
表
に
登
載
さ
れ
る
以
前
か
ら
操
業
し
て
い
る
施
設
の
事
業
者
に
対
し
て
既
得
権
を
与
え
、
そ
の
設
置
許
可
又
は
届
出

手
続
を
免
除
す
る
こ
と
は
、
法
律
不
遡
及
の
原
則
（�
���
���
�
�
�
��
�
�
�
��

�
���
���
���
������
�
�
��� ����

�������

���
�������� �

�
��
��
��

��
�����
��

）
に
照
ら
し
て
も
、
妥
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
（
二
）　

既
得
権
を
有
す
る
施
設
に
対
す
る
規
制

　

操
業
を
開
始
し
た
後
に
、
分
類
表
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
施
設
と
届
出
を
要
す
る
施
設
と
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
た
施
設
の
事

業
者
は
、
そ
の
設
置
許
可
又
は
届
出
手
続
を
免
除
さ
れ
る
も
の
の
、
分
類
表
に
関
す
る
デ
ク
レ
の
公
示
日
か
ら
一
年
以
内
に
、
知
事

に
対
し
て
、
通
知
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
�

こ
の
期
間
内
に
通
知
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
事
業
者
は
、
一
五
○
○
ユ
ー
ロ

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
四
三
条
八
項
�

　

環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
当
該
施
設
に
対
し
て
指
示
を
知
事
は
課
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
三
―
一
条
二
項
及
び
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
七
条
二
項

�
も
っ
と
も
、
知
事
は
こ
れ
ら
の
指
示
を
課
す
る
場

合
に
は
、
す
で
に
そ
の
対
象
と
な
る
施
設
が
操
業
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
施
設
の
構
造
や
操
業

形
態
の
大
幅
な
変
更
を
強
い
る
よ
う
な
厳
格
な
指
示
を
課
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
七
条
三
項
）。

　

分
類
表
の
改
定
に
よ
り
、
操
業
中
に
、
許
可
を
要
す
る
施
設
か
ら
届
出
を
要
す
る
施
設
あ
る
い
は
届
出
を
要
す
る
施
設
か
ら
許
可

（　

）
２９い
。

（　

）
３０）。

（　

）
３１）。
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を
要
す
る
施
設
に
分
類
が
変
更
さ
れ
た
施
設
に
既
得
権
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
環
境
法
典
は
規
定
を
置
い
て
い
な
い
も

の
の
、
一
九
七
八
年
一
○
月
二
七
日
通
達
は
、
当
該
施
設
の
事
業
者
が
、
分
類
表
に
関
す
る
デ
ク
レ
の
公
示
日
か
ら
一
年
以
内
に
知

事
に
対
し
て
通
知
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
許
可
又
は
届
出
な
く
そ
の
操
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を

置
い
て
お
り
、
当
該
施
設
に
既
得
権
を
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
該
施
設
の
事
業
者
は
そ
の
設
置
許
可
又
は
届
出
手
続
に
お
い

て
許
可
申
請
書
や
届
出
書
等
の
必
要
書
類
を
す
で
に
提
出
し
て
お
り
、
知
事
は
当
該
施
設
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
取
得
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
は
知
事
に
対
し
て
通
知
書
を
提
出
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
施
設
の
操
業
を
継
続
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
あ
る
。

　

当
該
施
設
に
対
し
て
指
示
を
知
事
が
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
環
境
法
典
は
規
定
を
置
い
て
い
な
い
も
の
の
、

当
該
施
設
が
既
得
権
を
有
す
る
以
上
、
知
事
は
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
七
条
二
項
に
基
づ
き
当
該
施
設
に
対
し
て
指
示
を
課
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
指
示
は
、
同
デ
ク
レ
三
七
条
三
項
に
規
定
さ
れ
た
制
限
に
は
服
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
同

条
三
項
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
三
―
一
条
一
項
所
定
の
施
設
、
す
な
わ
ち
操
業
中
に
分
類
施
設
規
制
の
規
制
対
象
と
な
っ
た
施
設
に

適
用
さ
れ
、
操
業
中
に
分
類
が
変
更
さ
れ
た
施
設
に
は
適
用
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
二
―
一
三
条
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
の
下
で
設
置
許
可
を
受
け
、
一
九
一
七
年
法
の
下
で
届
出
を

要
す
る
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
さ
れ
た
施
設
の
設
置
届
出
手
続
を
免
除
し
、
当
該
施
設
に
既
得
権
を
認
め
る
と
と
も
に
、

知
事
が
当
該
施
設
に
対
し
一
般
的
指
示
及
び
特
別
指
示
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
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Ⅲ　

分
類
施
設
訴
訟
制
度
の
概
要

　

一　

分
類
施
設
訴
訟
の
類
型

　

分
類
施
設
訴
訟
と
は
、
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
の
総
称
で
あ
る
。
分
類
施
設
訴
訟
は
、
司
法
訴
訟
と

行
政
訴
訟
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
司
法
訴
訟
は
、
民
事
訴
訟
と
刑
事
訴
訟
に
分
け
ら
れ
、
行
政
訴
訟
は
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
、

通
常
訴
訟
（��

�
���
����
�
�
��
��
����

��
�
���
����
���
��
��
����

）、
特
別
訴
訟
（��
�
���
����
�
��

��
�
���
����
����

� �����

����
）
に
分
け
ら
れ
�

以
下
、
順
に
検
討
す
る
。

　

二　

司
法
訴
訟

　
（
一
）　

民
事
訴
訟

　

民
事
訴
訟
は
、
分
類
施
設
の
事
業
者
と
近
隣
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
第
三
者
と
の
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
訴
訟
で
あ
り
、

主
に
、
第
三
者
が
事
業
者
を
相
手
に
損
害
の
賠
償
を
求
め
て
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
、「
許
可
は
第
三
者
の
権
利
を
考
慮
し
た
上
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
環
境

法
典
Ｌ
五
一
四
―
一
九
条
に
基
づ
き
、
民
事
訴
訟
を
第
三
者
は
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
施
設
の
設
置
許
可
が
第
三
者
の
権
利
を

侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
施
設
の
設
置
許
可
に
よ
り
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
第
三
者
は
、
そ
の
救
済
を
求
め
て
、
民
事
訴

訟
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
類
型
の
訴
訟
を
提
起
し
得
る
こ
と
を
、
同
条
は
意
図
し
て
い
�

　

第
三
者
が
事
業
者
を
相
手
に
民
事
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
は
、
民
事
裁
判
官
は
原
則
と
し
て
事
業
者
の
賠
償
責
任
を
認
定
し
、

賠
償
額
を
算
定
す
る
に
と
ど
ま
り
、
施
設
の
廃
止
や
閉
鎖
措
置
等
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
分
類
施
設
訴
訟
に
関
す
る
本
来
の
裁
判
官
（��

��
�
���
���

���
���
�
���
���
）
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
行
政
裁
判
官
で

（　

）
３２る
。

（　

）
３３る
。
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あ
り
、
こ
の
よ
う
な
措
置
の
実
施
も
行
政
裁
判
官
に
よ
り
命
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
�

　

も
っ
と
も
、
許
可
を
要
す
る
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た
用
地
の
売
買
契
約
を
締
結
す
る
売
主
は
、
買
主
に
対
し
て
、
書
面
に
よ
り
、

当
該
用
地
に
お
い
て
当
該
施
設
が
操
業
し
て
い
た
こ
と
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
当
該
施
設
が
そ
の
操
業
に
よ
り
危
険

又
は
重
大
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
も
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
�

こ
の
通
知
を
行
わ
ず
に
売
買
契
約
が
締

結
さ
れ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
、
売
主
に
対
し
て
、
売
買
契
約
の
解
除
、
売
買
代
金
の
一
部
返
還
又
は
当
該
用
地
の
原
状
回
復
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
二
○
条
は
規
定
す
る
。
同
条
は
、
許
可
を
要
す
る
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い

た
用
地
を
め
ぐ
り
、
売
主
と
買
主
と
の
間
に
生
じ
た
契
約
上
の
紛
争
に
つ
い
て
判
断
す
る
権
限
を
民
事
裁
判
官
に
委
ね
て
い
る
規
定

で
あ
る
と
も
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
事
裁
判
官
は
、
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
用
地
の
原
状
回
復
措
置
を
講
ず

る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
事
裁
判
官
は
、
行
政
裁
判
官
の
権
限
に
抵
触
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
汚
染
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
（
二
）　

刑
事
訴
訟

　

刑
事
訴
訟
は
、
刑
事
裁
判
官
が
法
令
違
反
を
認
定
し
、
刑
罰
を
科
し
又
は
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
ず
る

訴
訟
で
あ
る
。

　

事
業
者
の
違
反
行
為
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
法
令
と
し
て
は
、
分
類
施
設
規
制
法
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
九
条
か
ら
Ｌ
五
一
四

―
一
八
条
及
び
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
四
三
条
）
の
ほ
か
、
刑
法
や
都
市
計
画
法
が
あ
る
。
刑
事
裁
判
官
は
、
こ
れ
ら
の
法
令
に
基
づ

き
、
罰
金
刑
や
自
由
刑
と
い
っ
た
刑
罰
を
科
し
又
は
施
設
の
利
用
禁
止
や
用
地
の
現
状
回
復
と
い
っ
た
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
よ
う
命
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
裁
判
官
は
、
施
設
の
廃
止
や
閉
鎖
措
置
の
よ
う
に
、
前
述
の
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い

な
い
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
ず
る
権
限
は
、
分
類
施
設
訴
訟
に
関
す
る

（　

）
３４る
。

（　

）
３５ず
、
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本
来
の
裁
判
官
で
あ
る
行
政
裁
判
官
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
。

　

な
お
、
刑
事
裁
判
官
は
、
法
令
違
反
を
認
定
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
行
政
決
定
（� �

� ������
�
��
�
��
���������

�����
�
���
�
��
���������

）
に
つ

き
解
釈
し
又
は
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
き
、
刑
法
典
一
一
一
―
五
条
は
、
刑
事
裁
判
官
が
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て
「
行

政
上
の
行
為
、
行
政
立
法
行
為
、
個
人
的
行
政
行
為
（�����

��
�
��
����������

�

��������
�
��
������������� �����

��
������

�
�
��
�
����
�
���

����
��
��������
�
�
��
�
����
�
���

）
を
解
釈
す
る
た
め

の
権
限
及
び
こ
れ
ら
の
行
為
の
適
法
性
を
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

三　

行
政
訴
訟

　
（
一
）　

国
家
賠
償
請
求
訴
訟

�
�

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
は
、
事
業
者
又
は
第
三
者
が
行
政
上
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
て
提
起
す
る
訴
訟

で
あ
る
。

　

分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
、
行
政
（��

�
��
��������

�
��
�
��
��������
�

）
は
、
分
類
施
設
を
規
制
す
る
ほ
か
、
事
業
者
と
し
て
火
薬
工
場
や

兵
器
工
場
な
ど
の
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
属
す
る
分
類
施
設
を
操
業
す
る
。
前
者
の
場
合
に
お
い
て
、
分
類
施
設
か
ら
生
ず
る
公

害
を
予
防
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
権
限
を
行
政
は
有
す
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
違
法
な
規
制
権
限
の
行
使
に
よ
り
損
害
を
受
け

た
者
は
も
と
よ
り
、
行
政
の
規
制
権
限
の
不
行
使
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
者
も
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

行
政
の
賠
償
責
任
（����

�
�
���
����

����
�
�
���
����� �

��
�
��
���������

���
�
��
���������

）
は
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
場
合
に
生
ず

る
。
故
意
と
は
、
違
法
行
為
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
行
う
こ
と
で
あ
る
が
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
故
意
が
問

題
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
過
失
は
、
怠
慢
又
は
軽
率
に
よ
り
違
法
行
為
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の
分

野
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
公
務
員
が
行
い
、
そ
れ
に
起
因
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
公
法
人
が
負
う
こ
と
か
ら
、
役
務
過
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失
（���

��
�
�
�������

���
����
���������

）
と
呼
ば
れ
て
い
�

　

過
失
の
有
無
に
関
し
て
は
、
事
業
者
が
遵
守
し
得
な
い
よ
う
な
指
示
を
知
事
が
施
設
に
課
し
た
場
合
、
無
許
可
又
は
無
届
で
操
業

し
て
い
る
施
設
に
対
し
、
知
事
が
一
定
の
期
間
内
に
こ
れ
を
是
正
す
る
よ
う
催
告
す
る
こ
と
な
く
閉
鎖
又
は
廃
止
を
命
じ
た
場
合
、

知
事
が
県
衛
生
審
議
会
へ
の
諮
問
を
経
る
こ
と
な
く
施
設
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
場
合
、
知
事
が
指
示
の
加
重
を
怠
り
又
は
指
示
を

加
重
し
た
も
の
の
そ
れ
が
不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
に
、
過
失
が
存
在
し
、
行
政
の
賠
償
責
任
が
生
じ
る
と
さ
れ
�

　

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
、
行
政
に
対
し
、
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
損
害
を
賠
償
す
る
よ
う
命

ず
る
権
限
を
有
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
行
政
裁
判
官
の
行
使
す
る
権
限
の
範
囲
を
基
準
と
し
て
、
行
政
訴
訟
を
取
消
訴
訟

な
い
し
そ
の
主
要
な
部
分
を
構
成
す
る
越
権
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
と
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
あ
る
。
越
権
訴
訟
に
お
い
て
、

行
政
裁
判
官
は
行
政
決
定
の
適
法
性
を
審
査
し
、
こ
れ
を
違
法
と
し
て
取
り
消
す
の
に
対
し
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁

判
官
は
行
政
決
定
の
適
法
性
の
審
査
や
取
消
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
原
状
回
復
や
損
害
賠
償
等
の
措
置
に
つ
い
て
ま
で
完
全
に
裁
判
す

る
。
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
こ
の
二
つ
の
訴
訟
類
型
の
い
ず
れ
か
に
分
類
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
訴
訟
は
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
二
）　

通
常
訴
訟

　

通
常
訴
訟
は
、
事
業
者
又
は
第
三
者
が
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
な
さ
れ
た
行
政
立
法
的
決
定
（� �

� ������
�
�

�����
�
��� �����

��
�����

����
��
�����

）

及
び
一
部
の
個
別
的
決
定
（� �

� ������
�
��
�
����
�
����

�����
�
���
�
����
�
����

）
を
不
服
と
し
て
提
起
す
る
訴
訟
で
あ
る
。

　

環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
は
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
を
列
記
し
て
い
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
Ⅲ
四
（
二
）

に
お
い
て
述
べ
る
）
た
め
、
原
則
と
し
て
同
条
に
列
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
通
常
訴
訟
の
対
象
と
な
る
。
現
在
で
は
、
大
部
分
の

個
別
的
決
定
が
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
に
規
定
さ
れ
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
常
訴
訟
は
、
分
類

（　

）
３６る
。

（　

）
３７る
。



分類施設訴訟における行政裁判官の統制権限に関する研究

（甲南法学’�０７）４８―２―２７（� ）１２７

施
設
訴
訟
に
お
い
て
補
充
的
な
訴
訟
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
�

　

通
常
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
立
法
的
決
定
と
し
て
は
、
分
類
施
設
に
関
す
る
分
類
表
を
策
定
し
又
は
改
定
す
る
行
政
立
法
的
決

定
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
二
条
）、
許
可
を
要
す
る
施
設
の
う
ち
特
定
の
業
種
の
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
技
術
規
則
及
び
届
出
を

要
す
る
施
設
の
う
ち
特
定
の
業
種
の
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
一
般
的
指
示
に
つ
い
て
定
め
る
行
政
立
法
的
決
定
（
同
法
典
Ｌ
五
一

二
―
五
条
及
び
Ｌ
五
一
二
―
一
○
条
）、
予
測
又
は
回
復
不
能
な
危
険
又
は
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
分
類
施
設
の
廃
止
を
命
ず
る
行
政
立

法
的
決
定
（
同
法
典
Ｌ
五
一
四
―
七
条
二
項
）、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
属
す
る
施
設
を
規
制
す
る
た
め
、
知
事
の
権
限
を
分
類
施

設
担
当
大
臣
又
は
国
防
担
当
大
臣
に
委
任
す
る
行
政
立
法
的
決
定
（
同
法
典
Ｌ
五
一
七
―
一
条
）、
年
次
納
付
金
の
対
象
と
な
る
施
設

に
つ
い
て
定
め
る
行
政
立
法
的
決
定
（
関
税
法
典
二
六
六
条
ｓ
ｅ
ｘ
ｉ
ｅ
ｓ
―
Ⅰ
―
八
―
ｂ
）
が
あ
�

　

通
常
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
と
し
て
は
、
分
類
施
設
査
察
官
を
任
命
す
る
知
事
の
決
定
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
三
条
）

が
あ
る
。

　

通
常
訴
訟
の
原
告
と
な
り
得
る
者
は
、
合
法
的
・
個
人
的
・
直
接
的
・
確
定
的
利
益（��

�

��
�� �� �� ��

�

���� ������
��
�
����
�
�
���
�
�����

��
�������

�����
����
����
�
�
�����
����������������

）

を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
例
は
、
事
業
者
、
第
三
者
及
び
関
係
市
町
村
等
に
つ
い
て
、
こ
の
利
益
を
有
す
る
と
し
て

原
告
適
格
を
認
め
て
い
�

な
お
、
こ
れ
ら
の
者
に
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
も
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ⅲ
四
（
三
）
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

通
常
訴
訟
の
出
訴
期
間
は
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
決
定
の
告
知
又
は
公
示
か
ら
二
ヶ
月
以
内
で
あ
る
。

　

通
常
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
行
政
決
定
の
適
法
性
を
審
査
し
、
こ
れ
を
違
法
と
し
て
取
り
消
す
権
限
を
有
す
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
通
常
訴
訟
は
越
権
訴
訟
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

越
権
訴
訟
に
お
け
る
取
消
事
由
は
、
伝
統
的
に
、
行
政
決
定
の
主
体
が
そ
れ
を
行
う
法
律
的
権
限
を
有
し
て
い
な
い
無
権
限

（　

）
３８る
。

（　

）
３９る
。

（　

）
４０る
。
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（��
��
�
�

��
��
�
�

� ����
��

���
��

）、
行
政
決
定
の
主
体
が
そ
の
手
続
と
形
式
を
定
め
て
い
る
法
規
範
に
違
反
し
て
い
る
形
式
の
瑕
疵
（����

�
�
��
��
�

������
����
��
�

）、

行
政
決
定
の
主
体
が
法
規
範
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
目
的
を
逸
脱
し
て
こ
れ
を
行
う
権
限
濫
用
（� �

� ���
�
��
��
��
�
�
�
�
�
�
��
��

��
�
��
��
��
���
���
�
�
��
��
）、
行
政

決
定
の
主
体
が
権
限
・
形
式
・
目
的
に
か
か
わ
る
法
規
範
を
除
き
、
行
政
決
定
の
主
体
が
拘
束
を
受
け
る
全
て
の
法
規
範
に
違
反
す

る
法
律
侵
犯
（���

�����
�
�
�
��
��
�

���
�����
�
��
�������
�
）
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
�

　

法
律
侵
犯
に
い
う
法
規
範
へ
の
侵
犯
と
は
、
行
政
決
定
の
動
因
で
あ
る
事
実
上
の
理
由
（�

�
���
�
�
����

�
�
����
�
��
����
）
に
か
か
わ
る
法
規
範
へ

の
侵
犯
を
含
む
こ
と
か
ら
、
行
政
裁
判
官
は
、
事
実
の
審
査
が
行
政
決
定
の
適
法
性
の
条
件
と
な
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
を
行
う

権
限
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
裁
判
官
は
、
行
政
決
定
の
根
拠
と
な
っ
た
事
実
が
存
在
す
る
か
否
か
と
い
う
根
拠
事
実
の
事
実

と
し
て
の
正
確
さ
（��������

�
�
�
��

��������
�
���
��� �������
�
��
�����

��������
��������

）
に
つ
き
、
そ
し
て
、
当
該
事
実
が
法
律
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
性
質
を
備

え
、
行
政
が
そ
の
事
実
の
性
質
に
つ
き
誤
っ
た
評
価
を
行
っ
て
い
な
い
か
否
か
と
い
う
事
実
の
性
質
決
定
（�

�
����������

�
�
��
�����

�
�
����������
�
��
��������

）

に
つ
い
て
、
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
�

　

分
類
施
設
規
制
の
よ
う
に
、
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
判
断
が
必
要
と
な
る
分
野
に
お
い
て
は
、
行
政
庁
に
広
範
な
裁
量
権
が

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
裁
判
官
は
、
根
拠
事
実
の
事
実
と
し
て
の
正
確
さ
の
み
を
審
査
す
る
に
と
ど
ま
り
、
事
実
の
性

質
決
定
を
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
行
政
裁
判
官
は
、
評
価
の
明
白
な
過
誤
（�����

�
�
��
������

�
���
�
�

�����
���
��
��������
���
�
�� �������

�

������
�

）

と
い
う
概
念
を
利
用
し
、
事
実
の
性
質
決
定
の
誤
り
が
極
め
て
明
白
で
あ
っ
て
専
門
家
以
外
の
者
に
も
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、

行
政
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
行
政
庁
に
与
え
ら
れ
た
広
範
な
裁
量
権
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
�

　
（
三
）　

特
別
訴
訟

　

特
別
訴
訟
は
、
事
業
者
又
は
第
三
者
が
分
類
施
設
規
制
に
お
い
て
な
さ
れ
た
大
部
分
の
個
別
的
決
定
を
不
服
と
し
て
提
起
す
る
訴

訟
で
あ
る
。
い
か
な
る
個
別
的
決
定
が
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
か
に
つ
き
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
が
規
定
し
て
い
る
こ

（　

）
４１る
。

（　

）
４２る
。

（　

）
４３る
。
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と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。

　

特
別
訴
訟
と
通
常
訴
訟
は
、
い
ず
れ
も
事
業
者
又
は
第
三
者
が
個
別
的
決
定
を
不
服
と
し
て
提
起
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

特
別
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
通
常
訴
訟
に
お
い
て
行
使
す
る
権
限
を
越
え
て
広
範
な
権
限
を
行
使
し
得
る
の
で
あ
り
、
特

別
訴
訟
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
点
で
、
越
権
訴
訟
に
含
ま
れ
る
通
常
訴
訟
と
異
な
る
。

　

特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
、
原
告
適
格
、
出
訴
期
間
に
つ
い
て
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
節
を
改
め
て
検
討
す
る
。

　

四　

特
別
訴
訟
制
度
の
概
要

　
（
一
）　

環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
の
内
容

　

特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
、
原
告
適
格
、
出
訴
期
間
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
の
内

容
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
同
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　

Ⅰ　

―
Ｌ
五
一
二
―
一
条
、
Ｌ
五
一
二
―
三
条
、
Ｌ
五
一
二
―
七
条
、
Ｌ
五
一
二
―
八
条
、
Ｌ
五
一
二
―
一
二
条
、
Ｌ
五

一
二
―
一
三
条
、
Ｌ
五
一
三
―
一
条
か
ら
Ｌ
五
一
四
―
二
条
、
Ｌ
五
一
四
―
四
条
、
Ｌ
五
一
五
―
一
三
条
Ⅰ
及
び
Ｌ
五
一
六

―
一
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
以
下
に
定
め
る
条
件
に
基
づ

き
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
。

　

一　

当
該
決
定
が
告
知
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
ヶ
月
以
内
に
、
申
請
人（�

��
��
�
��
��

�
��
��
�
��
��

）
又
は
事
業
者（���

��
����
��

���
��
����
��

）

に
よ
っ
て
。
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二　

当
該
決
定
が
公
示
さ
れ
又
は
掲
示
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
以
内
に
、
施
設
の
操
業
が
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規

定
さ
れ
た
利
益
に
生
ぜ
し
め
る
支
障
又
は
危
険
を
理
由
と
し
て
、
自
然
人
又
は
法
人
の
第
三
者
（������

�
����
�
�
��
�
�
����
�
��

�������
�
����
�
�
����
�
����
�
���

�
�
�
�
�����

�
�
��
�
�����

）、
関
係
市
町
村
（��

�
�
�
�
��
��
�

��
�
�
�
�
�����
�� �����

����� ��� ��

）
又
は
当
該
団
体
（���

��
���
�
�
��
��
��

���
������
�
�
��
��
��

）
に
よ
っ
て
。
当
該
期
間

は
、
必
要
に
応
じ
て
、
施
設
の
操
業
開
始
か
ら
二
年
間
延
長
さ
れ
る
。

　

Ⅱ　

―
本
条
Ⅰ
―
二
の
規
定
は
、
出
訴
期
間
が
事
業
者
に
よ
っ
て
知
事
に
提
出
さ
れ
た
操
業
開
始
届
出
書
（� �

� ���������
�

��������
�
�

�
�
�

�
���

� ��
�
�
�
����
��
������

�

�
�
���
����
��
������
�

）
の
公
示
手
続
完
了
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
で
あ
る
採
石
場
の
設
置
許
可
に
関
す
る
決
定
に
は

適
用
さ
れ
な
い
。

　

本
条
Ⅰ
―
二
の
規
定
は
、
出
訴
期
間
が
事
業
者
に
よ
っ
て
知
事
に
提
出
さ
れ
た
操
業
開
始
届
出
書
の
公
示
手
続
完
了
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
で
あ
る
地
方
公
役
務
又
は
一
般
的
利
益
に
関
す
る
役
務
の
実
現
を
目
的
と
す
る
分
類
施
設
の
設
置
許
可
に

関
す
る
決
定
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

Ⅲ　

―
分
類
施
設
の
設
置
を
許
可
し
又
は
当
初
の
指
示
を
軽
減
す
る
決
定
の
掲
示
又
は
公
示
後
に
、
当
該
施
設
の
近
隣
に

位
置
す
る
不
動
産
の
売
買
契
約
若
し
く
は
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
又
は
建
築
物
を
建
築
し
た
第
三
者
は
、
行
政
裁
判
所
に
当

該
決
定
を
不
服
と
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

Ⅳ　

―
不
動
産
に
都
市
計
画
法
典
Ｌ
四
二
一
―
八
条
に
基
づ
き
行
政
地
役
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
不
動
産

の
建
築
許
可
証
及
び
第
三
者
へ
の
売
渡
証
書
に
は
、
そ
の
旨
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
条
Ⅰ
に
お
い
て
は
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
根
拠
条
文
が
列
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
個
別
的
決
定

が
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
特
別
訴
訟
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
、
行
政
裁
判
官
が
特
別
訴
訟
の
対
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象
と
な
る
個
別
的
決
定
を
審
査
す
る
に
当
た
り
、
通
常
訴
訟
に
お
い
て
行
使
す
る
権
限
を
越
え
て
広
範
な
権
限
を
行
使
し
得
る
こ
と

を
、
同
条
Ⅰ
は
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
個
別
的
決
定
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
こ
と
は
、
一
九
九
二
年
法
七
条
Ⅳ
に
基
づ
き
、
一
九
七
六
年
法
一
四

条
に
明
記
さ
れ
た
。

　

同
条
Ⅰ
―
一
、
同
条
Ⅰ
―
二
及
び
同
条
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
特
別
訴
訟
の
原
告
適
格
及
び
出
訴
期
間
が
規
定
さ
れ
、
同
条
Ⅲ
に
お
い

て
は
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、
第
三
者
の
原
告
適
格
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

同
条
Ⅳ
に
お
い
て
は
、
都
市
計
画
法
典
Ｌ
四
二
一
―
八
条
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
た
環
境
保
護
地
域
（� �

� ����

���

� ����
�
�
�
��
������

�

����
�
���
��
������
�

）

と
呼
ば
れ
る
行
政
地
役
内
に
不
動
産
が
位
置
す
る
場
合
に
は
、
当
該
不
動
産
の
建
築
許
可
証
及
び
売
渡
証
書
に
そ
の
旨
の
記
載
が
な

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
保
護
地
域
と
は
、
一
般
に
、
特
定
の
建
築
物
や
景
観
を
中
心
と
し
て
、
環
境
保
護
措
置
が
適
用
さ
れ
る
地
域
の
こ
と
を�

い
�

都
市
計
画
法
典
Ｌ
四
二
一
―
八
条
に
基
づ
く
環
境
保
護
地
域
は
、
分
類
施
設
と
り
わ
け
天
然
ガ
ス
、
液
状
又
は
ガ
ス
状
の
炭

化
水
素
、
化
学
製
品
の
地
下
貯
蔵
所
を
中
心
と
し
て
知
事
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
そ
の
操
業
に
よ
り
事
故
が
生

じ
た
場
合
は
も
と
よ
り
、
隣
接
地
で
の
建
築
物
の
建
築
に
伴
う
振
動
等
に
よ
り
事
故
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
該
地
域
内
に
お
い
て
は
、
特
別
規
則
（� �� �����

�
������

��

������
������
��� ����

���

）
と
呼
ば
れ
る
環
境
保
護
措
置

が
適
用
さ
れ
、
建
築
許
可
に
基
づ
き
建
築
作
業
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
施
設
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
こ
れ
を
行
う
こ
と
等

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
�

　
（
二
）　

特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定

　

特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
は
、
判
例
に
よ
り
拡
大
し
、
立
法
府
に
よ
り
分
類
施
設
規
制
法
に
列
記
さ
れ
た
。

（　

）
４４う
。

（　

）
４５る
。
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一
八
一
○
年
勅
令
下
に
お
い
て
、
判
例
は
、
い
く
つ
か
の
個
別
的
決
定
を
審
査
す
る
に
当
た
り
、
通
常
訴
訟
に
お
い
て
は
行
使
さ

れ
得
な
い
広
範
な
権
限
を
事
実
上
行
使
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
立
法
府
は
、
一
九
一
七
年
法
の
制
定
に
伴
い
、
い
か
な
る
個
別
的
決

定
が
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
の
か
を
整
理
す
る
見
地
か
ら
、
同
法
一
四
条
に
「
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
知
事
命
令
、
施
設
の
設

置
許
可
証
の
交
付
を
延
期
す
る
た
め
に
そ
の
設
置
を
不
許
可
と
し
又
は
施
設
の
設
置
許
可
申
請
の
審
査
を
延
期
す
る
知
事
命
令
、
新

た
な
条
件
を
課
し
又
は
す
で
に
課
さ
れ
て
い
た
条
件
を
軽
減
す
る
知
事
命
令
」
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
て
列
記
し
�

　

そ
の
後
も
判
例
は
、
一
九
一
七
年
法
に
列
記
さ
れ
て
い
な
い
個
別
的
決
定
を
審
査
す
る
に
当
た
り
、
通
常
訴
訟
に
お
い
て
は
行
使

さ
れ
得
な
い
広
範
な
権
限
を
事
実
上
行
使
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
が
拡
大
し
た
た
め
、

立
法
府
は
、
一
九
六
七
年
法
の
制
定
に
伴
い
、
同
法
一
四
条
に
「
三
条
、
六
条
、
一
一
条
、
一
二
条
、
一
六
条
、
二
三
条
、
二
四
条

及
び
二
六
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
」
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
て
列
記
し
た
。
ま
た
、
立
法
府
は
、
採
石
場
に
関
す
る
一
九

九
三
年
一
月
四
日
法
律
第
九
三
―
三
号
（
以
下
「
一
九
九
三
年
法
」
と
い
う
）
の
制
定
に
伴
い
、
一
九
七
六
年
法
一
四
条
に
四
条
及

び
四
―
二
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
を
追
加
し
た
。

　

現
在
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
は
、
Ｌ
五
一
二
―
一
条
、
Ｌ
五
一
二
―
三
条
、
Ｌ
五
一
二
―
七
条
、
Ｌ
五
一
二
―
八
条
、

Ｌ
五
一
二
―
一
二
条
、
Ｌ
五
一
二
―
一
三
条
、
Ｌ
五
一
三
―
一
条
、
Ｌ
五
一
四
―
一
条
、
Ｌ
五
一
四
―
二
条
、
Ｌ
五
一
四
―
四
条
、

Ｌ
五
一
五
―
一
三
条
Ⅰ
及
び
Ｌ
五
一
六
―
一
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
て
列
記
し
て
い
る
が
、

具
体
的
に
は
以
下
に
掲
げ
る
個
別
的
決
定
が
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
。

　
（
ア
）　

許
可
を
要
す
る
施
設
の
設
置
許
可
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
二
―
一
条
）。

　
（
イ
）　

許
可
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
第
一
次
指
示
に
関
す
る
決
定
、
許
可
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
追
加

指
示
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
二
―
三
条
）。

（　

）
４６た
。
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（
ウ
）　

許
可
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
当
該
施
設
に
お
け
る
事
故
又
は
ト
ラ
ブ
ル
に
起
因
す
る
汚
染
、
第
一
次
指
示

又
は
追
加
指
示
の
不
遵
守
に
起
因
す
る
汚
染
、
そ
の
他
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
に
規
定
さ
れ
た
保
護
法
益
に
対
し
て
生
ず
る
あ

ら
ゆ
る
危
険
又
は
支
障
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
及
び
措
置
の
実
施
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
二
―
七
条
）。

　
（
エ
）　

届
出
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
一
般
的
指
示
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
二
―
八
条
）。

　
（
オ
）　

届
出
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
特
別
指
示
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
二
―
一
二
条
）。

　
（
カ
）　

一
八
一
○
年
勅
令
の
下
で
設
置
許
可
を
受
け
、
一
九
一
七
年
法
の
下
で
届
出
を
要
す
る
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類

さ
れ
た
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
一
般
的
指
示
及
び
特
別
指
示
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
二
―
一
三
条
）。

　
（
キ
）　

既
得
権
を
有
す
る
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
遵
守
事
項
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
三
―
一
条
）。

　
（
ク
）　

遵
守
事
項
に
違
反
し
た
施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
供
託
金
の
納
付
、
違
反
を
解
消
す
る
た
め
の
作
業
及
び
操
業
停
止
に

関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
四
―
一
条
）。

　
（
ケ
）　

一
定
期
間
内
に
許
可
申
請
又
は
届
出
を
行
う
よ
う
に
催
告
さ
れ
た
無
許
可
・
無
届
施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
操
業
停
止

に
関
す
る
決
定
、
こ
の
催
告
に
従
わ
な
か
っ
た
又
は
許
可
申
請
を
し
た
も
の
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
無
許
可
・
無

届
施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
閉
鎖
又
は
廃
止
に
関
す
る
決
定
、
一
定
期
間
内
に
許
可
申
請
又
は
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た
無
許
可
・

無
届
施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
供
託
金
の
納
付
及
び
違
反
を
解
消
す
る
た
め
の
作
業
に
関
す
る
決
定
、
操
業
停
止
命
令
に
違
反
し

て
操
業
を
継
続
す
る
施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
封
印
貼
付
に
関
す
る
決
定
、
閉
鎖
又
は
廃
止
命
令
に
違
反
し
て
操
業
を
継
続
す
る

施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
封
印
貼
付
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
四
―
二
条
）。

　
（
コ
）　

一
定
期
間
内
に
環
境
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
所
定
の
利
益
に
生
じ
た
危
険
又
は
重
大
な
支
障
を
解
消
す
る
よ
う
求
め
る
催

告
に
従
わ
な
か
っ
た
非
分
類
施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
供
託
金
の
納
付
、
違
反
を
解
消
す
る
た
め
の
作
業
及
び
操
業
停
止
に
関
す
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る
決
定
（
Ｌ
五
一
四
―
四
条
）。

　
（
サ
）　

遺
伝
子
組
換
え
生
物
を
利
用
す
る
施
設
に
対
し
て
行
わ
れ
る
そ
の
利
用
の
承
認
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
五
―
一
三
条
Ⅰ
）。

　
（
シ
）　

廃
棄
物
貯
蔵
施
設
や
採
石
場
な
ど
、
近
隣
住
民
の
安
全
及
び
環
境
に
特
に
甚
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
と
し
て
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
施
設
に
対
し
て
設
定
さ
れ
る
金
銭
担
保
に
関
す
る
決
定
（
Ｌ
五
一
六
―
一
条
）。

　

も
っ
と
も
、
行
政
裁
判
官
は
、（
ア
）
か
ら
（
シ
）
に
掲
げ
た
個
別
的
決
定
以
外
の
決
定
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
て
審
査
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
届
出
を
要
す
る
施
設
の
設
置
届
出
受
理
に
関
す
る
決
定
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
に
列
記
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
九
七
五
年
六
月
六
日
フ
ロ
マ
ン
氏
判
決
に
お
い
て
、
ボ
ル
ド
ー
地
方
行
政
裁
判
所

が
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
届
出
を
不
受
理
と
し
た
ロ
ー
ト
・
エ
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
知
事
の
決
定
を
変
更
し
、
当
該
施
設
の

設
置
届
出
を
受
理
し
た
判
決
を
認
容
し
て
い
�

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
判
例
が
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
を
拡
大

し
て
き
た
と
い
う
沿
革
に
鑑
み
、
あ
る
個
別
的
決
定
が
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
の
か
否
か
を
判
断
す
る
の
は
判
例
で
あ
り
、
立
法

府
が
そ
の
個
別
的
決
定
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
て
法
令
に
列
記
す
る
こ
と
は
判
例
の
動
向
を
整
理
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
�

　

し
た
が
っ
て
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
に
列
記
さ
れ
て
い
な
い
個
別
的
決
定
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
判
例
に
よ
り
特
別
訴

訟
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
り
得
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
決
定
は
、
今
後
も
判

例
に
よ
り
拡
大
し
て
い
く
余
地
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
�

　
（
三
）　

特
別
訴
訟
の
原
告
適
格

　

環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
―
一
は
「
申
請
人
又
は
事
業
者
」
に
、
同
条
Ⅰ
―
二
は
「
自
然
人
又
は
法
人
の
第
三
者
、
関
係
市

町
村
又
は
当
該
団
体
」
に
そ
れ
ぞ
れ
原
告
適
格
を
認
め
て
い
る
。
な
お
、
分
類
施
設
訴
訟
に
関
す
る
文
献
に
お
い
て
は
、「
申
請
人
又

（　

）
４７る
。

（　

）
４８る
。

（　

）
４９う
。
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は
事
業
者
」
を
事
業
者
と
呼
び
、「
自
然
人
又
は
法
人
の
第
三
者
、
関
係
市
町
村
又
は
当
該
団
体
」
を
第
三
者
と
呼
ん
で
い
る
こ
と�

か
�

本
稿
に
お
い
て
も
こ
れ
に
従
う
。

　

事
業
者
の
概
念
は
、
よ
り
多
く
の
関
係
者
が
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
見
地
か
ら
、
学
説
及
び
判
例
に

よ
り
、
原
状
回
復
に
つ
き
第
一
次
的
に
責
め
を
負
う
者
（����

�
�
���
��
�
�
�
���
���
���
�
�
�
��
��

����
�
�
���
����
���
���
�������
���
��������

���
��

�
����
��
�� ����

���
）
に
ま
で
拡
大
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
に
は
、
実
際
に
施
設
を
操
業
し
て
い
る
者
は
も
と
よ
り
、
実
際
に
は
施
設
の
操
業
を
行
っ
て
い

な
い
施
設
の
所
有
者
や
土
地
所
有
者
も
含
ま
れ
�

　

第
三
者
の
概
念
は
、
学
説
及
び
判
例
に
よ
り
、
自
然
人
の
第
三
者
で
あ
る
近
隣
住
民
、
法
人
の
第
三
者
で
あ
る
非
営
利
社
団

（����
������

�

����
������
�

）、
関
係
市
町
村
又
は
当
該
団
体
を
含
む
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

�
�

近
隣
住
民
は
、
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
に
は
、
合
法
的
・
個
人
的
・
直
接
的
・
確
定
的
利
益
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

行
政
裁
判
官
は
、
こ
れ
ら
の
利
益
を
近
隣
住
民
が
有
し
て
い
る
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
地
理
的
接
近
（�

��
���
��

�
��
���
��� ��

� �� ��
����
�
��
�
�

�
����
�
��
�
�

）
と
い
う
基
準
を
用
い
る
。
地
理
的
接
近
は
、
近
隣
住
民
が
分
類
施
設
に
地
理
的
に
接
近
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
基

準
で
あ
る
。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
仔
牛
の
牧
場
に
隣
接
す
る
住
宅
の
所
有
者
に
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
大
規

模
な
豚
小
屋
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
別
荘
の
所
有
者
に
も
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
�

ま
た
、
地
理
的
接

近
は
、
単
に
近
隣
住
民
が
地
理
的
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
基
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
類
施
設
の
近
隣
に
位
置
す
る
不
動

産
の
所
有
者
の
み
な
ら
ず
、
賃
借
人
（��

��������

��
��������

）、
利
用
者
（�

������

�
������

）、
用
益
権
者
（�

��
���
������

�
��
���
������

）、
転
借
人
（��

�
����
��������

��
�
����
��������

）、

施
設
の
近
隣
で
長
時
間
作
業
を
行
う
労
働
者
（����������

��

����������
��

）
や
雇
用
者
（��

�
��
�

��
�
��
�� �� �

）
に
も
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
�
�

　

も
っ
と
も
、
地
理
的
接
近
と
い
う
基
準
の
み
で
は
、
分
類
施
設
と
地
理
的
に
接
近
し
て
い
な
い
地
域
に
居
住
す
る
住
民
に
つ
い
て
、

当
該
施
設
に
起
因
す
る
汚
染
に
よ
り
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
当
該
住
民
に
は
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に

（　

）
５０ら
、

（　

）
５１る
。

（　

）
５２る
。

（　

）
５３る
。
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な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
暴
露
危
険
（����

�
��
�
����
�
�����
�

����
�
����
����
�
�����
�

）
と
い
う
基
準
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
暴
露

危
険
は
、
汚
染
に
よ
る
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
基
準
で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
、
地
理
的
接
近
の
基
準
に
優
先

し
て
適
用
さ
れ
る
た
め
、
た
と
え
住
民
が
施
設
と
地
理
的
に
接
近
し
た
地
域
に
居
住
し
て
い
な
く
と
も
、
分
類
施
設
の
汚
染
に
よ
り

被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
住
民
に
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
�

　

非
営
利
社
団
は
、
定
款
に
環
境
保
護
を
目
的
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
、
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
定
款
に
「
生
態
環
境
の
管
理
の
推
進
及
び
生
活
の
質
の
保
護
�

「
物
理
的
汚
染
、
化
学
物
質
又
は
細
菌
に
よ
る
汚
染
防
止
、

人
間
の
健
康
及
び
飲
料
水
の
供
給
の
保
護
並
び
に
水
環
境
に
お
い
て
生
息
す
る
動
植
物
の
保
護
を
目
的
と
す
る
水
環
境
の
悪
化
防�

止
�

記
載
さ
れ
て
い
る
非
営
利
社
団
に
原
告
適
格
を
認
め
る
裁
判
例
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
労
働
組
合
の
よ
う
に
職
業
上
の
利
益

を
保
護
す
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
護
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
原
告
適
格
が
否
定
さ
れ
�

　

関
係
市
町
村
及
び
当
該
団
体
は
、
近
隣
住
民
と
同
様
の
条
件
の
下
で
、
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
・

ラ
ン
県
知
事
が
、
ラ
イ
ン
川
に
カ
リ
岩
塩
鉱
石
を
排
出
す
る
許
可
を
与
え
た
こ
と
に
つ
き
、
ラ
イ
ン
川
の
水
質
を
保
護
す
る
利
益
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
出
訴
し
た
事
案
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
そ
の
原
告
適
格

を
認
め
て
い
�

汚
染
発
生
源
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
地
理
的
に
接
近
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
は
、
こ
の
事
案
に
お
い
て
暴
露
危
険
の
基
準
を
用
い
て
、
そ
の
原
告
適
格
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。

　

環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅲ
は
、「
分
類
施
設
の
設
置
を
許
可
し
又
は
当
初
の
指
示
を
軽
減
す
る
決
定
の
掲
示
又
は
公
示
後
に
、

当
該
施
設
の
近
隣
に
位
置
す
る
不
動
産
の
売
買
契
約
若
し
く
は
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
又
は
建
築
物
を
建
築
し
た
第
三
者
は
、
行
政

裁
判
所
に
当
該
決
定
を
不
服
と
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
第
三
者
に
よ
る
特
別
訴
訟
の
提
起
を
制
限
す
る

規
定
を
置
い
て
い
る
。

（　

）
５４る
。

（　

）
５５」
や

（　

）
５６」
と

（　

）
５７る
。

（　

）
５８る
。
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こ
こ
で
第
三
者
と
は
、
従
来
、
近
隣
住
民
の
み
を
指
す
も
の
と
し
て
解
さ
れ
て
い
た
も
の
�

現
在
で
は
、
近
隣
住
民
の
み
な
ら

ず
、
非
営
利
社
団
、
関
係
市
町
村
又
は
当
該
団
体
を
含
む
も
の
と
し
て
解
さ
れ
て
い
�

ま
た
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅲ
の

「
分
類
施
設
の
設
置
を
許
可
し
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
同
条
Ⅲ
の
対
象
と
な
る
施
設
は
、
許
可
を
要
す
る
施
設
で
あ
り
、
届
出
を
要

す
る
施
設
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
�

　

環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅲ
所
定
の
第
三
者
は
、
許
可
を
要
す
る
施
設
が
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
な

が
ら
そ
の
近
隣
に
居
住
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
汚
染
に
つ
い
て
は
も
は
や
非
難
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
同

条
Ⅲ
は
意
図
し
て
い
�

こ
の
点
に
お
い
て
第
三
者
よ
り
も
先
に
施
設
を
設
置
し
た
事
業
者
に
既
得
権
な
い
し
既
存
施
設
の
権
利
を
、

同
条
Ⅲ
は
認
め
る
規
定
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
四
）　

特
別
訴
訟
の
出
訴
期
間

　

特
別
訴
訟
の
出
訴
期
間
は
、
そ
れ
が
事
業
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
場
合
と
第
三
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
場
合
と
で
は
異
な
る
。
事

業
者
は
、
越
権
訴
訟
の
出
訴
期
間
と
同
様
、
個
別
的
決
定
が
告
知
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
ヶ
月
以
内
に
特
別
訴
訟
を
提
起
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
―
一
）、
第
三
者
は
、
個
別
的
決
定
が
公
示
さ
れ
又
は
掲
示
さ
れ
た
日

か
ら
起
算
し
て
四
年
以
内
に
特
別
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
Ⅰ
―
二
）。
第
三
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
特
別
訴
訟
の

出
訴
期
間
は
、
事
業
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
特
別
訴
訟
の
そ
れ
に
比
し
て
長
い
点
に
、
特
別
訴
訟
の
出
訴
期
間
の
特
色
が
あ
る
。

　

第
三
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
特
別
訴
訟
の
出
訴
期
間
は
、
一
九
七
六
年
法
の
制
定
に
伴
い
設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、

一
八
一
○
年
勅
令
は
、
出
訴
期
間
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
お
ら
ず
、
一
九
一
七
年
法
も
、
訴
え
を
提
起
す
る
権
利
の
行
使
を
放
棄

し
た
と
推
定
さ
れ
得
な
い
限
�

第
三
者
は
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
、
出
訴
期
間
を
制
限
し
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
公
害
の
中
に
は
分
類
施
設
の
操
業
か
ら
長
期
間
が
経
過
し
た
後
に
発
生
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

（　

）
５９の
、

（　

）
６０る
。

（　

）
６１る
。

（　

）
６２る
。

（　

）
６３り
、
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出
訴
期
間
を
制
限
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
れ
を
制
限
せ
ず
に
第
三
者
に
よ
る
出
訴
の
機
会
を
常
に
認
め
る
方
が
適
切
で
あ
る
と
当

時
の
立
法
府
に
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
�

も
っ
と
も
、
こ
れ
で
は
、
事
業
者
が
永
続
的
に
第
三
者
に
よ
る
出
訴
の
脅
威

を
受
け
、
そ
の
利
益
が
過
度
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
議
会
議
員
で
あ
る
ビ
ノ
ン
は
、
一
九
七
六
年
法
案
に

関
す
る
報
告
書
第
二
一
四
三
号
に
お
い
て
出
訴
期
間
を
四
年
に
制
限
す
る
よ
う
提
案
�

こ
の
提
案
は
一
九
七
六
年
四
月
一
五
日
の

一
九
七
六
年
法
案
審
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
。

　

第
三
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
特
別
訴
訟
の
出
訴
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
定
め
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第

三
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
特
別
訴
訟
の
出
訴
期
間
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
施
設
の
操
業
開
始
か
ら
二
年
間
延
長
さ
れ
る
（
同
条
Ⅰ
―

二
）。
こ
れ
は
、
出
訴
期
間
経
過
後
に
操
業
を
開
始
す
る
事
業
者
に
対
応
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
期
間
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
一
九

七
七
年
デ
ク
レ
二
四
条
が
、
設
置
許
可
を
受
け
た
施
設
の
事
業
者
が
三
年
以
内
に
操
業
を
開
始
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
許
可
は
失

効
す
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
訴
期
間
は
最
大
五
年
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
第
三
者
は
、
採
石
場
の
設
置
許
可
に
関
す
る
決
定
を
不
服
と
し
て
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
に
は
、
事
業
者
に
よ
り
知

事
に
提
出
さ
れ
た
操
業
開
始
届
出
書
の
公
示
手
続
完
了
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
に
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
Ⅱ

一
項
）。
採
石
場
の
操
業
期
間
は
限
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
大
部
分
の
採
石
場
の
操
業
は
短
期
間
の
う
ち
に
終
了
し
、
四
年
も
出
訴

期
間
を
設
け
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
採
石
場
に
つ
い
て
は
六
ヶ
月
と
い
う
出
訴
期
間
が
設
け
ら
れ
�

出
訴
期
間
の
起
算
日
は
、

採
石
場
の
設
置
許
可
決
定
の
公
示
日
又
は
掲
示
日
で
は
な
く
、
操
業
開
始
届
出
書
の
公
示
手
続
完
了
日
で
あ
る
。
環
境
法
典
Ｌ
五
一

四
―
六
条
Ⅰ
―
二
所
定
の
延
長
期
間
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
出
訴
期
間
経
過
後
に
採
石
場
の
操
業
を
開
始
す
る
事
業
者
に
対
応
す
る

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
起
算
日
が
設
け
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
第
三
者
は
、
地
方
公
役
務
又
は
一
般
的
利
益
に
関
す
る
役
務
の
実
現
を
目
的
と
す
る
分
類
施
設
の
設
置
許
可
に
関
す
る

（　

）
６４る
。

（　

）
６５し
、

（　

）
６６た
。
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決
定
を
不
服
と
し
て
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
に
は
、
事
業
者
に
よ
り
知
事
に
提
出
さ
れ
た
操
業
開
始
届
出
書
の
公
示
手
続
完
了

日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
Ⅱ
二
項
）。
地
方
公
役
務
又
は
一
般
的
利
益
に
関
す
る
役
務
の

実
現
を
目
的
と
す
る
分
類
施
設
と
は
、
公
法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
又
は
管
理
さ
れ
る
施
設
を
指
し
、
例
え
ば
、
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
、

家
庭
用
廃
棄
物
焼
却
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
設
置
の
可
否
に
つ
き
長
期

間
争
い
得
る
状
況
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
が
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
一
年
と
い
う
出
訴
期
間
が
設
け
ら
れ
�

　

な
お
、
操
業
開
始
届
出
書
と
は
、
事
業
者
が
、
設
置
許
可
を
受
け
た
採
石
場
及
び
地
方
公
役
務
又
は
一
般
的
利
益
に
関
す
る
役
務

の
実
現
を
目
的
と
す
る
分
類
施
設
を
操
業
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
旨
を
知
事
に
通
知
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
書
類
で
あ
る
。
事
業

者
が
こ
れ
ら
の
施
設
を
操
業
す
る
に
当
た
り
、
操
業
開
始
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
一
九
七
七
年
デ

ク
レ
二
三
―
一
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

Ⅳ　

特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
の
特
色

　

一　

最
大
限
の
統
制
権
限
と
最
小
限
の
統
制
権
限
と
の
区
別

　

特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
い
か
な
る
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
分
類
施
設
訴
訟
に
関

す
る
文
献
に
お
い
て
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
、
個
別
的
決
定
の
適
法
性
審
査
な
い
し
取
消
し
を
越
え
た
特
別
な

権
限
（�
�
�
��
���
�����

���
�
�
���

�
�
�
��
���������
���
�
�
���

）
を
行
使
し
得
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

�
も
っ
と
も
、
行
政
裁
判
官
は
、
必
ず
し
も
特
別
訴

訟
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
権
限
を
行
使
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
に
個
別
的
決
定
の
適
法
性
を
審
査
し
、
こ
れ
を
取
り
消
す
に
と
ど

め
る
こ
と
も
多
い
。

�
�

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ボ
ワ
バ
ン
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
が
特
別
な
権
限
を
行
使
す
る
だ
け
で
な
く
、
個
別
的
決

（　

）
６７た
。

（　

）
６８る
。
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定
の
適
法
性
審
査
な
い
し
取
消
し
の
権
限
を
行
使
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
統
制
権
限
を
区
別
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
統
制
権
限
を
、
最
大
限
の
統
制
権
限（� ��

�
�

�
�
�

� ����
��

���
����

�
����
�

���
����
�

）

と
最
小
限
の
統
制
権
限
（��

�
�

��
�
�

� ����
��

���
����

�
����
�

���
����
�

）
と
の
二
つ
に
区
別
し
て
い
る
。

　

彼
に
よ
れ
ば
、
最
大
限
の
統
制
権
限
と
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
最
も
広
範
な
権
限
で
あ
り
、
個
別
的

決
定
の
適
法
性
審
査
な
い
し
取
消
し
を
越
え
た
特
別
な
権
限
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
着
目
し
た
行
政
裁
判
官
の
行
使
す

る
様
々
な
統
制
権
限
と
は
、
ボ
ワ
バ
ン
の
提
示
す
る
こ
の
区
別
に
よ
る
な
ら
ば
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
、
最
小
限
の
統
制
権
限
と
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
必
要
最
小
限
の
権
限
で
あ
り
、
特
別
訴
訟
の

対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
適
法
性
審
査
な
い
し
取
消
し
の
権
限
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
統
制
権
限
は
、
通
常
訴

訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
統
制
権
限
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
�

　

ボ
ワ
バ
ン
の
提
示
す
る
区
別
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
統
制
権
限
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
有
益
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
も
こ
の
区
別
に
従
い
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　

二　

最
大
限
の
統
制
権
限

　
（
一
）　

最
大
限
の
統
制
権
限
の
内
容

　

行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
最
大
限
の
統
制
権
限
に
は
五
つ
の
形
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
、
具
体
的
な
事
例
を
基
に
、
そ
の
内

容
を
検
討
す
る
。

　
（
ア
）　

施
設
の
設
置
許
可
と
指
示
の
付
加

　

特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
典
型
的
な
事
案
は
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
施
設
の
設
置

（　

）
６９う
。
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不
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
、
事
業
者
が
行
政
裁
判
所
に
出
訴
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
�

こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
い
か
な

る
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
判
決
と
し
て
、
一
八
八
一
年
五
月
二
○
日
ブ
リ
ド
ル
ト
氏
判
�

あ
る
。

　

〔
事
実
〕　

ブ
リ
ド
ル
ト
氏
は
、
セ
ー
ヌ
・
エ
・
オ
ワ
ー
ズ
県
リ
ュ
エ
ー
ユ
の
プ
ラ
タ
ン
大
通
り
に
、
彫
版
に
利
用
す
る

金
属
圧
延
施
設
（
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
）
の
設
置
許
可
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
セ
ー
ヌ
・
エ
・
オ
ワ
ー
ズ
県
知
事
は
、

当
該
施
設
の
設
置
が
そ
の
近
隣
に
形
成
さ
れ
た
風
俗
営
業
地
区
へ
の
労
働
者
の
流
入
を
惹
起
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
当
該
地
区

の
地
価
が
下
落
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
一
八
八
○
年
五
月
二
五
日
に
当
該
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
し
た
。

　

ブ
リ
ド
ル
ト
氏
は
、
労
働
者
の
流
入
に
伴
う
地
価
の
下
落
を
理
由
と
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
施
設
か
ら
生
ず
る
悪
臭
や

騒
音
の
有
害
性
の
程
度
を
理
由
と
し
て
、
同
知
事
が
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
を
決
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
当

該
施
設
か
ら
生
じ
る
悪
臭
が
少
量
で
あ
る
こ
と
、
当
該
施
設
が
私
人
の
住
居
か
ら
隔
離
さ
れ
た
場
所
に
設
置
さ
れ
、
金
属
を

機
械
式
ハ
ン
マ
ー
で
圧
延
す
る
際
に
生
じ
る
騒
音
は
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴

し
た
。

　

〔
判
決
要
旨
〕　

ブ
リ
ド
ル
ト
氏
が
設
置
許
可
を
申
請
し
た
施
設
は
、
以
下
に
掲
げ
る
指
示
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
設
置
が
不
許
可
と
さ
れ
る
に
至
る
よ
う
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
す
る
手
工
業
諮
問
委
員
会
（��

�
��

��
�
��� �

��
�
��
������

���
�
��
�������

�
��
����
��
�
��
�
�����
���

�
������������
��
�
�����
���

）
の
答
申
を
考
慮
し
、
一
八
八
○
年
五
月
二
五
日
に
当
該
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
し
た
セ
ー

ヌ
・
エ
・
オ
ワ
ー
ズ
県
知
事
の
決
定
を
取
り
消
し
、
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
。
ブ
リ
ド
ル
ト
氏
は
、
以
下
に
掲
げ
る

指
示
の
下
で
、
当
該
施
設
の
設
置
を
認
め
ら
れ
る
。

　

①
機
械
式
ハ
ン
マ
ー
は
、
プ
ラ
タ
ン
大
通
り
の
裏
手
に
位
置
す
る
右
側
の
作
業
所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
。
②
機
械
式
ハ
ン

（　

）
７０る
。

（　

）
７１決
が
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マ
ー
は
、
天
井
と
屋
根
と
を
空
洞
レ
ン
ガ
で
仕
切
ら
れ
た
特
別
の
部
屋
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
。
こ
の
部
屋
に
は
当
該
施
設
内

か
ら
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
る
扉
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
出
入
り
口
は
設
置
さ
れ
な
い
こ
と
。
③
機
械
式
ハ
ン
マ
ー
に

よ
っ
て
金
属
を
圧
延
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
圧
延
台
は
、
少
な
く
と
も
奥
行
き
二
メ
ー
ト
ル
の
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
で
組
積
さ

れ
た
土
台
の
上
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
。
④
機
械
式
ハ
ン
マ
ー
の
重
さ
は
、
最
大
二
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
。
機
械
式

ハ
ン
マ
ー
と
圧
延
台
と
の
間
の
距
離
は
、
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
な
い
こ
と
。
金
属
を
圧
延
す
る
回
数
は
、
多
く
て

も
二
回
に
と
ど
め
る
こ
と
。
作
業
時
間
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
す
る
こ
と
。
⑤
ブ
リ
ド
ル
ト
氏
は
、
今
後
、

公
の
安
全
及
び
公
衆
衛
生
の
保
護
の
見
地
か
ら
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
指
示
を
遵
守
す
る
こ
と
。

　

こ
の
事
案
は
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
金
属
圧
延
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
事
業
者
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出

訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
当
該
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
取
り
消
し
、
そ

の
設
置
を
許
可
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
に
個
別
的
決
定
を
取
り
消
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
設
置
を
許
可
し
た
当
該
施
設
に
対
し
て
指
示
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
が
施
設
の
設
置
不

許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
に
、
行
政
裁
判
官
は
当
該
施
設
に
対
し
指
示
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
設

置
を
許
可
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
行
政
裁
判
官
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
施
設
の
設
置
許
可
権
限
を
行

使
し
得
る
の
か
に
つ
い
て
判
示
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
行
政
裁
判
官
が
施
設
の
設
置
許
可
権
限
を
行
使
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
も

明
確
に
は
判
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
権
限
を
事
実
上
行
使
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
後
、
一
九
八
九
年
一
二
月
一
五
日
環
境
大

臣
対
ス
プ
シ
ノ
ー
ル
会
社
判

�
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、「
行
政
裁
判
官
は
、
同
法
（
一
九
七
六
年
法
）
一
条
所
定
の
利
益

（　

）
７２決
に
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を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
指
示
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
類
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
権
限
を
有
す
る
」

と
し
、
行
政
裁
判
官
が
施
設
の
設
置
許
可
権
限
を
行
使
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
初
め
て
明
確
に
判
示
し
た
も
の
の
、
い
か
な
る
理
由

に
よ
り
こ
の
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
し
得
る
の
か
に
つ
い
て
判
示
し
た
判
例
は
、
未
だ
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
判
決
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
施
設
の
設
置
許
可
権
限
を
行
使
す
る
に
当
た
り
、
当
該
施
設
が
、
指
示
を
遵
守
す

る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
設
置
が
不
許
可
と
な
る
よ
う
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
す
る
手
工
業
諮
問
委
員
会
の
答
申
を
考
慮
に
入

れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
施
設
の
設
置
の
適
否
に
関
す
る
審
査
を
手
工
業
諮
問
委
員
会
に
委
ね
て
お
り
、

そ
の
答
申
を
全
面
的
に
採
用
す
る
か
た
ち
で
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
し
て
い
る
の
で
あ
�

　

手
工
業
諮
問
委
員
会
は
、
一
七
九
一
年
九
月
二
七
日
―
一
○
月
一
六
日
法
律
に
よ
り
、
手
工
業
諮
問
局（�

�
����

�
�
��
�
��
������

�

�
�
����
��
����
�
��
������
�
�

�
��
����
��
�

�
������������

� ������

�����

）
と
い
う
名
称
で
創
設
さ
れ
た
。
手
工
業
諮
問
局
は
、
一
七
九
三
年
に
お
い
て
手
工
業
審
査
委
員
会
（��

��

���
���

�
��
����
��
�

�
������������

� ������

�����

）
と
い
う
名
称
に
、
一
七
九
六
年
に
お
い
て
諮
問
局
（�

�
����

��
�
��
������

�
�
����
���
�
��
������
）
と
い
う
名
称
に
変
更
さ
れ
、
一
八

○
六
年
に
お
い
て
手
工
業
諮
問
委
員
会
と
い
う
名
称
に
な
っ
た
。

　

手
工
業
諮
問
委
員
会
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
公
土
木
鉱
山
局
技
師
団
、
商
工
業
事
業
者
の
中
か
ら
国
の

元
首
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
二
四
人
の
委
員
か
ら
成
る
機
関
で
あ
っ
�

　

手
工
業
諮
問
委
員
会
の
主
た
る
任
務
は
、
分
類
施
設
行
政
に
つ
い
て
分
類
施
設
担
当
大
臣
か
ら
諮
問
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
諮

問
機
関
と
し
て
答
申
を
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
一
○
年
勅
令
の
規
制
対
象
と
な
っ
た
施
設
を
三
等
級
の
う
ち
の
い

ず
れ
に
分
類
す
る
か
に
つ
い
て
、
分
類
施
設
担
当
大
臣
か
ら
諮
問
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
に
対
す
る
答
申
を
同
委
員
会
は
発
し
て
い

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
手
工
業
諮
問
委
員
会
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
に
よ
り
、
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
取
り
消
し
、
当

（　

）
７３る
。

（　

）
７４た
。



論　　　説

（� ）１４４（甲南法学’�０７）４８―２―４４

該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
べ
き
か
否
か
、
当
該
施
設
に
ど
の
よ
う
な
指
示
を
課
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
た
場
合
に
、
こ

れ
に
対
す
る
答
申
を
発
し
て
い
た
。
同
委
員
会
に
よ
る
答
申
は
、
こ
の
点
に
つ
き
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
本
案
審
理

に
当
た
っ
て
、
行
政
裁
判
官
は
こ
れ
を
技
術
的
な
指
針
と
し
て
利
用
し
て
い
�

例
え
ば
、
一
八
八
一
年
五
月
二
○
日
ブ
リ
ド
ル
ト

氏
判
決
に
お
い
て
、
手
工
業
諮
問
委
員
会
は
、
一
八
八
一
年
二
月
一
○
日
に
次
の
よ
う
な
答
申
を
発
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
手
工
業
諮
問
委
員
会
は
、
ブ
リ
ド
ル
ト
氏
所
有
の
金
属
圧
延
施
設
の
設
置
が
そ
の
近
隣
に
形
成
さ
れ
た
風
俗
営
業
地

区
へ
の
労
働
者
の
流
入
を
惹
起
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
当
該
地
区
の
地
価
が
下
落
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
セ
ー
ヌ
・
エ
・
オ
ワ
ー
ズ
県

知
事
が
当
該
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
同
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
一
八
一

○
年
勅
令
一
条
三
項
は
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
を
、
当
該
施
設
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
作
業
が
、
近
隣
住
民
に
不
快
感
を

与
え
ず
、
ま
た
被
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
と
確
認
さ
れ
た
後
に
設
置
さ
れ
得
る
製
造
所
及
び
作
業
所
で
あ
る
と
規

定
し
て
お
り
、
同
項
に
お
い
て
近
隣
住
民
の
抱
く
不
快
感
と
は
、
専
ら
、
当
該
施
設
か
ら
生
ず
る
悪
臭
や
騒
音
な
ど
の
公
害
に
対
す

る
不
快
感
を
意
味
し
、
労
働
者
の
流
入
又
は
そ
の
地
区
の
様
相
の
変
化
、
中
産
階
級
の
人
々
が
労
働
者
に
対
し
て
抱
く
不
快
感
と
は

全
く
関
係
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
手
工
業
諮
問
委
員
会
は
、
ブ
リ
ド
ル
ト
氏
所
有
の
金
属
圧

延
施
設
と
同
種
の
施
設
が
す
で
に
多
く
の
都
市
に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
指
示
の
遵
守
に
よ
り
近
隣
住
民
に
支
障
を
生

じ
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ブ
リ
ド
ル
ト
氏
所
有
の
金
属
圧
延
施
設
も
、
指
示
を
遵
守
す
る
限
り
に
お
い
て
近
隣
住
民
に
支
障
を

生
じ
さ
せ
な
い
と
判
断
し
、
当
該
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
�

　

こ
の
よ
う
に
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
取
り
消
し
、
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
べ

き
か
否
か
、
当
該
施
設
に
ど
の
よ
う
な
指
示
を
課
す
る
か
な
ど
、
科
学
的
専
門
技
術
的
判
断
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
分
類
施

設
担
当
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
手
工
業
諮
問
委
員
会
に
対
し
て
諮
問
を
行
い
、
そ
の
答
申
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大

（　

）
７５た
。

（　

）
７６る
。
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限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
て
い
た
。
な
お
、
現
在
で
は
、
手
工
業
諮
問
委
員
会
に
替
わ
り
、
知
事
の
諮
問
機
関
で
あ
る
県
衛
生
審
議

会
が
そ
の
任
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
（
イ
）　

指
示
内
容
の
変
更

　

特
別
訴
訟
に
お
い
て
は
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
を
不
服
と
し
て
、
訴
え
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
事
業

者
が
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
内
容
が
過
度
に
厳
格
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
出
訴
す
る
場
合
と
近
隣
住
民
が
知
事
に
よ
り
課
さ
れ

た
指
示
内
容
が
過
度
に
緩
和
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
出
訴
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
一

九
○
○
年
一
月
二
六
日
マ
ル
タ
ン
女
史
判
�

あ
�

　

〔
事
実
〕　

に
か
わ
製
造
所
の
事
業
者
で
あ
る
マ
ル
タ
ン
女
史
は
、
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
に
当
た
っ
て
、
当
該

施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
水
を
、
化
学
的
な
手
法
を
用
い
て
完
全
に
無
害
化
す
る
ま
で
消
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

指
示
を
課
し
た
知
�

決
定
を
不
服
と
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
た
。

　

〔
判
決
要
旨
〕　

知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
、
に
か
わ
製
造
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
水
を
、
化
学
的
な
手
法
を
用
い
て
、
完

全
に
無
害
化
す
る
ま
で
消
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
指
示
は
、
現
実
的
に
遵
守
不
可
能
で
あ
り
、
マ
ル
タ
ン
女
史
所

有
の
施
設
を
閉
鎖
に
追
い
込
む
に
等
し
い
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
知
事
の
決
定
を
取
り
消
し
、
当
該
施
設
を
所
有
す
る
事

業
者
が
遵
守
す
べ
き
指
示
を
新
た
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

マ
ル
タ
ン
女
史
は
、
以
下
に
掲
げ
る
指
示
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
に
か
わ
製
造
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
廃
水
は
、

防
水
タ
ン
ク
で
傾
瀉
さ
れ
た
後
に
、
下
水
道
を
通
じ
て
ヨ
ン
ヌ
川
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
。
②
防
水
タ
ン
ク
は
、
事
前
に
清
掃

さ
れ
、
消
毒
さ
れ
る
こ
と
。
③
に
か
わ
製
造
所
の
敷
地
内
に
は
い
か
な
る
物
質
も
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
④
傾
瀉
後

（　

）
７７決
が
（　

）
７８る
。

（　

）
７９事
の
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に
防
水
タ
ン
ク
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
廃
物
で
、
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
な
い
も
の
は
、
行
政
庁
の
指
定
す
る
場
所
に
数
ヶ
月

の
間
に
運
搬
さ
れ
る
こ
と
。

　

こ
の
事
案
は
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
の
内
容
を
不
服
と
す
る
事
業
者
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
を
取
り
消
し
、
新
た
な
内
容
の
指
示
を
課
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
示
内
容
を
変
更
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
の
内
容
は
、
に
か
わ
製
造
所
か
ら
生
ず
る
廃
水
を
完
全
に
消
毒
し
な
い
ま
で
も
、
廃

水
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
有
害
物
質
を
沈
殿
さ
せ
、
上
澄
み
の
み
を
下
水
道
に
排
出
す
る
こ
と
を
事
業
者
に
対
し
て
義
務
付
け
て
い

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
り
課
さ
れ
た
新
た
な
指
示
の
内
容
は
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
当
初
の
指
示
の

内
容
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（
ウ
）　

行
政
上
の
制
裁
の
実
施
命
令

　

許
可
又
は
届
出
な
し
に
分
類
施
設
を
操
業
し
た
事
業
者
や
指
示
を
遵
守
し
な
い
分
類
施
設
の
事
業
者
に
対
し
て
、
行
政
上
の
制
裁

を
知
事
が
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
知
事
が
当
該
施
設
の
事
業
者
に
対
し
て
行

政
上
の
制
裁
を
命
じ
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
、
近
隣
住
民
が
こ
れ
を
不
服
と
し
て
出
訴
す
る
事
案
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
案
に

お
い
て
、
い
か
な
る
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
判
決
と
し
て
、
一
九
九
八
年
五
月
四
日
テ
ア
リ
エ
氏

判
�

あ
る
。

　

〔
事
実
〕　

テ
ア
リ
エ
氏
は
、
七
面
鳥
養
殖
場
を
設
置
す
る
た
め
、
一
九
九
一
年
二
月
八
日
に
、
ピ
ュ
イ
・
ド
・
ド
ー
ム

（　

）
８０決
が
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県
知
事
に
対
し
、
当
該
施
設
の
設
置
届
出
書
を
提
出
し
た
。
同
知
事
は
、
当
該
施
設
が
許
可
を
要
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
同
年
三
月
一
一
日
に
、
当
該
施
設
の
設
置
届
出
を
不
受
理
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
当
該
施
設
の
設
置
許

可
申
請
を
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
操
業
を
開
始
し
た
テ
ア
リ
エ
氏
に
対
し
、
何
ら
の
措
置
も
講
じ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
近
隣
住
民
で
あ
る
テ
ロ
ー
ル
氏
は
、
ク
レ
ル
モ
ン
・
フ
ェ
ラ
ン
地
方
行
政
裁
判
所
に
対
し
、
当
該
施
設
の
設
置

許
可
申
請
書
を
提
出
す
べ
き
旨
及
び
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
す
べ
き
旨
を
同
知
事
が
命
ず
る
こ
と
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

し
た
。
同
裁
判
所
は
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
に
対
し
作
為
命
令
（��

��
�
����
�

��
��
�
����
�

）
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
テ
ロ
ー
ル
氏
の
訴
え
を
不
受
理
と
し
た
。
テ
ロ
ー
ル
氏
は
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
に
控
訴
し
た
。

　

リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
は
、
行
政
裁
判
官
は
行
政
庁
に
対
し
作
為
命
令
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
知
事
が
無
許
可

操
業
施
設
の
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
た
一
九
七
六
年
法
二
四
条
に
基
づ
き
、
当
該
施
設
の
事
業
者
に

対
し
直
接
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
テ
ア
リ
エ
氏
に
対
し
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
。
テ

ア
リ
エ
氏
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
上
告
し
た
。

　

〔
判
決
要
旨
〕　

テ
ア
リ
エ
氏
は
、
一
九
九
一
年
二
月
八
日
に
、
一
九
六
○
○
羽
の
七
面
鳥
養
殖
場
の
設
置
届
出
書
を
提

出
し
た
も
の
の
、
ピ
ュ
イ
・
ド
・
ド
ー
ム
県
知
事
は
、
同
年
三
月
一
一
日
に
、
テ
ア
リ
エ
氏
に
対
し
て
、
当
該
施
設
が
許
可

を
要
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
設
置
届
出
を
不
受
理
と
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
施
設
は
、
一
九
七
六
年

法
に
基
づ
き
正
式
に
許
可
を
受
け
又
は
届
出
を
受
理
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

一
九
七
六
年
法
二
四
条
は
、「
事
業
者
が
届
出
又
は
許
可
な
し
に
分
類
施
設
を
操
業
し
た
場
合
に
は
、
知
事
は
一
定
期
間
内

に
届
出
書
又
は
許
可
申
請
書
を
提
出
す
る
よ
う
催
告
す
る
。
知
事
は
届
出
書
の
提
出
又
は
許
可
申
請
に
対
す
る
決
定
が
あ
る

ま
で
当
該
施
設
の
操
業
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
に
基
づ
き
本
件
七
面
鳥
養
殖
場
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の
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
が
、
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
こ
と
に
誤
り
は

な
い
。

　

こ
の
事
案
は
、
許
可
な
し
に
七
面
鳥
養
殖
場
を
操
業
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、
知
事
が
そ
の
操
業
停
止
を
命
じ
な
か
っ
た
こ
と
を

不
服
と
し
て
、
近
隣
住
民
が
出
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
�

こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
当
該
施
設
の
操
業

停
止
を
命
じ
た
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
の
判
決
に
誤
り
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
上
の
制
裁
を
科
す

る
こ
と
を
是
認
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
は
、
無
許
可
操
業
施
設
の
操
業
停
止
を
知
事
が
命
ず
る
こ
と
の
で
き
る
旨
規
定
し
た
一
九
七
六

年
法
二
四
条
に
基
づ
き
、
七
面
鳥
養
殖
場
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
。
要
す
る
に
、
一
九
七
六
年
法
二
四
条
に
基
づ
き
無
許
可
操
業
施

設
の
操
業
停
止
を
知
事
は
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
裁
判
官
も
同
条
に
基
づ
き
こ
れ
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

と
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
は
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
の
判
決
に
よ
る
限
り
、
知
事
に
よ
り
科
さ
れ
得
る

行
政
上
の
制
裁
は
、
行
政
裁
判
官
に
よ
っ
て
も
科
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
エ
）　

当
不
当
の
審
査

　

以
上
の
よ
う
に
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
指
示
を
課
す
る
こ
と
に
よ
り
施
設
の
設
置
を
許
可
し
、
指
示
の
内
容
を

変
更
し
、
行
政
上
の
制
裁
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
権
限
を
行
使
す
る
に
当
た
り
、
行
政
庁
の
個
別
的
決

定
を
ど
の
程
度
ま
で
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
生
ず
る
の
は
、
行
政
裁
判
官
が
こ
れ
ら
の
権

限
を
行
使
す
る
に
は
、
単
に
行
政
庁
に
よ
り
な
さ
れ
た
個
別
的
決
定
の
適
法
性
を
審
査
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

（　

）
８１る
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
判
示
し
た
判
決
と
し
て
、
一
九
三
六
年
五
月
六
日
商
工
業
大
臣
対
ミ
テ
ー
ヌ
氏
判
�

あ
る
。

　

〔
事
実
〕　

ミ
テ
ー
ヌ
氏
は
、
グ
ラ
ン
・
プ
レ
シ
ニ
ー
に
お
い
て
分
類
施
設
を
操
業
し
て
い
た
。
ア
ン
ド
ル
・
エ
・
ロ
ワ

ー
ル
県
知
事
は
、
当
該
施
設
に
お
い
て
高
度
な
技
術
を
要
す
る
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
一
九
三
二
年
五
月

二
八
日
に
、
ミ
テ
ー
ヌ
氏
に
対
し
、
こ
の
作
業
に
当
た
っ
て
必
要
な
当
該
施
設
の
整
備
改
修
工
事
の
実
施
を
命
ず
る
指
示
を

課
し
た
。　

　

ミ
テ
ー
ヌ
氏
は
、
当
該
指
示
内
容
を
不
服
と
し
て
ポ
ワ
テ
ィ
エ
に
設
置
さ
れ
た
県
際
参
事
会
に
出
訴
し
た
と
こ
ろ
、
県
際

参
事
会
は
こ
れ
を
不
当
で
あ
る
と
し
て
取
り
消
し
た
。
そ
こ
で
、
商
工
業
大
臣
は
、
一
九
三
四
年
五
月
二
五
日
に
、
県
際
参

事
会
が
指
示
を
課
し
た
同
知
事
の
決
定
の
適
法
性
を
審
査
す
る
権
限
の
み
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
県
際
参
事
会
の

判
決
の
取
消
し
を
求
め
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　

〔
判
決
要
旨
〕　

一
九
三
二
年
四
月
二
○
日
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
一
九
一
七
年
法
一
一
条
は
、
知
事
が
同
法
一
条
に

規
定
さ
れ
た
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
指
示
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
き
規
定
し
、

同
法
一
四
条
は
、
か
か
る
個
別
的
決
定
が
県
参
事
会
に
付
託
さ
れ
得
る
こ
と
に
つ
き
規
定
し
て
い
る
。

　

同
法
一
四
条
に
よ
れ
ば
、
県
参
事
会
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
知
事
の
個
別
的
決
定
の
適
法
性
の
み
な
ら
ず
、
諮
問
機
関

に
諮
問
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
法
一
条
に
規
定
さ
れ
た
近
隣
住
民
の
安
全
、
健
康
又
は
快
適
性
、
公
衆
衛
生
を
保
護
す

る
見
地
か
ら
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
に
伴
っ
て
課
さ
れ
た
指
示
が
、
必
要
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
又
は
十
分
な
も
の
で
あ

る
か
否
か
（��

���
�
�������

���
�
�
��
��
�
�����

��
�
�

��������
�������
���
�
����
��
�
��������
�
�

��
�
�
��
�
�
�

���
�
�
��
�
�
�

� ���
���
��
��
�������

�
�
�

���������
��
�������
�
���

� �����

����� ���
��
�
�
�

���
��
�
���

� ����������
�
�

�����������
�
�

��
������

���

��
������
���

）
を
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
。

（　

）
８２決
が
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そ
れ
故
、
当
該
施
設
に
指
示
を
課
し
た
ア
ン
ド
ル
・
エ
・
ロ
ワ
ー
ル
県
知
事
の
決
定
の
適
法
性
を
審
査
す
る
権
限
の
み
を

県
際
参
事
会
が
有
す
る
と
し
た
商
工
業
大
臣
の
請
求
に
は
理
由
が
な
い
。

　

こ
の
事
案
は
、
知
事
の
個
別
的
決
定
を
不
当
と
し
て
取
り
消
し
た
県
際
参
事
会
の
判
決
に
対
し
、
個
別
的
決
定
の
適
法
性
を
審
査

す
る
権
限
の
み
を
行
政
裁
判
官
が
有
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
商
工
業
大
臣
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
知
事
の
個
別
的
決
定
の
適
法
性
の
み
な
ら
ず
、
一
九
一
七
年
法
一
条
に
規
定
さ

れ
た
近
隣
住
民
の
安
全
、
健
康
又
は
快
適
性
、
公
衆
衛
生
を
保
護
す
る
見
地
か
ら
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
に
伴
っ
て
課
さ
れ
た
指

示
が
必
要
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
又
は
十
分
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
行
政
裁
判
官
は
個
別
的
決
定
の
適
法
性
を
審
査
す
る
権
限
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
当
不
当
（�

�
�
�
���
�
��

�
�
�
�
���
�
��� �

）
を
審
査
す
る
権
限
を

有
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

分
類
施
設
規
制
の
よ
う
に
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
判
断
が
必
要
と
な
る
分
野
に
お
い
て
、
行
政
庁
に
は
広
範
な
裁
量
権
が
与

え
ら
れ
て
い
る
。
通
常
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
、
こ
う
し
た
広
範
な
裁
量
権
を
行
政
庁
が
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ

も
、
評
価
の
明
白
な
過
誤
と
い
う
概
念
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
制
限
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て

行
政
裁
判
官
は
、
裁
量
の
枠
内
で
の
行
為
の
当
不
当
を
審
査
す
る
の
で
あ
り
、
裁
量
権
を
制
限
す
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
れ

を
全
面
的
に
統
制
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
通
常
訴
訟
に
比
し
て
広
く
行
政
裁
量
を
統
制
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
（
オ
）　

請
求
の
範
囲
を
越
え
た
審
査
又
は
判
決
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当
不
当
の
審
査
の
ほ
か
、
個
別
的
決
定
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
、
い
か
な
る
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
は
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
判
示
し
た
判
決
と
し
て
、
一
九
五
九
年
六
月
一
九
日
ル
モ
ー
ル
氏
判
�

あ
る
。

�

　

〔
事
実
〕　

サ
ル
ト
県
知
事
は
、
一
九
四
九
年
一
○
月
二
一
日
に
、
ル
モ
ー
ル
氏
に
対
し
、
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
臭
気

及
び
ガ
ス
が
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
臭
気
及
び
ガ
ス
を
排
気
す
る
た
め
の
煙
突
の
建
て
増
し
を
命
ず
る
指
示

を
課
し
た
。
ル
モ
ー
ル
氏
は
、
こ
の
指
示
内
容
の
軽
減
を
求
め
て
、
カ
ー
ン
県
参
事
会
に
出
訴
し
た
と
こ
ろ
、
カ
ー
ン
県
参

事
会
は
、
一
九
五
○
年
七
月
一
一
日
に
、
当
該
指
示
内
容
を
軽
減
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
ば
か
り
か
、
新
た
に
当
該
施
設

内
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
重
油
系
液
体
燃
料
の
利
用
を
禁
止
す
る
指
示
を
課
し
た
。
そ
こ
で
、
ル
モ
ー
ル
氏
は
、
カ
ー
ン
県
参

事
会
が
訴
訟
当
事
者
の
請
求
し
て
い
な
い
指
示
を
新
た
に
課
す
る
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
同
県
参
事
会
の

判
決
の
取
消
し
を
求
め
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　

〔
判
決
要
旨
〕　

カ
ー
ン
県
参
事
会
が
、
一
九
五
○
年
七
月
一
一
日
判
決
に
お
い
て
、
新
た
に
工
場
内
で
の
重
油
系
液
体

燃
料
の
利
用
を
禁
止
す
る
指
示
を
課
し
た
こ
と
に
つ
い
て
見
る
に
、
県
参
事
会
は
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判

決
を
下
す
も
の
と
解
さ
れ
る
（��

�
����
�
�
�
�

��
�
������
���
�� ������

��
��
����
�����

�����
�����
����������

� �������
������

������������

）。

　

一
九
三
二
年
四
月
二
○
日
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
一
九
一
七
年
法
三
五
条
四
項
は
、
県
参
事
会
が
知
事
の
個
別
的
決
定

を
是
認
す
る
場
合
に
は
、
不
衛
生
又
は
不
快
と
い
う
重
大
な
危
険
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
サ
ル
ト
県
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
を
是
認
し
た
カ
ー
ン
県
参
事
会
は
、
知

事
は
も
と
よ
り
い
か
な
る
訴
訟
当
事
者
も
新
た
に
指
示
を
課
す
る
よ
う
求
め
て
い
な
く
と
も
、
同
法
三
五
条
四
項
を
根
拠
と

し
て
、
か
よ
う
な
指
示
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（　

）
８３決
が



論　　　説

（� ）１５２（甲南法学’�０７）４８―２―５２

　

こ
の
事
案
は
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
内
容
の
軽
減
を
求
め
て
県
参
事
会
に
事
業
者
が
出
訴
し
た
と
こ
ろ
、
県
参
事
会
が
当

該
指
示
内
容
を
軽
減
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
ば
か
り
か
、
訴
訟
当
事
者
が
請
求
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
な
指
示
を

課
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
県
参
事
会
が
そ
の
よ
う
な
権
限
を
有
す
る
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
九
三
二
年
四
月
二
○
日
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
一
九
一
七
年
法
三
五
条
四
項
を
根
拠
と
し
て
、
県
参
事
会

が
い
か
な
る
訴
訟
当
事
者
も
請
求
し
て
い
な
い
指
示
を
新
た
に
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
請
求
の
範
囲

を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判
決
を
下
す
権
限
を
行
政
裁
判
官
は
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

裁
判
官
は
、
原
則
と
し
て
、
訴
訟
当
事
者
に
よ
り
請
求
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
裁
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
訴
訟
当
事

者
に
よ
り
請
求
さ
れ
た
事
項
よ
り
も
多
く
の
こ
と
や
請
求
さ
れ
て
い
な
い
事
項
を
裁
判
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判

官
が
訴
訟
当
事
者
に
よ
る
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
裁
判
す
る
こ
と
を
「�����

������

������������

」
と
呼
ん
で
い
�

　

我
が
国
の
行
政
不
服
申
立
制
度
に
お
い
て
は
、
行
政
庁
が
当
事
者
の
主
張
し
な
い
事
項
を
職
権
で
取
り
上
げ
、
そ
の
存
否
を
調
査

す
る
職
権
探
知
主
義
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、「�����

������
������������

」
に
相
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
我
が
国
の
行
政
事
件
訴
訟
制
度
に
お
い
て

は
、
職
権
証
拠
調
べ
が
採
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
職
権
探
知
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
は
解
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

裁
判
官
が
職
権
探
知
を
行
う
た
め
に
は
特
別
な
法
的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
�

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
九
三
二
年
四
月
二
○
日
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
一
九
一
七
年
法

三
五
条
四
項
を
根
拠
と
し
て
、
カ
ー
ン
県
参
事
会
が
訴
訟
当
事
者
の
請
求
し
て
い
な
い
新
た
な
指
示
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判

示
し
て
い
る
。
こ
の
判
決
に
よ
る
限
り
、
行
政
裁
判
官
が
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判
決
を
下
す
場
合
に
は
、
そ
の
旨

規
定
し
た
法
的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
で
は
、
同
法
三
五
条
四
項
の
よ
う
に
、
行
政
裁
判
官
が

請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判
決
を
下
す
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
つ
き
定
め
た
規
定
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な

（　

）
８４る
。

（　

）
８５る
。
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権
限
を
依
然
と
し
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
し
得
る
の
か
が
疑
問
と
な
る
。

　

こ
こ
で
、
先
に
紹
介
し
た
一
九
九
八
年
五
月
四
日
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
を
見
る
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院

に
対
し
て
知
事
が
七
面
鳥
養
殖
場
の
設
置
許
可
申
請
書
を
提
出
す
べ
き
旨
及
び
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と

を
求
め
た
テ
ロ
ー
ル
氏
の
請
求
を
越
え
て
、
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
の
判
決
を
是
認
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
行
政
裁
判
官
が
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判
決
を
下
す
権
限
を
行
使
し
得
る
こ
と
に
つ
き
定
め
た
規
定
を
特

に
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
よ
う
な
権
限
の
行
使
を
事
実
上
是
認
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
、
特
に
法
的
根
拠
を
必
要

と
せ
ず
に
、
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判
決
を
下
す
権
限
を
、
行
政
裁
判
官
は
行
使
し
得
る
も
の
と
解
さ
れ
�

　
（
二
）　

最
大
限
の
統
制
権
限
の
性
格

　

以
上
の
よ
う
に
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
最
大
限
の
統
制
権
限
に
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
統
制
権
限
は
い
か
な
る
性
格
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
い
換
え
れ
ば
、
行
政
裁
判
官
は
、
い
か
な
る
立
場
で
こ
の

よ
う
な
統
制
権
限
を
行
使
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
判
示
し
た
判
決
と
し
て
、
分
類
施
設
訴
訟
に
関
す
る
文
献
に
お
い
て
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
の
が
、
一
九
六
三

年
三
月
一
三
日
産
業
大
臣
対
モ
ロ
ー
氏
判
�

あ
�

こ
れ
は
、
豚
小
屋
の
設
置
許
可
決
定
の
許
否
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
り
、
コ

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
当
該
施
設
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、「
い
か
な
る
法
令
条
文
も
、
地
方
行
政
裁
判
所
の
有
す
る
権
限
を
制
限
す

る
も
の
で
は
な
い
（��

��
�
�����

�
�
��
�
�
�
�
�
�

��
��
�
��������
����
���
�
��
���� �����

��
�
�
��
���
��

����
��
���
������
��� �

��
�
��
��
�
�
�
��
�
������

�
��
����
�
�
��

�����
��
����
�
����
�
������
����
�����
�
�
��

��
�
��
��������

���
�
��
��������
）」

と
判
示
し
た
。
要
す
る
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
い
か
な
る
法
令
条
文
に
も
制
限
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
判
決
に
よ
る
限
り
、
特
別
訴
訟

に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
法
令
上
の
い
か
な
る
制
限
も
受
け
ず
、
お
よ
そ
無
制
限
に
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
得
る
と
解
す
る

（　

）
８６る
。

（　

）
８７決
で
（　

）
８８る
。
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余
地
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
が
果
た
し
て
最
大
限
の
統
制
権
限
の
性
格
を
真
に
い
い
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の

残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ガ
ボ
ル
ド
も
、
行
政
裁
判
官
が
何
ら
の
法
令
条
文
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
無
制
限
に
最
大
限
の
統
制
権

限
を
行
使
し
得
る
は
ず
は
な
く
、
こ
の
判
決
は
単
に
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
非
常
に
広
範
な
権
限
（�

�
�
��
���
��

�
�
�
��
������� �� ��

� ����
�
�
�

���
�
�
�

）
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
判
示
し
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
�

　

こ
こ
で
、
先
述
の
（
ア
）
か
ら
（
オ
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
最
大
限
の
統
制
権
限
の
内
容
を
、
今
一
度
見
て
み
よ
う
。
行
政
裁
判

官
は
、（
ア
）
に
お
い
て
は
、
行
政
庁
に
よ
り
な
さ
れ
た
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
取
り
消
し
、
当
該
施
設
に
対
し
指
示
を
課
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
設
置
を
許
可
し
、（
イ
）
に
お
い
て
は
、
行
政
庁
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
内
容
を
軽
減
し
、（
ウ
）
に
お
い
て

は
、
行
政
庁
に
よ
り
命
じ
ら
れ
な
か
っ
た
施
設
の
操
業
停
止
を
命
じ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
行
政
庁
に
よ
り
な
さ
れ
た
個
別
的
決
定
を

変
更
し
又
は
本
来
で
あ
れ
ば
行
政
庁
に
よ
り
な
さ
れ
る
べ
き
個
別
的
決
定
を
代
置
し
て
い

�
ま
た
、
行
政
裁
判
官
は
、（
エ
）
に
お

い
て
は
、
個
別
的
決
定
の
適
法
性
を
審
査
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
当
不
当
を
審
査
し
、（
オ
）
に
お
い
て
は
、
訴
訟
当
事
者
に
よ
る

請
求
の
範
囲
を
越
え
て
裁
判
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
行
政
不
服
申
立
て
（����

�
��
��
�
��
��������

����
�
�����
�
��
���������
）
に
お
い
て
行
政
庁
が
行
使
す
る

権
限
を
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
使
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ボ
ワ
バ
ン
は
、
行
政
裁
判
官
は
裁
判
官
と
行
政
官
と
し
て
の
資
格
（�

�
����

�
�
����� �

�
�
��
�����

�
��
��������

�

��
����
�����
�
��
��������
�
）
を

有
す
る
と
指
摘

�
ボ
コ
モ
ン
及
び
グ
セ
ー
は
、「
行
政
裁
判
官
は
行
政
官
と
し
て
振
る
舞
い
、
行
政
庁
の
代
理
と
し
て
審
査
す
る

（��
����
�
�
�
�
����

�
���
�
��
��������

�
�

���������
�
�
��������
���
�
��
��������
����

�����
�
��
����
��
�
����

�
�
����
��
�

�������
����
�����
�����
������
������
��
��� ��� �

��
�
��
���������

���
�
��
���������

）」
と
指
摘
す

�
特
別
訴
訟
に

お
い
て
、
あ
た
か
も
処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
の
よ
う
に
行
政
裁
判
官
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
個
別
的
決
定
を
審
査
し
て
い
る
と
い

う
点
に
着
目
し
て
、
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
行
政
官
と

（　

）
８９る
。

（　

）
９０る
。

（　

）
９１し
、

（　

）
９２る
。
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し
て
の
立
場
で
審
査
す
る
の
で
あ
り
、
行
政
裁
判
官
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
最
大
限
の
統
制
権
限
と
は
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限
（�

�
�
��
��

�
�
�
��
���

�
���
�
��
��������

�

�
���
�
��
��������
�
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
�

　

も
っ
と
も
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
判
示
し
た
判
決
と
し
て
、
ま
ず
、
一
九
四
七
年
六
月

二
七
日
ル
プ
リ
ュ
氏
、
エ
ネ
ゲ
氏
及
び
ド
ゥ
パ
エ
プ
嬢
判
�

見
て
み
よ
う
。

　

〔
事
実
〕　

ペ
リ
カ
ン
ビ
ー
ル
醸
造
会
社
は
、
サ
ボ
通
り
一
八
番
地
に
馬
小
屋
を
設
置
し
操
業
を
開
始
し
た
後
に
、
当
該

施
設
の
設
置
届
出
を
し
た
と
こ
ろ
、
ノ
ー
ル
県
知
事
は
、
一
九
四
四
年
二
月
二
九
日
に
、
当
該
施
設
の
設
置
届
出
を
受
理
し
、

届
出
受
領
証
を
交
付
し
た
。
近
隣
住
民
で
あ
る
ル
プ
リ
ュ
氏
及
び
ド
ゥ
パ
エ
プ
嬢
は
、
当
該
施
設
が
近
隣
住
民
及
び
公
衆
衛

生
に
対
し
て
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
当
該
施
設
の
設
置
届
出
を
受
理
し
た
ノ
ー
ル
県
知
事
の
決
定
の

取
消
し
及
び
当
該
施
設
の
廃
止
を
求
め
て
、
リ
ー
ル
県
参
事
会
に
出
訴
し
た
。

　

エ
ネ
ゲ
氏
は
、
ノ
ー
ル
県
知
事
に
対
し
て
、
こ
の
馬
小
屋
の
廃
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
す
で
に
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ミ
ュ

イ
サ
エ
ー
ル
通
り
二
六
番
地
に
設
置
が
正
式
に
認
め
ら
れ
操
業
し
て
い
る
ペ
リ
カ
ン
ビ
ー
ル
醸
造
会
社
所
有
の
馬
小
屋
の
廃

止
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
ノ
ー
ル
県
知
事
が
何
ら
の
応
答
も
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
黙
示
の
拒
否
決
定
（� �

� ������
�
��
�
������

�����
�
���
�
�������

�
�
�����

�
�������
）
を
し
た
と
み
な
し
、
そ
の
廃
止
を
求
め
て
リ
ー
ル
県
参
事
会
に
出
訴
し
た
。

　

リ
ー
ル
県
参
事
会
は
、
当
該
施
設
の
設
置
及
び
操
業
に
つ
い
て
何
ら
の
権
限
も
有
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
同
氏
ら
の

訴
え
を
不
受
理
と
し
た
。
同
氏
ら
は
、
リ
ー
ル
県
参
事
会
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　

〔
判
決
要
旨
〕　

ル
プ
リ
ュ
氏
及
び
ド
ゥ
パ
エ
プ
嬢
は
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
で
あ
る
サ
ボ
通
り
一
八
番
地
の
馬
小

屋
の
設
置
届
出
を
受
理
し
た
ノ
ー
ル
県
知
事
の
決
定
の
取
消
し
を
求
め
て
い
る
。
同
人
ら
は
、
当
該
施
設
が
近
隣
住
民
及
び

（　

）
９３る
。

（　

）
９４決
を
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公
衆
衛
生
に
対
し
て
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
旨
主
張
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
主
張
は
、
第
一
等
級
又
は
第
二
等
級
に
属
す
る
施

設
の
設
置
許
可
決
定
に
対
し
て
の
み
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
届
出
受
理
決
定

に
対
し
て
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ル
プ
リ
ュ
氏
、
ド
ゥ
パ
エ
プ
嬢
及
び
エ
ネ
ゲ
氏
は
、
ペ
リ
カ
ン
ビ
ー
ル
醸
造
会
社
が
設
置
届
出
を
す
る
以
前
か
ら
違
法
に

設
置
し
、
操
業
し
て
い
た
サ
ボ
通
り
一
八
番
地
の
馬
小
屋
の
廃
止
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
、
一
九
三
二
年
四
月
二
○
日
法

律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
一
九
一
七
年
法
三
六
条
を
見
る
に
、
同
条
は
、
違
法
な
状
態
で
操
業
し
て
い
る
施
設
に
対
し
て
は
、

知
事
が
当
該
施
設
の
事
業
者
に
催
告
を
し
た
後
に
、
そ
の
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
同
人
ら
は
、
ま
ず
ノ
ー
ル
県
知
事
に
対
し
て
催
告
を
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
リ
ー
ル
県
参
事
会
に
対
し
て

当
該
施
設
の
廃
止
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

エ
ネ
ゲ
氏
は
、
ペ
リ
カ
ン
ビ
ー
ル
醸
造
会
社
が
正
式
に
設
置
届
出
を
し
操
業
し
て
い
る
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ミ
ュ
イ
サ
エ
ー

ル
通
り
二
六
番
地
の
馬
小
屋
の
廃
止
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
二
年
四
月
二
○
日
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ

た
一
九
一
七
年
法
三
一
条
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
の
み
が
、
唯
一
、
施
設
の
廃
止
を
宣
言
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
知
事
は
、
当
該
施
設
の
廃
止
を
宣
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ノ
ー
ル
県
知

事
が
当
該
施
設
の
廃
止
を
黙
示
的
に
拒
否
し
た
決
定
を
不
服
と
し
て
な
さ
れ
た
エ
ネ
ゲ
氏
の
請
求
に
は
理
由
が
な
い
。

　

こ
の
事
案
は
、
事
業
者
が
届
出
な
し
に
設
置
し
操
業
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
届
出
に
よ
り
設
置
が
認
め
ら
れ
た
サ
ボ
通
り

一
八
番
地
の
馬
小
屋
の
設
置
届
出
受
理
決
定
の
取
消
し
及
び
廃
止
の
ほ
か
、
届
出
に
よ
り
正
式
に
設
置
が
認
め
ら
れ
操
業
し
て
い
た

シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ミ
ュ
イ
サ
エ
ー
ル
通
り
二
六
番
地
の
馬
小
屋
の
廃
止
を
求
め
て
、
近
隣
住
民
が
県
参
事
会
に
出
訴
し
た
と
こ
ろ
、
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県
参
事
会
が
当
該
施
設
の
設
置
及
び
操
業
に
つ
い
て
何
ら
の
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
そ
の
訴
え
を
不
受
理
と
し
た
た
め
、

こ
れ
を
不
服
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
�

　

行
政
官
と
し
て
の
権
限
の
限
界
を
解
明
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ミ
ュ
イ
サ
エ
ー
ル
通
り
二
六
番
地
の
馬
小

屋
の
廃
止
の
求
め
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、「
一
九
三
二
年
四
月
二
○
日
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
一
九
一
七
年
法
三
一

条
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
の
み
が
、
唯
一
、
施
設
の
廃
止
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、

知
事
は
、
当
該
施
設
の
廃
止
を
宣
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
同
条
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
り
分
類
施
設
を
廃
止
す
る
権
限
を
首
相
が
有
す
る
旨
規
定
し
て
お
り
、
知
事
は
当
該
施
設
の
廃
止
を

宣
言
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
裁
判
官
も
そ
の
よ
う
な
権
限
を
有
し
な
い
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
判
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
知
事
が
行
使
し
得
な
い
権
限
を
行
政
裁
判
官
も
行
使
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
判
決
か
ら
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

続
い
て
、
一
九
八
九
年
一
二
月
一
五
日
環
境
大
臣
対
ス
プ
シ
ノ
ー
ル
会
社
判
�

見
て
み
よ
う
。

��

〔
事
実
〕　

医
薬
品
及
び
香
水
に
利
用
さ
れ
る
化
学
製
品
の
研
究
、
開
発
、
製
造
及
び
製
品
化
を
業
と
す
る
ス
プ
シ
ノ
ー
ル

会
社
は
、
一
九
八
○
年
一
○
月
六
日
に
リ
エ
バ
ン
鉱
山
の
採
石
場
跡
地
に
引
火
性
の
液
体
製
造
貯
蔵
装
置
を
設
置
す
る
た
め
、

パ
・
ド
・
カ
レ
ー
県
知
事
に
対
し
て
当
該
施
設
の
設
置
許
可
を
申
請
し
た
。
同
知
事
は
、
一
九
八
一
年
に
当
該
施
設
の
試
験

操
業
を
認
め
た
も
の
の
、
当
該
施
設
が
一
年
の
間
に
三
度
の
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
及
び
市
町
村
議
員
が
そ
の
設
置
に
反
対

す
る
意
見
書
を
提
出
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
八
二
年
四
月
九
日
に
、
当
該
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
決
定
を
し
た
。

　

ス
プ
シ
ノ
ー
ル
会
社
は
、
当
該
決
定
を
不
服
と
し
て
リ
ー
ル
地
方
行
政
裁
判
所
に
出
訴
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
一
九
八
三

（　

）
９５る
。（　

）
９６決
を



論　　　説

（� ）１５８（甲南法学’�０７）４８―２―５８

年
七
月
八
日
に
、
同
知
事
の
決
定
を
取
り
消
す
と
と
も
に
、
ス
プ
シ
ノ
ー
ル
会
社
に
よ
り
な
さ
れ
た
当
該
施
設
の
設
置
許
可

申
請
に
つ
い
て
鑑
定
を
実
施
す
る
よ
う
命
ず
る
中
間
判
決
を
下
し
た
。
鑑
定
終
了
後
、
同
裁
判
所
は
、
公
聴
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
、
一
九
七
六
年
法
に
定
め
ら
れ
た
施
設
の
設
置
許
可
手
続
を
経
て
、
一
九
八
五
年
四
月
九
日
に
、
当
該
施
設
の
設
置

を
許
可
す
る
と
と
も
に
、
同
知
事
が
当
該
施
設
に
対
し
て
指
示
を
課
す
る
よ
う
命
ず
る
終
局
判
決
を
下
し
た
。

　

そ
こ
で
、
環
境
大
臣
は
、
一
九
八
三
年
七
月
八
日
及
び
一
九
八
五
年
四
月
九
日
に
下
さ
れ
た
同
裁
判
所
の
判
決
を
不
服
と

し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　
〔
判
決
要
旨
〕　

一
九
七
六
年
法
一
四
条
に
基
づ
き
審
査
を
行
う
場
合
に
、
行
政
裁
判
官
は
、
同
法
一
条
所
定
の
利
益
を
保

護
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
指
示
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
類
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
権
限
を
有
す

る
。
と
り
わ
け
、
行
政
庁
に
よ
る
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
取
り
消
し
た
後
に
、
指
示
を
自
ら
課
し
又
は
必
要
に
応
じ
て

指
示
を
課
す
る
た
め
知
事
の
下
に
移
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
権
限
を
、
行
政
裁
判
官
は
有

す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
法
五
条
に
よ
れ
ば
、
分
類
施
設
の
設
置
許
可
は
公
聴
調
査
の
実
施
後
に
お
い
て
認
め
ら
れ
得
る
。
公

聴
調
査
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
又
は
違
法
に
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
、
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
大
衆
が
知
り
得
な
い
ば

か
り
か
、
同
法
に
定
め
ら
れ
た
施
設
の
設
置
許
可
手
続
を
遵
守
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
行
政
裁
判
官
は
当
該
施
設

の
設
置
を
許
可
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

本
件
に
お
い
て
、
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
条
四
号
及
び
一
九
七
七
年
一
○
月
一
二
日
デ
ク
レ
二
条
に
従
い
、
ス
プ
シ
ノ
ー

ル
会
社
が
許
可
申
請
書
に
添
付
し
た
環
境
影
響
評
価
書
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
た
情
報
の
全
て

を
記
載
し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
環
境
影
響
評
価
書
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
公
聴
調
査
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は
違
法
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
な
り
、
リ
ー
ル
地
方
行
政
裁
判
所
は
、
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
指
示
を
課
す
る
と
い
う
条
件
の
下
で
当
該
施
設
の
設
置
許
可
を
認
め
る
と
判
示
し
た
リ
ー
ル
地
方
行
政
裁

判
所
の
一
九
八
五
年
四
月
九
日
判
決
が
誤
り
で
あ
る
と
す
る
環
境
大
臣
の
主
張
に
は
理
由
が
あ
る
。

　

こ
の
事
案
は
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
引
火
性
の
液
体
製
造
貯
蔵
装
置
の
設
置
不
許
可
決
定
を
取
り
消
し
、
そ
の
設
置
を
許
可
し

た
地
方
行
政
裁
判
所
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
環
境
大
臣
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
を
決
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
分
類
施
設
規
制

法
に
従
い
公
聴
調
査
を
知
事
は
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
行
政
裁
判
官
も
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
を
決

す
る
に
当
た
っ
て
は
同
法
に
従
い
公
聴
調
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
知

事
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
を
行
政
裁
判
官
も
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
行
政
裁
判
官
は
、
施
設
の
廃
止
の
よ
う
に
知
事
が
行
使
し
得
な
い
権
限
を
行
使
し
得
な
い
ほ
か
、
公
聴
調
査

の
よ
う
に
知
事
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限

に
は
限
界
が
あ
る
。
特
別
訴
訟
に
お
い
て
法
令
上
の
い
か
な
る
制
限
も
受
け
ず
、
お
よ
そ
無
制
限
に
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁

判
官
が
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
表
現
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

　

三　

最
小
限
の
統
制
権
限

　
（
一
）　

最
小
限
の
統
制
権
限
の
内
容

　

先
述
の
よ
う
に
、
最
小
限
の
統
制
権
限
と
は
、
行
政
裁
判
官
が
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
使
す
る
必
要
最
小
限
の
権
限
で
あ
り
、
特
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別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
適
法
性
審
査
な
い
し
取
消
し
の
権
限
で
あ
る
。
行
政
裁
判
官
は
、
個
別
的
決
定
が
特
別
訴
訟

の
対
象
と
な
る
か
否
か
を
審
査
し
、
そ
れ
が
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
一
般
的
に
最
小
限
の
統
制
権

限
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
と
判
断
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
な
お
こ
の
統
制
権
限
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
、
知
事
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
施
設
の
設
置
手
続
と
り
わ
け
公
聴
調
査
の

適
法
性
（� �� ���

�����

��
������ �

�
�
����
�
�

��
������
�
�

� ���
�
�
�
���
�
�

����
�
�
���
�
�

）
の
ほ
か
、
法
の
解
釈
・
適
用
の
誤
り
又
は
事
実
の
誤
認
（�����

�
�
�
�
��
��
�
�
�
�

�����
���
���
��
����
�
��
��

����

����
）
に
つ
き
、
行
政
裁
判
官
は
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

�
前
者
に
関
す
る
判
決
と
し
て
、
一
九
七
六
年
一
○
月
一
三
日

国
務
大
臣
、
国
土
整
備
開
発
運
輸
大
臣
対
コ
ニ
ェ
氏
ほ
か
、
開
発
大
臣
対
タ
リ
氏
及
び
コ
ニ
ェ
氏
、
生
活
の
質
大
臣
対
コ
ニ
ェ
氏
ほ

か
判
�

あ
り
、
後
者
に
関
す
る
判
決
と
し
て
、
一
九
九
七
年
九
月
八
日
シ
ュ
ル
シ
ス
ト
株
式
会
社
判
�

あ
る
。

　

ま
ず
は
、
一
九
七
六
年
一
○
月
一
三
日
国
務
大
臣
、
国
土
整
備
開
発
運
輸
大
臣
対
コ
ニ
ェ
氏
ほ
か
、
開
発
大
臣
対
タ
リ
氏
及
び
コ

ニ
ェ
氏
、
生
活
の
質
大
臣
対
コ
ニ
ェ
氏
ほ
か
判
決
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

〔
事
実
〕　

サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
市
長
は
、
浄
水
場
を
設
置
す
る
た
め
、
ロ
ワ
ー
ル
県
知
事
に
対
し
て
当
該
施
設
の
設
置
許

可
を
申
請
し
た
。
同
知
事
は
、
当
該
施
設
を
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
し
、
一
九
七
二
年
六
月
二
六
日
に
、
そ
の
設

置
を
許
可
し
た
。
コ
ニ
ェ
氏
ら
は
、
同
知
事
が
当
該
施
設
を
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
理

由
に
、
当
該
決
定
の
取
消
し
を
求
め
て
、
リ
ヨ
ン
地
方
行
政
裁
判
所
に
出
訴
し
た
と
こ
ろ
、
同
裁
判
所
は
、
一
九
七
四
年
一

○
月
三
一
日
に
、
当
該
決
定
を
取
り
消
す
判
決
を
下
し
た
。

　

そ
こ
で
、
生
活
の
質
大
臣
は
、
当
該
施
設
は
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
仮
に
当
該
施
設
が

第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
も
、
同
知
事
に
よ
る
決
定
の
全
て
を
取
り
消
す
必
要
は
な
い
こ
と
を
理
由

（　

）
９７る
。

（　

）
９８決
が

（　

）
９９決
が
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に
、
当
該
判
決
の
取
消
し
を
求
め
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　

〔
判
決
要
旨
〕　

ロ
ワ
ー
ル
県
知
事
は
、
浄
水
場
の
設
置
を
許
可
す
る
に
当
た
り
、
こ
れ
を
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
に

分
類
し
て
い
る
。
一
九
七
二
年
六
月
二
六
日
に
ロ
ワ
ー
ル
県
知
事
に
よ
り
設
置
が
許
可
さ
れ
た
浄
水
場
は
、
サ
ン
テ
チ
エ
ン

ヌ
市
の
廃
水
に
含
ま
れ
る
沈
殿
物
及
び
汚
物
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
法
を
執
行
す
る
た
め
の
一
九

五
三
年
五
月
二
○
日
デ
ク
レ
に
添
付
さ
れ
た
分
類
表
三
二
二
項
目
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
を
処
理
す
る
施
設
を

第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廃
棄
物
と
同
種
の
物
質
で
あ
る
沈
殿
物
及
び
汚
物
を
処
理
す
る
浄

水
場
も
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

し
て
み
る
と
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
さ
れ
た
浄
水
場
の
設
置
許
可
手
続
の
適
法
性
（� �� ���

�����

��
������ �

）
に
つ
き
審

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
浄
水
場
の
設
置
許
可
申
請
書
に
は
縮
尺
五
○
○
○
○
分
の
一
の
地
図
が
含
ま
れ
て
い
な
い
ほ
か
、
縮

尺
二
○
○
○
分
の
一
の
地
図
に
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
た
情
報
が
全
く
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
一
九
六
四
年
四
月
一

日
デ
ク
レ
五
条
に
違
反
す
る
と
コ
ニ
ェ
氏
ら
は
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
調
査
書
類
に
添
付
さ
れ
た
地
図
及
び
文
書
を

見
れ
ば
、
設
置
予
定
施
設
の
場
所
、
規
模
及
び
種
類
は
、
十
分
明
確
に
判
別
し
得
る
。

　

浄
水
場
は
ヴ
ィ
ラ
ー
ル
と
フ
ヨ
ー
ズ
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
関
す
る
掲
示
は
ヴ
ィ
ラ
ー
ル

に
お
い
て
の
み
行
わ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
施
設
の
等
級
に
つ
い
て
も
明
確
に
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
一
九
六
四
年
四
月
一

日
デ
ク
レ
八
条
一
項
に
違
反
す
る
と
コ
ニ
ェ
氏
ら
は
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
調
査
書
類
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
見
る

に
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
手
続
全
体
が
無
効
と
な
り
得
る
ほ
ど
の
違
法
性
（���

���� ���
�����

��
������ �

）
は
存
在
し
な
い
。

　

浄
水
場
の
設
置
予
定
地
か
ら
半
径
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
お
い
て
掲
示
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
一
九
六
四
年

四
月
一
日
デ
ク
レ
八
条
に
違
反
す
る
と
コ
ニ
ェ
氏
ら
は
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
掲
示
は
近
隣
の
八
つ
の
都
市
に
お
い
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て
な
さ
れ
て
お
り
、
同
条
に
違
反
す
る
と
は
い
え
な
い
。

　

知
事
と
施
設
の
設
置
許
可
申
請
者
と
の
間
で
施
設
の
分
類
に
つ
き
見
解
が
異
な
る
場
合
に
は
、
知
事
は
施
設
の
設
置
を
許

可
す
る
か
否
か
を
決
す
る
前
に
、
分
類
施
設
中
央
審
議
会
に
対
し
諮
問
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て

は
こ
れ
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
六
四
年
四
月
一
日
デ
ク
レ
六
条
に
違
反
す
る
と
コ
ニ
ェ
氏
ら
は
主
張
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
浄
水
場
の
分
類
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
知
事
に
よ
る
当
該
施
設
の
設
置
許
可
決
定
後
で
あ
り
、
施
設
の
設
置
許
可

手
続
中
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
知
事
は
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
手
続
中
に
お
い
て
、
分
類
施
設
中
央
審
議
会
に
対
し

諮
問
を
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
リ
ヨ
ン
地
方
行
政
裁
判
所
が
ロ
ワ
ー
ル
県
知
事
の
決
定
の
全
部
を
取
り
消
し
た
判
決
は
誤
り
で
あ
る

と
し
た
生
活
の
質
大
臣
の
主
張
に
は
理
由
が
あ
る
。

　

こ
の
事
案
は
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
浄
水
場
の
設
置
許
可
決
定
の
全
部
を
取
り
消
し
た
地
方
行
政
裁
判
所
の
判
決
を
不
服
と
し

て
、
生
活
の
質
大
臣
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
浄
水
場
の
設
置
許
可
決
定

は
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
行
政
裁
判
官
は
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
判
決
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
浄
水
場
の
設
置
許
可
手
続
の
適
法
性
に
つ
い
て
の
み
審
査
し
て
お
り
、
最
小
限
の
統
制

権
限
を
行
使
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
行
政
裁
判
官
が
施
設
の
設
置
許
可
手
続
の
適
法
性
を
審
査
し
た
判
決
と
し
て
、
先
述
の
一
九
八
九
年
一
二
月
一
五
日

環
境
大
臣
対
ス
プ
シ
ノ
ー
ル
会
社
判
決
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
特
別
訴
訟
に

お
い
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
し
得
る
こ
と
に
つ
き
判
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
施
設
の
設
置
許
可
手
続
の
一
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つ
で
あ
る
公
聴
調
査
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
い
わ
ゆ
る
形
式
の
瑕
疵
を
理
由
と
し
て
、
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
取
り

消
し
て
お
り
、
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
の
適
法
性
の
有
無
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
の
設
置
許
可
手
続
が
適
正
に

な
さ
れ
た
か
否
か
と
い
っ
た
形
式
の
瑕
疵
の
有
無
を
行
政
裁
判
官
は
審
査
す
る
こ
と
が
多
い
と
ク
ル
タ
ン
は
指
摘
し
て
お
�

こ
れ

は
我
が
国
に
お
け
る
行
政
裁
量
の
手
続
的
統
制
に
相
当
す
る
。

　

続
い
て
、
一
九
九
七
年
九
月
八
日
シ
ュ
ル
シ
ス
ト
株
式
会
社
判
決
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

〔
事
実
〕　

シ
ュ
ル
シ
ス
ト
株
式
会
社
は
、
ド
ネ
に
、
採
石
場
か
ら
生
ず
る
排
土
投
棄
場
を
設
置
す
る
た
め
、
ノ
ー
ル
・

パ
・
ド
・
カ
レ
ー
県
知
事
に
対
し
て
当
該
施
設
の
設
置
許
可
を
申
請
し
た
。
同
知
事
は
、
一
九
八
八
年
一
二
月
二
三
日
に
、

当
該
施
設
の
設
置
に
よ
り
歴
史
学
的
及
び
観
光
的
利
益
（��

�

��
�� �� �� ��

�
����
���
�
�
��
��
�
������

�
�

���
����
���
�
�������
�
������
�
�

）
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
そ
の
設
置
を
不
許
可
と
し
た
。
シ
ュ
ル
シ
ス
ト
株
式
会
社
は
、
当
該
決
定
を
不
服
と
し
て
、
リ
ー
ル
地
方
行
政
裁

判
所
に
出
訴
し
た
と
こ
ろ
、
同
裁
判
所
は
、
一
九
九
二
年
七
月
九
日
に
、
当
該
決
定
を
認
容
す
る
判
決
を
下
し
た
。

　

そ
こ
で
、
シ
ュ
ル
シ
ス
ト
株
式
会
社
は
、
当
該
判
決
の
取
消
し
を
求
め
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　

〔
判
決
要
旨
〕　

一
九
七
九
年
一
二
月
二
○
日
デ
ク
レ
二
二
条
は
、
採
石
場
の
設
置
に
当
た
り
一
般
的
利
益
で
あ
る
鉱
山

法
典
八
四
条
所
定
の
利
益
に
対
し
て
危
険
及
び
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
適
切
な
措
置
の
実
施
に
よ
り
同
利
益
に
対
す
る

危
険
及
び
支
障
が
予
防
さ
れ
、
低
減
さ
れ
又
は
除
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。

　

同
法
典
八
四
条
所
定
の
利
益
と
は
、
公
の
安
全
及
び
公
衆
衛
生
、
周
辺
環
境
、
土
壌
環
境
又
は
海
浜
環
境
に
お
け
る
重
要

な
特
性
、
採
石
場
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
鉱
山
又
は
そ
の
他
の
鉱
山
の
保
存
、
鉱
山
労
働
者
の
保
全
、
安
全
及
び
健
康
、

（　

）
１００り
、
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交
通
路
の
保
存
、
公
的
又
は
私
的
な
建
築
物
及
び
工
場
の
耐
久
性
、
水
質
又
は
供
給
水
量
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
規
定
を
見
る
に
、
ノ
ー
ル
・
パ
・
ド
・
カ
レ
ー
県
知
事
は
、
生
物
学
的
利
益
（��

�

��
�� �� �� ��

�
��
��
���
�
�

��
�
��
��
���
�
�

）
を
根
拠
と

し
て
、
適
法
に
（� �� ������

��
�

�����
��
�
）
排
土
投
棄
場
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
歴
史
学
的
及
び
観
光
的
利

益
を
根
拠
と
し
て
、
こ
れ
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
ノ
ー
ル
・
パ
・
ド
・
カ
レ
ー
県
知
事
が
同
法
典
八

四
条
所
定
の
そ
の
他
の
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
当
該
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
し
た
と
す
る
証
拠
資
料
も
存
在
し
な
い
。

　

そ
れ
故
、
一
九
八
八
年
一
二
月
二
三
日
に
な
さ
れ
た
ノ
ー
ル
・
パ
・
ド
・
カ
レ
ー
県
知
事
の
決
定
は
、
取
り
消
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
事
案
は
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
排
土
投
棄
場
の
設
置
不
許
可
決
定
を
是
認
し
た
地
方
行
政
裁
判
所
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、

シ
ュ
ル
シ
ス
ト
株
式
会
社
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
排
土
投
棄
場
は
採
石
場
と
と
も
に
設
置
さ
れ

る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
排
土
投
棄
場
の
設
置
に
は
分
類
施
設
規
制
法
の
ほ
か
、
採
石
場
及
び
そ
の
関
連
施
設
を
規
制
す
る
た
め

の
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
鉱
山
法
典
及
び
一
九
七
九
年
一
二
月
二
○
日
デ
ク
レ
第
七
九
―
一
一
○
八
号
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
分
類
施
設
規
制
法
に
規
定
さ
れ
た
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
従
い
、
知
事
に
よ
る
排
土
投
棄
場
の
設
置
不
許
可

決
定
は
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
決
定
は
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
り
、
行
政
裁
判
官
は
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
鉱
山
法
典
八
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
生
物
学
的

利
益
を
根
拠
と
し
て
知
事
は
適
法
に
排
土
投
棄
場
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
同
条
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い

歴
史
学
的
及
び
観
光
的
利
益
を
根
拠
と
し
て
適
法
に
そ
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
鉱
山
法
典
八
四
条
の
規
定
を
誤
っ
て
知
事
が
解
釈
し
、
適
用
し
た
と
い
う
法
の
解
釈
・
適
用
の
誤
り
を
理
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由
と
し
て
、
排
土
投
棄
場
の
設
置
を
不
許
可
と
し
た
知
事
の
決
定
を
取
り
消
し
て
お
り
、
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
て
い
る
も

の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
二
）　

最
大
限
の
統
制
権
限
と
の
関
係

　

特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
ほ
か
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、

い
か
な
る
場
合
に
最
大
限
の
統
制
権
限
と
最
小
限
の
統
制
権
限
の
う
ち
い
ず
れ
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
か
に
つ
い

て
の
基
準
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
行
使
は
行
政
裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行

政
裁
判
官
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
常
に
こ
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
必
要
は
な
く
、
行
政

裁
判
官
自
ら
の
判
断
に
よ
り
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
九
○
年
代
前
半
に
は
、
行
政
裁

判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
、
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ⅵ
三
（
三
）（
イ
）
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

Ⅴ　

特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
の
形
成
と
展
開

　

一　

歴
史
的
沿
革
説
の
概
要

　

特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
自
ら
の
判
断
に
よ
り
最
大
限
の
統
制
権
限
す
な
わ
ち
行
政
官
と
し
て
の
権
限
を
行
使
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
検
討
か
ら
は
、
な
ぜ
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
権
限
を
行
政
裁
判
官
は
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
多
く
の
論
者
は
歴
史
的
沿
革
に
よ
り
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
歴
史

的
沿
革
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
説
は
、
一
九
世
紀
よ
り
県
参
事
会
が
行
使
し
て
い
た
権
限
を
行
政
官
と
し
て
の
権
限
の
起
源
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で
あ
る
と
理
解
す
る
。
要
す
る
に
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限
は
、
県
参
事
会
と
い
う
機
関
に
よ
り
、
す
で
に
一
九
世
紀
か
ら
行
使
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
に
県
参
事
会
が
地
方
行
政
裁
判
所
に
改
編
さ
れ
た
際
に
、
こ
の
権
限
も
県
参
事
会
か
ら
地
方

行
政
裁
判
所
に
継
受
さ
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
な
お
行
政
裁
判
官
に
よ
り
行
使
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
�

行
政
裁
判
官
に
よ

る
行
政
官
と
し
て
の
権
限
の
行
使
が
歴
史
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
き
出
す
点
に
、
こ
の
説
が
歴
史
的
沿

革
説
と
呼
ば
れ
る
所
以
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
提
示
し
た
疑
問
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
に

よ
り
行
使
さ
れ
る
行
政
官
と
し
て
の
権
限
が
い
か
な
る
経
緯
の
下
で
形
成
さ
れ
、
発
展
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
解
明
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
歴
史
的
沿
革
説
は
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限
の
形
成
と
発
展
の
根
拠
を
、
一
九
世
紀
か
ら
県
参
事
会
が
行
政
官
と
し

て
の
権
限
を
行
使
し
て
き
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
、
当
時
の
県
参
事
会
が
行
政
官
と
し

て
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
い
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
県
参
事
会
が
行
政
官
と
し
て
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
歴
史
的
沿
革
説
は
、
当
時
の
県

参
事
会
に
お
い
て
司
法
権
と
行
政
権
す
な
わ
ち
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
が
錯
綜
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
錯
綜
状

況
が
当
時
の
分
類
施
設
規
制
法
で
あ
っ
た
一
八
一
○
年
勅
令
の
規
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
、
一
九
世
紀
中
葉
に
お
い
て
並
行
訴

訟
の
抗
弁
と
呼
ば
れ
る
法
理
が
登
場
し
た
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
歴
史
的
な
事
情
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ら

三
つ
の
歴
史
的
な
事
情
が
行
政
官
と
し
て
の
権
限
の
形
成
と
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
に
つ
き
、
詳
細
な
検
討
を

行
う
こ
と
に
す
る
。

（　

）
１０１る
。
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二　

県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
錯
綜

　
（
一
）　

一
九
世
紀
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
概
況

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
共
和
暦
八
年
に
至
る
ま
で
、
行
政
裁
判
権
を
行
使
し
得
る
の
は
原
則
と
し
て
活
動
行
政
官
自
身
で
あ
る

と
す
る
行
政
官
裁
判
制
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
君
主
制
廃
止
後
に
お
い
て
活
動
行
政
官
は
主
に
大
臣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は

大
臣
裁
判
制
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

共
和
暦
八
年
に
な
る
と
、
行
政
裁
判
権
の
行
使
に
参
与
す
る
機
関
と
し
て
、
同
年
霜
月
二
二
日
憲
法
に
基
づ
き
中
央
政
府
の
下
に

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
創
設
さ
れ
、
同
年
雨
月
二
八
日
法
律
に
基
づ
き
各
県
知
事
の
下
に
県
参
事
会
が
創
設
さ
れ
た
。

　

大
臣
と
県
参
事
会
は
、
大
臣
裁
判
制
下
に
お
い
て
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
法
令
が
管
轄
権
の
あ
る
裁
判

所
を
指
定
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
権
を
行
使
し
得
る
の
は
大
臣
で
あ
っ
�

県
参
事
会
が
い
か
な
る
場
合
に
行
政

裁
判
権
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
法
令
が
明
示
し
て
い
た
。
当
初
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
県

参
事
会
の
行
政
裁
判
権
に
属
す
る
事
項
は
、
直
接
税
の
減
免
を
求
め
る
私
人
の
請
求
、
契
約
条
項
の
履
行
な
ど
に
つ
い
て
公
土
木
事

業
請
負
業
者
と
行
政
庁
と
の
間
で
生
ず
る
紛
争
な
ど
で
あ
っ
�

そ
の
後
、
県
参
事
会
の
行
政
裁
判
権
に
属
す
る
事
項
は
、
諸
法
令

に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
共
和
暦
一
二
年
草
月
二
三
日
勅
令
に
よ
り
、
役
所
の
葬
儀
課
の
役
務
と
し
て
実
施
さ
れ
る
葬
送

行
進
を
め
ぐ
る
紛
争
が
、
一
八
○
九
年
五
月
一
七
日
勅
令
に
よ
り
、
市
町
村
と
入
市
税
の
徴
税
官
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
を
め

ぐ
る
紛
争
が
、
県
参
事
会
の
行
政
裁
判
権
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
�

　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
控
訴
審
か
つ
最
終
裁
判
所
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
当
初
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
国
の
元

首
に
行
政
争
訟
の
解
決
に
関
す
る
意
見
を
出
す
留
保
裁
判
権
を
有
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
一
八
七
二
年
に
は
、
国
の
元

首
に
代
わ
っ
て
自
ら
が
裁
判
権
を
行
使
し
得
る
委
任
裁
判
権
を
獲
得
し
た
。
越
権
訴
訟
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
第
一
審

（　

）
１０２た
。

（　

）
１０３た
。（　

）
１０４た
。
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裁
判
所
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
第
一
帝
政
期
よ
り
留
保
裁
判
権
の
下
で
、
越
権
を
理
由
と
し
て

行
政
決
定
の
取
消
し
を
宣
言
し
て
い
た
と
さ
れ
、
越
権
訴
訟
は
二
月
革
命
以
降
に
お
い
て
発
展
し
�

　

大
臣
裁
判
制
は
、
一
八
九
九
年
一
二
月
一
三
日
カ
ド
ー
判
決
に
よ
り
完
全
に
放
棄
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
法
令
が
県
参
事
会
に
行
政

裁
判
権
を
認
め
て
い
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
参
事
会
が
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
裁
判
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
そ
の

控
訴
審
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
っ
�

　

一
九
世
紀
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
は
、
一
般
的
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
県
参
事
会
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
い
ず
れ
も
、
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
が
錯
綜
す
る
行
政
官
裁
判
制
と
い
う
特
殊
な
制
度
の
下
で
創
設
さ
れ
た
機
関
で

あ
り
、
そ
の
創
設
当
初
か
ら
行
政
裁
判
権
の
み
を
行
使
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
真
の
行
政
裁
判
機
関
で
あ
っ
た
と

は
い
い
難
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
八
七
二
年
に
お
い
て
委
任
裁
判
権
を
獲
得
し
、
真
の
行
政
裁
判
機
関
と
な
っ
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
と
は
異
な
り
、
県
参
事
会
は
一
九
世
紀
を
通
じ
て
行
政
裁
判
権
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
外
の
権
限
を
行
使
し
得
る
機
関
で
あ
り
、

真
の
行
政
裁
判
機
関
と
は
い
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
二
）　

共
和
暦
八
年
に
お
け
る
県
参
事
会
の
創
設

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
七
八
九
年
に
人
権
宣
言
一
六
条
に
よ
っ
て
権
力
分
立
の
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
制

度
は
司
法
権
に
比
し
て
行
政
権
が
優
位
す
る
と
い
う
極
め
て
特
殊
な
か
た
ち
で
捉
え
ら
れ
た
た
め
、
革
命
期
に
お
い
て
立
憲
議
会
は
、

司
法
機
関
に
よ
る
行
政
事
件
の
審
査
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
審
査
を
行
政
権
自
身
に
留
保
す
る
と
い
う
制
度
を
採
用
し
た
。

こ
こ
に
行
政
官
裁
判
制
が
登
場
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
共
和
暦
八
年
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
と
県
参
事
会
は
創
設
さ
れ
た

の
で
あ
�

　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、
立
法
、
執
行
及
び
訴
訟
の
機
能
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
県
参
事
会
は
、
行

（　

）
１０５た
。

（　

）
１０６た
。

（　

）
１０７る
。
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政
裁
判
機
関
と
し
て
の
機
能
を
主
に
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
案
提
出
者

で
あ
る
レ
デ
レ
ー
ル
は
、「
知
事
が
そ
の
本
来
の
職
務
で
あ
る
行
政
活
動
に
専
念
す
る
よ
う
配
慮
す
る
た
め
に
も
、
執
行
部
（�

�
����
�

�
�
����
�

）

の
報
告
及
び
答
申
に
基
づ
き
な
さ
れ
る
判
断
か
ら
関
係
当
事
者
を
保
護
す
る
た
め
に
も
、
所
有
権
保
護
の
見
地
か
ら
裁
判
上
の
職
務
、

諸
規
則
、
諸
手
続
に
通
じ
た
裁
判
官
を
輩
出
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
単
独
制
の
下
で
な
さ
れ
た
判
決
に
は
期
待
し
得
な
い
公
正
性

を
、
私
益
と
公
益
に
同
時
に
確
保
さ
せ
る
た
め
に
も
、
県
参
事
会
に
行
政
訴
訟
の
審
査
を
委
ね
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た

�

述
べ
、
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
�

　

も
っ
と
も
、
創
設
当
初
の
県
参
事
会
に
活
動
行
政
権
が
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
共
和
暦
八
年

雨
月
二
八
日
法
律
四
条
六
項
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
が
裁
判
所
に
訴
訟
当
事
者
と
し
て
出
廷
す
る
場
合
に
、
こ
れ
を
許
可
す
る
か
否
か

を
決
す
る
権
限
を
県
参
事
会
が
有
し
て
い
�

ま
た
、
同
法
律
五
条
に
よ
れ
ば
、
知
事
は
県
参
事
会
の
長
と
し
て
そ
の
審
査
に
出
席

す
る
こ
と
が
で
き
、
判
決
に
際
し
て
県
参
事
会
の
構
成
員
の
結
論
が
可
否
同
数
と
な
っ
た
場
合
に
裁
決
投
票
権
を
有
し
て
い
た
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
県
参
事
会
の
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
は
完
全
に
は
分
離
さ
れ
て
い
な
か
っ
�

　

な
ぜ
、
県
参
事
会
に
行
政
裁
判
権
の
み
な
ら
ず
活
動
行
政
権
が
付
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八

日
法
案
審
議
に
お
い
て
は
、
知
事
が
県
参
事
会
の
審
査
に
出
席
し
、
判
決
に
際
し
て
裁
決
投
票
権
を
行
使
し
得
る
と
い
う
点
が
議
論

の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
が
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
の
分
離
原
則
に
反
す
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
�

こ
の
よ
う
な
批
判
を
覆

す
よ
う
な
理
論
的
な
見
解
は
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
案
審
議
に
お
い
て
示
さ
れ
な
か
っ
た
�

サ
ン
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
ル
に
よ
れ

ば
、
県
参
事
会
が
創
設
さ
れ
た
共
和
暦
八
年
は
、
行
政
裁
判
権
を
行
使
し
得
る
の
は
原
則
と
し
て
活
動
行
政
官
自
身
で
あ
る
と
い
う

考
え
が
支
配
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
考
え
の
下
で
、
県
参
事
会
に
行
政
裁
判
権

の
み
な
ら
ず
活
動
行
政
権
が
付
与
さ
れ
た
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
権
限
が
未
分
離
に
な
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
と
さ
れ
�

（　

）
１０８」と

（　

）
１０９た
。

（　

）
１１０た
。

（　

）
１１１た
。（　

）
１１２た
。

（　

）
１１３が
、

（　

）
１１４る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
案
提
出
者
で
あ
る
レ
デ
レ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
県
参
事
会
は
行
政
裁
判

機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
創
設
さ
れ
た
も
の
の
、
県
参
事
会
に
お
い
て
は
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
が
錯
綜
す
る
状
況
に

あ
り
、
県
参
事
会
が
真
の
行
政
裁
判
機
関
で
あ
っ
た
と
は
い
い
難
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
制
定
以
降
も
、
県
参
事
会
に
は
活
動
行
政
権
が
付
与
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
共
和
暦
一
○
年

花
月
三
○
日
法
律
は
、「
航
行
権
に
関
し
て
な
さ
れ
得
る
異
議
は
、
県
参
事
会
に
よ
る
行
政
決
定
に
服
す
る
」
と
規
定
し

�
立
法
府

は
、
県
参
事
会
が
行
政
裁
判
機
関
で
あ
る
の
か
活
動
行
政
機
関
で
あ
る
の
か
を
慎
重
に
判
断
し
て
同
法
律
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
法
府
の
姿
勢
も
、
県
参
事
会
に
お
け

る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
錯
綜
状
況
を
深
刻
化
せ
し
め
る
一
因
に
な
っ
た
と
、
ガ
ボ
ル
ド
及
び
ピ
エ
ル
ネ
は
指
摘
し
て�

い
�

　
（
三
）　

第
一
帝
政
期
か
ら
七
月
王
制
期
に
か
け
て
の
県
参
事
会
の
発
展

　

第
一
帝
政
期
に
な
る
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
り
県
参
事
会
に
新
た
な
機
能
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
が
、
知
事
の
諮
問

機
関
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
円
滑
な
行
政
活
動
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
諮
問
機
能
を

活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
地
方
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
制
度
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
、
県
参
事
会
を
地
方
レ
ベ
ル
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
と
位
置
づ
け
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
権
威
の
体
現
で
あ
る
知

事
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
の
で
あ
�

�
�

県
参
事
会
の
こ
の
よ
う
な
機
能
は
、
復
古
王
政
期
及
び
七
月
王
政
期
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
県
参

事
会
の
人
事
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
県
参
事
会
の
構
成
員
は
、
都
市
の
規
模
に
応
じ
て
三
名
か
ら
五
名
と
さ
れ
、
復
古
王
政

期
ま
で
法
の
実
務
家
、
弁
護
士
、
公
証
人
、
代
訴
人
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
県
参
事
会
が
、
そ
の
創
設
当
初
、
行
政
裁

（　

）
１１５た
。

（　

）
１１６る
。

（　

）
１１７る
。
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判
機
関
と
し
て
主
に
機
能
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
上
で
法
的
な
技
術
と
格
式
を
備
え
た
者
を
県
参
事
会
の
構
成

員
に
採
用
す
る
と
い
う
人
事
が
採
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
七
月
王
政
期
に
お
い
て
県
参
事
会
は
、
行
政
上
の

事
務
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
に
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
専
門
的
な
見
識
を
有
す
る
官
吏
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中

央
都
市
か
ら
若
手
の
官
吏
が
県
参
事
会
に
赴
き
、
行
政
上
の
事
務
を
担
当
し
、
県
参
事
会
は
さ
な
が
ら
行
政
研
修
所
（�

�
������

�
�
�������

��
�
��
��������

��
�
��
��������
）
と
し
て
の
様
相
を
呈
し
て
い
�

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
帝
政
期
か
ら
七
月
王
制
期
に
か
け
て
県
参
事
会
の
活
動
行
政
機
関
と
し
て
の
機
能
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
た
。

も
っ
と
も
、
県
参
事
会
は
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
帝
政
期
以
降
に
お
い
て
も
、

共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
四
条
に
規
定
さ
れ
た
紛
争
に
つ
い
て
裁
判
権
を
県
参
事
会
は
行
使
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
聖
職
者

及
び
エ
ミ
グ
レ
の
財
産
な
ど
国
有
財
産
に
関
す
る
訴
訟
や
エ
ミ
グ
レ
の
名
簿
登
録
の
適
法
性
に
関
す
る
訴
訟
が
、
数
多
く
提
起
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
�

ま
た
、
県
参
事
会
の
裁
判
権
に
属
す
る
事
項
が
諸
法
令
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通

り
で
あ
る
。

　

第
一
帝
政
末
期
に
は
、
一
八
一
三
年
一
二
月
六
日
勅
令
が
制
定
さ
れ
、「
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
…
…
に
よ
れ
ば
、
知
事
は

唯
一
行
政
を
担
当
す
る
機
関
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
純
粋
な
行
政
に
関
す
る
分
野
に
つ
い
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
、
県
参
事
会
は
あ
ら
ゆ
る
行
政
訴
訟
の
分
野
に
つ
い
て
判
決
を
下
す
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（��

�
�����

�
�
�
�

��
�
�������
���
�� ������

��

�����
���

��
�
�
��
�����

��
�
����
�����

� ��
�
�
�
�
�
��
�
�
�
���
��
�
��
�
���
���
�
���

���
�
�
���
��
�
�
�
������
����
�
���������
���� ����

��
�
���
����
���
��
�
��
����������

������
�
���
����
������
�
��
����������

）

�
規
定
し
た
。
要
す
る
に
、
同

勅
令
は
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
に
つ
き
、
知
事
を
活
動
行
政
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
一
方
で
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機

関
と
し
て
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
分
離
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
同
勅
令
制
定
以
降
も
、
県
参
事
会
の
活
動
行
政
機
関
と
し
て
の
機
能
は
事
実
上
維
持
さ
れ
、
依
然
と
し
て
県
参
事
会
に

（　

）
１１８た
。

（　

）
１１９る
。

（　

）
１２０」
と
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お
い
て
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
は
錯
綜
状
況
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
錯
綜
状
況
に
お
い
て
、
県
参
事
会
の
下
す
判
断
は
、
い
か
な
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
県

参
事
会
は
、
解
決
を
求
め
ら
れ
た
紛
争
に
つ
い
て
「���

���� �� �� �

」
の
形
式
で
判
断
を
下
し
て
い
た
が
、
こ
の
判
断
が
行
政
裁
判
機
関
と
し

て
下
す
判
決
で
あ
る
の
か
、
活
動
行
政
機
関
と
し
て
下
す
行
政
決
定
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
一
般
的
に
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
れ
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
�

　

県
参
事
会
の
「���

���� �� �� �

」
は
、
本
来
裁
判
機
関
が
発
す
る
べ
き
令
状
の
書
式
を
全
く
利
用
し
て
お
ら
ず
、
活
動
行
政
機
関
の
「���

���� �� �� �

」

と
同
様
に
、
そ
の
有
効
性
を
証
明
す
る
署
名
も
令
状
も
要
す
る
こ
と
な
く
正
当
な
執
行
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
実
務
上
解
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
裁
判
と
は
異
な
り
、
県
参
事
会
は
非
公
開
で
審
査
を
行
っ
て
い
�

県
参
事
会
は
、
活
動
行
政
機
関
と
同
様
の
審

査
手
続
を
経
る
こ
と
に
よ
り
判
断
を
下
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
県
参
事
会
は
諮
問
機
関
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
活
動
行
政
機
関
と
同
様
の
審
査
手
続
を
経
る

こ
と
に
よ
り
判
断
を
下
す
よ
う
に
な
る
な
ど
、
第
一
帝
政
期
以
降
、
活
動
行
政
機
関
と
し
て
の
機
能
が
強
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県

参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
は
ま
す
ま
す
錯
綜
し
、
も
は
や
県
参
事
会
が
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
か
否
か
も
不
明
確
な
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る

よ
り
も
む
し
ろ
、
裁
判
上
の
機
能
を
付
与
さ
れ
た
行
政
実
務
担
当
機
関
（�

����
���
��
��
�
��
���������

��
������

�

�
����
���
�����
�
��
����������
��
��������

�
��
�
����
�
�

��
��
�
����
�
��

��
���
�����
�
�
�����

��
���
�����
�
�
�����

）
と
し
て
位
置
づ
け
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
ガ
ボ
ル
ド
及
び
ピ
エ
ル
ネ
は
述
べ
て
お

�
こ
れ
は
当
時
の
県
参
事
会

の
実
状
を
的
確
に
指
摘
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
（
四
）　

一
八
六
五
年
に
お
け
る
県
参
事
会
の
改
革

　

県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
錯
綜
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
八
六
五
年
の
県
参
事
会
改
革
に
お
い
て
そ
の

（　

）
１２１た
。

（　

）
１２２た
。

（　

）
１２３り
、
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是
正
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
同
年
六
月
二
一
―
二
六
日
法
律
は
、
公
正
な
裁
判
を
保
障
す
る

見
地
か
ら
、
県
参
事
会
の
組
織
を
改
編
す
る
と
と
も
に
訴
訟
手
続
を
法
定
し
た
。
以
下
、
同
法
律
の
規
定
内
容
を
具
体
的
に
見
る
こ

と
と
し
よ
う
。

�
�

県
参
事
会
は
、
都
市
の
規
模
に
応
じ
て
三
名
か
ら
四
名
の
構
成
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
セ
ー
ヌ
県
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
構
成

員
数
は
八
名
と
な
っ
た
（
一
八
六
五
年
六
月
二
一
―
二
六
日
法
律
一
条
）。
県
参
事
会
の
構
成
員
は
、
年
齢
二
五
歳
以
上
で
、
法
学
士

の
資
格
を
有
す
る
者
か
、
少
な
く
と
も
一
○
年
間
、
行
政
機
関
又
は
司
法
機
関
に
お
い
て
報
酬
を
得
て
い
た
官
吏
か
、
県
会
又
は
市

町
村
会
の
構
成
員
か
ら
任
命
さ
れ
（
同
法
律
二
条
）、
法
的
な
技
術
と
格
式
を
備
え
た
者
が
、
再
び
県
参
事
会
の
構
成
員
に
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
参
事
会
の
構
成
員
の
兼
職
は
禁
止
さ
れ
た
（
同
法
律
三
条
）。
県
参
事
会
の
構
成
員
に
は
知
事
も
含
ま
れ
て
お

り
（
同
法
律
四
条

�
県
参
事
会
に
お
い
て
依
然
と
し
て
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
が
未
分
離
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
も

っ
と
も
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
五
条
は
県
参
事
会
の
構
成
員
の
結
論
が
可
否
同
数
と
な
っ
た
場
合
に
、
知
事
が
裁
決
投
票

権
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
一
八
六
五
年
六
月
二
一
―
二
六
日
法
律
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
点
に
は
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
�

　

県
参
事
会
に
よ
る
訴
訟
事
件
の
審
査
は
公
開
と
さ
れ
た
（
同
法
律
八
条
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
八
六
二
年
一
二
月
三
○
日
勅
令

が
す
で
に
法
定
し
て
い
た
が
、
一
八
六
五
年
六
月
二
一
―
二
六
日
法
律
は
こ
れ
を
改
め
て
確
認
し
た
。
県
参
事
会
の
構
成
員
が
事
件

の
事
実
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
に
、
当
事
者
は
各
々
の
主
張
を
行
っ
た
。
県
参
事
会
は
、
当
事
者
を
除
い
て
討
議
を
行
っ
た
後
に
、

公
開
の
場
で
事
件
に
対
す
る
判
断
を
下
し
た
（
同
法
律
九
条
）。
一
八
六
五
年
六
月
二
一
―
二
六
日
法
律
は
、
県
参
事
会
が
「���

���� �� �� �

」

の
形
式
に
よ
り
判
断
を
下
す
こ
と
に
つ
い
て
規
定
し
た
（
同
法
律
一
二
条
）。
こ
の
県
参
事
会
の
判
断
が
判
決
で
あ
る
の
か
行
政
決
定

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
同
法
律
は
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
は
こ
れ
を
判
決
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
�

（　

）
１２４）、

（　

）
１２５う
。

（　

）
１２６る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
一
八
六
五
年
六
月
二
一
―
二
六
日
法
律
が
県
参
事
会
の
組
織
を
改
編
す
る
と
と
も
に
訴
訟
手
続
を
法
定
し
た
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
同
年
の
県
参
事
会
改
革
は
県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
錯
綜
状
況
を
是
正
し
、
再
び
県

参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
同
法
律
は
県
参
事
会
の
構

成
員
に
知
事
を
含
め
て
お
り
、
こ
の
改
革
を
経
て
も
な
お
県
参
事
会
に
お
い
て
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
は
未
分
離
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
克
服
し
て
県
参
事
会
が
真
の
行
政
裁
判
機
関
に
な
る
に
は
、
一
九
五
三
年
に
お
け
る
地
方
行
政
裁
判
所
の
設
置
を

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

三　

県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
錯
綜
の
一
八
一
○
年
勅
令
へ
の
影
響

　
（
一
）　

一
八
一
○
年
勅
令
下
に
お
け
る
分
類
施
設
を
め
ぐ
る
争
訟
の
概
況

　

県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
錯
綜
状
況
が
、
分
類
施
設
規
制
制
度
を
確
立
し
た
一
八
一
○
年
勅
令
の
規

定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
同
勅
令
下
に
お
い
て
県
参
事
会
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し

て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

県
参
事
会
に
お
い
て
は
そ
の
創
設
当
初
か
ら
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
が
錯
綜
し
、
県
参
事
会
の
下
す
判
断
が
判
決
で
あ
る

の
か
行
政
決
定
で
あ
る
の
か
を
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
分
類
施
設
規

制
の
分
野
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
一
八
六
五
年
の
県
参
事
会
改
革
を
契
機
と
し
て
、
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
生

じ
た
行
政
決
定
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
き
県
参
事
会
の
下
す
判
断
を
判
決
で
あ
る
と
解
し
、
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置

づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
強
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
行
政
決
定
を
め
ぐ
る
紛
争
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が
生
じ
た
場
合
に
は
、
県
参
事
会
に
訴
訟
の
提
起
が
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
一
連
の
訴
訟
は
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
起
さ
れ
る
訴
訟
と
合
わ
せ
て
、
分
類
施
設
訴
訟
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
越
権
訴
訟
の
発

展
期
で
も
あ
り
、
分
類
施
設
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て
越
権
訴
訟
の
提
起
さ
れ
る
件
数
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
分
類
施
設
訴
訟
は
越

権
訴
訟
と
越
権
訴
訟
と
は
異
な
る
訴
訟
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
�

　

前
者
に
は
、
適
・
不
適
の
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
な
く
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
又
は
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可

又
は
不
許
可
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
当
該
決
定
に
手
続
上
の
瑕
疵
が
存
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
第
三
者
又
は
事
業
者
が
提
起

す
る
訴
え
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

後
者
に
は
、
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
第
三
者
又
は
事
業
者
が
提
起
す
る
訴
え
の
ほ
か
、
施
設
に
課
さ

れ
た
指
示
の
加
重
又
は
軽
減
を
求
め
て
第
三
者
又
は
事
業
者
が
提
起
す
る
訴
え
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
訴
え
は
、
後
に
特
別

訴
訟
な
い
し
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
訴
訟
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
に
は
分
類

さ
れ
ず
、
越
権
訴
訟
と
は
異
な
る
訴
訟
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
�

　

越
権
訴
訟
と
越
権
訴
訟
と
は
異
な
る
訴
訟
に
は
二
つ
の
相
違
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
管
轄
裁
判
所
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者

の
管
轄
裁
判
所
が
常
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
そ
れ
は
県
参
事
会
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
と
の
い
ず
れ

か
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
行
政
裁
判
官
の
権
限
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
個
別
的
決

定
の
取
消
し
を
行
う
に
と
ど
め
る
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
県
参
事
会
及
び
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
個
別
的
決
定
の
変
更
な
ど

行
政
官
と
し
て
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

も
っ
と
も
、
一
八
六
○
年
代
に
登
場
し
た
並
行
訴
訟
の
抗
弁
な
る
判
例
上
の
法
理
に
よ
り
、
一
八
一
○
年
勅
令
が
改
正
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
分
類
施
設
訴
訟
に
お
い
て
、
出
訴
者
は
行
政
決
定
が
越
権
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
得

（　

）
１２７た
。

（　

）
１２８た
。
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な
い
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
�

当
時
の
分
類
施
設
訴
訟
に
お
い
て
は
、
越
権
訴
訟
よ
り
も
む
し
ろ
越
権
訴
訟
と
は
異
な
る
訴
訟
に

議
論
の
目
が
向
け
ら
れ
、
と
り
わ
け
、
越
権
訴
訟
と
は
異
な
る
訴
訟
が
事
業
者
又
は
第
三
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
場
合
に
、
県
参
事

会
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
と
の
い
ず
れ
が
管
轄
裁
判
所
と
な
る
の
か
が
、
議
論
の
主
な
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
議
論
を
概
観
し
つ
つ
、
一
八
一
○
年
勅
令
下
に
お
い
て
県
参
事
会
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有

し
て
い
た
か
に
つ
き
検
討
す
る
。
な
お
、
越
権
訴
訟
と
は
異
な
る
訴
訟
に
お
け
る
管
轄
裁
判
所
は
分
類
施
設
の
等
級
に
よ
り
異
な
る

こ
と
、
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
に
お
い
て
は
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
を
め
ぐ
る
争
訟
、
第
二
等

級
に
属
す
る
施
設
を
め
ぐ
る
争
訟
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
を
め
ぐ
る
争
訟
を
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す

る
。

　
（
二
）　

第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
を
め
ぐ
る
争
訟

　
（
ア
）　

争
訟
制
度
の
欠
如

　

一
八
五
二
年
に
至
る
ま
で
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
に
対
し
て
は
、
越
権
を
理
由
と
す
る
訴
え

を
除
い
て
は
、
い
か
な
る
争
訟
も
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
決
定
に
対
し
て
事
業
者
又
は

第
三
者
が
争
訟
を
提
起
す
る
こ
と
を
認
め
る
条
文
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
に
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

一
八
一
○
年
勅
令
四
条
は
、「
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
県
参
事
会
が
こ

れ
に
関
す
る
答
申
を
発
す
る
（�

���
�
�
�
��
�
�
�
�
�����
�
��
��
��
�
����

�
���������
����
�
�
�
�����
�
��������
�
����

�
�
�
�

��
���
�� ������

��
�
�
�
�
���
��
�
����

�����
����
�
�
�
����
��
�
�����

）」
と
規
定
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
条
は
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
に
対
し
て
、
第
三
者
が
県
参
事
会
に
争
訟
を
提
起
す
る
こ

と
を
認
め
る
規
定
で
は
な
く
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
申
請
に
対
す
る
審
査
期
間
中
に
、
第
三
者
が
当
該
施
設
の
設
置
に
反
対
す
る

（　

）
１２９ら
、
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旨
の
意
見
を
提
出
し
た
場
合
に
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
権
者
た
る
内
務
大
臣
に
対
し
て
、
そ
の
設
置
が
好
ま
し
い
か
否
か
に
つ
い

て
の
答
申
を
、
県
参
事
会
が
発
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
�

　

県
参
事
会
は
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
、
諮
問
機
関
と
し
て
答
申
を
発
す
る
に
と
ど
ま
り
、
争
訟

を
裁
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
�

県
参
事
会
の
発
す
る
答
申
は
、
施
設
の
設
置
許
可
申
請
に
対
す
る
審
査
行
為
（�����

������

�
���
����
����
�

�
���
����
����
�

）
の
一
つ
と
さ
れ
、
当
該
答
申
に
対
し
て
争
訟
を
提
起
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
�

　

第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
に
対
し
て
争
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
、

学
説
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
の
判
断
は
内
務
大
臣
に
よ
り
な
さ

れ
る
が
、
最
終
的
に
は
国
の
元
首
の
意
向
を
反
映
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
の
形
式
で
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
一
八
一
○
年
勅
令
二
条
一
項
）。
国
の
元
首
の
意
向
を
反
映
し
て
な
さ
れ
た
判
断
を
、
そ
の
下
級
機
関
た
る
大
臣
や
県
参
事
会
が
審

査
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
こ
れ
を
審
査
す
る
こ
と
も
、
行
政
訴
訟
か
ら
の
行
政
の
分
離
や
行
政
裁
判

権
と
活
動
行
政
権
の
分
離
と
い
う
原
則
に
反
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
に
対
し
て
争
訟
を
提

起
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
�

�
�

第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
の
形
式
で
発
さ
れ
る
こ
と
は
、
ひ
と
た

び
下
さ
れ
た
当
該
決
定
が
そ
の
後
こ
れ
を
不
服
し
て
提
起
さ
れ
た
争
訟
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
。
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
に
は
、
当
時
の
国
内
産
業
の
発
展
を
牽
引
す
る
産
業
施
設
が
多
数
含
ま

れ
て
お
り
、
一
度
設
置
を
許
可
し
た
当
該
施
設
の
操
業
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
国
内
産
業
の
発
展
の
見
地
か
ら
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
イ
）　

一
八
五
二
年
に
お
け
る
争
訟
制
度
の
確
立

（　

）
１３０た
。

（　

）
１３１た
。

（　

）
１３２た
。

（　

）
１３３い
。
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一
八
五
二
年
三
月
二
五
―
三
○
日
デ
ク
レ
二
条
及
び
別
表
Ｂ
は
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
申
請
に
対
す
る
審
査
権

限
を
、
内
務
大
臣
か
ら
知
事
に
委
ね
た
。
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
を
め
ぐ
る
争
訟
の
分
野
に
お
い
て
、
こ
の
権
限
委
譲
は

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
が
、
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
の
形
式
で
は
な
く
、
知
事
に
よ
り
「���

���� �� �� �

」
の
形
式
で
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
説
上
に
お
い
て

こ
れ
ま
で
主
張
さ
れ
て
き
た
当
該
決
定
に
対
す
る
争
訟
の
提
起
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
理
由
の
意
義
が
失
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
を
め
ぐ
る
争
訟
を
裁
断
す
る
機
関
に
つ
い
て
は
、
内
務
大
臣
か
ら
知
事
宛
に
発
さ
れ
た
一
八
五

二
年
一
二
月
一
五
日
通
達
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
通
達
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ⅴ
三
（
三
）（
ウ
）
に
お
い

て
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
中
に
お
い
て
内
務
大
臣
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
七
条
三
項
を
根
拠
と
し
て
、
第
一
等
級
に
属
す

る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
第
三
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
争
訟
を
県
参
事
会
が
審
査
し
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
第
三
者

に
よ
り
提
起
さ
れ
た
訴
え
を
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
審
査
す
る
一
方
で
、
当
該
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
事
業
者
に

よ
り
提
起
さ
れ
た
訴
え
を
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
一
審
に
し
て
最
終
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
す
る
と
の
見
解
を
示
し
�

　

分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、

一
八
一
○
年
勅
令
七
条
三
項
を
根
拠
と
し
て
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
に
対
す
る
第
三
者
の
訴
え
を
、
県
参
事

会
が
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
す
る
と
と
も
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
そ
の
控
訴
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
し
、
当
該
施
設
の
設
置

不
許
可
決
定
に
対
す
る
事
業
者
の
訴
え
を
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
一
審
に
し
て
最
終
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
す
る
と
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
時
又
は
そ
の
操
業
中
に
、
当
該
施
設
に
対
し
て
指
示
が
課
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
指
示
内
容
を
不
服
と
す
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
種
の
訴
え
に
つ
い
て
も
、

（　

）
１３４た
。
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一
八
一
○
年
勅
令
七
条
三
項
を
根
拠
と
し
て
、
当
該
指
示
内
容
の
加
重
を
求
め
る
第
三
者
の
訴
え
を
、
県
参
事
会
が
第
一
審
裁
判
所

と
し
て
審
査
す
る
と
と
も
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
そ
の
控
訴
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
し
、
当
該
指
示
内
容
の
軽
減
を
求
め
る
事
業

者
の
訴
え
を
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
一
審
に
し
て
最
終
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
す
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
（
三
）　

第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
を
め
ぐ
る
争
訟

　
（
ア
）　

一
八
一
○
年
勅
令
制
定
当
初
に
お
け
る
七
条
三
項
の
解
釈

　

第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
場
合
と
は
異
な
り
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三

者
又
は
事
業
者
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
制
定
当
初
か
ら
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
の
形
式
で
は
な
く
、
知

事
に
よ
り
「���

���� �� �� �

」
の
形
式
で
発
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
同
勅
令
二
条
二
項
が
規
定
し
て
い
た
ほ
か
、
当
該
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三

者
又
は
事
業
者
が
訴
え
を
提
起
し
得
る
こ
と
に
つ
き
同
勅
令
七
条
三
項
が
規
定
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

い
か
な
る
機
関
が
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
権
を
行
使
し
得
る
の
か
に
つ
い
て
、

一
八
一
○
年
勅
令
七
条
三
項
は
、「
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
を
不
服
と
す
る
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
コ
ン
セ

イ
ユ
・
デ
タ
に
提
起
さ
れ
る
訴
え
を
除
い
て
、
県
参
事
会
が
そ
の
審
査
を
行
う
（�

���
�
�
�
�
�
�
�����
�
�
��
�
����

�����

�
����
�����
�
�
�
�����
�
������������
�����

� �

�
��
��

��
������

��
�
����
�
�
�
�

��
�
������
���
�� ������
���
���
�
��
����
�
��
��
�
�
�
����

�����
�������
���������
�
�����
��
�
�
������

��
���

�
��
���
）」
と
規
定
し
て
い
た
。

　

一
八
一
○
年
勅
令
七
条
三
項
は
、
同
勅
令
制
定
当
初
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
県
参
事
会
は
、
第
二
等
級

に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
申
請
に
対
す
る
審
査
期
間
中
に
、
諮
問
機
関
と
し
て
答
申
を
発
す
る
に
す
ぎ
ず
、
争
訟
を
裁
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三
者
又

は
事
業
者
の
訴
え
を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
当
時
の
学
説
に
よ
り
、
立
法
意
思
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
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い
�

　
（
イ
）　

一
八
一
○
年
勅
令
制
定
後
に
お
け
る
判
例
及
び
学
説
の
動
向

�
�

一
八
二
○
年
代
ま
で
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
に
反
対
す
る
第
三
者
は
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
知
事
が
下
す

以
前
に
、
県
参
事
会
に
対
し
て
反
対
意
見
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
反
対
意
見
に

対
し
て
な
さ
れ
る
県
参
事
会
の
判
断
は
、
知
事
が
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
を
決
す
る
に
当
た
っ
て
考
慮
す
る
た
め
の

答
申
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
説
は
も
と
よ
り
判
例
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
�

　

と
こ
ろ
が
、
一
八
三
○
年
代
以
降
、
こ
の
反
対
意
見
が
当
該
施
設
の
設
置
許
可
決
定
後
に
提
出
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
そ
も
そ
も
許
容
さ
れ
得
る
の
か
、
仮
に
許
容
さ
れ
得
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
県
参
事
会

は
反
対
意
見
に
対
す
る
判
断
を
下
す
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
八
三
六
年
一
一
月
二
二
日
ヴ
ィ
ア
ン
シ
ュ
ル
嬢
対
ラ
ン
ド
ロ
ン
・
ダ
ボ
ウ
ス
ト

氏
判
決
に
お
い
て
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
後
に
県
参
事
会
に
対
し
て
反
対
意
見
を
第
三
者
が
提
出
す
る
こ
と

を
認
�

一
八
三
七
年
五
月
一
八
日
チ
ボ
ウ
氏
対
バ
ル
氏
及
び
共
同
利
害
関
係
人
判
決
に
お
い
て
も
、
こ
の
立
場
は
採
用
さ
れ
�

　

こ
う
し
た
判
例
の
動
向
を
考
慮
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
コ
ル
ム
ナ
ン
は
次
の
よ
う
な
整
理
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
等
級

に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
以
前
に
提
出
さ
れ
た
反
対
意
見
に
対
し
て
、
県
参
事
会
は
答
申
を
発
す
る
に
と
ど
ま
る
。
当
該
施

設
の
設
置
許
可
権
者
で
あ
る
知
事
が
、
そ
の
設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
決
定
を
下
し
て
い
な
い
以
上
、
そ
こ
で
は
当
該
施

設
の
設
置
許
可
申
請
に
対
す
る
行
政
上
の
審
査
行
為
が
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
審
査
行
為
は
知
事
に
よ
る
当
該
施
設
の
設
置
許
可
又

は
不
許
可
決
定
を
も
っ
て
終
結
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
県
参
事
会
は
、
答
申
を
発
す
る
以
外
に
何
ら
の
権
限
も
行
使
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（　

）
１３５た
。

（　

）
１３６た
。

（　

）
１３７め
、

（　

）
１３８た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
後
に
第
三
者
が
こ
れ
を
攻
撃
す
る
場
合
に
は
、
す
で
に
当
該
施
設

の
設
置
許
可
申
請
に
対
す
る
行
政
上
の
審
査
行
為
が
終
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
第
三
者
の
行
為
は
、
知
事
の
決
定
を
不

服
と
す
る
争
訟
の
提
起
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
県
参
事
会
は
第
三
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
争
訟
を
裁
断
し
、
こ
れ
を
不

服
と
す
る
第
三
者
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
す
べ
き
で
あ
�

　
（
ウ
）　

一
八
五
二
年
一
二
月
一
五
日
通
達
に
よ
る
七
条
三
項
の
解
釈

　

一
八
三
○
年
代
以
降
、
判
例
及
び
学
説
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
を
め
ぐ
る
争
訟
制
度
は
、
一
八
五
二
年

一
二
月
一
五
日
通
達
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
通
達
は
、
同
年
三
月
二
五
―
三
○
日
デ
ク
レ
二
条
及
び
別
表
Ｂ

に
よ
り
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
申
請
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
知
事
に
対
し
、
内
務
大
臣
が
そ
の
審
査
方
法
な

ど
を
示
達
す
る
た
め
に
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
内
務
大
臣
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
七
条
三
項
の
解
釈
の
仕
方
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
通
達
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

こ
の
通
達
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三
者
は
、
県
参
事
会
に
争
訟
を

提
起
し
、
県
参
事
会
の
判
断
を
不
服
と
す
る
第
三
者
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
該
施
設
の

設
置
許
可
決
定
が
な
さ
れ
る
以
前
に
、
第
三
者
か
ら
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
県
参
事
会
は
こ
れ
に
対
し
て
答
申
を
発

す
る
に
と
ど
ま
り
、
い
か
な
る
者
も
、
こ
の
答
申
を
不
服
と
し
て
争
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
第
二
に
、

当
該
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
事
業
者
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
コ

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
一
審
に
し
て
最
終
審
裁
判
所
で
あ
る
た
め
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
事
業
者
は
控
訴
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
第
三
に
、
以
上
の
内
容
は
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
を
め
ぐ
る
争
訟
に
お
い
て
も
適

用
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
�

（　

）
１３９る
。

（　

）
１４０た
。



論　　　説

（� ）１８２（甲南法学’�０７）４７―２―８２

　

分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、

一
八
一
○
年
勅
令
七
条
三
項
を
根
拠
と
し
て
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
に
対
す
る
第
三
者
の
訴
え
を
、
県
参
事

会
が
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
す
る
と
と
も
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
そ
の
控
訴
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
し
、
当
該
施
設
の
設
置

不
許
可
決
定
に
対
す
る
事
業
者
の
訴
え
を
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
一
審
に
し
て
最
終
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
す
る
と
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
た
指
示
を
不
服
と
し
て
提
起
さ
れ
る
訴
え
に
つ
い
て
も
、
一
八
一
○
年
勅
令

七
条
三
項
を
根
拠
と
し
て
、
当
該
指
示
内
容
の
加
重
を
求
め
る
第
三
者
の
訴
え
を
、
県
参
事
会
が
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
す
る

と
と
も
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
そ
の
控
訴
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
し
、
当
該
指
示
内
容
の
軽
減
を
求
め
る
事
業
者
の
訴
え
を
、
コ

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
一
審
に
し
て
最
終
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
す
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
�

　
（
四
）　

第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
を
め
ぐ
る
争
訟

　

第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三
者
又
は
事
業
者
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
制
定
当
初

か
ら
県
参
事
会
に
争
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
根
拠
は
、「
第
三
等
級
に
属
す
る
製
造
所
又
は
作
業
所
の
設
置

申
請
に
基
づ
き
警
視
総
監
又
は
市
町
村
長
に
よ
り
な
さ
れ
た
決
定
に
対
し
て
申
し
立
て
ら
れ
た
不
服
は
、
県
参
事
会
に
よ
り
判
断
さ

れ
る
（�

���
��

�
������� �����
�
��
�

������
����� �����

����
�
�
��
�
���
��
�

����
����
�
����
�
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� ������
�
�
����
�
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��
�
�

�����
�
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�������
�� ����

�
�
�
�
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�
�
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�
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�
�
�
�

����
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�
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���������
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�
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�
�
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�
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�
�
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�
�
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�
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�
�
�
�
��������
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�
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�
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�
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�
�����
�
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�
�

�
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�����
��

）」
と
規
定
す
る
一
八
一
○
年
勅
令
八
条
二
項
に
求
め
ら
れ
て
い

�
一
八
一
○
年
勅
令
制
定
当
初
の
県
参
事
会
は
、
第

一
等
級
及
び
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
同
勅
令
四
条
及
び
七
条
三
項
に
基
づ
き
、
そ
の
設
置
許
可
手
続
に

お
い
て
行
政
庁
の
諮
問
機
関
と
し
て
答
申
を
発
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
に
当
た
っ

（　

）
１４１た
。

（　

）
１４２た
。
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て
は
、
同
勅
令
八
条
二
項
に
基
づ
き
、
そ
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
後
に
提
起
さ
れ
た
争
訟
を
裁
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、

第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
や
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
に
指
示
を
課
す
る
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三

者
又
は
事
業
者
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
八
条
二
項
に
基
づ
き
、
県
参
事
会
に
訴
え
を
提
起
し
、
県
参
事
会
の
判
決
を
不
服
と
す
る
第

三
者
又
は
事
業
者
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
�

　
（
五
）　

考
察

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
錯
綜
状
況
が
、
分
類
施
設
規
制
制
度
を
確
立

し
た
一
八
一
○
年
勅
令
の
規
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
に
つ
き
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

一
八
一
○
年
勅
令
制
定
当
初
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
第
三
者
か
ら
当
該
施
設
の
設
置
に
反
対
す

る
意
見
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
、
県
参
事
会
は
、
同
勅
令
四
条
に
基
づ
き
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
権
者
た
る
行
政
庁
に
対
し
て
、

そ
の
設
置
が
好
ま
し
い
か
否
か
に
つ
い
て
の
答
申
を
発
し
て
い
た
。
ま
た
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て

第
三
者
か
ら
当
該
施
設
の
設
置
に
反
対
す
る
意
見
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
も
、
県
参
事
会
は
、
同
勅
令
七
条
三
項
に
基
づ
き
、
当
該

施
設
の
設
置
許
可
権
者
た
る
行
政
庁
に
対
し
て
、
同
様
の
答
申
を
発
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
県
参
事
会
は
、
第
一
等
級
及
び
第

二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
、
行
政
庁
の
諮
問
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三
者
又
は
事
業
者
が
一
八
一
○
年

勅
令
八
条
二
項
に
基
づ
き
争
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
は
、
県
参
事
会
は
こ
れ
を
裁
断
し
て
い
た
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
県
参
事
会
の

判
断
が
判
決
で
あ
る
の
か
行
政
決
定
で
あ
る
の
か
を
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
県

（　

）
１４３た
。
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参
事
会
は
、
争
訟
裁
断
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
県
参
事
会
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
制
定
当
初
か
ら
諮
問
機
関
と
し
て
の
機
能
と

争
訟
裁
断
機
関
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
機
能
は
い
ず
れ
も
同
勅
令
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
て

み
る
と
、
活
動
行
政
機
関
と
し
て
の
機
能
が
強
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
が
ま
す

ま
す
錯
綜
し
、
も
は
や
県
参
事
会
が
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
否
か
も
不
明
確
な
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
ま
さ

に
そ
の
時
代
に
、
一
八
一
○
年
勅
令
は
県
参
事
会
に
諮
問
機
関
と
し
て
の
機
能
と
争
訟
裁
断
機
関
と
し
て
の
機
能
を
付
与
す
る
規
定

を
置
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
は
、
県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
錯
綜
状
況
が
同
勅
令
の

規
定
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
後
、
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
県
参
事
会
を
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
る
よ
う
に

な
る
。
す
で
に
行
政
庁
に
よ
る
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
等
を
不
服
と
し
て
争
訟
を
提
起
し
て
い
た

第
三
者
又
は
事
業
者
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
八
条
二
項
に
基
づ
き
、
県
参
事
会
に
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
と
解
さ
れ
、
一
八
五
二
年

一
二
月
一
五
日
通
達
に
よ
り
、
第
一
等
級
及
び
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
等
を
不
服
と
し
て
県
参
事
会
に
争
訟
を

提
起
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
第
三
者
も
、
同
勅
令
七
条
三
項
に
基
づ
き
、
県
参
事
会
に
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
県
参
事
会
の
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
機
能
は
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
み
な
ら
ず
第
一
等
級
及
び
第

二
等
級
に
属
す
る
施
設
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
分
野
に
ま
で
拡
大
す
る
に
至
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
強
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
県
参
事
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
機
能
は
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

一
八
一
○
年
勅
令
が
改
正
さ
れ
る
ま
で
の
間
維
持
さ
れ
て
お
り
、
県
参
事
会
は
、
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
機
能
し
な
が
ら
も
諮
問
機

関
と
し
て
も
機
能
す
る
と
い
う
、
な
お
不
明
確
な
組
織
で
あ
っ
た
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
八
一
○
年
勅
令
下
に
お
い
て
県
参
事
会
が
行
政
裁
判
機
関
と
し
て
の
機
能
の
み
な
ら
ず
活
動
行
政
機

関
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
不
明
確
な
組
織
で
あ
り
続
け
た
こ
と
が
、
分
類
施
設
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て
あ
た
か
も
処
分
庁
の
上
級

行
政
庁
の
よ
う
に
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限
を
県
参
事
会
が
行
使
し
得
る
土
壌
を
形
成
す
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

四　

並
行
訴
訟
の
抗
弁
の
登
場

　
（
一
）　

並
行
訴
訟
の
抗
弁
の
意
義

　

並
行
訴
訟
の
抗
弁
と
は
、
越
権
訴
訟
と
は
別
の
訴
訟
に
よ
り
、
越
権
訴
訟
と
同
等
の
効
力
を
持
つ
判
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
に
お
い
て
、
出
訴
者
は
越
権
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
判
例
上
の
法
理
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
大
革
命
以
降
、
国
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
政
決
定
を
行
政
訴
訟
の
対
象
と
す
る
と
い
う
考
え
が
採
用
さ

れ
、
選
挙
や
税
金
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
行
政
訴
訟
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
後
に
完
全
裁

判
訴
訟
と
呼
ば
れ
る
一
つ
の
訴
訟
体
系
を
形
成
し
て
お
り
、
当
時
は
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
の
中
心
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、
通
常
の
行
政
訴
訟
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
そ
の
創
設
当
初
か
ら
留
保
裁
判
権
の
下
で
行

政
決
定
を
越
権
で
あ
る
と
し
て
取
り
消
し
て
い
た
た
め
、
こ
こ
に
越
権
訴
訟
と
い
う
通
常
の
行
政
訴
訟
と
は
別
個
の
訴
訟
が
誕
生
す

る
こ
と
と
な
っ
�

　

越
権
訴
訟
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
訴
訟
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
盛
衰
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
コ
ン
セ

イ
ユ
・
デ
タ
は
、
復
古
王
政
期
に
お
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
遺
物
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
、
廃
止
の
危
機
に
直
面
し
た

も
の
の
、
二
月
革
命
以
降
の
自
由
主
義
的
な
風
潮
の
中
で
発
展
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
越
権
訴
訟
も
著
し
く
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
一

八
六
四
年
一
一
月
二
日
デ
ク
レ
が
、
出
訴
者
の
弁
護
士
費
用
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
越
権
訴
訟
に
お
け
る
弁
護
士
強
制
主
義

（　

）
１４４た
。
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を
排
除
し
た
こ
と
に
よ
り
、
越
権
訴
訟
の
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
通
常
の
行
政
訴
訟
と
越
権
訴
訟
と
が
競
合
す
る
場
合
が
生
ず
る
ば
か
り
か
、
と
も
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
通
常
の
行

政
訴
訟
に
よ
り
争
わ
れ
て
き
た
行
政
決
定
が
越
権
訴
訟
に
よ
り
争
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
通
常
の
行
政
訴
訟
の
意
義
が
失
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
並
行
訴
訟
の
抗
弁
が
登
場
す
る
に
至
っ
た
の

で
あ
�

　
（
二
）　

並
行
訴
訟
の
抗
弁
と
分
類
施
設
訴
訟
と
の
関
係

　

並
行
訴
訟
の
抗
弁
は
、
分
類
施
設
訴
訟
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
分
類
施
設
訴
訟
の
大
部

分
は
、
越
権
訴
訟
の
よ
う
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
提
起
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
八
一
○
年
勅
令
に
基
づ
き
県
参
事
会
に
提

起
さ
れ
て
い
た
。
分
類
施
設
訴
訟
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
に
基
づ
き
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
提
起
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
行
政
決
定
が
越
権
で
あ
る
こ
と
を
出
訴
者
が
主
張
し
て
提
起
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
分
類
施
設
訴
訟
は
、
並
行
訴
訟
の
抗
弁
に
い
う
と
こ
ろ
の
通
常
の
行
政
訴
訟
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
越
権
訴
訟
の
発
展
に
伴
い
、
分
類
施
設
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て
も
越
権
訴
訟
の
提
起
さ
れ
る
件
数
が
増
加
し
、

先
述
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
に
至
っ
�

例
え
ば
、
適
・
不
適
の
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設

置
許
可
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
第
三
者
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
七
条
三
項
に
基
づ
き
県
参
事
会
に
訴
え
を

提
起
し
た
り
、
こ
の
決
定
が
越
権
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
訴
え
を
提
起
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
に
指
示
が
課
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
当
該
施
設
の
事
業
者
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
八
条
二

項
に
基
づ
き
県
参
事
会
に
訴
え
を
提
起
し
た
り
、
こ
の
決
定
が
越
権
で
あ
る
と
主
張
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
訴
え
を
提
起

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（　

）
１４５る
。

（　

）
１４６た
。
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こ
の
よ
う
に
、
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
生
じ
る
紛
争
は
、
直
接
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
越
権
訴
訟
を
提
起
し
な
く
と
も
、

一
八
一
○
年
勅
令
に
基
づ
き
県
参
事
会
に
訴
え
を
提
起
す
れ
ば
解
決
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
並
行
訴
訟
の
抗
弁
の
登

場
に
よ
り
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
越
権
訴
訟
の
提
起
は
排
斥
さ
れ
る
に
至
っ
�

例
え
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
八
七
六
年

二
月
二
五
日
ダ
ボ
イ
・
ダ
ン
ジ
ェ
氏
及
び
ジ
ャ
ン
ド
ラ
ン
氏
ほ
か
対
ル
ザ
ー
ジ
ュ
会
社
判
決
に
お
い
て
、
適
・
不
適
の
調
査
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
な
く
な
さ
れ
た
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
が
越
権
で
あ
る
と
主
張
す
る
近
隣
住
民
の
訴
え
を
、
並
行

訴
訟
の
抗
弁
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
不
受
理
と
し
た
ほ
�

一
八
九
一
年
一
月
一
六
日
ツ
シ
ュ
氏
判
決
に
お
い
て
、
第
三
等
級
に
属

す
る
施
設
に
指
示
を
課
す
る
決
定
が
越
権
で
あ
る
と
主
張
す
る
事
業
者
の
訴
え
を
、
こ
の
法
理
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
不
受
理
と�

し
�

　

こ
う
し
て
、
分
類
施
設
訴
訟
は
越
権
訴
訟
と
は
別
個
の
訴
訟
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
個
別
的
決
定
の

適
法
性
審
査
な
い
し
取
消
し
の
権
限
を
越
え
て
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限
が
行
使
さ
れ
得
る
と
の
考
え
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　

な
お
、
並
行
訴
訟
の
抗
弁
は
、
一
九
一
二
年
五
月
八
日
ラ
フ
ァ
ー
ジ
ュ
判
決
を
契
機
と
し
て
克
服
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
判
決

に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
公
務
員
の
給
与
支
払
請
求
の
拒
否
決
定
に
つ
い
て
越
権
訴
訟
の
提
起
を
認
め
た
た
め
、
そ
れ
以

降
、
金
銭
上
の
問
題
に
関
す
る
行
政
決
定
を
争
う
場
合
に
は
、
通
常
の
行
政
訴
訟
す
な
わ
ち
完
全
裁
判
訴
訟
と
越
権
訴
訟
の
い
ず
れ

を
提
起
す
る
か
を
出
訴
者
は
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
�

分
類
施
設
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て
は
、
一
九
一
七
年
法
一

四
条
が
県
参
事
会
に
訴
え
を
提
起
す
る
個
別
的
決
定
を
「
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
知
事
命
令
、
施
設
の
設
置
許
可
証
の
交
付
を
延

期
す
る
た
め
に
そ
の
設
置
を
不
許
可
と
し
又
は
施
設
の
設
置
許
可
申
請
の
審
査
を
延
期
す
る
知
事
命
令
、
新
た
な
条
件
を
課
し
又
は

す
で
に
課
さ
れ
て
い
た
条
件
を
軽
減
す
る
知
事
命
令
」
と
規
定
し
た
た
め
、
出
訴
者
は
同
条
に
規
定
さ
れ
た
個
別
的
決
定
に
つ
い
て

（　

）
１４７た
。

（　

）
１４８か
、

（　

）
１４９た
。

（　

）
１５０た
。
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は
完
全
裁
判
訴
訟
を
提
起
し
、
そ
れ
以
外
の
個
別
的
決
定
に
つ
い
て
は
越
権
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ⅵ　

特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
の
動
向

　

一　

特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
の
概
要

　

Ⅴ
に
見
た
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
使
さ
れ
て
い
る
最
大
限
の
統
制
権
限
は
、
近
年
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
九

世
紀
に
お
け
る
行
政
権
と
司
法
権
と
の
錯
綜
の
中
で
、
判
例
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
発
展
し
た
古
典
的
な
権
限
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、

一
九
世
紀
か
ら
二
○
世
紀
末
葉
に
か
け
て
判
例
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
事
実
上
行
使
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
特

別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
を
め
ぐ
り
、
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
一
は
、
な
ぜ
特
別
訴
訟
に
お
い
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
』
に
お
い
て
、
歴
史
的
沿
革
説
を
ガ
ボ
ル
ド

が
提
唱
し
て
以
降
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
が
歴
史
的
に
承
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政

裁
判
官
は
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
解
釈
が
有
力
と
な
っ
た
。
か
つ
、
こ
の
説
は
多
く
の
論
者
に
よ
り

受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
更
な
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

第
二
は
、
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
訴
訟
と
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
の
か
、

す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
訴
訟
類
型
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
訴
訟
類
型
に
特
別
訴
訟
が
含
ま
れ
る
の
か
と
い
う
議
論
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
Ⅰ
所
定
の
条
文
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
服

す
る
旨
の
規
定
を
同
条
Ⅰ
は
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
る
と
す
る
の
が
立
法
意
思
で
あ
る
こ
と

は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
る
こ
と
が
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
点
に
学
説
は
着
目
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し
、
特
別
訴
訟
の
性
格
に
つ
き
よ
り
詳
細
な
議
論
を
展
開
す
る
。

　

第
三
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
積
極
的
に
行
政
裁
判
官
は
行
使
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
に
慎
重
な

姿
勢
を
採
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
学
説
の
み
な
ら
ず
最
大
限
の
統
制
権
限
を
実
際
に
行
使
す
る
行

政
裁
判
官
か
ら
も
見
解
が
示
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
に
お
け
る
本
案
審
理
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
上
で
、
こ
れ
は
注
目
に
値
す
る
議
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
一
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
Ⅴ
に
お
い
て
す
で
に
検
討
を
終
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
、
第
二
及
び
第
三
の
議
論
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。

　

二　

特
別
訴
訟
の
性
格

　
（
一
）　

行
政
訴
訟
類
型
論
の
概
要

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
行
政
訴
訟
を
類
型
化
す
る
議
論
を
行
政
訴
訟
類
型
論
と
呼
ん
で
い
る
。
行
政
訴
訟
類
型
論
は
、
行
政
裁

判
官
の
行
使
す
る
権
限
の
範
囲
に
基
づ
き
行
政
訴
訟
を
分
類
す
る
説
と
、
行
政
裁
判
官
に
提
起
さ
れ
た
問
題
の
性
質
に
基
づ
き
行
政

訴
訟
を
分
類
す
る
説
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

　

一
つ
め
の
説
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
オ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
り
初
め
て
提
唱
さ
れ
た
後
に
、
一
九
世
紀
末
に
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
に
よ
り

完
成
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
た
訴
訟
類
型
論
で
あ
る
。
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
は
、
行
政
裁
判
官
の
行
使
す
る
権
限
の
範
囲
を
基
準
と
し
て
、

行
政
訴
訟
を
四
つ
に
分
類
し
た
（
以
下
「
行
政
訴
訟
四
類
型
」
と
い
う
）。
第
一
は
、
取
消
訴
訟
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
政
裁
判
官
が

違
法
な
行
政
決
定
の
取
消
し
を
行
う
訴
訟
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
も
の
が
越
権
訴
訟
で
あ
る
。
第
二
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
行
政
庁
と
原
告
と
の
間
の
紛
争
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
当
た
り
、
司
法
裁
判
所
に
よ
り
そ
の
当
事
者
間
の
紛
争
に
お
い
て



論　　　説

（� ）１９０（甲南法学’�０７）４７―２―９０

行
使
さ
れ
る
権
限
と
同
様
の
広
範
な
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
訴
訟
で
あ
る
。
第
三
は
、
解
釈
訴
訟
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
決
定
の
解
釈
又
は
そ
の
適
法
性
の
宣
言
を
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
第
四
は
、
処
罰
訴
訟
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
行
政
裁
判
官
が
公
物
管
理
違
反
罪
の
処
罰
を
宣
言
す
る
訴
訟
で
あ
る
。

　

ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
功
績
は
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
決
定
の
取
消
し
を
行
う
に
と
ど
ま
る
取
消
訴
訟
な
い
し
越
権
訴
訟
と
、
行
政

裁
判
官
が
行
政
決
定
の
取
消
し
に
と
ど
ま
ら
ず
事
実
と
法
に
つ
い
て
完
全
な
裁
判
を
行
う
権
限
を
有
す
る
完
全
裁
判
訴
訟
と
を
分
類

し
た
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

二
つ
め
の
説
は
、
二
○
世
紀
前
半
に
デ
ュ
ギ
ィ
に
よ
り
、
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
説
を
批
判
す
る
か
た
ち
で
提
唱
さ
れ
た
訴
訟
類
型

論
で
あ
る
。
デ
ュ
ギ
ィ
は
、
原
告
の
提
起
し
た
訴
え
に
よ
っ
て
争
わ
れ
る
問
題
の
性
質
を
基
準
と
し
て
、
行
政
訴
訟
を
二
つ
に
分
類

し
た
（
以
下
「
行
政
訴
訟
二
類
型
」
と
い
う
）。
第
一
は
、
客
観
訴
訟
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
客
観
的
な
法
適
合
性
の
回
復
を
め
ざ
す
訴

え
で
あ
る
。
第
二
は
、
主
観
訴
訟
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
観
的
権
利
を
根
拠
と
し
て
侵
害
さ
れ
た
人
的
地
位
の
回
復
を
め
ざ
す
訴
え

で
あ
る
。

　

主
観
訴
訟
に
お
い
て
原
告
は
「
自
己
の
権
利
」
を
援
用
す
る
の
に
対
し
て
、
客
観
訴
訟
に
お
い
て
は
「
法
そ
の
も
の
」
を
擁
護
す

る
点
で
、
両
訴
訟
は
異
な
る
。
越
権
訴
訟
は
客
観
訴
訟
の
典
型
で
あ
り
、
完
全
裁
判
訴
訟
は
主
観
訴
訟
の
典
型
で
あ
る
。
訴
訟
参
加

人
（�

������
��
������

��
���

�
���������
������
��
���

）
の
当
該
訴
訟
へ
の
参
加
が
、
通
常
、
客
観
訴
訟
に
お
い
て
よ
り
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
点
、
主
観
訴

訟
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
決
が
相
対
的
既
判
力
し
か
有
し
な
い
の
に
対
し
て
、
客
観
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
決
が
絶
対
的
既
判

力
を
有
す
る
点
に
お
い
て
、
行
政
訴
訟
を
客
観
訴
訟
と
主
観
訴
訟
と
に
分
類
す
る
価
値
が
存
す
る
。

　

以
上
二
つ
の
説
は
対
立
し
、
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
併
用
な
い
し
折
衷
す
る
と
い
う

か
た
ち
で
解
決
が
図
ら
れ
て
い
�
（　

）
１５１る
。
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（
二
）　

学
説
の
動
向

　

特
別
訴
訟
の
性
格
に
関
す
る
学
説
は
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
る
説
、
特
別
訴
訟
を
取
消
訴
訟
に
含
め
る
説
、
特
別

訴
訟
を
客
観
訴
訟
に
含
め
る
説
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
め
の
説
は
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
な
が
ら
も
、
そ
こ

に
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
説
と
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
説
と
の
二
つ
に
区

別
さ
れ
る
。

　
（
ア
）　

特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
る
説

　
（
ａ
）　

主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
指
摘
す
る
説

　

ガ
ボ
ル
ド
は
、
一
九
七
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
』
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含

め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
一
九
一
七
年
法
の
成
立
以
来
、
分
類
施
設
規
制
法
が
特
別
訴
訟
に
つ
い
て
特
別
な
訴
訟
手
続
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
特
別
訴
訟
に
つ
い
て
越
権
訴
訟
と
は
異
な
る
特
別
な
訴
訟
手
続
を
一
九
一
七
年
法
及
び
一
九
七
六
年
法
一
四
条
が
法
定

し
た
こ
と
か
ら
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
、
彼
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
原
告
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
訴
え
の
性
質
が
、
そ
の
主
観
的
権
利
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
施
設
の

設
置
不
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
事
業
者
は
、
営
業
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
、
施
設
の
設
置
許
可

決
定
を
不
服
と
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
第
三
者
は
、
そ
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
い
う
点
に
お
い

て
、
特
別
訴
訟
が
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る
と
、
彼
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
越
権
訴
訟
は
客
観
訴
訟
の
典
型
で
あ

り
、
完
全
裁
判
訴
訟
は
主
観
訴
訟
の
典
型
で
あ
る
と
の
考
え
方
に
よ
る
限
り
は
、
特
別
訴
訟
が
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る

と
の
彼
の
指
摘
は
至
当
で
あ
ろ
う
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
特
別
訴
訟
が
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
と
主
張
す
る
論
者
が
存
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在
す
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
特
別
訴
訟
が
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
と
指
摘
す
る
点
に
、
彼
の
提
唱
す
る
説
の
特
色
が
あ

る
も
の
と
い
え
よ
�

　

特
別
訴
訟
と
主
観
訴
訟
と
の
関
係
に
つ
き
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
の
が
、
ボ
コ
モ
ン
及
び
グ
セ
ー
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
に

公
刊
さ
れ
た
『
分
類
施
設
規
制
法
論
』
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
が
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
つ
き
指
摘
し
た
ガ
ボ

ル
ド
の
説
を
紹
介
し
た
後
に
、
こ
の
こ
と
は
分
類
施
設
規
制
制
度
の
歴
史
的
沿
革
に
起
因
す
る
と
、
彼
ら
は
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、

分
類
施
設
規
制
は
、
営
業
の
自
由
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者
の
権
利
と
、
財
産
権
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
住
民
の
権
利
の
う
ち
い
ず

れ
の
権
利
を
ど
の
程
度
ま
で
保
護
す
る
か
を
調
整
す
る
見
地
か
ら
成
立
し
た
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
提
起
さ

れ
る
訴
え
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
主
観
的
権
利
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
主
観
的
権
利
を
早
急
に
保

護
す
る
た
め
に
は
、
行
政
裁
判
官
は
裁
判
に
お
い
て
単
に
個
別
的
決
定
を
取
り
消
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
適
切
な
個
別
的
決
定
を

下
す
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
と
主
観
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
と
の
三
つ
の
訴
訟
は
そ
れ
ぞ
れ
密
接
な
か
か
わ

り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
、
彼
ら
は
指
摘
す
�

　
（
ｂ
）　

客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
指
摘
す
る
説

　

ガ
ボ
ル
ド
の
よ
う
に
、
特
別
訴
訟
が
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
論
者
は
、
少
数
に
と
ど
ま
る
。

　

ギ
ロ
ー
ム
は
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
の
一
種
（����

����� �� �� �
�
�
�
����
��
�
���
����
�

��
�
��
����
���
�
���
����
�

）
で
あ
る
と
指
摘

�
フ
ェ
ル
ラ
ン
は
、

そ
れ
を
完
全
裁
判
訴
訟
の
変
異
形
（������

��
�
�
�
����
��
�
���
����
�

������
����
�
��
����
���
�
���
����
�

）
で
あ
る
と
指
摘
す

�
要
す
る
に
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行

政
裁
判
官
が
個
別
的
決
定
を
取
り
消
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
変
更
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行
政
庁
に
代
わ
っ
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
通
常
の
完
全
裁
判
訴
訟
と
は
異
な
る

訴
訟
で
あ
る
と
、
彼
ら
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
特
別
訴
訟
が
通
常
の
完
全
裁
判
訴
訟
と
異
な

（　

）
１５２う
。

（　

）
１５３る
。

（　

）
１５４し
、

（　

）
１５５る
。
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る
か
に
つ
い
て
の
検
討
を
、
彼
ら
は
留
保
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
一
九
七
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
行
政
訴
訟
』
に
お
い
て
、
デ
バ
シ
ュ
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。
彼

は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
施
設
の
設
置
不
許
可
決
定
を
取
り
消
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

当
該
施
設
に
指
示
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
設
置
を
許
可
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
使
さ
れ

る
行
政
裁
判
官
の
権
限
が
取
消
訴
訟
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る
そ
れ
よ
り
も
広
範
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴

訟
に
含
め
る
一

�
特
別
訴
訟
の
目
的
が
「
行
政
決
定
の
審
査
（���

��
��
�
��
�
�
�

���
��
����
��
�
���

� ������
�
��
�
��
���������

�����
�
���
�
��
���������

）」
で
あ
る
と
指
摘
し
て

お
�

特
別
訴
訟
を
客
観
訴
訟
と
し
て
捉
え
得
る
余
地
を
残
し
て
い
�

　

特
別
訴
訟
が
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
つ
き
指
摘
す
る
の
が
、
サ
ン
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
ル
及
び
シ
ャ
ピ
ュ
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
行
政
訴
訟
四
類
型
と
行
政
訴
訟
二
類
型
を
併
用
な
い
し
折
衷
す
る
か
た
ち
で
独
自
の
行
政
訴
訟
類
型
論
を
展
開
し
、
行
政

訴
訟
に
お
け
る
特
別
訴
訟
の
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
な
も
の
に
し
よ
う
と
試
み
�

　

サ
ン
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
ル
は
、
一
九
六
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
完
全
裁
判
訴
訟
に
関
す
る
研
究
』
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
を
客
観
訴
訟

と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
て
い
る
。

　

彼
は
、
行
政
訴
訟
四
類
型
に
着
目
し
、
取
消
訴
訟
の
中
心
で
あ
る
越
権
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
と
の
区
別
が
学
説
の
み
な
ら
ず
判

例
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
�

こ
の
二
つ
の
訴
訟
を
フ
ラ
ン
ス
公
法
の
分
野
に
お
け
る
二
大
訴
訟
類
型
と
し
て
位

置
づ
け
、
こ
の
区
別
を
基
礎
と
し
て
行
政
訴
訟
の
類
型
化
を
試
み
�

ま
た
、
行
政
訴
訟
四
類
型
と
行
政
訴
訟
二
類
型
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
越
権
訴
訟
と
客
観
訴
訟
、
完
全
裁
判
訴
訟
と
主
観
訴
訟
が
一
般
的
に
接
近
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
選
挙
訴
訟
や
税
務
訴

訟
の
よ
う
に
、
完
全
裁
判
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
し
な
が
ら
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
訴
訟
も
存
在
し
て
お
り
、
客
観

訴
訟
と
主
観
訴
訟
の
区
別
が
、
越
権
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
の
区
別
と
正
確
に
一
致
し
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
と
、
彼
は
指
摘
す
る
。

（　

）
１５６方
、

（　

）
１５７り
、

（　

）
１５８る
。

（　

）
１５９る
。

（　

）
１６０に
、

（　

）
１６１る
。
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完
全
裁
判
訴
訟
を
め
ぐ
る
以
上
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
完
全
裁
判
訴
訟
を
さ
ら
に
二
つ
の
類
型
に
彼
は
分
類
す
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
の
類
型
は
、
行
政
裁
判
官
が
完
全
な
裁
判
を
な
し
得
る
と
い
う
完
全
裁
判
訴
訟
に
お
い
て
最
も
一
般
的
で
、
そ
の
大
部
分
を
占

め
る
訴
訟
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、
契
約
訴
訟
及
び
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
類
型
に
含
ま
れ
る

訴
訟
は
、
い
ず
れ
も
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
。
第
二
の
類
型
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
も
の
の
、
越
権
訴
訟
に
見
ら
れ
る
客
観
的
性
質
を
少
な
か
ら
ず
有
し
て
い
る
訴
訟
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、

特
別
訴
訟
の
ほ
か
、
選
挙
訴
訟
、
税
務
訴
訟
、
崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
類
型
に
含
ま
れ

る
訴
訟
は
、
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
広
範
な
統
制
権

限
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
彼
は
指
摘
す
�

　

シ
ャ
ピ
ュ
は
、
一
九
九
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
行
政
訴
訟
法
』
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
属
す
る
客
観
訴
訟

（����
�
��
�
�
������

�
�
�
����
��
�
���
����

����
�
����
�
��������
���
����
���
�
���
����
� �

）
に
含
め
て
い
る
。

　

彼
は
、
行
政
訴
訟
四
類
型
と
行
政
訴
訟
二
類
型
の
う
ち
い
ず
れ
を
採
用
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
か
一
方
を
採
用
し
た
と

し
て
も
、
も
う
一
方
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
行
政
訴
訟
を
類
型
化
す
る
に
当
た
り
行
政
訴
訟
四
類
型
と
行

政
訴
訟
二
類
型
と
の
併
用
を
主
張
す

�
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
行
政
訴
訟
を
抗
告
訴
訟
（��

�
���
����
�
�
��
����
�
��

��
�
���
����
���
�������
�
��

）
と
訴
追
訴
訟

（��
�
���
����
�
�
��
�
�
�
���
����

��
�
���
����
���
����
�
�
���
����

）
と
に
分
類
し
た
後

�
抗
告
訴
訟
を
越
権
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
と
に
分
類

�
さ
ら
に
、
完
全

裁
判
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
属
す
る
通
常
訴
訟
（����

�
��
�
��
��
����
�
�
�
����
��
�
���
���

����
�
����
��
��
������
���
����
���
�
���
����

�

�
�

）
と
完
全
裁
判
訴
訟
に
属
す
る
客
観

訴
訟
と
解
釈
訴
訟
（����

�
��
��
��
����
�

����
�
�����
���
����
�� ������

�

�����
�

）
と
に
分
類
し
、
二
つ
め
の
類
型
に
特
別
訴
訟
を
含
め
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
属
す
る
通
常
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
に
属
す
る
客
観
訴
訟
と
の
区
分
の
仕
方
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
、
契
約
訴
訟
や
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
い
っ
た
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
訴
訟
を
分
類
し
た
も
の

（　

）
１６２る
。

（　

）
１６３る
。

（　

）
１６４に
、

（　

）
１６５し
、
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で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
特
別
訴
訟
の
ほ
か
、
選
挙
訴
訟
、
税
務
訴
訟
、
崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
と
い

っ
た
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
よ
り
広
範
な
権
限
を
行
使
し
得
る
が

故
に
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
訴
訟
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
�

　

シ
ャ
ピ
ュ
は
、
行
政
訴
訟
四
類
型
と
行
政
訴
訟
二
類
型
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
自
の
行
政
訴
訟
類
型
論
を
展
開
し
て
は
い

る
も
の
の
、
完
全
裁
判
訴
訟
を
主
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
に
区
別
し
、

特
別
訴
訟
を
後
者
に
含
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
彼
の
説
は
サ
ン
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
ル
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
（
イ
）　

特
別
訴
訟
を
取
消
訴
訟
に
含
め
る
説

�
�

特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
と
対
置
の
関
係
に
あ
る
取
消
訴
訟
に
含
め
る
の
が
、
リ
ヴ
ェ
ロ
、
ロ
ー
バ
デ
ィ
ー
ル
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
及
び
ゴ
ド
メ
で
あ
る
。

　

リ
ヴ
ェ
ロ
は
、
一
九
八
○
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
行
政
法
』
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
を
越
権
訴
訟
以
外
の
取
消
訴
訟
に
含
め
て
い
る
。

彼
は
、
行
政
訴
訟
四
類
型
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
に
、
取
消
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
の
重
要
性
を
強
調
し
、
こ
の
二
つ
の
訴
訟
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
検
討
に
お
い
て
彼
は
、
越
権
訴
訟
が
取
消
訴
訟
の
中
心
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
越
権
訴

訟
に
は
含
ま
れ
な
い
取
消
訴
訟
の
存
在
を
指
摘
し
、
こ
の
中
に
特
別
訴
訟
が
含
ま
れ
る
と
結
論
づ
け
て
い
�

　

彼
に
よ
れ
ば
、「
特
別
の
法
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
極
め
て
狭
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
行
政
行
為
に
対
象
を
限
ら
れ
、
か
つ
固
有
の
規

律
を
持
っ
た
」
訴
訟
が
越
権
訴
訟
以
外
の
取
消
訴
訟
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
お
�

そ
れ
が
越
権
訴
訟
と
越
権
訴
訟
以
外
の
取
消
訴

訟
と
を
区
別
す
る
上
で
の
基
準
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
特
別
訴
訟
が
こ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る

が
、
こ
の
点
に
つ
き
彼
は
言
及
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
分
類
施
設
規
制
法
と
い
う
特
別
の
法
令
が
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る

個
別
的
決
定
を
列
記
す
る
と
と
も
に
、
原
告
適
格
や
出
訴
期
間
等
の
特
別
訴
訟
に
関
す
る
諸
手
続
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

（　

）
１６６る
。

（　

）
１６７る
。

（　

）
１６８り
、
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特
別
訴
訟
は
こ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
�

　

ロ
ー
バ
デ
ィ
ー
ル
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
及
び
ゴ
ド
メ
は
、
一
九
九
○
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
行
政
法
論
』
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
を
特

別
な
取
消
訴
訟
（����

�
��
��

����
�
�����

� �����
��
��
�
�
�����
�

�������
���
�
�
�����
�

）
に
含
め
て
い
る
。

　

彼
ら
は
、
越
権
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
と
の
区
別
が
、
単
に
学
問
的
な
価
値
を
有
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
行
政
法
の
分
野
に
お
い

て
実
用
的
な
価
値
を
有
す
る
と
の
理
由
か
�

行
政
訴
訟
に
お
い
て
越
権
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
が
最
も
重
要
な
訴
訟
類
型
で
あ
る

と
指
摘
し
た
後
に
、
行
政
裁
判
官
の
権
限
及
び
行
政
裁
判
官
に
提
起
さ
れ
た
訴
え
の
性
質
を
基
準
と
し
て
、
行
政
訴
訟
を
越
権
訴
訟

と
完
全
裁
判
訴
訟
と
そ
の
他
の
行
政
訴
訟
と
の
三
つ
に
分
類
す
る
。

　

越
権
訴
訟
と
は
、
原
告
が
行
政
裁
判
官
に
行
政
行
為
の
法
令
違
背
を
主
張
す
る
と
と
も
に
そ
の
取
消
し
を
求
め
、
行
政
裁
判
官
が

こ
れ
を
審
査
し
、
当
該
行
為
を
違
法
で
あ
る
と
し
て
取
り
消
す
訴
訟
で
あ
る
。
完
全
裁
判
訴
訟
と
は
、
原
告
が
行
政
裁
判
官
に
何
ら

か
の
給
付
な
い
し
金
銭
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
行
政
裁
判
官
が
こ
れ
を
審
査
し
、
原
告
の
権
利
を
確
定
す
る
と
と

も
に
こ
の
権
利
の
回
復
及
び
実
現
を
行
政
庁
に
命
ず
る
訴
訟
で
あ
り
、
契
約
訴
訟
及
び
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
こ
れ
に
含
ま
れ
�

そ
の
他
の
行
政
訴
訟
と
は
、
越
権
訴
訟
及
び
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
な
い
行
政
訴
訟
で
あ
り
、
特
別
な
取
消
訴
訟
で
あ
る
特
別
訴

訟
や
崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
の
ほ
か
、
解
釈
訴
訟
や
処
罰
訴
訟
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ
�

　

特
別
訴
訟
が
特
別
な
取
消
訴
訟
に
含
ま
れ
る
理
由
に
つ
き
、
彼
ら
は
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
も
と
も
と
、
越
権
訴
訟
は
取
消

し
を
目
的
と
す
る
請
求
（� �� �����

����
�
�
��
�
���
�
�
���
�
�
�����
�

����
����
�
����
�����
���
���
�
�
�����
�

）
で
あ
り
、
完
全
裁
判
訴
訟
は
損
害
賠
償
を
目
的
と
す
る
請
求

（� �� �����
����
�
�
��
�
���
�
�
���
�
��
�
��

����
����
�
����
�����
���
���
�
��
�
��� �

）
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
、
こ
の
二
つ
の
訴
訟
を
区
別
し
て
い

�
こ

の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
個
別
的
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
リ
ヴ
ェ
ロ
が
指
摘
す

る
よ
う
に
分
類
施
設
規
制
法
に
よ
り
特
別
訴
訟
に
関
す
る
固
有
の
訴
訟
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟

（　

）
１６９う
。

（　

）
１７０ら
、

（　

）
１７１る
。

（　

）
１７２る
。

（　

）
１７３る
。
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を
越
権
訴
訟
に
含
め
る
こ
と
に
は
難
が
あ
る
一
方
、
特
別
訴
訟
が
損
害
賠
償
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、

特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
る
こ
と
に
も
難
が
あ
る
。
後
は
特
別
訴
訟
を
取
消
訴
訟
に
含
め
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
必
要
に
応
じ
て
個
別
的
決
定
の
取
消
し
を
越
え
た
広
範
な
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
単
純
に
取
消
訴
訟
に
含
め
る
こ
と
に
も
難
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
特
別
訴
訟
を
特
別
な
取
消
訴
訟
に
含
め
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
ウ
）　

特
別
訴
訟
を
客
観
訴
訟
に
含
め
る
説

　

行
政
訴
訟
二
類
型
を
重
視
し
、
特
別
訴
訟
を
客
観
訴
訟
に
含
め
る
説
も
存
在
す
る
。
こ
の
説
は
、
オ
ー
ビ
ー
及
び
ド
ラ
ゴ
の
ほ
か
、

パ
ク
ト
ー
に
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
ビ
ー
及
び
ド
ラ
ゴ
は
、
一
九
八
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
行
政
訴
訟
論
』
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
を
客
観
訴
訟
の
一
類
型
で
あ

る
完
全
裁
判
と
し
て
の
要
素
を
有
す
る
適
法
性
審
査
訴
訟
（��

�
���
����
�
�
�
��
�

��
�
���
����
���
������� ������

������ �

��
�
�
�
����
�
�
��

�
��
�
�
�
����
���
���� �� �� ��

��
��
�
�
�
����
�

�
��
����
���
����
��

��
���
�����
�

��
���
�����
�

）
に
含
め
て
い
る
。

　

彼
ら
は
、
シ
ャ
ピ
ュ
と
同
様
に
、
行
政
訴
訟
を
類
型
化
す
る
に
当
た
り
、
行
政
訴
訟
四
類
型
と
行
政
訴
訟
二
類
型
と
を
併
用
す
る

必
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
行
政
訴
訟
二
類
型
が
裁
判
行
為
の
主
た
る
要
素
で
あ
る
行
政
裁
判
官
に
提
起
さ
れ
た
訴
え
の
性
質
を
基

準
と
し
て
行
政
訴
訟
を
類
型
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
行
政
訴
訟
二
類
型
が
行
政
訴
訟
四
類
型
に
比
し
て
重
視
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
行
政
訴
訟
二
類
型
を
基
礎
と
し
て
行
政
訴
訟
を
類
型
化
す
�

　

行
政
訴
訟
は
、
適
法
性
に
関
す
る
訴
訟
（��

�
���
����
�
�
�
��
�

��
�
���
����
���
������� ������

������ �

）
と
権
利
に
関
す
る
訴
訟
（��

�
���
����
�
�
��
�
��
���

��
�
���
����
���
����
��
���

）
と

に
区
別
さ
れ
る
。
前
者
は
、
法
令
に
基
づ
く
法
的
又
は
事
実
上
の
行
為
の
評
価
を
行
う
よ
う
行
政
裁
判
官
に
求
め
る
訴
訟
で
あ
り
、

行
政
訴
訟
二
類
型
に
お
け
る
客
観
訴
訟
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
権
利
の
存
在
、
内
容
又
は
効
力
に
つ
い
て
審
査
す
る

（　

）
１７４る
。
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よ
う
行
政
裁
判
官
が
求
め
ら
れ
る
訴
訟
で
あ
り
、
行
政
訴
訟
二
類
型
に
お
け
る
主
観
訴
訟
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
�

適
法
性
に
関

す
る
訴
訟
は
、
行
政
裁
判
官
の
権
限
の
範
囲
及
び
そ
の
訴
訟
に
お
い
て
審
査
さ
れ
た
後
に
な
さ
れ
る
判
決
の
性
質
に
応
じ
て
、
宣
言

訴
訟
（��

�
���
����
�
�
�
��
�

��
�
���
����
���
������

� ���������
�

��������
�

）、
取
消
訴
訟
、
完
全
裁
判
と
し
て
の
要
素
を
有
す
る
適
法
性
審
査
訴
訟
、
処
罰
訴
訟
の
四

つ
に
区
別
さ
れ
る
。

　

特
別
訴
訟
は
、
崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
、
選
挙
訴
訟
、
税
務
訴
訟
と
と
も
に
完
全
裁
判
と
し
て
の
要
素
を

有
す
る
適
法
性
審
査
訴
訟
に
含
ま
れ
�

完
全
裁
判
と
し
て
の
要
素
を
有
す
る
適
法
性
審
査
訴
訟
は
、
行
政
決
定
の
適
法
性
に
関
す

る
訴
え
に
つ
い
て
裁
判
権
を
有
す
る
行
政
裁
判
官
が
、
行
政
決
定
の
違
法
性
の
宣
言
又
は
取
消
し
を
越
え
た
権
限
を
行
使
す
る
訴
訟

で
あ
�

　

彼
ら
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
は
分
類
施
設
規
制
法
に
対
す
る
行
政
決
定
の
違
背
の
有
無
が
争
点
と
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
の

訴
訟
を
適
法
性
審
査
訴
訟
す
な
わ
ち
客
観
訴
訟
に
含
め
る
一
方
、
一
九
世
紀
に
お
い
て
分
類
施
設
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
越
権
訴

訟
の
提
起
を
判
例
が
受
理
し
な
か
っ
た
こ
と
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
決
定
の
違
法
性
の
宣
言
又
は
取
消
し
を
越
え
た
権
限
を
行

政
裁
判
官
が
行
使
す
る
こ
と
を
挙
�

完
全
裁
判
と
し
て
の
要
素
を
特
別
訴
訟
が
有
す
る
と
指
摘
す
�

サ
ン
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
ル
及
び

シ
ャ
ピ
ュ
は
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
、
そ
こ
に
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
見
い
だ
し
た
の
に
対
し
て
、
オ
ー
ビ
ー
及

び
ド
ラ
ゴ
は
そ
れ
を
客
観
訴
訟
に
含
め
、
そ
こ
に
完
全
裁
判
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
見
い
だ
し
た
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

パ
ク
ト
ー
は
、
一
九
八
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
行
政
訴
訟
』
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
を
客
観
訴
訟
に
含
め
つ
つ
も
、
完
全
裁
判
と

し
て
の
要
素
（� �� �� ��

��
��
�
�
�
����
�
��
���
�����
�

�
��
����
���
����
����
���
�����
�

）
を
伴
う
主
観
訴
訟
に
接
近
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

彼
は
、
行
政
訴
訟
二
類
型
が
学
説
に
よ
り
主
張
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
判
例
に
よ
り
正
式
に
承
認
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

訴
訟
参
加
及
び
判
決
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
有
用
で
あ
る
と
指
摘
す
�

オ
ー
ビ
ー
及
び
ド
ラ
ゴ
と
同
様
に
彼
も
ま
た
、

（　

）
１７５る
。

（　

）
１７６る
。

（　

）
１７７る
。

（　

）
１７８げ
、

（　

）
１７９る
。

（　

）
１８０る
。
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行
政
訴
訟
を
類
型
化
す
る
に
当
た
り
行
政
訴
訟
二
類
型
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

　

彼
は
、
適
法
性
そ
れ
自
体
に
関
す
る
訴
訟
た
る
客
観
訴
訟
と
し
て
、
越
権
訴
訟
、
解
釈
訴
訟
、
適
法
性
審
査
訴
訟
、
税
務
訴
訟
、

幹
線
交
通
路
侵
害
罪
に
関
す
る
訴
訟
、
選
挙
訴
訟
、
特
別
訴
訟
を
挙
げ
、
個
人
的
な
権
利
に
関
す
る
訴
訟
た
る
主
観
訴
訟
に
含
ま
れ

る
訴
訟
と
し
て
、
行
政
契
約
又
は
行
政
準
契
約
の
義
務
の
履
行
に
関
す
る
訴
訟
を
挙
げ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
区
別
が
常
に
明
確
に

区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
彼
は
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
客
観
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て
、
個
人
的
な
利
益
は
も
は
や

無
視
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
越
権
訴
訟
は
主
観
的
な
要
素
（� �� �� ��

��
��
��
�
�������

�
��
�����
�
�������

）
を
有
す
る
ほ
か
、
選
挙
訴
訟
や
特

別
訴
訟
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
客
観
訴
訟
が
、
時
と
し
て
、
完
全
裁
判
と
し
て
の
要
素
を
伴
う
主
観
訴
訟
に
接
近
し
た
枠
組
を
形
成

し
て
い
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
�

　

特
別
訴
訟
を
客
観
訴
訟
に
含
め
る
と
と
も
に
、
特
別
訴
訟
に
完
全
裁
判
と
し
て
要
素
を
認
め
た
点
に
お
い
て
、
パ
ク
ト
ー
の
見
解

は
、
オ
ー
ビ
ー
及
び
ド
ラ
ゴ
の
そ
れ
に
類
似
す
る
。

　
（
三
）　

立
法
府
の
動
向

　

特
別
訴
訟
の
性
格
に
関
す
る
検
討
は
、
学
説
の
ほ
か
立
法
府
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
お
り
、
一
九
七
六
年
法
案
及
び
一
九
九
二
年

法
案
審
議
に
お
い
て
、
立
法
府
の
見
解
は
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
六
年
法
は
、
一
九
一
七
年
法
の
大
改
正
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
一
四
条
は
「
本
法
三
条
、
六
条
、
一
一
条
、

一
二
条
、
一
六
条
、
二
三
条
、
二
四
条
及
び
二
六
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
規
定
し
、

特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
根
拠
条
文
を
列
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
個
別
的
決
定
が
特
別
訴
訟
の
対
象
と

な
る
の
か
を
明
示
し
た
。
同
条
に
は
、
特
別
訴
訟
が
い
か
な
る
訴
訟
類
型
に
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、

こ
の
点
に
つ
き
、
一
九
七
六
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
一
四
三
号
に
お
い
て
、
国
民
議
会
議
員
で
あ
る
ビ
ノ
ン
は
、
特
別
訴
訟

（　

）
１８１る
。



論　　　説

（� ）２００（甲南法学’�０７）４８―２―１００

の
性
格
に
つ
き
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
分
類
施
設
の
分
野
に
お
け
る
裁
判
統
制
が
、
仮
に
越
権
訴
訟
の
一
般
的
な
規
範
に
服
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

…
…
法
律
及
び
行
政
立
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
手
続
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
講
じ
ら
れ
た
決
定
が
行
政
機
関
の

権
限
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
法
の
錯
誤
、
権
限
濫
用
又
は
事
実
の
評
価
に
お
け
る
明
白
な
評
価
の
過
誤
が
存
在
し

な
い
か
否
か
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
行
政
裁
判
官
は
、
単
に
行
政
行
為
が
適
法
で

あ
る
か
否
か
を
審
査
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
当
不
当
を
審
査
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
類
施
設
の
分
野
に
お
け
る
裁
判
統
制
は
、

通
常
の
裁
判
統
制
に
比
し
て
強
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
分
類
施
設
の
分
野
に
お
け
る
裁
判
統
制
は
、
行
政
行
為
の
認
容
又
は
取
消

し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
例
え
ば
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
の
軽
減
又
は
加
重
な
ど
、
行
政
行
為
の
変
更
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
分
類
施
設
の
分
野
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
で
あ
っ
て
、
単
な
る
取
消
訴
訟
で
は
な
い
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
」

�

　

要
す
る
に
、
ビ
ノ
ン
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
個
別
的
決
定
の
当
不
当
に
つ
き
審
査
す
る
権
限
の
ほ
か
、
こ
れ
を

変
更
す
る
権
限
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
二
年
法
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
を
利
用
す
る
施
設
の
設
置
承
認
手
続
の
導
入
と
一
九
七
六
年
法
の
改
正
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
七
条
Ⅳ
は
「
本
法
三
条
、
六
条
、
一
一
条
、
一
二
条
、
一
六
条
、
二
三
条
、
二
四
条
及
び
二
六
条

に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
規
定
し
、
一
九

七
六
年
法
一
四
条
に
列
記
さ
れ
た
個
別
的
決
定
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
こ
と
に
つ
き
同
条
に
初
め
て
明
記
し
た
。

　

こ
の
規
定
は
、
一
九
九
二
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
七
○
九
号
に
お
い
て
、
国
民
議
会
議
員
で
あ
る
シ
ュ
バ
リ
エ
に
よ
り
提

案
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
本
法
の
適
用
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
は
、
裁
判
官
が
行
政
庁
の
決
定
に
代
え
て
固
有
の
決
定

（　

）
１８２と
。
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を
な
し
得
る
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
い
う
規
定
を
、
彼
は
提
案
し
た
の
で

あ
�

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
規
定
に
は
、
一
九
七
六
年
法
に
列
記
さ
れ
た
個
別
的
決
定
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
に
よ
る
個
別
的
決
定
に
代
え
て
固
有
の
個
別
的

決
定
を
な
し
得
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
�

こ
の
点
に
つ
き
、
シ
ュ
バ
リ
エ
は
、
一
九
九
二
年
五
月
二
五
日
の
一
九
九

二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
、
こ
の
規
定
が
「
現
在
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
判
例
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
�

述
べ
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
発
言
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
に
よ
る
個
別
的
決
定
の
代
置
権
限
を
行
使
し
得
る

こ
と
が
判
例
上
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
特
別
訴
訟
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

�
�

一
九
七
六
年
法
の
制
定
に
当
た
り
、
ビ
ノ
ン
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
個
別
的
決
定
の
当
不
当
の
審
査
権
限
の
ほ

か
、
そ
の
変
更
権
限
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
た
の
に
対
し
、
一
九
九
二
年
法
の

制
定
に
当
た
り
、
シ
ュ
バ
リ
エ
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
個
別
的
決
定
の
代
置
権
限
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
て
い
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
行
政
裁
判
官
の
行
使
す
る
権
限
の
範
囲
を
基
準
と
し
て
、

特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ュ
バ
リ
エ
は
、
ビ
ノ
ン
の
見
解
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
二
年
六
月
二
二
日
の
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
、
元
老
院
議
員
で
あ
る
ラ
フ
ィ
ト
は
「
分
類
施
設
訴
訟

（��
�
���
����
�
�
��

��
�
���
����
���
���� ����

������
��
��
�����

���
������
��
��������� �� �

）
は
、
こ
れ
ま
で
も
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
て
い
た
し
、
今
後
も
そ
う
で
あ
り
続
け

る
で
あ
ろ
う
�

述
べ
て
お
り
、
特
別
訴
訟
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
き
賛
同
の
意
を
表
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
立
法
府
は
、
一
九
七
六
年
法
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
同
法
一
四
条
に
「
完
全
裁
判
訴
訟
」
と
い
う
文
言
を
明
記

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
特
別
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
、
一
九
九
二
年
法
の
制
定
に
当
た
っ

（　

）
１８３る
。

（　

）
１８４る
。

（　

）
１８５」
と

（　

）
１８６」
と
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て
は
、
こ
の
見
解
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
一
九
七
六
年
法
一
四
条
に
「
完
全
裁
判
訴
訟
」
と
い
う
文
言
を
明
記
し
た
の
で
あ
る
。

　

三　

特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否

　
（
一
）　

学
説
の
動
向

　
（
ア
）　

ガ
ボ
ル
ド
に
よ
る
積
極
説

　

特
別
訴
訟
に
お
け
る
最
大
限
の
統
制
権
限
は
、
長
き
に
わ
た
り
判
例
に
よ
り
事
実
上
行
使
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
判
例
の
動
向
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
二
○
世
紀
中
葉
に
至
る
ま
で
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
最
大
限
の
統
制
権

限
を
積
極
的
に
行
政
裁
判
官
は
行
使
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
に
慎
重
な
姿
勢
を
採
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、「
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
最
大
限
の
統
制
権
限
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
議
論

を
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
か
か
る
行
政
裁
判
官
の
広
範
な
権
限
は
歴
史
的
な
問
題
で
あ
る
た
め
で
あ
る
」
と
、

シ
ュ
バ
リ
エ
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
�

　

最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
関
す
る
議
論
は
、
一
九
七
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
』
に
お
い
て
、

特
別
訴
訟
に
お
い
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
積
極
的
に
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
、
ガ
ボ
ル
ド
が
提
唱
し
た

こ
と
に
端
を
発
す
る
。
同
書
に
お
い
て
ガ
ボ
ル
ド
は
、
特
別
訴
訟
の
性
格
や
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
詳
細
な

分
析
を
行
い
、
一
九
七
六
年
法
制
下
に
お
い
て
も
引
き
続
き
行
政
裁
判
官
に
よ
り
こ
の
統
制
権
限
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
分
類
施
設
訴
訟
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
無
視
し
得
な
い
特
典
を
享
受
す

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
裁
判
官
は
、
個
別
的
決
定
を
取
り
消
し
た
後
に
、
行
政
庁
に
対
し
て
新
た
な
決
定
を
下
す
よ
う
委

（　

）
１８７る
。
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ね
る
必
要
は
な
く
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
件
に
つ
き
自
ら
終
局
的
な
解
決
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
制

度
は
、
時
間
的
に
も
手
続
的
に
も
経
済
性
を
有
し
て
お
り
、
よ
り
現
代
的
で
有
効
な
フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
の
普
及
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
訴
訟
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
は
賛
同
で
き
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
」

�

　

同
書
に
お
い
て
ガ
ボ
ル
ド
は
、
特
別
訴
訟
の
維
持
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
な
る
発
展
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
訴

訟
に
お
い
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
積
極
的
に
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
の
一
つ
で
あ
る
個
別
的
決
定
を
変
更
し

又
は
代
置
す
る
権
限
を
行
使
し
、
自
ら
終
局
的
な
解
決
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
訴
訟
の
遂
行
が
可
能
に
な
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
こ
の
見
解
を
彼
が
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
行
政
裁
判
官
が
個
別
的
決
定
を
変
更
し
又
は
代
置
す

る
権
限
を
行
使
す
る
方
が
、
同
裁
判
官
に
よ
る
個
別
的
決
定
の
取
消
し
後
に
行
政
庁
が
新
た
に
個
別
的
決
定
を
下
す
よ
り
も
紛
争
を

迅
速
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
と
い
え
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
が
最
大
限
の
統
制
権
限
の
意
義
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

　
（
イ
）　

ガ
ボ
ル
ド
を
支
持
す
る
見
解

　

ガ
ボ
ル
ド
の
説
に
賛
同
の
意
を
示
す
の
が
、
グ
セ
ー
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
規

制
法
』
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
分
類
施
設
訴
訟
に
お
い
て
地
方
行
政
裁
判
所
が
積
極
的
で
技
術

的
な
行
政
上
の
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
一
般
的
な
司
法
機
関
と
し
て
の
役
割
を
逸
脱
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
、
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ガ
ボ
ル
ド
氏
が
ま
さ
に
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
分
類
施
設
訴

訟
に
お
い
て
は
、
紛
争
を
よ
り
迅
速
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
行
政
庁
が
新
た
に
審
査
を
す
る
こ
と
な
し
に
、
地
方
行

（　

）
１８８と
。
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政
裁
判
所
が
終
局
的
な
解
決
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
類
施
設
訴
訟
に
お
い
て
行
政
官
と
し
て
の
権
限
と
い
う
特
効

薬
（��

���
�
��
�
�
�
�
�
��
��
����
�
�
������

�
�

��
���
�
����
�
��
�
�
��
�������
�
�
������
�
�

）
を
地
方
行
政
裁
判
所
が
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
か
る
訴
訟
制
度
を
維
持
す
る

べ
き
で
あ
る
」

�

　

同
書
に
お
い
て
グ
セ
ー
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
得
る
点
で
、
行
政
裁
判
所
が
通

常
の
司
法
機
関
と
し
て
の
役
割
を
逸
脱
し
て
い
る
と
の
批
判
が
成
り
立
ち
得
る
と
し
な
が
ら
も
、
紛
争
の
迅
速
な
処
理
及
び
終
局
的

な
解
決
の
必
要
性
の
観
点
か
ら
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
積
極
的
に
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
の

見
解
を
示
し
、
ガ
ボ
ル
ド
の
主
張
に
賛
同
し
て
い
る
。

　
（
二
）　

立
法
府
の
動
向

　
（
ア
）　

一
九
七
六
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
一
四
三
号
に
お
け
る
ビ
ノ
ン
の
発
言

　

特
別
訴
訟
に
お
け
る
最
大
限
の
統
制
権
限
を
長
き
に
わ
た
り
事
実
上
行
使
し
続
け
て
き
た
判
例
の
動
向
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
二
○
世
紀
中
葉
に
至
る
ま
で
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否
に
つ
き
議
論
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
立
法
府
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
一
八
一
○
年
勅

令
制
定
時
は
も
と
よ
り
一
九
一
七
年
法
制
定
時
に
お
い
て
も
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
一
九
七
六
年
法
制
定
時
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
立
法
府
に
よ
り
若
干
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七

六
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
一
四
三
号
に
お
い
て
、
国
民
議
会
議
員
で
あ
る
ビ
ノ
ン
は
、
特
別
訴
訟
の
性
格
に
つ
き
検
討
し
た

後
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
分
類
施
設
の
分
野
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
極
め
て
広
範
な
統
制
権
限
を
行
使

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
通
常
の
行
政
裁
判
官
の
行
使
す
る
統
制
権
限
を
逸
脱
し
て
い
な
い
か
否
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
検
討
の
結
果
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
伝
統
的
に
存
続
し
て
お
り
、
行
政
庁
の
極
め
て
広
範
な
権
限
を
効
果
的
に
統
制
し
、
第

（　

）
１８９と
。
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三
者
の
み
な
ら
ず
事
業
者
の
権
利
を
絶
対
的
に
保
護
す
る
こ
と
を
認
め
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
を
断
絶
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

と
の
結
論
に
至
っ
た
」

�

　

こ
こ
で
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
極
め
て
広
範
な
統
制
権
限
を
行
使
し
て
い
る
と
、
ビ
ノ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
が
、

Ⅵ
二
（
三
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
彼
の
指
摘
を
見
る
限
り
、
こ
の
統
制
権
限
と
は
、
具
体
的
に
は
、
個
別
的
決
定
の
当
不
当
の
審
査

及
び
そ
の
変
更
権
限
を
指
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
統
制
権
限
の
可
否
に
つ
き
、「
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
を
断

絶
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
彼
は
指
摘
し
て
お
り
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
最
大
限
の
統
制
権
限
を
長
き
に
わ
た
り
事
実
上
行
使
し
続

け
て
き
た
判
例
の
動
向
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
立
法
府
の
立
場
に
加
え
て
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す

る
こ
と
に
よ
り
行
政
裁
判
官
が
、
分
類
施
設
の
分
野
に
お
い
て
行
政
庁
の
行
使
す
る
極
め
て
広
範
な
権
限
を
効
果
的
に
統
制
し
得
る

こ
と
を
挙
げ
、
ガ
ボ
ル
ド
や
グ
セ
ー
と
同
様
、
こ
の
点
に
最
大
限
の
統
制
権
限
の
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

　
（
イ
）　

立
法
府
に
よ
る
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大

　
（
ａ
）　

環
境
諸
法
の
改
正
と
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
の
試
み

　

行
政
裁
判
官
に
よ
る
最
大
限
の
統
制
権
限
の
可
否
を
め
ぐ
る
立
法
府
の
新
た
な
動
き
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け

て
行
わ
れ
た
環
境
諸
法
の
改
正
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
一
連
の
改
正
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の

拡
大
が
試
み
ら
れ
、
実
際
に
い
く
つ
か
の
環
境
法
に
お
い
て
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
が
拡
大
し
、
行
政
裁
判
官
が
最

大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
領
域
が
拡
大
し
た
。
具
体
的
に
は
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
一
月
三
日
法
律
第
九

二
―
三
号
（
以
下
「
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
」
と
い
う
）、
一
九
九
二
年
法
、
一
九
九
三
年
法
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
拡
大
が

試
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
以
下
順
に
検
討
す
る
。

　
（
ｂ
）　

水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
に
お
け
る
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
の
試
み

（　

）
１９０と
。
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水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
二
九
条
は
、「
本
法
一
○
条
、
一
二
条
、
一
八
条
及
び
二
七
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
一
九

七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
第
七
六
―
六
六
三
号
一
四
条
に
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と

規
定
し
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
一
○
条
、
一
二
条
、
一
八
条
及
び
二
七
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
を
特
別
訴
訟

の
対
象
と
し
�

　

当
初
、「
本
法
五
条
、
六
条
、
一
○
条
及
び
一
七
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、

行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
二
九
条
は
、
一
九
九
一
年
一
二
月
一
○
日
の
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
案

審
議
に
お
い
て
、
特
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
国
民
議
会
に
よ
り
可
決
さ
れ
�

　

水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
一
六
五
号
に
お
い
て
は
、
国
民
議
会
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
二
九
条
が
事
業
者

の
法
的
安
定
性
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
元
老
院
議
員
で
あ
る
ポ
イ
エ
に
よ
り
同
条
の
削
除
を
求
め
る
提
案
が

な
さ
�

一
九
九
一
年
一
二
月
一
三
日
の
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
そ
の
可
否
を
め
ぐ
る
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
審
議
に
お
い
て
、
ポ
イ
エ
は
同
報
告
書
と
同
様
の
主
張
を
す
る
に
と
ど
ま
り
、
な
ぜ
、
二
九
条
が
事
業
者
の
法
的
安
定
性
を

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
か
に
つ
き
述
べ
て
い
な

�
こ
れ
に
対
し
て
、
環
境
大
臣
で
あ
る
ラ
ロ
ン
ド
は
、「
本
法
五
条
、
六
条
、
一

○
条
及
び
一
七
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
第
七
六
―
六
六
三
号
一
四
条
に
定
め
ら
れ
た
条

件
の
下
に
お
い
て
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
い
う
修
正
案
を
提
案
し
、「
こ

の
修
正
案
は
、
行
政
庁
に
代
わ
っ
て
個
別
的
決
定
を
下
す
権
限
を
行
政
裁
判
官
に
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
の
み
な
ら
ず
事
業

者
も
こ
れ
を
利
用
し
、
紛
争
を
よ
り
迅
速
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
�

要
す
る
に
、
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制

権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
紛
争
を
迅
速
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
水
の
分
野
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た

個
別
的
決
定
の
い
く
つ
か
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
す
る
こ
の
修
正
案
を
、
彼
は
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁

（　

）
１９１た
。

（　

）
１９２た
。

（　

）
１９３れ
、

（　

）
１９４い
。

（　

）
１９５た
。
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判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
の
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
に
よ
り
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
を
試
み
る
点
に
、

彼
の
主
張
の
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
の
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
る
彼
の
主

張
は
、
ガ
ボ
ル
ド
及
び
グ
セ
ー
の
見
解
に
準
拠
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
ラ
ロ
ン
ド
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
修
正
案
は
、
こ
の
審
議
に
お
い
て
否
決
さ
れ
、
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ

の
後
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
四
七
八
号
に
お
い
て
、
国
民
議
会
議
員
で
あ
る
マ
ラ
ン
ダ
ン
に
よ
り
、

「
本
法
五
条
、
六
条
、
一
○
条
及
び
一
七
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
第
七
六
―
六
六
三
号

一
四
条
に
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
い
う
修
正
案
が
提
案
さ
�

一
九
九
一
年
一
二

月
一
七
日
の
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
国
民
議
会
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
後
に
、
一
九
九
一
年
一
二
月
二
一
日
の

同
審
議
に
お
い
て
元
老
院
に
よ
り
可
決
さ
れ
る
に
至
っ
�

　
（
ｃ
）　

一
九
九
二
年
法
に
お
け
る
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
の
試
み

　

一
九
九
二
年
法
七
条
Ⅳ
は
、「
本
法
三
条
、
六
条
、
一
一
条
、
一
二
条
、
一
六
条
、
二
三
条
、
二
四
条
及
び
二
六
条
に
基
づ
き
講
じ

ら
れ
た
決
定
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
規
定
し
、
一
九
七
六
年
法
一
四

条
に
列
記
さ
れ
た
個
別
的
決
定
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
こ
と
に
つ
き
同
条
に
初
め
て
明
記
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。

　

一
九
九
二
年
法
案
七
条
Ⅳ
の
審
議
に
お
い
て
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
と
い
う
用
語
を
同
条
Ⅳ
に
明
記
す
る
べ
き
か
否
か
や
、
特
別
訴

訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
を
拡
大
す
る
べ
き
か
否
か
が
、
主
に
審
議
の
対
象
と
な
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
完
全
裁
判
訴
訟

と
い
う
用
語
を
同
条
Ⅳ
に
明
記
す
る
こ
と
に
大
部
分
の
議
員
が
賛
同
の
意
を
示
し
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
否
を
め
ぐ
り
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

元
老
院
の
一
九
九
二
年
法
案
第
五
号
に
お
い
て
初
め
て
提
案
さ
れ
た
七
条
Ⅳ
は
、「
本
法
及
び
本
法
を
執
行
す
る
諸
条
文
の
適
用
に

（　

）
１９６れ
、

（　

）
１９７た
。
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基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
措
置
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
�

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
特
別
訴

訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
根
拠
条
文
が
列
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
七
六
年
法
及
び
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
に
基
づ
き
講
じ
ら

れ
た
個
別
的
決
定
が
特
別
訴
訟
の
対
象
に
な
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
る
限
り
、
分
類
施
設
の
分
野
に
お

い
て
講
じ
ら
れ
た
全
て
の
個
別
的
決
定
が
特
別
訴
訟
の
対
象
に
な
る
。

　

こ
の
規
定
に
対
し
て
は
、
全
て
の
個
別
的
決
定
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
た
場
合
に
は
、
当
該
決
定
を
不
服
と
し
て
特
別
訴
訟
を

提
起
す
る
第
三
者
の
出
訴
期
間
が
四
年
に
な
り
、
そ
れ
が
事
業
者
に
と
っ
て
多
大
な
負
担
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
元
老
院
議
員

で
あ
る
ラ
フ
ィ
ト
に
よ
り
そ
の
削
除
を
求
め
る
提
案
が
な
さ
�

一
九
九
二
年
四
月
二
一
日
の
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
、

元
老
院
に
よ
り
同
条
Ⅳ
は
削
除
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
二
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
七
○
九
号
に
お
い
て
、「
本
法
の
適
用
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定

は
、
裁
判
官
が
行
政
庁
の
決
定
に
代
え
て
固
有
の
決
定
を
な
し
得
る
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付

託
さ
れ
得
る
」
と
の
修
正
案
を
、
国
民
議
会
議
員
で
あ
る
シ
ュ
バ
リ
エ
が
提
案
�

一
九
九
二
年
五
月
二
五
日
の
一
九
九
二
年
法
案

審
議
に
お
い
て
、
国
民
議
会
に
よ
り
こ
の
修
正
案
は
可
決
さ
れ
�

こ
の
修
正
案
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
に
基
づ
き
講
じ

ら
れ
た
個
別
的
決
定
は
特
別
訴
訟
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
一
九
七
六
年
法
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
全
て
の
個
別
的
決
定
が

特
別
訴
訟
の
対
象
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
九
二
年
法
案
第
五
号
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
初
案
と
こ
の
修
正
案
が
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
ラ
フ
ィ
ト
は
こ
の
修
正
案
を
削
除
す
る
よ
う
再
び
提
案
�

一
九
九
二
年
六
月
二
二
日
の
一
九

九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
、
元
老
院
に
よ
り
こ
の
修
正
案
は
議
論
さ
れ
た
。

　

こ
の
審
議
に
お
い
て
、
環
境
大
臣
で
あ
る
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
は
、「
か
か
る
規
定
の
可
決
は
、
行
政
客
体
に
つ
き
無
視
し
得
な
い
法
的
保

障
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
法
の
進
展
を
め
ざ
す
環
境
法
学
者
に
よ
っ
て
も
好
意
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と

（　

）
１９８た
。

（　

）
１９９れ
、

（　

）
２００し
、

（　

）
２０１た
。

（　

）
２０２し
、
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主
張
し
、
こ
の
修
正
案
の
維
持
を
求
め
�

こ
れ
は
、
一
九
七
六
年
法
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
全
て
の
個
別
的
決
定
を
特
別
訴
訟
の

対
象
と
す
る
こ
の
規
定
を
可
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
の
極
め
て
広
範
な
権
限
を
効
果
的

に
統
制
し
、
第
三
者
の
み
な
ら
ず
事
業
者
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
の
で
き
る
領
域
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否
に
つ
き
積
極
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
ガ

ボ
ル
ド
や
グ
セ
ー
の
よ
う
な
環
境
法
学
者
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ラ
フ
ィ
ト
は
、「
一
九
七
六
年
法
一
四
条
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
根
拠
条
文
を
削
除
し
た
か
か
る
規
定
は
、

一
九
七
六
年
法
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
全
て
の
個
別
的
決
定
を
不
服
と
し
て
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
第
三
者
の
出
訴
期
間
を
四
年
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
…
…
事
業
者
の
法
的
安
定
性
を
害
す
る
要
因
と
な
り
得
る
」
と
主
張
し
、
こ
の
修
正
案
の
削
除
を
提
案
し
�

要
す
る
に
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
第
三
者
の
出
訴
期
間
が
四
年
と

な
る
個
別
的
決
定
を
拡
大
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
が
事
業
者
の
法
的
安
定
性
を
阻
害
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
こ
の
修
正
案

を
削
除
す
る
よ
う
彼
は
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
の
可
否
に
関
す
る
問
題
を
出
訴
期
間

の
問
題
と
し
て
彼
は
捉
え
た
も
の
と
い
え
よ
�

　

こ
の
審
議
に
お
い
て
は
、
ラ
フ
ィ
ト
の
主
張
が
賛
同
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
修
正
案
は
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
シ
ュ
バ
リ

エ
は
、
一
九
九
二
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
八
一
七
号
に
お
い
て
、「
本
法
三
条
、
六
条
、
一
一
条
、
一
二
条
、
一
六
条
、
二
三

条
、
二
四
条
及
び
二
六
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ

得
る
」
と
の
修
正
案
を
提
案
し
�

こ
の
修
正
案
に
お
い
て
は
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
根
拠
条
文
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
根
拠
条
文
は
、
従
来
よ
り
一
九
七
六
年
法
一
四
条
に
列
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
修
正
案
が
特
別
訴

訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
最
終
的
に
、
こ
の
修
正
案
は
、
一

（　

）
２０３た
。

（　

）
２０４た
。

（　

）
２０５う
。

（　

）
２０６た
。
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九
九
二
年
六
月
二
六
日
の
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
国
民
議
会
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
後
に
、
同
年
七
月
一
日
の
一
九
九
二
年

法
案
審
議
に
お
い
て
元
老
院
に
よ
り
可
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
�

か
く
し
て
、
一
九
九
二
年
法
に
お
け
る
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な

る
個
別
的
決
定
の
拡
大
の
試
み
は
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
ｄ
）　

一
九
九
三
年
法
に
お
け
る
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
の
試
み

　

一
九
九
三
年
法
一
条
Ⅱ
は
、
一
九
七
六
年
法
一
条
最
終
項
に
「
本
法
の
規
定
は
、
鉱
山
法
典
一
条
及
び
四
条
に
規
定
さ
れ
た
採
石

場
の
設
置
に
当
た
り
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定
を
挿
入
す
る
と
と
も
に
、
一
九
九
三
年
法
八
条
は
、「
採
石
場
の
設
置
は
、
三
条
に

規
定
さ
れ
た
行
政
上
の
許
可
を
要
す
る
」
と
い
う
規
定
を
一
九
七
六
年
法
一
六
―
一
条
と
し
て
新
設
し
、
採
石
場
が
一
九
七
六
年
法

の
規
制
対
象
に
な
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
採
石
場
に
対
し
て
な
さ
れ
た
個
別
的
決
定
の
う
ち
、
同
法
一
四
条
に
列
記

さ
れ
た
も
の
は
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
九
三
年
法
六
条
は
、「
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
第
七
六
―
六
六
三
号
一
四
条
三
項
の
後
に
以
下
の
項
を
挿
入
す

る
。《
前
項
の
規
定
は
、
出
訴
期
間
が
事
業
者
に
よ
っ
て
知
事
に
提
出
さ
れ
た
操
業
開
始
届
出
書
の
公
示
手
続
完
了
日
か
ら
起
算
し
て

六
ヶ
月
で
あ
る
採
石
場
の
設
置
許
可
に
関
す
る
決
定
に
は
適
用
さ
れ
な
い
》」
と
規
定
し
、
採
石
場
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る

第
三
者
の
出
訴
期
間
を
六
ヶ
月
と
し
、
同
法
九
条
は
、「
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
第
七
六
―
六
六
三
号
一
四
条
一
項
所
定
の

《
三
条
》
と
い
う
用
語
の
後
に
《
四
条
、
四
―
二
条
》
と
い
う
用
語
を
挿
入
す
る
」
と
規
定
し
、
一
九
七
六
年
法
四
条
及
び
四
―
二

条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
�

　

一
九
九
三
年
法
案
一
条
Ⅱ
、
六
条
、
八
条
及
び
九
条
の
審
議
に
お
い
て
は
、
採
石
場
が
一
九
七
六
年
法
の
規
制
対
象
に
な
る
こ
と

に
よ
り
、
採
石
場
に
対
し
て
な
さ
れ
た
個
別
的
決
定
の
う
ち
、
同
法
一
四
条
に
列
記
さ
れ
た
も
の
が
特
別
訴
訟
の
対
象
に
な
る
こ
と
、

採
石
場
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三
者
の
出
訴
期
間
が
六
ヶ
月
に
な
る
こ
�

一
九
七
六
年
法
四
条
及
び
四
―
二
条
に
基

（　

）
２０７た
。

（　

）
２０８た
。

（　

）
２０９と
、
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づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
が
特
別
訴
訟
の
対
象
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
部
分
の
議
員
が
賛
同
の
意
を
示
し
た
た
め
、
ほ
と

ん
ど
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
九
三
年
法
案
九
条
の
審
議
に
お
い
て
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
注

目
す
べ
き
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
六
年
法
四
条
及
び
四
―
二
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
た
九
条
は
、
一
九
九
二
年
一

一
月
五
日
の
一
九
九
三
年
法
案
審
議
に
お
い
て
環
境
大
臣
で
あ
る
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
元
老

院
議
員
で
あ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
は
、「
我
々
が
所
属
す
る
経
済
問
題
及
び
総
合
政
策
委
員
会
は
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
決
定
を
拡
大

し
よ
う
と
す
る
政
府
の
提
案
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
重
要
性
や
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
か
か
る
提
案
に
よ
り
、
一
九
七
六
年
法
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
大
部
分
の
決
定
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
服
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
で
あ
る
。
検
討
の
結
果
、
か
か
る
提
案
の
可
否
に
つ
き
、
当
委
員
会
は
元
老
院
の
良
識
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。
も
と
よ
り
、

こ
れ
は
大
臣
の
提
案
に
反
対
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
と
述
�

彼
の
発
言
後
、
九
条
は
反
対
の
意
を
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
元

老
院
に
よ
り
可
決
さ
れ
�

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
消
極
的
な
態
度
を
示
し
て
き
た

元
老
院
が
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
や
一
九
九
二
年
法
に
お
い
て
、
特
別
訴

訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
を
試
み
て
き
た
政
府
や
国
民
議
会
の
考
え
方
が
元
老
院
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
元
老
院
は
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
の
可
否
に
関
す
る
問
題
を
出
訴

期
間
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
九
三
年
法
案
審
議
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の

問
題
が
切
り
離
さ
れ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
採
石
場
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三
者
の
出
訴
期
間
を
四
年
か
ら
六
ヶ
月
に

短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の
法
的
安
全
性
を
配
慮
し
た
以
上
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
に
つ
い
て
は

（　

）
２１０べ
、

（　

）
２１１た
。



論　　　説

（� ）２１２（甲南法学’�０７）４８―２―１１２

容
認
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
、
元
老
院
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
ｅ
）　

小
括

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
環
境
諸
法
の
改
正
に
お
い
て
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別

的
決
定
の
拡
大
の
可
否
が
議
論
さ
れ
、
一
九
九
二
年
法
に
お
い
て
は
こ
の
拡
大
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
水
に
関
す
る
一
九
九

二
年
法
及
び
一
九
九
三
年
法
に
お
い
て
は
こ
の
拡
大
は
成
功
し
た
。
こ
の
拡
大
に
賛
同
の
意
を
示
す
議
員
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、

行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
得
る
領
域
が
拡
大
し
、
紛
争
の
迅
速
な
処
理
が
可
能
に
な
る
と
い
う
ガ
ボ
ル
ド
及
び

グ
セ
ー
の
提
唱
す
る
見
解
を
採
用
す
る
一
方
、
こ
の
拡
大
に
反
対
の
意
を
示
す
議
員
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と

な
る
個
別
的
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三
者
の
出
訴
期
間
が
四
年
に
拡
大
し
、
事
業
者
の
法
的
安
定
性
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を

採
用
し
て
い
る
。

　
（
ウ
）　

立
法
府
に
よ
る
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
の
背
景

　
（
ａ
）　

水
質
汚
濁
及
び
採
石
場
に
関
す
る
規
制
制
度
の
分
類
施
設
規
制
制
度
へ
の
統
合

　

以
上
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ク
ル
タ

ン
は
「
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
環
境
汚
染
及
び
公
害
規
制
制
度
を
統
合
し
、
Ｅ
Ｃ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
汚
染
の
統

合
的
な
予
防
及
び
削
減
に
関
す
る
指
令
を
制
定
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
水
質
や
採
石
場

の
分
野
へ
の
拡
大
は
進
め
ら
れ
た
」
と
述
�

ボ
ワ
バ
ン
も
「
水
質
、
採
石
場
の
分
野
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
を
特
別

訴
訟
の
対
象
と
し
た
こ
の
一
連
の
環
境
諸
法
の
改
正
は
、
後
に
汚
染
の
統
合
的
な
予
防
及
び
削
減
に
関
す
る
一
九
九
六
年
九
月
二
四

日
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
環
境
汚
染
及
び
公
害
規
制
制
度
の
統
合
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
�

要
す
る
に
、
水
質
汚
濁
や
採
石
場
に
関
す
る
規
制
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
確
立
さ
れ
た
公
害
規
制
を
分
類
施
設
規
制
に
統
合

（　

）
２１２べ
、

（　

）
２１３る
。
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す
る
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
公
害
規
制
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
個
別
的
決
定
の
い
く
つ
か
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
す
る
必
要
が
生
じ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
が
試
み
ら
れ
た
と
彼
ら
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
主
張
に
よ
る
限
り
、
立
法
府
は
、
水
質
汚
濁
や
採
石
場
に
関
す
る
規
制
を
分
類
施
設
規
制
に
統
合
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的

と
し
て
一
連
の
環
境
諸
法
の
改
正
を
試
み
た
の
で
あ
り
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
は
、
こ
の
統
合
に
伴
い
副

次
的
に
試
み
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

確
か
に
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
と
一
九
九
三
年
法
の
い
ず
れ
も
、
一
九
七
六
年
法
に
統
合
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し

て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
を
主
た
る
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
と
は
い
い

難
い
。

　

例
え
ば
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
は
、
こ
れ
ま
で
水
の
管
理
及
び
配
分
並
び
に
水
質
汚
濁
の
対
策
に
関
す
る
一
九
六
四
年
一

二
月
一
六
日
法
律
第
六
四
―
一
二
四
五
号
（
以
下
「
一
九
六
四
年
法
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
た
水
質
汚
濁
規
制
を
分
類

施
設
規
制
に
統
合
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

　

水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
制
定
以
前
、
一
九
六
四
年
法
は
、
水
環
境
へ
の
汚
染
物
質
の
排
出
行
為
を
同
法
の
規
制
対
象
と
し
、

こ
れ
を
許
可
手
続
に
服
せ
し
め
て
い
た
た
め
、
汚
染
物
質
を
水
環
境
へ
排
出
す
る
分
類
施
設
は
、
一
九
七
六
年
法
に
基
づ
く
施
設
の

設
置
許
可
手
続
の
ほ
か
、
一
九
六
四
年
法
に
基
づ
く
排
出
許
可
手
続
に
服
し
て
い
�

そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
許
可
手
続
が
競

合
し
、
手
続
の
煩
雑
化
を
招
く
と
い
う
理
由
か
ら
、
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
に
対
す
る
一
九
六
四
年
一
二
月
一
六
日
法
律
第

六
四
―
一
二
四
五
号
の
適
用
条
件
に
関
す
る
一
九
八
七
年
四
月
一
六
日
デ
ク
レ
第
八
七
―
二
七
九
号
は
、
一
九
六
四
年
法
が
分
類
施

設
に
対
し
て
適
用
さ
れ
な
い
旨
の
規
定
を
置
き
、
分
類
施
設
は
、
一
九
六
四
年
法
に
基
づ
く
排
出
許
可
手
続
に
は
服
し
な
い
こ
と
に

な
っ
�

（　

）
２１４た
。

（　

）
２１５た
。
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同
デ
ク
レ
は
、
手
続
の
簡
素
化
と
い
う
見
地
か
ら
は
一
定
の
評
価
に
値
し
得
る
も
の
の
、
分
類
施
設
に
対
す
る
水
質
面
で
の
規
制

の
強
化
と
い
う
見
地
か
ら
は
不
備
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
�

そ
こ
で
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
は
、
汚
染
物
質
の
水
環
境
へ
の

排
出
行
為
を
許
可
又
は
届
出
手
続
に
服
せ
し
め
、
汚
染
物
質
を
水
環
境
へ
排
出
す
る
分
類
施
設
を
一
九
九
二
年
法
に
基
づ
く
排
出
許

可
又
は
届
出
手
続
に
服
せ
し
め
�

も
っ
と
も
こ
れ
で
は
、
一
九
七
六
年
法
に
基
づ
く
施
設
の
設
置
許
可
又
は
届
出
手
続
と
水
に
関

す
る
一
九
九
二
年
法
に
基
づ
く
排
出
許
可
又
は
届
出
手
続
と
が
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
同
法
一
一
条
は
、「
分
類
施
設
に

対
し
て
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
法
規
は
、
本
法
及
び
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
第
七
六
―
六
六
三
号
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
得
る
。

た
だ
し
、
本
法
は
、
一
九
七
六
年
七
月
一
九
日
法
律
第
七
六
―
六
六
三
号
に
規
定
さ
れ
た
権
限
及
び
手
続
を
妨
げ
な
い
」
と
の
規
定

を
置
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
に
基
づ
く
規
制
は
分
類
施
設
規
制
を
通
し
て
行
わ
れ
、
例
え
ば
、
分
類
施

設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
と
排
出
許
可
の
可
否
が
同
時
に
審
査
さ
れ
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
許
可
に
伴

い
分
類
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
指
示
の
中
に
、
汚
染
物
質
の
水
環
境
へ
の
排
出
規
制
に
関
す
る
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
�

　

一
九
九
三
年
法
は
、
こ
れ
ま
で
鉱
山
法
典
及
び
採
石
場
の
設
置
許
可
に
関
す
る
一
九
七
九
年
一
二
月
二
○
日
デ
ク
レ
第
七
九
―
一

一
○
八
号
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
た
採
石
場
に
対
す
る
規
制
を
分
類
施
設
規
制
に
統
合
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ

た
。

　

一
九
九
三
年
法
制
定
以
前
、
採
石
場
は
、
一
九
七
六
年
法
一
条
に
規
制
対
象
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
分
類
表
に
は
登

載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
は
鉱
山
法
典
一
○
六
条
及
び
採
石
場
の
設
置
許
可
に
関
す
る
一
九
七
九
年
一
二
月
二
○
日
デ
ク
レ
第
七

九
―
一
一
○
八
号
に
規
定
さ
れ
た
採
石
場
の
設
置
許
可
手
続
に
服
し
て
い
�

も
っ
と
も
こ
れ
で
は
、
鉱
山
法
典
及
び
採
石
場
の
設

置
許
可
に
関
す
る
一
九
七
九
年
一
二
月
二
○
日
デ
ク
レ
第
七
九
―
一
一
○
八
号
と
一
九
七
六
年
法
と
の
い
ず
れ
に
よ
り
採
石
場
を
規

（　

）
２１６た
。

（　

）
２１７た
。

（　

）
２１８た
。

（　

）
２１９た
。
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制
す
る
の
か
が
不
明
確
に
な
る
こ
と
か
ら
、
一
九
九
三
年
法
一
条
Ⅱ
は
、
一
九
七
六
年
法
一
条
最
終
項
に
「
本
法
の
規
定
は
、
鉱
山

法
典
一
条
及
び
四
条
に
規
定
さ
れ
た
採
石
場
の
設
置
に
当
た
り
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定
を
挿
入
す
る
と
と
も
に
、
一
九
九
三
年

法
八
条
は
、「
採
石
場
の
設
置
は
、
三
条
に
規
定
さ
れ
た
行
政
上
の
許
可
を
要
す
る
」
と
い
う
規
定
を
一
九
七
六
年
法
一
六
―
一
条
と

し
て
新
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
採
石
場
が
同
法
の
規
制
対
象
に
な
る
こ
と
を
明
示
し
た
の
で
あ
�

　
（
ｂ
）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
統
合
的
汚
染
規
制
の
導
入
に
伴
う
フ
ラ
ン
ス
公
害
規
制
制
度
の
統
合

　

以
上
の
よ
う
な
分
類
施
設
規
制
へ
の
水
質
汚
濁
や
採
石
場
に
関
す
る
規
制
の
統
合
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
実
施
さ
れ

て
い
た
環
境
政
策
の
一
つ
で
あ
る
統
合
的
汚
染
規
制
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
大
気
汚

染
に
つ
い
て
は
大
気
汚
染
規
制
、
水
質
汚
濁
に
つ
い
て
は
水
質
汚
濁
規
制
と
い
う
よ
う
に
各
種
の
公
害
現
象
に
応
じ
た
規
制
制
度
が

確
立
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
汚
染
物
質
の
全
体
量
の
低
減
を
図
る
観
点
か
ら
は
、
一
つ
の
公
害
発
生
源
に
対

し
て
個
別
の
規
制
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
、
大
気
や
水
質
な
ど
全
て
の
環
境
媒
体
へ
の
汚
染

を
統
合
的
に
規
制
す
る
統
合
的
汚
染
規
制
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
�

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
す
で
に
一
九
八
七
年
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
報
告
に
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
一
九
九
○
年
に
、
環
境
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
。
大
規
模
製
鉄
所
や
化
学
工
場
な
ど
、
環
境

に
有
害
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
産
業
施
設
を
規
制
対
象
と
し
、
環
境
に
有
害
な
物
質
を
排
出
す
る
特
定
の
製
造
工
程

を
有
す
る
当
該
施
設
の
事
業
者
が
、
そ
の
操
業
に
際
し
て
規
制
当
局
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
許
可
に
際
し
て
課
さ
れ
る
許
可
条
件
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
同
法
は
、
大
気
、
水
質
、
土
壌
を
問
わ
ず
、
全
て
の
環
境
媒
体
へ
の
汚
染
規
制
を
目
的
と
し
、

こ
れ
に
環
境
に
有
害
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
産
業
施
設
の
許
可
制
度
を
結
合
さ
せ
た
画
期
的
な
法
律
と
し
て
知
ら
れ

て
い
�

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
も
一
九
九
三
年
に
、
統
合
的
汚
染
規
制
を
導
入
し
た
環
境
管
理
法
が
制
定
さ
れ
�

（　

）
２２０る
。

（　

）
２２１た
。

（　

）
２２２る
。

（　

）
２２３た
。
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Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
の
基
本
的
な
枠
組
と
方
向
性
を
示
す
た
め
に
、
一
九
七
三
年
に
第
一
次
環
境
行
動
計
画
が

策
定
さ
れ
て
以
降
、
一
九
七
七
年
に
第
二
次
環
境
行
動
計
画
、
一
九
八
三
年
に
第
三
次
環
境
行
動
計
画
、
一
九
八
七
年
に
第
四
次
環

境
行
動
計
画
、
一
九
九
三
年
に
第
五
次
環
境
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
第
五
次
環
境
行
動
計
画
に
は
、
同
計
画
の
優
先
順
位
と
し

て
、
自
然
資
源
の
持
続
可
能
な
管
理
、
廃
棄
物
の
統
合
的
公
害
規
制
と
防
止
、
再
生
不
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
の
削
減
、
輸
送
方
法

等
の
移
動
管
理
の
改
善
、
都
市
環
境
の
質
の
改
善
手
法
、
産
業
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
原
子
力
の
安
全
性
の
改
善
及
び
公
衆
衛

生
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
統
合
的
汚
染
規
制
の
導
入
が
、
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
の
優
先
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
�

　

も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｃ
の
多
く
の
国
で
は
依
然
と
し
て
統
合
的
汚
染
規
制
が
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
六
年
に
、

汚
染
の
統
合
的
な
予
防
及
び
削
減
に
関
す
る
一
九
九
六
年
九
月
二
四
日
Ｅ
Ｃ
指
令
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
指
令
は
、
特
定
の
産
業
施

設
に
対
し
て
統
合
的
な
許
可
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
気
や
水
質
な
ど
の
環
境
媒
体
別
の
対
策
で
は
な
く
、
環
境
を
一

体
と
し
て
捉
え
た
統
合
的
な
対
策
を
推
進
し
、
環
境
汚
染
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
あ
り
、
加
盟
国
に
対
し
て
一
九

九
九
年
一
○
月
ま
で
に
統
合
的
汚
染
規
制
の
制
度
化
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
�

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
環
境
政
策
の
動
向
を
鑑
み
れ
ば
、
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
○
年
代
前
半

と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
統
合
的
汚
染
規
制
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
導
入
が
試
み
ら
れ
始
め
た
ま
さ
に
そ
の
時
代
に
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
分
類
施
設
規
制
に
水
質
汚
濁
や
採
石
場
に
関
す
る
規
制
を
統
合
す
る
環
境
諸
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に

伴
っ
て
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
拡
大
が
試
み
ら
れ
た
も
の
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
三
）　

行
政
裁
判
官
の
動
向

　
（
ア
）　

ク
ル
タ
ン
に
よ
る
消
極
説
の
意
義

　

以
上
の
学
説
や
立
法
府
の
動
向
に
対
し
て
は
、
裁
判
実
務
家
た
る
行
政
裁
判
官
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て

（　

）
２２４た
。

（　

）
２２５た
。
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最
大
限
の
統
制
権
限
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
一
九
九
五
年
に
環
境
法
律
雑
誌
に
お
い
て
パ
リ
行
政
控

訴
院
長
で
あ
る
ク
ル
タ
ン
が
公
刊
し
た
『
分
類
施
設
訴
訟
―
訴
訟
再
考
の
必
要
性
―
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
�

　

同
論
文
に
お
い
て
ク
ル
タ
ン
は
、
一
九
九
○
年
代
に
な
り
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に

慎
重
な
姿
勢
を
示
し
、
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
。

そ
し
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
こ
う
し
た
傾
向
に
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
が
存
在
す
る

の
か
に
つ
き
、
解
明
を
試
み
る
と
と
も
に
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
積
極
的
に
行
政
裁
判
官
は
行
使
す
る
べ
き

か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
に
慎
重
な
姿
勢
を
採
る
べ
き
か
に
つ
き
検
証
を
試
み
る
。

　

訴
訟
事
件
の
法
律
問
題
の
み
な
ら
ず
事
実
問
題
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
下
級

審
の
行
政
裁
判
官
の
視
点
か
ら
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
、

同
論
文
の
意
義
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
下
、
同
論
文
の
概
要
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
（
イ
）　

ク
ル
タ
ン
に
よ
る
消
極
説
の
概
要

　
（
ａ
）　

行
政
裁
判
官
に
よ
る
最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
状
況

　

ま
ず
、
ク
ル
タ
ン
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
三
年
の
三
年
間
で
地
方
行
政
裁
判
所
に
お
い
て
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個

別
的
決
定
を
不
服
と
し
て
提
起
さ
れ
た
訴
え
に
対
す
る
判
決
の
う
ち
、
行
政
裁
判
官
が
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
、
個
別
的
決

定
の
取
消
し
を
言
い
渡
し
た
判
決
が
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
裁
判
官
が
本
案
を
審
理
し
た
後
に
訴
え
の
不
受
理
（
棄
却
）
を
言
い
渡

し
た
判
決
が
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
裁
判
官
が
本
案
を
審
理
す
る
こ
と
な
く
訴
え
の
不
受
理
（
却
下
）
を
言
い
渡
し
た
判
決
が
一
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
同
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
、
個
別
的
決
定
の
変
更
を
言
い
渡
し
た
判
決
が
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
免
訴

（　

）
２２６る
。
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を
言
い
渡
し
た
判
決
が
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
予
審
の
補
充
を
言
い
渡
し
た
判
決
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
訴
え
の
取
下
げ
が
二
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
取
消
判
決
の
理
由
の
う
ち
、
環
境
影
響
評
価
書
の
欠
如
を
理
由
と
し
た
も
の
が
四
四
パ
ー
セ

ン
ト
、
土
地
占
有
計
画
又
は
地
区
整
備
計
画
（�

���
�
���

�
���
��
���

� ��
����

��
�
�
�
��
�
�

�
����
��
���
����
�
�

）
に
対
す
る
違
反
を
理
由
と
し
た
も
の
が
二
○
パ
ー

セ
ン
ト
、
公
聴
調
査
の
違
法
性
を
理
由
と
し
た
も
の
が
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
個
別
的
決
定
を
す
る
べ
き
期
間
の
不
遵
守
を
理
由
と
し

た
も
の
が
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
が
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
�

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
、
最

小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
に
と
ど
ま
る
と
と
も
に
、
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
、
個
別
的
決
定
の
適
法
性
の
有
無
を
判
断

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
律
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
環
境
影
響
評
価
や
公
聴
調
査
と
い
っ
た
手
続
が
適
正
に
な
さ
れ
た
か
否
か
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
形
式
の
瑕
疵
の
有
無
を
審
査
す
る
傾
向
に
あ
る
と
、
彼
は
分
析
す
�

　
（
ｂ
）　

最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
慎
重
化
に
か
か
わ
る
裁
判
実
務
上
の
理
由

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
行
政
裁
判
官
の
傾
向
に
は
三
つ
の
裁
判
実
務
上
の
理
由
が
あ
る
と
、
ク
ル
タ
ン
は
指
摘
す
る
。

　

第
一
に
、
行
政
裁
判
官
の
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
は
近
時
、

高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
が
必
要
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
知
見
を
有
し
な
い
行
政
裁
判
官
が
特
別
訴
訟
に
お
い
て
最
大
限
の

統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
行
政
裁
判
官
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限

を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
衛
生
審
議
会
に
諮
問
し
、
科
学
的
専
門
技
術
的
な
判
断
の
審
査
を
同
審
議
会
に
委
ね
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ク
ル
タ
ン
に
よ
れ
ば
、
行
政
裁
判
官
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
た
め
に
、
分
類
施
設
の
設
置
許
可

手
続
に
お
い
て
知
事
の
諮
問
に
基
づ
き
そ
の
設
置
の
可
否
に
つ
い
て
す
で
に
審
議
し
て
い
る
県
衛
生
審
議
会
に
再
度
諮
問
す
る
こ
と

が
手
続
の
重
複
に
当
た
る
と
考
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
県
衛
生
審
議
会
に
諮
問
し
た
と
し
て
も
、
行
政
裁
判
官
は
十
分

（　

）
２２７る
。

（　

）
２２８る
。
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に
心
証
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
行
政
裁
判
官
が
最
小
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
形
式
の
瑕
疵
の
有
無
を
審
査
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る

た
め
、
行
政
裁
判
官
の
心
証
形
成
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
�

　

第
二
に
、
紛
争
処
理
期
間
が
長
期
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
見
解
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
意
義
を
紛
争
の
迅
速
な
処
理
及

び
終
局
的
な
解
決
に
求
め
る
ガ
ボ
ル
ド
及
び
グ
セ
ー
の
説
に
異
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ク
ル
タ
ン
に
よ
れ
ば
、
特
別
訴

訟
に
お
い
て
は
、
第
三
者
の
出
訴
期
間
が
四
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
出
訴
期
間
が
越
権
訴
訟
の
そ
れ
に
比
し
て
長
期
に
設

定
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
て
、
審
理
期
間
も
第
一
審
と
第
二
審
を
合
わ
せ
て
少
な
く
と
も
六
年
を
要
し
、
実
際
に
紛
争
が
迅
速
に
処

理
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
紛
争
を
処
理
す
る
上
で
多
く
の
時
間
を
要
す
る
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い

る
の
は
、
県
衛
生
審
議
会
に
対
す
る
諮
問
と
裁
判
の
基
準
時
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

県
衛
生
審
議
会
に
対
す
る
諮
問
は
、
先
述
の
通
り
、
す
で
に
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
別
訴

訟
に
お
い
て
再
度
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
手
続
が
重
複
し
、
そ
の
分
多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
裁
判
の
基
準

時
は
、
一
般
的
に
、
越
権
訴
訟
に
お
い
て
は
、
違
法
な
個
別
的
決
定
が
な
さ
れ
た
時
点
す
な
わ
ち
決
定
時
で
あ
る
の
に
対
し
、
完
全

裁
判
訴
訟
に
お
い
て
は
、
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
時
点
す
な
わ
ち
判
決
時
で
あ
る
。
特
別
訴
訟
は
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
と
一

般
的
に
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
の
基
準
時
は
判
決
時
で
あ
り
、
行
政
裁
判
官
は
、
判
決
時
に
施
行
さ

れ
て
い
る
最
新
の
法
規
に
基
づ
き
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
決
時
に
法
規
が
改
正
さ
れ
て

い
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
行
政
裁
判
官
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
よ

り
慎
重
に
審
査
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
分
多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
�

　

第
三
に
、
い
か
な
る
場
合
に
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
し
得
る
の
か
に
つ
き
明
確
な
基
準
が
存
在
し
な
い
こ
と

（　

）
２２９る
。

（　

）
２３０る
。



論　　　説

（� ）２２０（甲南法学’�０７）４８―２―１２０

で
あ
る
。
ク
ル
タ
ン
に
よ
れ
ば
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
あ
る

者
に
対
し
て
は
、
行
政
庁
の
個
別
的
決
定
に
代
え
て
固
有
の
決
定
が
行
政
裁
判
官
に
よ
り
行
わ
れ
る
一
方
で
、
あ
る
者
に
対
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
決
定
が
行
政
裁
判
官
に
よ
り
行
わ
れ
ず
、
当
該
決
定
の
取
消
判
決
後
に
行
政
庁
に
よ
り
行
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
当

事
者
間
に
お
い
て
不
均
等
（�� ��

� ������

������ �

）
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
に
な
る
と
さ
れ
る
。

　

彼
は
、
い
か
な
る
場
合
に
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
し
得
る
の
か
に
つ
い
て
明
確
な
基
準
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
八
六
八
年
四
月
二
二
日
マ
ル
タ
ン
氏
判
決
に
お
い
て
、
訴
訟
関
係
書
類
か
ら
施
設
の
設
置
を

許
可
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
得
る
場
合
に
は
、
行
政
裁
判
官
は
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
コ
ン
セ

イ
ユ
・
デ
タ
が
判
示
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
�

も
っ
と
も
、
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
を
要
す
る
現
在
に
お
い
て
、
訴

訟
関
係
書
類
を
審
査
し
た
段
階
で
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を
、
行
政
裁
判
官
が
判
別
す
る
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
得
ず
、
こ
の
判
決
は
い
か

な
る
場
合
に
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
が
行
使
し
得
る
の
か
を
判
定
す
る
上
で
明
確
な
基
準
を
示
し
た
も
の
と
は
い
え
な

い
と
、
彼
は
指
摘
し
て
い
�

　
（
ｃ
）　

最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
慎
重
化
に
か
か
わ
る
社
会
的
背
景

　

続
い
て
、
こ
う
し
た
行
政
裁
判
官
の
傾
向
に
は
、
二
つ
の
社
会
的
背
景
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
ク
ル
タ
ン
は
指
摘
す
る
。

　

第
一
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
外
の
環
境
政
策
の
発
展
に
伴
い
環
境
法
令
が
複
雑
化
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
審
査
を
行
う
行
政
裁
判
官

に
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
け
る
環
境
政
策
と
環
境
法
令
の
起
源
は
、
一
九
世
紀
初
頭
に
遡
る
。
一
九
世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
は
国
内
産

業
の
発
展
を
国
家
的
優
先
課
題
と
し
、
施
設
の
操
業
を
保
障
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
当
該
施
設
を
規
制
す
る
と
い
う
環
境
政
策
が

（　

）
２３１る
。

（　

）
２３２る
。
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採
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
一
八
一
○
年
勅
令
は
、
施
設
を
設
置
許
可
手
続
と
隔
離
措
置
に
服
せ
し

め
る
規
定
を
置
く
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
行
政
庁
は
操
業
中
の
施
設
に
対
し
て
規
制
を
行
う
必
要
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
行
政
裁

判
官
も
操
業
中
の
施
設
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
必
要
が
な
か
っ
た
。

　

一
九
世
紀
中
葉
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
施
設
の
近
隣
に
居
住
す
る
住
民
を
保
護
す
る
た
め
に
、
操
業
中
の
施
設
に
対
し

て
規
制
を
許
容
す
る
と
い
う
環
境
政
策
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
行
政
庁
は
一
八
一
○
年
勅
令
に
基
づ
き
操
業
中
の
施
設
に
対

し
て
指
示
を
課
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
政
策
の
実
現
を
試
み
た
。
こ
の
指
示
は
、
施
設
の
操
業
に
よ
り
生
じ
る
支
障
か
ら
近

隣
住
民
を
保
護
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
可
能
な
限
り
事
業
者
に
遵
守
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
指
示
を
課
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
一
定
の
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
八

一
○
年
勅
令
は
制
定
当
初
に
比
べ
複
雑
化
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
審
査
を
行
う
行
政
裁
判
官
に
も
一
定
の
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見

が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
�

　

そ
の
後
、
二
○
世
紀
に
お
け
る
科
学
技
術
や
産
業
の
発
展
に
伴
う
産
業
公
害
の
増
加
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
環
境
汚

染
の
未
然
防
止
や
将
来
に
わ
た
る
環
境
の
管
理
（������

�
�
�
��
��
�

������
�
��
�
���
��
�
）
の
徹
底
と
い
う
よ
り
積
極
的
な
環
境
政
策
が
採
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
う
し
た
政
策
を
実
現
す
る
上
で
行
政
庁
が
考
慮
す
べ
き
諸
事
項
が
環
境
法
令
に
定
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
分
類
施
設
規

制
の
分
野
に
お
い
て
は
、
施
設
の
設
置
の
許
否
を
決
す
る
に
当
た
り
、
事
業
者
に
施
設
か
ら
生
ず
る
汚
染
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
技
術
的
・
資
金
的
能
力
が
あ
る
か
否
か
に
つ
き
知
事
が
考
慮
す
べ
き
旨
を
、
一
九
七
六
年
法
が
規
定
し
た
。
こ
う
し
て
、

新
た
な
環
境
政
策
を
実
現
す
る
上
で
考
慮
す
べ
き
諸
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
複
雑
化
し
た
環
境
法
令
に
基
づ
い
て
審

査
を
行
う
行
政
裁
判
官
に
も
、
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
�

　

こ
れ
に
加
え
て
、
一
九
八
○
年
代
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

（　

）
２３３る
。

（　

）
２３４る
。
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環
境
法
令
は
複
雑
化
の
一
途
を
た
ど
っ
�

Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
そ
の
環
境
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、
主
に
指
令
の
形
態
で
環
境
法

令
が
採
択
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
指
令
は
、
各
加
盟
国
に
は
直
接
適
用
さ
れ
ず
、
一
定
期
間
内
に
そ
の
内
容
を
国
内
法
化
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
指
令
が
採
択
さ
れ
て
も
各
加
盟
国
の
国
内
法
化
が
遅
れ
た
り
、
指
令

の
内
容
を
正
し
く
反
映
せ
ず
曲
解
し
て
国
内
法
化
す
る
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る

た
め
に
、
一
九
九
四
年
六
月
一
○
日
狩
猟
反
対
連
合
判
決
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、
た
と
え
行
政
庁
に
よ
り
な
さ
れ
た
個

別
的
決
定
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
環
境
法
令
に
基
づ
く
合
法
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
指
令
に
違
反
し
て
い
た
場
合
に

は
、
当
該
決
定
は
違
法
に
な
る
と
判
示
し
�

そ
の
結
果
、
行
政
裁
判
官
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
環
境
法
令
の
み
な
ら
ず
指
令
を
参

照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
環
境
法
令
に
基
づ
く
個
別
的
決
定
が
指
令
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
審
査
す

る
こ
と
を
要
し
、
引
き
続
き
同
裁
判
官
に
は
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
�

　

第
二
は
、
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
の
展
開
に
伴
い
、
各
加
盟
国
が
類
似
の
環
境
法
制
の
下
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
環
境
を
保
全
す
る
必

要
性
が
生
じ
、
こ
の
よ
う
な
動
向
が
、
フ
ラ
ン
ス
固
有
の
環
境
訴
訟
制
度
で
あ
る
特
別
訴
訟
制
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　

公
害
問
題
と
し
て
出
発
し
た
環
境
問
題
は
当
初
は
国
内
問
題
で
あ
り
、
各
国
が
独
自
に
環
境
法
制
を
確
立
し
、
対
処
す
れ
ば
足
り

た
。
と
こ
ろ
が
、
二
○
世
紀
中
葉
以
降
の
環
境
問
題
は
、
酸
性
雨
な
ど
の
国
境
を
越
え
る
問
題
や
地
球
温
暖
化
な
ど
の
地
球
規
模
の

問
題
で
あ
り
、
各
国
が
独
自
に
確
立
し
た
環
境
法
制
に
基
づ
き
対
処
す
る
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
て
取
り

組
む
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
Ｅ
Ｃ
が
中
心
と
な
っ
て
環
境
問
題

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｃ
が
環
境
問
題
に
取
り
組
む
に
当
た
り
念
頭
に
置
い
た
こ
と
は
、
各
加
盟
国
が
類
似
の
環
境
法
制
の
下
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

（　

）
２３５た
。

（　

）
２３６た
。

（　

）
２３７る
。
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環
境
を
保
全
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
環
境
法
制
の
確
立
を
全
て
各
加
盟
国
の
裁
量
に
委
ね
た
場
合
、
あ
る
加
盟
国
で

は
優
れ
た
環
境
法
制
が
確
立
さ
れ
、
適
切
に
環
境
が
保
全
さ
れ
る
一
方
、
あ
る
加
盟
国
で
は
十
分
な
環
境
法
制
が
確
立
さ
れ
ず
、
適

切
に
環
境
が
保
全
さ
れ
な
い
な
ど
、
加
盟
国
間
に
お
い
て
環
境
問
題
へ
の
取
組
方
に
差
異
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
れ
で
は
近

時
の
環
境
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
た
め
で
あ
�

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
で
は
、
各
加
盟
国
は
、
あ
る
環
境
汚
染

源
を
規
制
す
る
場
合
に
お
い
て
、
類
似
の
環
境
汚
染
規
制
制
度
に
基
づ
き
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
規
制
の
実
施

に
伴
い
環
境
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
類
似
の
環
境
訴
訟
制
度
に
基
づ
き
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
行
政
裁
判

官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
得
る
フ
ラ
ン
ス
固
有
の
環
境
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
、
各
加
盟
国
と
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
こ
と

を
懸
念
し
、
フ
ラ
ン
ス
が
各
加
盟
国
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
も
こ
の
制
度
の
存
続
の
是
非
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点

に
つ
き
学
説
や
立
法
府
に
よ
る
一
定
の
見
解
が
示
さ
れ
る
ま
で
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
慎
重
に
な
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
す
る
認
識
が
、
行
政
裁
判
官
の
間
で
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
こ
の
よ
う
な
見
解
に
賛
同
す
る
行

政
裁
判
官
に
よ
り
、
実
際
に
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
�

　
（
ｄ
）　

最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否
の
検
討

　

最
後
に
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否
に
つ
き
、
ク
ル
タ
ン
は
、
そ
の
意
義
を
あ
る
程

度
認
め
つ
つ
も
、
最
終
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
行
政
裁
判
官
は
採
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け

る
。

　

彼
に
よ
れ
ば
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
意
義
は
、
行
政
裁
判
官
が
個
別
的
決
定
の
適
法
性
の
み
な
ら
ず
そ
の
不
完
全
性
又
は
不
十

分
性
（��

�
��������

�
�
�
�
���
��
������

��

��
�
��������
�
��
�
��
���
��
������
��

）
と
い
っ
た
当
不
当
を
審
査
し
得
る
点
に
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
は
、
行
政
裁

判
官
が
当
不
当
の
審
査
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
判
決
時
に
施
行
さ
れ
て
い
る
最
新
の
法
規
に
基
づ
き
、
個
別
的
決
定
を
よ

（　

）
２３８る
。

（　

）
２３９る
。
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り
厳
格
に
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
�

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
種
々
の
事
情
、
と
り
わ
け
各
加
盟
国
が
類
似
の
環
境
法
制
の
下
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
環
境

を
保
全
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
が
フ
ラ
ン
ス
の
環
境
法
制
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

行
政
裁
判
官
は
当
不
当
の
審
査
権
限
を
は
じ
め
と
す
る
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
と
、
彼
は
結
論
づ
け
て
い
�

こ
の
こ
と
か
ら
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使

に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
す
る
そ
の
原
因
を
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
事
情
よ
り
も
む
し
ろ
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
に
よ
る
影
響
と
い

う
フ
ラ
ン
ス
国
外
の
事
情
に
、
彼
は
求
め
て
い
る
。

　
（
四
）　

最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向

　
（
ア
）　

一
九
九
八
年
五
月
四
日
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
の
登
場

　

こ
の
よ
う
に
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
最
大
限
の
統
制
権
限
行
使
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
九
七
○
年
代
よ
り
学

説
が
、
行
政
裁
判
官
は
最
大
限
の
統
制
権
限
を
積
極
的
に
行
使
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
展
開
し
、
一
九
九
○
年
代
初
頭
以

降
は
行
政
裁
判
官
が
、
こ
れ
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
行
政
裁
判
官
の
傾
向
に
対
し
て
は
、
多
く
の
学

説
か
ら
、
行
政
裁
判
官
は
最
大
限
の
統
制
権
限
を
積
極
的
に
行
使
す
る
必
要
が
あ
り
、
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
の
欠
如
等
を
口
実

に
、
そ
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
採
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
批
判
が
表
明
さ
れ
る
一
方
�

一
部
の
学
説
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
特

別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
に
よ
り
行
使
さ
れ
て
い
た
最
大
限
の
統
制
権
限
は
、
一
九
世
紀
か
ら
県
参
事
会
に
よ
り
行
使
さ
れ
て

い
た
古
典
的
な
権
限
の
残
滓
に
す
ぎ
ず
、
高
度
な
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
を
要
す
る
現
在
に
お
い
て
は
、
も
は
や
行
使
さ
れ
得
な

い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
疑
義
も
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
�

　

こ
の
よ
う
な
学
説
に
よ
る
議
論
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
近
年
、
判
例
に
大
き
な
動
き
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
一
九
九
八
年
五
月

（　

）
２４０る
。

（　

）
２４１る
。

（　

）
２４２で
、

（　

）
２４３た
。
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四
日
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
（
以
下
「
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
」
と
い
う

�
あ
る
。
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
つ
い
て
は
、
Ⅳ
二
（
一
）（
ウ
）
に

お
い
て
す
で
に
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
同
判
決
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

テ
ア
リ
エ
氏
は
、
ピ
ュ
イ
・
ド
・
ド
ー
ム
県
知
事
に
対
し
て
、
七
面
鳥
養
殖
場
の
設
置
届
出
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
同
知
事
は
、

当
該
施
設
が
許
可
を
要
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
施
設
の
設
置
届
出
を
不
受
理
と
し
た
。
テ
ア
リ
エ
氏
は
、
当

該
施
設
の
設
置
許
可
申
請
を
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
操
業
を
開
始
し
た
た
め
、
近
隣
住
民
で
あ
る
テ
ロ
ー
ル
氏
は
、
ク
レ
ル
モ
ン
・

フ
ェ
ラ
ン
地
方
行
政
裁
判
所
に
対
し
て
、
同
知
事
が
当
該
施
設
の
設
置
許
可
申
請
書
を
提
出
す
べ
き
旨
及
び
当
該
施
設
の
操
業
停
止

を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

同
裁
判
所
は
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
に
対
し
て
作
為
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
テ
ロ
ー
ル
氏
の
訴

え
を
不
受
理
と
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
テ
ロ
ー
ル
氏
は
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
に
控
訴
し
た
。
同
院
は
、
行
政
裁
判
官
は
行
政

庁
に
対
し
て
作
為
命
令
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
知
事
が
無
許
可
操
業
施
設
の
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規

定
し
た
一
九
七
六
年
法
二
四
条
に
基
づ
き
、
当
該
施
設
の
事
業
者
に
対
し
て
、
直
接
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
し

て
、
テ
ア
リ
エ
氏
に
対
し
て
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
テ
ア
リ
エ
氏
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
上

告
し
た
の
が
、
本
件
で
あ
る
。

　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
九
七
六
年
法
二
四
条
は
「
事
業
者
が
届
出
又
は
許
可
な
し
に
分
類
施
設
を
操
業
し
た
場
合
に
は
、
知

事
は
一
定
期
間
内
に
届
出
書
又
は
許
可
申
請
書
を
提
出
す
る
よ
う
催
告
す
る
。
知
事
は
届
出
書
の
提
出
又
は
許
可
申
請
に
対
す
る
決

定
が
あ
る
ま
で
当
該
施
設
の
操
業
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
に
基
づ
き
行
政
裁
判
官
は
、

本
件
七
面
鳥
養
殖
場
の
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
が
、
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
こ

と
に
誤
り
は
な
い
と
判
示
し
た
。

（　

）
２４４）
で
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（
イ
）　

一
九
九
八
年
五
月
四
日
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
の
意
義

　

テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
二
種
類
の
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
て
お
り
、
こ
こ
に
同
判
決
の
意
義
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
行
政
上
の
制
裁
を
科
す
る
権
限
で
あ
る
。
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

は
、
七
面
鳥
養
殖
場
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
の
判
決
を
是
認
し
て
お
り
、
行
政
裁
判
官
が
依
然
と
し
て
最
大
限

の
統
制
権
限
を
保
持
し
、
こ
れ
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
一
九
九
○
年
代
初
頭
よ
り
、
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統

制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
状
況
下
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ

た
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
�

　

第
二
は
、
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判
決
を
下
す
権
限
で
あ
る
。
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ

タ
は
、
ピ
ュ
イ
・
ド
・
ド
ー
ム
県
知
事
が
七
面
鳥
養
殖
場
の
設
置
許
可
申
請
書
を
提
出
す
べ
き
旨
及
び
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
す

べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
を
求
め
る
近
隣
住
民
の
請
求
を
越
え
て
、
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
命
じ
た
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
の
判
決
を

是
認
し
て
い
る
。

　

近
隣
住
民
の
請
求
は
、
七
面
鳥
養
殖
場
の
設
置
許
可
申
請
書
の
提
出
及
び
操
業
停
止
の
義
務
付
け
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
義

務
付
け
請
求
に
相
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
権
力
分
立
の
観
点
か
ら
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
に
対
し
て
特
定

の
行
政
上
の
行
為
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
作
為
命
令
と
呼
ば
れ
、
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
�

し
た
が
っ
て
、
こ
の
請
求
は

不
受
理
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
現
に
、
ク
レ
ル
モ
ン
・
フ
ェ
ラ
ン
地
方
行
政
裁
判
所
は
こ
の
請
求
を
不
受
理
と
し
て
い
�

　

こ
れ
に
対
し
て
、
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
は
、「
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
に
対
し
て
作
為
命
令
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、

か
か
る
テ
ロ
ー
ル
氏
の
請
求
を
認
容
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、「
行
政
裁
判
官
は
、
一
九
七
六
年
法
一
四
条
に
基
づ
き

行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
特
権
を
有
し
て
お
り
、
七
面
鳥
養
殖
場
の
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
は
で
き
る
」
と
し
、
当
該
施
設
の
操

（　

）
２４５う
。

（　

）
２４６る
。

（　

）
２４７る
。
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業
停
止
を
命
じ
�

ド
ア
ル
ブ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
近
隣
住
民
の
請
求
が
認
容
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
行
政
裁
判
官

は
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判
決
を
下
す
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
隣
住
民
が
行
政
裁
判
官
に
最
大
限
の

統
制
権
限
を
行
使
す
る
よ
う
請
求
し
た
も
の
と
み
な
し
、
こ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
は
判
示

し
て
い
る
と
さ
れ
�

　

こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
が
行
政
裁
判
官
に
よ
る
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
つ
き
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

こ
の
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
の
判
決
を
是
認
し
た
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
は
、
行
政
裁
判
官
に
対
し
、
積
極
的
に
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行

使
す
る
よ
う
促
す
も
の
で
あ
っ
た
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
も
の
と
い
え
、
こ
こ
に
二
つ
め
の
同
判
決
の
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
（
ウ
）　

一
九
九
八
年
五
月
四
日
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
お
け
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
図

　

以
上
の
よ
う
に
、
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
た
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院

の
判
決
を
是
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
九
九
○
年
代
初
頭
か
ら
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
下
級
審

の
裁
判
例
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
下
級
審
の
裁
判
例
の
変
更
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
九
九
○
年
代
初
頭
か
ら
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
て
、
一
部
の
学
説
に
よ
り
表
明
さ
れ
た
最
大
限
の
統
制
権
限
に
対
す
る
疑
義
を
、
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
は
払
拭
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
、
ボ
ワ
バ
ン
は
述
べ
て
い
�

最
大
限
の
統
制
権
限
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
行
政
権
と
司
法
権
と
の
錯
綜

の
中
で
判
例
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
実
用
主
義
的
な
権
限
で
あ
り
、
判
例
に
よ
り
そ
の
行
使
が
是
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

行
政
裁
判
官
が
こ
の
統
制
権
限
を
積
極
的
に
行
使
す
る
必
要
性
を
学
説
は
説
い
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
下
級
審
の
裁
判
例
に
よ

り
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
根
拠
が
揺
ら
ぎ
始
め
た
ば
か
り
か
、
最
大
限

（　

）
２４８た
。

（　

）
２４９る
。

（　

）
２５０る
。
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の
統
制
権
限
は
現
在
に
お
い
て
は
、
も
は
や
行
使
さ
れ
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
疑
義
す
ら
一
部
の
学
説
か
ら
表
明
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
学
説
の
疑
義
を
ま
さ
に
払
拭
す
る
た
め
に
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
は
下
さ
れ
た
と
、
彼
は
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
確
認
し
て
は
い
る
も
の
の
、
科
学
的
専
門
技
術
的
知
見
の
欠
如
や
紛
争
処
理
期
間
の
長
期
化
と
い
っ
た

最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
生
じ
る
問
題
は
、
依
然
と
し
て
克
服
さ
れ
て
い
な
い
。
ボ
ワ
バ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九

九
○
年
代
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
外
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
環
境
法
令
は
複
雑
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
行
政
裁
判
官
が

最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
�

　

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
よ
り
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
得
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
し

て
も
、
こ
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
生
じ
る
問
題
が
克
服
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
行
政
裁
判
官
が
こ
の
統
制
権
限
を
行

使
す
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
判
決
を
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
が
あ
え
て
下
し
た
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
た
学
説
は
存
し
な
い
も
の
の
、
こ
れ
に
は
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
が
下
さ
れ
た
当
時
の
社
会
的
背
景
が

密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
二
○
世
紀
中
葉
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
Ｅ
Ｃ
主
導
の
下
で
環
境
問
題
へ
の

取
組
が
な
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
が
環
境
問
題
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
は
、
各
加
盟
国
に
お
い
て
環
境
問
題
へ
の
取
組
方
に
差
異
が
生
じ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
各
加
盟
国
が
類
似
の
環
境
法
制
の
下
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
環
境
を
保
全
す
る
と
い
う
環
境
政
策
が
採
用
さ

れ
、
一
九
九
六
年
に
は
、
汚
染
の
統
合
的
な
予
防
及
び
削
減
に
関
す
る
一
九
九
六
年
九
月
二
四
日
Ｅ
Ｃ
指
令
の
採
択
に
よ
り
、
Ｅ
Ｃ

の
環
境
政
策
は
環
境
汚
染
規
制
の
分
野
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
裁
判
実
務
に
も
影
響
を

（　

）
２５１る
。
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及
ぼ
し
、
下
級
審
の
裁
判
例
は
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
ほ
か
、
こ
の
よ
う
な
下
級
審
の
裁
判
例
の
動

向
に
対
し
て
は
、
一
部
の
学
説
か
ら
最
大
限
の
統
制
権
限
は
現
在
に
お
い
て
は
も
は
や
行
使
さ
れ
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
疑

義
が
表
明
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
環
境
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
と

は
一
線
を
画
し
、
一
九
世
紀
以
降
判
例
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
固
有
の
環
境
訴
訟
制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
、
フ

ラ
ン
ス
国
外
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｃ
に
表
明
す
る
意
図
を
持
っ
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
同
判
決
を
下
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ⅶ　

む　
　

す　
　

び

　

以
上
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
の
特
色
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
の
形
成
と
展
開
、

特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
の
動
向
に
つ
き
検
討
し
て
き
た
。

　

特
別
訴
訟
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
統
制
権
限
に
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
と
最
小
限
の
統
制
権
限
と
が
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て

着
目
し
た
最
大
限
の
統
制
権
限
に
は
、
個
別
的
決
定
を
変
更
し
又
は
代
置
す
る
権
限
、
個
別
的
決
定
の
当
不
当
を
審
査
す
る
権
限
、

請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
査
を
し
又
は
判
決
を
下
す
職
権
探
知
の
権
限
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
統
制
権
限
は
、
い
ず
れ
も
行
政
不
服
申

立
て
に
お
い
て
行
政
庁
が
行
使
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
最
大
限
の
統
制
権

限
と
は
、
行
政
官
と
し
て
の
権
限
を
指
す
。

　

最
大
限
の
統
制
権
限
は
、
一
九
世
紀
か
ら
県
参
事
会
に
よ
り
行
使
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
に
県
参
事
会
が
地
方

行
政
裁
判
所
に
改
編
さ
れ
た
際
に
、
こ
の
統
制
権
限
も
県
参
事
会
か
ら
地
方
行
政
裁
判
所
に
継
受
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、

当
時
の
県
参
事
会
に
お
い
て
行
政
権
と
司
法
権
と
が
錯
綜
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
錯
綜
状
況
が
分
類
施
設
規
制
制
度
に
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お
い
て
も
生
じ
て
い
た
こ
と
、
並
行
訴
訟
の
抗
弁
の
法
理
の
登
場
に
よ
り
、
分
類
施
設
訴
訟
に
お
い
て
越
権
訴
訟
の
提
起
が
排
除
さ

れ
、
県
参
事
会
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
訴
訟
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

最
大
限
の
統
制
権
限
を
め
ぐ
っ
て
は
、
特
別
訴
訟
に
お
け
る
そ
の
行
使
の
可
否
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
学

説
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
意
義
を
指
摘
し
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
積
極
的
に
こ
れ
を
行
使
す
る
必
要
性
を
説
く

の
に
対
し
、
行
政
裁
判
官
は
、
最
大
限
の
統
制
権
限
の
限
界
を
指
摘
し
、
そ
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
。
も
っ
と
も
、
テ
ア
リ

エ
氏
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
行
政
裁
判
官
が
依
然
と
し
て
最
大
限
の
統
制
権
限
を
保
持
し
、
こ
れ
を
行
使
し
得

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
に
お
け
る
本
案
審
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
我
が
国
の
環
境
行
政

訴
訟
の
本
案
審
理
に
お
い
て
は
、
裁
量
処
分
の
審
査
、
心
証
の
形
成
、
訴
訟
資
料
の
収
集
に
当
た
り
、
裁
判
官
に
高
度
な
科
学
的
専

門
技
術
的
知
見
が
要
求
さ
れ
る
が
故
に
、
裁
判
所
が
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
を
積
極
的
に
統
制
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る

と
い
う
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
裁
判
所
が
行
政
処
分
の
実
体
的
な
適
法
性
の
審
査
を
避
け
よ
う
と
す
る

き
ら
い
が
あ
る
と
い
う
点
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
行
政
裁
判
所
が
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
を
積
極
的
に
統
制
す
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
行
政
訴
訟
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
�

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
統
制
が
可
能
に
な
る
の
で
あ

る
。

　

個
別
的
決
定
を
変
更
し
又
は
代
置
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
紛
争
の
迅
速
な
処
理
及
び
終
局
的
な
解
決
の
見
地
か
ら
、
そ
の
行
使

の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
行
政
裁
判
官
が
個
別
的
決
定
を
取
り
消
し
た
後
に
、
新
た
に
個
別
的
決
定
を
す
る
機

（　

）
２５２る
。
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会
を
行
政
庁
に
与
え
な
い
こ
と
が
、
紛
争
の
迅
速
な
処
理
及
び
終
局
的
な
解
決
に
寄
与
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
新

た
に
個
別
的
決
定
を
す
る
こ
と
を
委
ね
ら
れ
た
行
政
庁
に
よ
る
以
前
の
繰
り
返
し
を
完
全
に
封
ず
る
と
と
も
に
、
第
三
者
機
関
た
る

裁
判
所
が
個
別
的
決
定
を
す
る
点
に
お
い
て
、
こ
れ
に
公
正
性
・
中
立
性
を
担
保
す
る
も
の
と
い
え
よ
�

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
個
別
的
決
定
を
変
更
し
又
は
代
置
す
る
権
限
は
、
行
政
庁
が
行
政
処
分
を
行
う
に
当
た
り
、
法
律
に
よ
り
、

第
一
次
的
に
認
定
判
断
を
行
う
権
能
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
行
政
庁
の
第
一
次
的
判
断
権
の
理
論
と
の
関
係
で
問
題
に
な
る
。

こ
の
理
論
の
下
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
行
政
処
分
を
す
る
と
か
、
特
定
の
行
政
処
分
を
す
べ
き
旨
の
義
務
付
け
を
す
る
と
い
っ
た

よ
う
に
、
行
政
庁
の
第
一
次
判
断
に
代
え
て
、
裁
判
所
自
ら
が
判
断
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
�

　

こ
の
点
に
つ
き
、
南
教
授
は
、
権
力
分
立
制
を
主
た
る
根
拠
と
し
、
司
法
と
行
政
と
の
間
の
抑
制
を
図
る
基
準
と
し
て
構
成
さ
れ

た
行
政
庁
の
第
一
次
的
判
断
権
の
理
論
は
、
純
法
理
論
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
政
治
原
理
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
時
代
の
変
化
と
国

情
に
よ
り
、
そ
の
態
様
が
可
変
的
・
流
動
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
司
法
が
行
政
を
ど
こ
ま
で
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

ま
た
、
ど
こ
に
両
者
の
適
切
な
均
衡
を
求
め
る
か
は
、
立
法
政
策
の
問
題
と
い
え
る
と
指
摘
し
、
行
政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
に
当
た

り
、
義
務
付
け
訴
訟
や
差
止
訴
訟
が
、
無
条
件
に
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
定
の
要
件
の
下
に
の
み
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

現
代
型
紛
争
解
決
の
要
請
に
適
っ
た
司
法
と
行
政
と
の
間
の
有
効
な
抑
制
と
適
切
な
均
衡
（
線
引
き
な
い
し
棲
み
分
け
）
を
考
慮
し

た
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
察
す
�

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
限
り
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
、
個
別
的
決
定
を
変
更
し
又
は

代
置
す
る
権
限
が
許
容
さ
れ
る
余
地
が
な
い
と
は
い
え
ま
い
。

　

個
別
的
決
定
の
当
不
当
を
審
査
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
個
別
的
決
定
の
厳
格
な
統
制
と
い
う
見
地
か
ら
、
そ
の
行
使
の
必
要
性

が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
行
政
裁
判
官
が
、
個
別
的
決
定
の
実
体
的
な
審
査
に
踏
み
込
む
と
と
も
に
、
行
政
裁
量
を
全
面
的
に
統
制
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
の
権
限
は
、
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
の
積
極
的
な
統
制
に
寄
与
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

（　

）
２５３う
。

（　

）
２５４い
。

（　

）
２５５る
。
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確
か
に
、
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
を
積
極
的
に
統
制
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
統
制
を
す
る
た
め
の

権
限
を
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
裁
量
論
が
訴

訟
手
続
上
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
と
は
異
な
り
、
我
が
国
に
お
い
て
は
優
れ
た
行
政
裁
量
論
が
学

説
及
び
判
例
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
理
論
の
下
で
行
政
裁
量
の
統
制
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
個
別
的
決
定
の
当
不
当
を
審
査
す
る
権
限
の
行
使
の
許
否
を
議
論
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
環
境
行
政
の
領
域
に
お
け

る
行
政
裁
量
の
統
制
基
準
を
探
求
す
る
必
要
が
あ
�

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
実
体
審
理
の
基
準
と
な
る
裁
量
統
制
法
理
の
検
討
を

試
み
た
高
橋
教
授
の
論
文
は
、
注
目
に
値
す
る
も
の
と
い
え
�

　

他
方
、
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
審
理
を
し
又
は
判
決
を
下
す
職
権
探
知
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
行
政
裁
判
官
に
よ
り
事
実
上
行
使

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
特
に
議
論
も
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
に
お
け
る
本
案
審
理
の
み
な
ら
ず
要

件
審
理
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
権
限
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
の
本
案
審
理
に
お
い
て
は
、
被
告
で
あ
る
国
等
に
比
し
て
、
原
告
は
劣
勢
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
環
境
行
政
訴
訟
に
お
い
て
は
、
多
く
の
知
識
、
情
報
、
資
料
が
被
告
で
あ
る
国
等
に
偏
在
し
、
科
学
的
専

門
技
術
的
知
見
と
資
力
に
乏
し
い
原
告
が
行
政
処
分
の
違
法
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
と
い
う
訴
訟
資
料
の
収
集
に
関

す
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弁
論
主
義
を
基
調
と
し
て
、

紛
争
を
当
事
者
の
自
主
的
解
決
に
委
ね
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
な
ら
ば
、
環
境
行
政
訴
訟
に
お
い
て
原
告
が
勝
訴
す
る
こ
と
は
困
難

に
な
る
。
同
様
の
状
況
は
、
要
件
審
理
に
お
い
て
も
生
ず
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
二
○
○
四
年
に
お
け
る
行
政
事
件
訴
訟
法
の
改

正
に
よ
り
行
政
訴
訟
の
類
型
が
増
加
し
た
結
果
、
原
告
が
各
種
訴
訟
の
利
用
の
仕
方
に
苦
慮
し
、
要
件
審
理
に
お
い
て
却
下
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
よ
う
な
請
求
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
行
の
行
政
訴
訟
制
度
が
国
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
使
い
や

（　

）
２５６る
。

（　

）
２５７る
。
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す
い
制
度
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
現
状
に
お
い
て
、
要
件
審
理
に
お
い
て
却
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
請
求
を
し
た

原
告
に
対
し
、
一
切
の
救
済
の
途
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
裁
判
所
は
、
国
民
の
権
利
の
救

済
の
見
地
か
ら
、
要
件
審
理
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
訴
訟
要
件
を
柔
軟
に
解
し
、
訴
訟
の
間
口
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
本
案
審

理
に
お
い
て
は
、
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
を
現
在
よ
り
も
積
極
的
に
統
制
す
る
必
要
が
あ
�

そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、

裁
判
官
に
よ
る
職
権
探
知
の
権
限
の
行
使
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
最
大
限
の
統
制
権
限
は
、
我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
の
本
案
審
理
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
示
唆
に
富
む
も

の
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
最
大
限
の
統
制
権
限
は
、
当
初
か
ら
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
判
断
を
積
極
的
に

統
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
形
成
さ
れ
た
権
限
で
は
な
い
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
大
限
の
統
制
権
限
は
、
行
政
権
と
司

法
権
と
が
錯
綜
状
況
に
あ
っ
た
一
九
世
紀
に
形
成
さ
れ
、
県
参
事
会
に
よ
り
事
実
上
行
使
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

二
○
世
紀
中
葉
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
環
境
紛
争
が
増
加
し
た
こ
と
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
の
裁
量

に
委
ね
ら
れ
た
判
断
を
積
極
的
に
統
制
す
る
た
め
の
権
限
と
し
て
利
用
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

あ
る
種
古
典
的
な
権
限
が
、
科
学
技
術
が
発
展
し
た
現
在
に
お
い
て
も
継
続
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
が
十
分
機

能
し
て
い
な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
我
が
国
の
環
境
行
政
訴
訟
の
本
案
審
理
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
裁
判
官
の
心
証
形

成
が
不
確
実
に
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

行
政
裁
判
官
に
よ
る
最
大
限
の
統
制
権
限
の
行
使
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
○
年
代
前
半
に
そ
の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
が
示

さ
れ
た
も
の
の
、
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
以
降
、
下
級
審
に
お
い
て
も
行
政
裁
判
官
が
こ
れ
を
行
使
す
る
判
決
が
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
す
る
上
で
生
ず
る
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
こ
れ
を
有
効
に
機
能

さ
せ
て
い
く
の
か
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
今
後
の
動
向
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。 （　

）
２５８る
。
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（
１
）　

原
田
尚
彦
『
行
政
法
要
論
（
全
訂
第
六
版
）』（
学
陽
書
房
・
二
○
○
六
年
）
四
○
一
頁
参
照
。

（
２
）　

大
塚
直
『
環
境
法
（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
・
二
○
○
六
年
）
五
七
八
頁
及
び
南
博
方
・
大
久
保
規
子
『
要
説
環
境
法
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
・
二

○
○
六
年
）
二
三
七
―
二
三
八
頁
参
照
。

（
３
）　

大
塚
・
前
掲
注
（
２
）
五
七
九
頁
参
照
。

（
４
）　

松
浦
寛
『
環
境
法
概
説
（
全
訂
第
三
版
）』（
信
山
社
・
二
○
○
○
年
）
一
三
○
―
一
三
三
頁
参
照
。

（
５
）　

南
・
大
久
保
・
前
掲
注
（
２
）
二
三
九
頁
参
照
。

（
６
）　

な
お
、
分
類
施
設
規
制
制
度
の
沿
革
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
分
類
施
設
規
制
制
度
の
成
立
と
展
開
（
上
）
―

一
八
一
○
年
勅
令
の
制
定
と
改
正
の
背
景
―
」
自
治
研
究
八
○
巻
七
号
一
○
九
―
一
二
九
頁
、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
分
類
施
設
規
制
制
度
の
成
立

と
展
開
（
中
）
―
一
八
一
○
年
勅
令
の
制
定
と
改
正
の
背
景
―
」
自
治
研
究
八
○
巻
一
一
号
一
三
二
―
一
五
○
頁
、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
分
類
施

設
規
制
制
度
の
成
立
と
展
開
（
下
）
―
一
八
一
○
年
勅
令
の
制
定
と
改
正
の
背
景
―
」
自
治
研
究
八
一
巻
二
号
九
九
―
一
二
○
頁
及
び
「
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
分
類
施
設
規
制
制
度
の
成
立
と
展
開
―
一
九
七
六
年
に
お
け
る
分
類
施
設
規
制
法
の
改
正
―
」
一
橋
法
学
三
巻
三
号
一
二
三
五
―
一

二
六
六
頁
参
照
。

（
７
）　
「��

���������
�
�

��
���������
�
�

」
は
、
そ
の
ほ
か
、
施
設
の
中
に
存
す
る
様
々
な
公
害
発
生
源
を
あ
ら
わ
す
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
硫
酸
の
製
造
・

ア
ン
モ
ニ
ア
の
製
造
な
ど
の
施
設
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
活
動
、
印
刷
機
械
・
燃
焼
装
置
な
ど
の
施
設
内
に
設
置
さ
れ
た
設
備
が
こ
れ
に
当
た

る
（����

�
�
����

��
�
��
����

������
�����������
�������
―�����

�
�
��
�
��
��
�
�����

��
�������

�
�
�

�������
�
��
�
��
����
�����
��
���������
���� �
）。

（
８
）　

����
�
�
�
�
���
�
�
�
���
�
�
��
��
�
��
��
���

������
���
�
���
�
�
�
���
���
��
����
�����
���������

�
�
�����

������
�
�������� ����

�����
�
�
��

�����������
����
―���

���

（
９
）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
��
��
���������

�
�

���������
���
�
����
���
�����
���������
�
�

�����

������� ����
�����

�

������������� ��
��
�
�
��

�
����
����
―���

���

（　

）　

一
八
一
○
年
勅
令
制
定
当
初
、
分
類
表
に
登
載
さ
れ
て
い
た
施
設
は
わ
ず
か
六
五
件
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
九
一
七
年
法
制
定
時
に
は
、

１０

三
五
四
件
の
施
設
が
分
類
表
に
登
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
分
類
表
に
登
載
さ
れ
る
施
設
の
件
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
九
二
年
に
は
、

約
五
六
○
○
○
○
件
の
施
設
が
分
類
表
に
登
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
（��

��
��
�
�
���

��
��
����
�����
）。

（　

）　

許
可
を
要
す
る
施
設
の
設
置
許
可
申
請
書
に
は
、
①
申
請
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
の
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
名
称
・
商
号
・
法
律
上
の
形
態
・

１１

本
社
の
住
所
・
申
請
書
署
名
者
の
身
分
）、
②
施
設
の
設
置
予
定
地
、
③
申
請
人
が
実
施
を
予
定
し
て
い
る
活
動
の
性
質
及
び
規
模
、
④
申
請
人
が

実
施
を
予
定
し
て
い
る
製
造
方
法
・
利
用
を
予
定
し
て
い
る
物
質
・
製
造
を
予
定
し
て
い
る
製
品
が
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九
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七
七
年
デ
ク
レ
二
条
）。

（　

）　

採
石
場
及
び
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
は
、
そ
の
ほ
か
、
事
業
者
が
当
該
施
設
を
設
置
す
る
用
地
の
所
有
者
で
あ
る
こ

１２

と
を
証
明
す
る
文
書
か
、
事
業
者
が
当
該
施
設
を
設
置
す
る
用
地
の
所
有
者
か
ら
当
該
用
地
を
開
発
し
又
は
利
用
す
る
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
文
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
条
）。

（　

）　

な
お
、
知
事
は
申
請
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
申
請
人
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
書
類
を
適
正
な
も

１３

の
と
す
る
よ
う
促
す
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
四
条
）。

（　

）　

こ
の
調
査
は
、
利
害
関
係
人
か
ら
施
設
の
設
置
が
好
ま
し
い
か
否
か
に
つ
き
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
一
九
一
七
年

１４

法
制
下
に
お
い
て
は
適
・
不
適
の
調
査
（��

�
�

��
�
�

� ��� �����
���
�
���
��
�����

�
���

������
�
������������
�
���

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（　

）　

い
か
な
る
者
が
調
査
委
員
と
な
り
得
る
の
か
に
つ
き
、
環
境
法
典
及
び
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
は
規
定
を
置
い
て
い
な
い
が
、
ガ
ボ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、

１５

技
師
、
建
築
技
師
、
技
術
者
、
市
町
村
長
、
警
視
、
労
働
基
準
監
督
官
と
い
っ
た
高
度
な
専
門
性
と
公
正
性
を
備
え
た
者
が
調
査
委
員
に
な
り
得

る
と
さ
れ
る
（����

�
�
�
��
�
��
��
�
��
��
���������

�
�
�

������
���
��
�
��
����
�����
���������
�
�������

����� ���
�
�
�
�
��
�
��
������

�
�
�
����
����
�
�
�

����
�
�
������
��
������
�
��
������
����
�
�
��

��
��
�����

�
�
���

�
��
����������
�����
）。

　
　
　
　

ま
た
、
シ
ャ
ル
ボ
ノ
ー
も
、
調
査
委
員
は
、
個
人
的
に
も
職
業
上
も
、
事
業
者
と
は
無
関
係
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
施
設
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
用
地
の
所
有
者
は
、
調
査
委
員
に
は
な
り
得
な
い
と
さ
れ
る
（����

�
�
�
�
���
�
�
�
���
�
�
�
�
�����
�
�
��

������
���
�
���
�
�
�
���
���
�
���������
����� �
）。

　
　
　
　

な
お
、
ガ
ボ
ル
ド
の
著
書
に
は
、
前
記�

��
��
���������

�
�
�����

�
�����
���������
�
�������� ���

�
�
�
�
��
�
��
������

�
�
�
����
����
�
�
�

����
�
�
������
��
������
�
��
������
����
�
�
��

��
�

�
��
�

の
ほ
か
、��

���������
�
�
�����

�
�
���������
�
�������� ��� ���

�
�
�
�
��
�
��
������

�
�
�
����
����
�
�
��
��

�
�
�
������
��
������
�
��
������
����
�
�
��
��

��
��
�
�
�
��
�����

���

�������
���
������������

が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
前
者
を�

�
�
��
�
��
��
�
�
�
�����

�
���
��
�
��
����
�
�������

と
記
し
、
後
者

を�
�
�
��
�
��
��
��
�
�
�
��
�����

����
�
�
�

�
���
��
�
��
�������
���
���������������
�
�

�����

������

と
記
す
。

（　

）　

公
示
内
容
は
、
設
置
予
定
施
設
の
性
質
、
施
設
の
設
置
予
定
地
、
公
聴
調
査
の
開
始
日
及
び
終
了
日
、
調
査
委
員
の
氏
名
、
調
査
委
員
が
利
害
関

１６

係
人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
日
付
及
び
時
間
、
申
請
人
か
ら
知
事
宛
に
提
出
さ
れ
た
書
類
を
利
害
関
係
人
が
閲
覧
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あ

る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
六
条
）。
公
示
範
囲
は
各
施
設
に
応
じ
て
異
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
分
類
表
に
そ
れ
ぞ
れ
登
載
さ
れ
て
い
る
。

（　

）　

利
害
関
係
人
は
、
こ
の
意
見
書
を
県
庁
所
在
地
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
七
条
）。

１７
（　

）　

な
お
、
調
査
委
員
に
よ
っ
て
送
付
さ
れ
た
公
聴
調
査
に
か
か
わ
る
書
類
及
び
最
終
意
見
書
が
到
達
し
た
日
か
ら
三
ヶ
月
以
内
に
、
知
事
は
施
設
の

１８

設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
を
決
す
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
一
一
条
）。

（　

）　

届
出
書
に
は
、
①
届
出
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
の
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
名
称
・
商
号
・
法
律
上
の
形
態
・
本
社
の
住
所
・
届
出
書
署
名
者

１９
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の
身
分
）、
②
施
設
の
設
置
予
定
地
、
③
届
出
人
が
実
施
を
予
定
し
て
い
る
活
動
の
性
質
及
び
規
模
が
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九

七
七
年
デ
ク
レ
二
五
条
）。

（　

）　

設
置
予
定
施
設
の
配
置
図
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
凡
例
の
ほ
か
、
施
設
の
設
計
図
、
施
設
か
ら
少
な
く
と
も
三
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
位
置

２０

す
る
建
築
物
、
隣
地
、
水
源
、
水
路
、
河
川
、
下
水
道
が
記
載
さ
れ
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
二
五
条
）。

（　

）　

な
お
、
知
事
は
届
出
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
届
出
人
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
書
類
を
適
正
な
も

２１

の
と
す
る
よ
う
促
す
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
二
六
条
）。

（　

）　

な
お
、
遺
伝
子
工
学
委
員
会
が
こ
の
期
間
内
に
答
申
書
を
知
事
に
返
送
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
同
委
員
会
は
当
該
施
設
に
お
け
る
遺
伝
子
組
換

２２

え
生
物
の
利
用
に
賛
成
す
る
旨
の
答
申
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
四
三
―
一
条
Ⅲ
二
項
）。

（　

）　

第
一
次
指
示
は
、
分
類
施
設
査
察
官
の
報
告
及
び
県
衛
生
審
議
会
の
答
申
を
経
た
後
に
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
一
○
条
）。

２３
　
　
　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
般
的
指
示
に
つ
い
て
は
、
分
類
施
設
担
当
大
臣
が
分
類
施
設
中
央
審
議
会
の
答
申
後
に
一
般
的
指
示
の
モ
デ
ル
を
作
成
し
、

知
事
が
こ
の
モ
デ
ル
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
択
し
て
、
届
出
を
要
す
る
施
設
に
課
す
る
。
も
っ
と
も
、
知
事
は
県
衛
生
審
議
会
の
答
申
後
に

こ
の
モ
デ
ル
を
地
方
の
事
情
に
応
じ
た
内
容
に
変
更
し
、
当
該
施
設
に
対
し
て
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
二
九
条
）。

（　

）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

���������
���
�
����
���
�
���������
������

２４
（　

）　

い
ず
れ
の
遵
守
事
項
も
、
分
類
施
設
査
察
官
の
報
告
及
び
県
衛
生
審
議
会
の
答
申
を
経
た
後
に
、
知
事
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク

２５

レ
一
八
条
及
び
三
○
条
）。

（　

）　

い
ず
れ
の
遵
守
事
項
を
課
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
分
類
施
設
担
当
大
臣
は
、
事
前
に
関
連
大
臣
及
び
分
類
施
設
中
央
審
議
会
の
答
申
を
要
す
る

２６

（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
二
―
五
条
及
び
Ｌ
五
一
二
―
一
○
条
）。

（　

）　

����
�

������

� ������
��
�
��
����

���������
�������
―�����

�
�
��
�
��
��
�
�����

��
�������

�
�
�

�������
�
��
�
��
����
�����
��
���������
�����

�
�
�
�
�
�����

�
�
�
��
��
�
��
��
������

����
���
�
�
�������
���
��
����
�����
���������

�
�
�����

���
�
�������� ���

�
�
�
�
��
�
��
������

�

����
�
�
������
��
������
�
�

２７

�
�
����
����
�
�
��
��
��
�����

�
�
����

��

�
������
����
�
�
��
��
����������
���������

�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

��
���
�
����
���
�
���������
������

（　

）　

な
お
、
パ
リ
、
オ
ー
・
ド
・
セ
ー
ヌ
県
、
セ
ー
ヌ
・
サ
ン
・
ド
ニ
県
、
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
マ
ル
ヌ
県
に
お
い
て
は
、
分
類
施
設
査
察
官
は
、
警
視
庁

２８

分
類
施
設
課
（�������

�
��
��
���������

�
�
�����

���������
�����
���������
�
�������� ���

�
�
��
�
�

����
������
�� ������

��
�
�
�
�
����

�����
����
���
�
����

）
の
職
員
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
三

条
）。

（　

）　

こ
の
通
知
書
に
は
、
①
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
の
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
名
称
・
商
号
・
法
律
上
の
形
態
・
本
社
の
住
所
・
通
知
書
署

２９
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名
者
の
身
分
）、
②
施
設
の
設
置
予
定
地
、
③
事
業
者
が
実
施
し
て
い
る
活
動
の
性
質
及
び
規
模
が
記
載
さ
れ
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
五
条
）。

（　

）　

知
事
は
、
分
類
表
に
関
す
る
デ
ク
レ
の
公
示
後
、
事
業
者
に
対
し
て
、
一
九
七
七
年
デ
ク
レ
三
条
所
定
の
許
可
を
要
す
る
施
設
の
設
置
に
必
要
な

３０

書
類
又
は
同
デ
ク
レ
二
五
条
所
定
の
届
出
を
要
す
る
施
設
の
設
置
に
必
要
な
書
類
を
提
出
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
も
で
き
る
（
一
九
七
七
年
デ
ク

レ
三
七
条
）。

（　

）　

こ
れ
ら
の
指
示
は
、
分
類
施
設
査
察
官
の
報
告
及
び
県
衛
生
審
議
会
の
答
申
を
経
た
後
に
、
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
る
。

３１
（　

）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

���������
���
�
����
���
�
���������
������

�
�
�
�����

�
�
�
�
�
���
����
�
�
��
��
�����

��
���
�����
�
���
�
�
���
����
���
�����
���������

�
�
�����

����
�
�������� ����

��
�
�
�
��
�����

�����
�
�
��
�
�
�

��������
���
����������������
������
���

�
�����
�
��
�
�
��

�
�����
�
����
�
�
�

３２

���
����
�
�
��
��
���������

�
�
�����

���
����
���
�����
���������
�
�������� ����

�
�
�����

�

�����
�
�����
�

� ��
��
�
����
��
�
�
�
���
����
�
��
�
��
�������

�
����
����
����
�
�
���
����
����
�
��
���������

�
�
��

����
����

（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
��

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
���� ��� �

�
�
�
��
��
�
��
��
���������

�
�
�����

��
���
��
����
�����
���������
�
�������� ����

�����
�
�
����

�����������
������

３３
（　

）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

���������
���
�
����
���
�
���������
������

３４
（　

）　

な
お
、
売
主
が
許
可
を
要
す
る
施
設
の
事
業
者
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
売
主
は
買
主
に
対
し
書
面
に
よ
り
当
該
施
設
に
お
い
て
化
学
物
質
又
は
放

３５

射
性
物
質
が
取
り
扱
わ
れ
又
は
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
か
否
か
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
二
○
条
）。

（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
�
�

�����
�
�
���

��������
�����
―����

����

３６
（　

）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
���

���������
���
�
����
���
�
���������
�����
―����

����

３７
（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
�
�

�����
�
�
����

��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
���

��������
�����������
���
�
����
���
�
�������

�
�
����

����
������

３８
（　

）　

����
�
�
�
��
�
��
��
�
�
�
�����
�
�
���

������
���
��
�
��
����
�
���������
�����
―����

�
�
�
�
�
�����

�
�
�
�����
�
�
���

������
���
�
�
�������
�
���������
�����
―����

�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
�
�

�����
�
�
����

��
�
�
�
�
����
�

��������
�����������
���
�
����
��

３９

�
�
�
�����
�
�
���

�
�
���������
�����
―����

����

（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
�
�

�����
�
�
����

��������
������

４０
（　

）　

ジ
ャ
ン
＝
リ
ヴ
ェ
ロ
（
兼
子
仁
・
磯
部
力
・
小
早
川
光
郎
編
訳
）『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
二
年
）
二
七
○
頁
参
照
。

４１
（　

）　

ジ
ャ
ン
＝
リ
ヴ
ェ
ロ
・
前
掲
注
（　

）
二
七
八
―
二
八
三
頁
参
照
。

４２

４１

（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
�
�

�����
�
�
����

��������
������

４３
（　

）　

山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
○
○
二
年
）
四
二
六
頁
参
照
。

４４
（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
�
�

�����
�
�
����

��������
������

４５
（　

）　

一
九
一
七
年
法
一
四
条
は
、
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
し
て
列
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
は
以
下
に
述

４６
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べ
る
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
。

　
　
　
　

一
九
一
七
年
法
一
四
条
の
初
案
は
、
シ
ョ
ー
タ
ン
に
よ
り
一
九
○
三
年
二
月
一
三
日
に
下
院
に
提
出
さ
れ
た
一
九
一
七
年
法
案
の
中
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
同
法
案
は
、「
施
設
の
設
置
を
許
可
し
又
は
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
（���

���� �� �� ��
�
�

���
�� ������

���
�
�
�
����
�
��
��
�������

�
�
�
��

�����
���
���
�
����
����
��
�������
�
��
�
�����

�

��
�

）」

を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
す
る
旨
の
規
定
を
置
い
て
お
り
、
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
は
、
一
四
条
に
列
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

こ
の
初
案
は
幾
度
と
な
く
修
正
さ
れ
、
一
九
一
二
年
一
二
月
一
○
日
の
第
二
次
追
加
報
告
書
に
お
い
て
、「
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
知
事
命
令
、

施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
又
は
施
設
の
設
置
許
可
申
請
の
審
査
を
延
期
す
る
知
事
命
令
（���

���� �� �� ��
�
�

���
�� ������

���
�
�
���
��
�������

�
�

�����
���
���
���
��
�������
�
��

�
�
����
�
�
�
�
����
�
��
��
��
�

�
������
���
�
��
����
�
��
��
��
��� �

�����
��

������
��
）、
新
た
な
条
件
を
課
し
又
は
す
で
に
課
さ
れ
て
い
た
条
件
を
軽
減
す
る
知
事
命
令
」
を
特
別
訴
訟
の
対

象
と
す
る
旨
の
規
定
が
置
か
れ
る
に
至
っ
た
も
の
の
、
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
は
、
従
前
通
り
一
四
条
に
列
記
さ
れ
て
い
た
。

�　
　
　
�

と
こ
ろ
が
、
一
九
一
七
年
二
月
一
三
日
の
元
老
院
第
二
回
審
議
に
お
い
て
、「
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
知
事
命
令
、
施
設
の
設
置
許
可
証
の
交

付
を
延
期
す
る
た
め
に
そ
の
設
置
を
不
許
可
と
し
又
は
施
設
の
設
置
許
可
申
請
の
審
査
を
延
期
す
る
知
事
命
令
（���

���� �� �� ��
�
�

���
�� ������

���
�

�����
���
��

�
���
��
�������

�
�
�
�
����
�
�
�
��
����
��

�
���
��
�������
�
���
������
���
����
����
���� �

��
�

�����

� �������
��
�
���
��
�������

�
�
�
�
����
�
��
�

������
����
���
��
�������
�
��
�
��
����
�
��
��

��
�

�
��
��� �

�����
��

������
��
）、
新
た
な
条
件
を
課
し
又
は
す
で
に
課

さ
れ
て
い
た
条
件
を
軽
減
す
る
知
事
命
令
」
を
特
別
訴
訟
の
対
象
と
す
る
旨
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令

は
、
一
四
条
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
修
正
案
は
、
何
ら
の
議
論
を
経
る
こ
と
な
く
元
老
院
及
び
下
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
、
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
は
、
一
九
一
七
年
法
案
審
議
の
過
程
で
一
四
条
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
学

説
は
、
そ
れ
で
も
な
お
同
命
令
が
特
別
訴
訟
の
対
象
に
な
る
と
の
見
解
を
示
し
、
い
か
に
し
て
同
命
令
が
一
四
条
に
列
記
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す

る
べ
き
か
に
つ
き
議
論
を
展
開
し
た
。
そ
の
際
、
学
説
に
よ
り
注
目
さ
れ
た
の
は
、
立
法
府
が
一
四
条
に
「����

�
�
�
��
����
��

����
���
����
����
���� �

��
�

����
�

� �������
��

������
���

�
���
��
�������

�

�
���
��
�������
�

」
と
い
う
用
語
を
置
い
た
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

こ
の
点
に
つ
き
、
一
部
の
学
説
は
、
立
法
府
が
「����

�

����
�

」
と
い
う
用
語
の
後
に
ヴ
ィ
ル
ギ
ュ
ル
を
置
き
忘
れ
た
と
し
、
こ
こ
に
ヴ
ィ
ル
ギ
ュ
ル

を
置
い
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。「����

�

����
�

」
と
い
う
用
語
の
後
に
ヴ
ィ
ル
ギ
ュ
ル
を
置
い
た
場
合
に
は
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と

な
る
個
別
的
決
定
は
「
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
知
事
命
令
、
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
、
施
設
の
設
置
許
可
証
の
交
付
を
延
期

し
又
は
施
設
の
設
置
許
可
申
請
の
審
査
を
延
期
す
る
知
事
命
令
（���

���� �� �� ��
�
�

���
�� ������

���
�
�
���
��
�������

�
�
�
�
����
��

�����
���
���
���
��
�������
�
���
������
����

�
��
����
��

�
����
����
���� �

��
�

�����

� �������
��

������
���

�
���
��
�������

�
�
�
�
����
�
��
��
��
�

�
���
��
�������
�
��
�
��
����
�
��
��
��
��� �

�����
��

������
��
）」
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
と
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は
独
立
し
て
、
施
設
の
設
置
許
可
証
の
交
付
を
延
期
す
る
知
事
命
令
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

　
　
　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
大
部
分
の
学
説
は
、「����

�

����
�

」
と
い
う
用
語
の
後
に
ヴ
ィ
ル
ギ
ュ
ル
を
置
か
ず
に
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
解
す
る
と
、
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
が
一
四
条
に
列
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
命
令
は
「
施
設
の
設
置

を
許
可
す
る
知
事
命
令
（���

���� �� �� ��
�
�

���
�� ������

���
�
�
���
��
�������

�

�����
���
���
���
��
�������
�

）」
と
い
う
用
語
の
中
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
施
設
の
設
置
許
可
証

の
交
付
を
延
期
す
る
た
め
に
そ
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
と
は
、
労
働
者
の
衛
生
及
び
安
全
に
関
す
る
条
件
が
事
業
者
に
よ
っ
て
遵
守

さ
れ
得
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
一
九
一
七
年
法
一
一
条
五
項
に
基
づ
き
、
労
働
基
準
監
督
官
が
知
事
に
対
し
て
施
設
の
設
置
許
可
証
の
交
付

を
延
期
す
る
よ
う
に
求
め
、
知
事
が
こ
れ
に
応
じ
た
場
合
に
な
さ
れ
る
命
令
の
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
命
令
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
命
令
を
、

施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
知
事
命
令
を
削
除
し
て
ま
で
、
あ
え
て
一
九
一
七
年
法
一
四
条
に
列
記
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問

は
残
る
こ
と
と
な
る
（����

�
�
��
�
�
�
��������

�
����

������
������
���
����������
����� �

� ��� �� �

� ����
��
�
����
�
�������

�
�
�
��
�
�
�
�����

������
������
�
�������
�
��
������
�
�
�����

� ��� ���������
�
�
��

��������
�
��
���� ����

������
��
��
�����

���
������
��
��������� ��� ���

�����
�
�
���

�������
�����
―����

����
）。

（　

）　

�
�
�
��
�
��
��
�����

�
���
�
�
��
�
��
��
�

�
���
�������
��
��������
���
���
��
�
��
����

����
�
��
�
�
�����

������
����
�������

４７
（　

）　

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
法
令
の
明
文
規
定
が
な
い
場
合
に
、
判
例
が
自
主
的
に
規
範
を
創
設
し
て
解
決
を
図
る
こ
と
を
、
古
代
ロ
ー
マ

４８

の
時
代
に
お
い
て
法
務
官
が
そ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
、
法
務
官
的
規
範
創
設
（�� ��� �����

�
�
�

����
�
��
�� ���

����
�
�

��
����
�
�

）
と
呼
ん
で
い

る
（����

��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
���

���������
���
�
����
���
�
���������
�����
―����

����
）。

（　

）　

����
�
�
�
�����

�
�
�
�
�
�����
�
�
��

������
���
�����
�
���
�
���������
����

４９
（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

�����
�
��
�
��
��
�
�
�
��
���
�
��
�
�
�
������
�
�
�

�����
�
�
����

�
�
�
��
���
��
�
�
�
��
��

�
������
�
��
�����
�
��
�
��
���
���
�
��
�
��
���

�
�
����
����
�
�
��
��
�
��
�
�
�������

��
��

�
��
����
����
�
�
��
��
��
��
�
�
��������
���
��

�
�
�
��
����
��
�
��
���

��
�
��
��
����
��
�
��
����

５０

�����
�
�
���

�������
�����
―����

����

（　

）　

����
�
�
�
��
���
��
�
�
�
�����
�
�
����

�

������
���
��
���
����
�
���������
���������

�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

���
���
�
����
���
�
���������
������

５１
（　

）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

���������
���
�
����
���
�
���������
������

５２
（　

）　

����
�
�
�
��
�
��
��
�
�
�
�����
�
�
���

������
���
��
�
��
����
�
���������
�����
―����

����

５３
（　

）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

���������
���
�
����
���
�
���������
������

５４
（　

）　

�
�
�
�
�
��
�
��
����
��
�
���
�����

�
��
�

�
��
�
��
�
���
�
��
�����
���
�
����
������
�
��
�

����
��
�����

�
�
�
�
��
�
�

�����
��
�����
�
�
�
�
���
�
�� ����

��
����
�
�
��
�
��
�
���
�

���
��
����
�
�
�
���
�
��
�
����
�

� ��
��

�
��� ����

�
�
���
�
�
��
��
�
�
�
�
���
�
�
�
��

����
�
�
�
���
�
�
��
��
��
�
��
�
����
�
��
�
��

５５
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�
���
��
�
�
�
�����
�
�
����

�
���
����
�
���������
������

（　

）　

�
�
�
��
�
�
�
��
�������

��
�
���
�����

�
�

�
���
����
�
�
��
������������
�����������
���

������
�
�
����
�
���
�
�
�
��
������

�
�
�

��
������
�
��
����
�
�����
���
��
������
�
��
��
���
�
��
�
��
����

�����
������
�������� �����

�
�
�
��
���
��
�
�
�
�����
�
�
���

������
���
��
���
����
�
���������
�����
―����

����

５６
（　

）　
�
�
�
��
��
�

�
���
�������� ������

�����
�
���
�
�
�
�
����
�
����
�
�
�

�������������
���
���
�
�
������
������
����� ��

５７
（　

）　

�
�
�
��
��
�����

�����
�
�
��

�
���
�������������������
�
��� �� �� �

�
��
�
��
��
�
�
�
�
�����

�
��
������

�
���

��
����
��
����
���
�
�������
��
��������
����
�
�
����

���
������

５８
（　

）　

����
�
�
�
�
�
�����

�
�
�
�����
�
�
����

������
���
�
�
�������
�
���������
������

５９
（　

）　

����
�
�
�
�
�����
�
��
�
�
�
�����
�
�
��

������
���
�
�����
�
����
�
���������
����

６０
（　

）　

��
��
��
�
�
��

��
��
����
����

６１
（　

）　

施
設
の
設
置
許
可
決
定
又
は
指
示
内
容
の
軽
減
決
定
後
に
当
該
施
設
の
近
隣
に
居
住
し
た
者
は
、
当
該
決
定
に
つ
い
て
は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四

６２

―
六
条
Ⅲ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
出
訴
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
降
に
行
わ
れ
る
決
定
に
つ
い
て
、
出
訴
制
限
を
受
け
る
の
か

否
か
が
問
題
と
な
る
。

　
　
　
　

ボ
ワ
バ
ン
に
よ
る
と
、
近
隣
住
民
が
出
訴
制
限
を
受
け
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
又
は
指
示
内
容
の
軽
減
決
定
以
降
に
行
わ
れ
る
決
定
が
、
施

設
の
構
造
の
変
更
に
伴
っ
て
行
わ
れ
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
で
あ
る
場
合
に
は
、
近
隣
住
民
は
同
条
Ⅲ
所
定
の
出
訴
制
限
を
受
け
る
こ
と
は
な

い
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
彼
は
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
構
造
を
変
更
し
た
施
設
は
も
は
や
既
存
の
も
の
と
は
大
き
く
異

な
る
施
設
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
施
設
か
ら
生
じ
る
汚
染
ま
で
を
も
こ
れ
ら
の
近
隣
住
民
に
受
忍
さ
せ
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
近
隣
住
民
が
出
訴
制
限
を
受
け
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
又
は
指
示
内
容
の
軽
減
決
定
以
降
に
行
わ
れ
る
決
定
が
、
指
示
内

容
の
軽
減
決
定
で
あ
る
場
合
に
は
、
近
隣
住
民
は
同
条
所
定
の
出
訴
制
限
を
受
け
る
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
彼
は
理
由
を

述
べ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
指
示
内
容
の
軽
減
処
分
を
受
け
た
施
設
は
既
存
の
も
の
と
大
き
く
異
な
る
施
設
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
近
隣
住
民
は
当
該
施
設
か
ら
生
じ
る
汚
染
を
受
忍
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（����

�����

��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

����
���
�
����
���
�
���������
������
）。

（　

）　

い
か
な
る
場
合
に
、
第
三
者
が
訴
え
を
提
起
す
る
権
利
の
行
使
を
放
棄
し
た
と
推
定
さ
れ
得
る
の
か
に
つ
き
、
マ
ジ
ス
ト
リ
ー
は
、
第
三
者
が
施

６３

設
の
設
置
に
明
白
に
同
意
し
て
い
た
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
と
指
摘
す
る
。
要
す
る
に
、
施
設
の
設
置
許
可
手
続
の
一
つ
で
あ
る
適
・
不
適
の
調

査
に
際
し
て
、
当
該
施
設
の
設
置
に
好
意
的
な
意
見
を
表
明
し
た
第
三
者
は
、
訴
え
を
提
起
す
る
権
利
の
行
使
を
放
棄
し
た
と
推
定
さ
れ
得
る
と
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い
う
こ
と
で
あ
る
（����

�
�
��
�
�
�
��������

�
�
�
�����
�
�

������
������
���
����������
�
���������
�

����

�����
）。

（　

）　

����
��
�
���
�

�������
�
�����

� ������
��
�
��
��
�
�
���
�
��
�����

�
�
��
�
�

���������
�������
�
���
�
����������
�
��
�
��

��
�
�����

��
�������

�
�
�����

�
����
�����
��
���������
�������

６４
（　

）　

ビ
ノ
ン
は
、
出
訴
期
間
を
四
年
に
制
限
し
た
と
し
て
も
、
第
三
者
が
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
に
当
た
っ
て
特
に
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
と
指

６５

摘
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
出
訴
期
間
経
過
後
、
施
設
の
操
業
に
よ
り
公
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
は
知
事
に
対
し
て
公
害
の
発
生
を
事

業
者
に
防
止
す
る
よ
う
指
示
の
加
重
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
知
事
が
そ
の
求
め
を
拒
否
す
る
決
定
を
下
し
た
場
合
に
は
、
当
該
決
定
の
公
示
日

又
は
掲
示
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
以
内
に
特
別
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（����

�

������

� �������
��
�
��
����

����������
�������
―�����

�
�
��
�
��
��

�������
�
��
�
��
���

�
�����

��
�������

�
�
���

�
�����
��
���������
�����
）。

（　

）　

����
�
�
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�
�
�
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�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
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�
�
�������
�
�
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�
�
����

��������
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６６
（　

）　

����
��
�
�
�
�
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�
�
�
�
�����
�
�
����

���������
���
�
����
���
�
���������
������

６７
（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
�
�

�����
�
�
����

��������
������

６８
（　

）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
���

���������
���
�
����
���
�
���������
�����
―����

����

６９
（　

）　

そ
の
ほ
か
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
、
第
三
者
が
行
政
裁
判
所
に
出
訴
す
る
と
い
う
事
案
も
存
す
る
も
の

７０

の
、
こ
の
種
の
事
案
に
お
い
て
行
政
裁
判
所
は
、
一
般
的
に
、
第
三
者
の
訴
え
を
不
受
理
と
す
る
か
、
第
三
者
の
訴
え
を
認
容
し
、
当
該
施
設
の

設
置
許
可
決
定
を
取
り
消
す
た
め
、
行
政
裁
判
官
が
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
て
い
る
の
か
否
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
分
類
施
設
訴
訟
に
関
す
る
文
献
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
事
案
は
、
行
政
裁
判
官
の
行
使
す
る
最
大
限
の
統
制
権
限
に
関
す
る
分
析
の

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

も
っ
と
も
、
以
下
に
示
す
一
九
二
九
年
一
月
三
○
日
ル
マ
ー
ル
氏
ほ
か
判
決
（�

�
�
��
��
���
����

�����
�
���
�
�
�
�

�
���
���������
������������
���
���
���

� ���
��
��
�
��
����
�
����

���
���
��
�
��
������
�����

�
�
����

�
������
）
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
使
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

一
九
二
三
年
三
月
二
三
日
に
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
知
事
は
、
バ
イ
ユ
ー
に
ゴ
ミ
貯
蔵
所
の
設
置
許
可
決
定
を
し
た
と
こ
ろ
、
近
隣
住
民
で
あ
る
ル

マ
ー
ル
氏
ら
が
当
該
決
定
を
不
服
と
し
て
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
参
事
会
に
出
訴
し
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ド
ス
県
参
事
会
は
、
一
九
二
四
年
二
月
二
日
に
ル

マ
ー
ル
氏
ら
の
訴
え
を
不
受
理
と
し
た
た
め
、
ル
マ
ー
ル
氏
ら
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　
　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、「
指
示
を
遵
守
す
る
限
り
は
、
近
隣
住
民
、
保
健
衛
生
又
は
公
衆
衛
生
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
利
用
さ
れ
得

る
よ
う
、
ゴ
ミ
貯
蔵
所
は
住
居
地
域
か
ら
十
分
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
手
工
業
諮
問
委
員
会
の
答
申
を
根
拠
と
し
て
、
当
該
施
設
の
設
置
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を
許
可
し
た
。

　
　
　
　

ま
た
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
当
該
施
設
に
対
し
て
、
手
工
業
諮
問
委
員
会
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
、
①
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
は
、
防

水
加
工
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
の
く
ぼ
み
に
貯
蔵
さ
れ
る
こ
と
、
②
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
ゴ
ミ
貯
蔵
所
は
壁
で
囲
ま
れ
、
金
属
製
の
扉
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
、
③
ハ
エ
を
駆
除
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
、
④
あ
ら
ゆ
る
ゴ
ミ
の
散
乱

行
為
及
び
焼
却
行
為
を
禁
じ
、
ゴ
ミ
貯
蔵
所
に
貯
蔵
さ
れ
な
い
物
質
は
発
酵
後
に
踏
み
固
め
ら
れ
た
土
壌
の
中
に
埋
め
ら
れ
る
こ
と
、
⑤
屠
殺
場

か
ら
生
じ
た
物
質
は
地
面
の
上
に
放
置
さ
れ
な
い
こ
と
と
す
る
指
示
を
課
し
た
。

　
　
　
　

こ
の
事
案
は
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
、
第
三
者
が
出
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
お

い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
知
事
に
よ
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
認
容
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
当

該
施
設
に
対
し
て
指
示
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
、
第
三
者
が
行
政
裁

判
所
に
出
訴
す
る
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
最
大
限
の
統
制
権
限
を
行
政
裁
判
官
は
行
使
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（　

）　

�
�
�
��
��
�
��
�����

�
���
��
���
�
����

�
���
�������
����������
���
��
�����
������
�
����

�
������

７１
（　

）　

な
お
、
こ
の
判
決
の
事
実
及
び
判
決
要
旨
に
つ
い
て
は
、
Ⅳ
二
（
二
）
に
お
い
て
述
べ
る
。

７２
（　

）　

も
っ
と
も
、
行
政
裁
判
官
は
、
必
ず
し
も
手
工
業
諮
問
委
員
会
の
発
す
る
答
申
の
内
容
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、
一
八
八

７３

二
年
五
月
五
日
ボ
ド
ワ
ン
氏
対
ク
ル
テ
ィ
ー
氏
判
決
（�

�
�
��
�
�
��
�����

�
���
�
�
��
��
�
�
�
��

�
���
������
����������
���
�
�
��
�����
�
�
����

�
����
�
�
����

����
������
������
）
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
手
工
業
諮
問
委
員
会
の
答
申
に
反
す
る
内
容
の
判
決
を
下
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ク
ル
テ
ィ
ー
氏
は
、
セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
県
の
フ
リ
エ
ー
ル
に
豚
小
屋
（
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
）
の
設
置
許
可
を
申
請
し
た
と

こ
ろ
、
セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
県
知
事
は
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
決
定
を
し
た
。
当
該
施
設
の
近
隣
に
お
い
て
農
園
を
営
む
ボ
ド

ワ
ン
氏
は
、
当
該
決
定
を
不
服
と
し
て
県
参
事
会
に
出
訴
し
た
も
の
の
、
県
参
事
会
は
ボ
ド
ワ
ン
氏
の
訴
え
を
不
受
理
と
し
た
た
め
、
こ
れ
を
不

服
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　
　
　
　

ボ
ド
ワ
ン
氏
は
、
豚
小
屋
が
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
に
該
当
し
、
私
人
の
住
居
か
ら
十
分
に
隔
離
さ
れ
た
場
所
に
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
所
有
す
る
農
園
か
ら
二
八
メ
ー
ト
ル
し
か
隔
離
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
決

定
の
取
消
し
を
県
参
事
会
に
求
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
県
参
事
会
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
は
具
体
的
な
隔
離
距
離
に
つ
い
て
明
示
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
事
業
者
が
指
示
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豚
小
屋
が
近
隣
住
民
に
重
大
な
支
障
を
来
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
施
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設
を
隔
離
す
る
こ
と
な
く
そ
の
設
置
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
た
。

　
　
　
　

手
工
業
諮
問
委
員
会
は
、
一
八
八
○
年
一
○
月
六
日
の
答
申
に
お
い
て
、
県
参
事
会
の
判
決
に
は
賛
同
し
得
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。
同
委

員
会
に
よ
れ
ば
、「
一
八
一
○
年
勅
令
は
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
が
私
人
の
住
居
か
ら
隔
離
さ
れ
る
旨
を
規
定
す
る
一
方
で
、
第
二
等
級
に
属

す
る
施
設
が
私
人
の
住
居
か
ら
の
隔
離
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
旨
を
規
定
す
る
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
県
参
事
会
の
判
決
に
従
う
限
り
、

第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
も
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
と
同
様
に
、
私
人
の
住
居
か
ら
隔
離
さ
れ
な
い
場
合
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
一

八
一
○
年
勅
令
の
規
定
内
容
を
没
却
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
さ
れ
る
。
同
委
員
会
は
、
豚
小
屋
が
私
人
の
住
居
か
ら
隔
離

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
二
八
メ
ー
ト
ル
と
い
う
隔
離
距
離
も
、
十
分
に
隔
離
さ
れ
た
距
離
と
は
言
い
難
い
と
結
論
づ
け
た
。

��　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、「
ク
ル
テ
ィ
ー
氏
が
所
有
す
る
豚
小
屋
は
、
全
て
の
住
居
地
域
か
ら
隔
離
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ

ド
ワ
ン
氏
が
所
有
す
る
農
園
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
当
該
施
設
は
、
公
衆
衛
生
維
持
の
見
地
か
ら
改
善
措
置
を
講
ず
る
こ

と
に
よ
り
、
ボ
ド
ワ
ン
氏
の
所
有
す
る
農
園
に
対
し
て
、
…
…
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
」
と
し
、
ボ
ド
ワ
ン
氏
の
控
訴
を
不
受
理
と
し
た
（�

�

�
��

�
��
�
�
��
�����

�
���
�
�
��
��
�
�
�
����

�
������
����������
���
�
�
��
�����
�
�
������
����
�
�
����

�
������
������
）。

　
　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
豚
小
屋
が
私
人
の
住
居
か
ら
隔
離
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
手
工
業
諮
問
委
員
会
の
答
申
を
採
用
せ
ず
、
当

該
施
設
を
私
人
の
住
居
か
ら
隔
離
す
る
必
要
は
な
く
、
当
該
施
設
に
対
し
て
指
示
を
課
せ
ば
足
る
と
し
た
県
参
事
会
の
判
決
を
採
用
し
て
い
る
こ

と
が
、
こ
の
判
決
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（　

）　

手
工
業
諮
問
委
員
会
に
は
、
そ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
問
題
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
専
門
報
告
官
（���

�
�
����
��
��

���
�
�
����
�����

� ����

���

７４

�������

�������

）
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（����

�
�
��
�
�
�
��������

�
�
�
�����
�
�

������
������
���
����������
�
���������
�

����

�����
）。

（　

）　

��
��
��
�
�
����

��
��
����
������

７５
（　

）　

�
�
�
��
��
�
��
�����

�
���
��
���
�
����

�
���
�������
����������
���
��
�����
������

�
����

�
������

７６
（　

）　

�
�
�
��
��
���
����

�����
�
��
��
�
�����

�
���
���������
������������
��
����
�����

�
�
�
�
��
�����

��
�
�
���

���
���
�������������
�����

７７
（　

）　

な
お
、
近
隣
住
民
が
知
事
に
よ
り
課
さ
れ
た
指
示
内
容
が
過
度
に
緩
和
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
出
訴
し
た
場
合
に
は
、
行
政
裁
判
官
は
、
知

７８

事
の
課
し
た
指
示
内
容
を
取
り
消
し
、
こ
れ
を
加
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
（�

�
�
��
��
�
�
���
�
��
�����

�
����
�
�
�
�

�
���
�������
�
���
�
����������
������
���
��

�
�
�
�
�
����
�
��
�
�
����

�
�
�
�
���
������
����
������
）。

（　

）　

な
お
、
判
例
集
に
は
県
名
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

７９
（　

）　

�
�
�
��
�
�
��
�����

�

�
���
������
����������

� ��������
�
����
�
�
����

���������
������
������

８０
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（　

）　

な
お
、
近
隣
住
民
は
、
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
に
対
し
て
、
ピ
ュ
イ
・
ド
・
ド
ー
ム
県
知
事
が
七
面
鳥
養
殖
場
の
設
置
許
可
申
請
書
を
提
出
す
べ
き

８１

旨
及
び
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
、
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
は
、
当
該
施
設
の
操
業
停
止
を
命

ず
る
判
決
を
下
し
て
お
り
、
近
隣
住
民
の
請
求
の
範
囲
を
越
え
て
判
決
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
Ⅳ
二
（
一
）（
オ
）
に

お
い
て
述
べ
る
。

（　

）　

�
�
�
��
�
�
��
�����

�
��
�����

�
�
�
�
�
�
�

�
���
������
����������
��
�������
�
��
�
�
�
����

��
�
�
����
�
�
�����

��
�
���
�
�
����

��������
������
�
�
����������
���
���
������

��
�
����
�
�
����

��
����
������
������

８２
（　

）　

�
�
�
��
��
��
��
�����

�
���
�
�
��
�
���
�

�
���
��������
��
��������
���
���
��
�
�����

����
�
�
����

������
������

８３
（　

）　

山
口
編
・
前
掲
注
（　

）
六
一
○
頁
参
照
。

８４

４４

（　

）　

塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅱ
（
第
四
版
）』（
有
斐
閣
・
二
○
○
六
年
）
一
三
六
頁
参
照
。

８５
（　

）　

����
�
�
�
��
���
��
�
�
�
�����
�
�
����

������
���
��
���
����
�
���������
������

８６
（　

）　

�
�
�
��
��
�
���
�����

�
��
�����

�
�
���

�
���
�������
�����������
��
�������
������

�
�
�����

��
�
���
�
�
�
����
�
�
����
�
�
�

�
�
�
����������
���
���
�
����
���
������
������

���

８７
（　

）　

ラ
ブ
リ
ュ
ー
ヌ
氏
は
、
イ
ゼ
ー
ル
県
の
レ
ー
リ
ュ
に
豚
小
屋
を
設
置
す
る
た
め
、
イ
ゼ
ー
ル
県
知
事
に
当
該
施
設
の
設
置
許
可
申
請
を
し
た
と
こ

８８

ろ
、
同
知
事
は
一
九
六
○
年
三
月
三
一
日
に
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
決
定
を
し
た
。
近
隣
住
民
で
あ
る
モ
ロ
ー
氏
は
、
当
該
決
定
を
不
服

と
し
て
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
地
方
行
政
裁
判
所
に
出
訴
し
た
。

　
　
　
　

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
地
方
行
政
裁
判
所
は
、
豚
小
屋
の
設
置
を
許
可
す
る
た
め
に
は
、
当
該
施
設
を
モ
ロ
ー
氏
所
有
の
住
居
か
ら
隔
離
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
、
モ
ロ
ー
氏
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
訴
え
の
審
査
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
隔
離
距
離
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
た
め
、
イ
ゼ
ー
ル
県

衛
生
審
議
会
に
対
し
て
事
前
手
続
の
実
施
を
求
め
る
判
決
を
一
九
六
一
年
一
二
月
二
○
日
に
下
し
た
。

　
　
　
　

そ
こ
で
、
産
業
大
臣
は
、
イ
ゼ
ー
ル
県
衛
生
審
議
会
に
対
し
て
事
前
手
続
の
実
施
を
求
め
た
判
決
が
裁
判
を
不
当
に
遅
延
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

　
　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
法
令
条
文
も
、
地
方
行
政
裁
判
所
の
有
す
る
権
限
を
制
限
す
る

も
の
で
は
な
い
。
い
か
な
る
法
令
条
文
も
、
地
方
行
政
裁
判
所
が
分
類
施
設
の
設
置
及
び
操
業
に
関
す
る
訴
え
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
を
制
限

す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
地
方
行
政
裁
判
所
は
、
同
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
訴
え
を
審
査
す
る
前
に
、
諮
問
機
関
に
対
し

て
事
前
手
続
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
地
方
行
政
裁
判
所
の
判
決
は
裁
判
を
遅
延
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
産
業
大
臣
の
請
求
に
は
理
由
が
な
い
。
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８９
（　

）　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
行
政
裁
判
官
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
権
限
は
、
本
来
的
に
は
行
政
庁
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
変
更
権
限（�

�
�
��
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�
��
����
���
�
�
�����
）

９０

な
い
し
代
置
権
限
（�

�
�
��
��
�
�
��
�
�����
��

�
�
�
��
����
����
�
�����
��
）
で
あ
る
と
い
え
る
。
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９４
（　

）　

サ
ボ
通
り
一
八
番
地
の
馬
小
屋
の
設
置
届
出
受
理
決
定
の
取
消
し
の
求
め
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
当
該
施
設
が
近
隣
住
民
及
び
公

９５

衆
衛
生
に
対
し
て
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
と
す
る
近
隣
住
民
の
「
主
張
は
、
第
一
等
級
又
は
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
に
対
し
て

の
み
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
届
出
受
理
決
定
に
対
し
て
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
に
つ
き
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
事
業
者
か
ら
届
出
書
が
提
出
さ
れ
た
場

合
に
は
、
実
務
上
、
当
該
書
類
に
不
備
が
な
い
限
り
、
知
事
は
こ
れ
を
受
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
判
示
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

サ
ボ
通
り
一
八
番
地
の
馬
小
屋
の
廃
止
の
求
め
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
九
三
二
年
四
月
二
○
日
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
一

九
一
七
年
法
三
六
条
を
参
照
し
て
い
る
。
同
条
は
、
許
可
又
は
届
出
な
し
に
違
法
な
状
態
で
操
業
し
て
い
る
施
設
に
対
し
て
、
知
事
が
当
該
施
設

の
事
業
者
に
催
告
を
し
た
後
に
、
そ
の
操
業
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
サ
ボ
通
り
一
八
番
地
の
馬
小
屋
は
、
届
出
な
く

操
業
を
開
始
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
条
に
よ
る
限
り
は
、
知
事
が
当
該
施
設
の
事
業
者
に
催
告
を
し
た
後
に
、
そ
の
操
業
停
止
を
命
ず

る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
隣
住
民
は
ま
ず
も
っ
て
知
事
に
対
し
て
催
告
を
す
る
よ
う
求
め
、
そ
の
後
に
な
さ
れ
る
知
事
の
決
定
を
待
た

ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
待
た
ず
に
県
参
事
会
に
対
し
て
出
訴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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（　

）　

例
え
ば
、
公
土
木
事
業
以
外
の
場
合
に
お
け
る
納
入
品
契
約
や
年
金
の
徴
収
な
ど
に
つ
い
て
、
大
臣
は
行
政
裁
判
権
を
行
使
し
て
い
た
。
し
た
が

１０２

っ
て
、
管
轄
に
関
す
る
明
文
の
法
令
規
定
な
し
に
訴
訟
を
受
理
す
る
権
限
を
有
す
る
普
通
法
上
の
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
、
大
臣
は
把
握
さ
れ
て

い
た
。
阿
部
泰
隆
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
論
』（
有
斐
閣
・
一
九
七
一
年
）
三
頁
参
照
。

（　

）　

そ
の
ほ
か
、
県
参
事
会
の
行
政
裁
判
権
に
属
す
る
事
項
と
し
て
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
四
条
は
、
行
政
庁
の
活
動
で
は
な
く
、
事
業
者

１０３

の
活
動
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
私
人
の
賠
償
請
求
に
関
す
る
紛
争
、
道
路
や
運
河
建
設
の
た
め
の
収
用
又
は
掘
削
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
土
地

所
有
者
の
賠
償
請
求
に
関
す
る
紛
争
、
公
道
に
お
い
て
生
ず
る
紛
争
、
国
有
財
産
に
関
す
る
紛
争
を
規
定
し
て
い
た
。
阿
部
・
前
掲
注
（　

）
二

１０２

頁
参
照
。

（　

）　

そ
の
ほ
か
、
鉱
山
採
掘
の
た
め
知
事
の
許
可
に
伴
っ
て
実
施
さ
れ
る
作
業
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
土
地
所
有
者
の
賠
償
請
求
に
関
す
る
紛
争

１０４

（
一
八
一
○
年
四
月
二
一
日
法
律
）、
鉱
山
の
干
拓
作
業
の
実
施
を
め
ぐ
る
紛
争
（
一
八
三
八
年
四
月
二
七
日
法
律
）、
不
衛
生
建
築
物
に
対
し
市

町
村
長
に
よ
り
な
さ
れ
た
決
定
を
め
ぐ
る
紛
争
（
一
八
五
○
年
四
月
一
三
日
法
律
）、
地
下
採
掘
を
禁
止
す
る
た
め
に
知
事
に
よ
り
な
さ
れ
た
決
定

を
め
ぐ
る
紛
争
（
一
八
五
六
年
七
月
一
四
日
法
律
四
条
二
項
）、
河
川
の
一
部
に
お
い
て
漁
猟
の
禁
止
を
命
ず
る
決
定
を
め
ぐ
る
紛
争
（
一
八
六
五

年
五
月
三
一
日
法
律
三
条
）、
市
町
村
の
選
挙
に
関
す
る
紛
争
（
一
八
八
四
年
四
月
五
日
法
律
三
八
条
）
が
、
県
参
事
会
の
行
政
裁
判
権
に
属
す
る

事
項
と
し
て
追
加
さ
れ
た
（����

�
�
�
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���
������� ����

�
����

�����
����� �

�
�
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�����
�
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�
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����������

�

��
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���
�����
�
���
�
��
����������������

��
��
�
�
���

������������
�����
―����

����
）。

（　

）　

以
上
に
つ
き
、
神
谷
昭
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
研
究
』（
有
斐
閣
・
一
九
六
五
年
）
二
八
―
四
○
頁
及
び
ジ
ャ
ン
＝
リ
ヴ
ェ
ロ
・
前
掲
注
（　

）
一

１０５

４１

四
六
―
一
四
七
頁
及
び
二
○
六
―
二
○
七
頁
参
照
。

（　

）　

阿
部
・
前
掲
注
（　

）
四
頁
及
び
ジ
ャ
ン
＝
リ
ヴ
ェ
ロ
・
前
掲
注
（　

）
一
四
七
―
一
四
八
頁
参
照
。

１０６

１０２

４１

（　

）　

神
谷
・
前
掲
注
（　

）
六
―
二
二
頁
及
び
ジ
ャ
ン
＝
リ
ヴ
ェ
ロ
・
前
掲
注
（　

）
一
四
四
―
一
四
六
頁
参
照
。

１０７

１０５

４１

（　

）　

レ
デ
レ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
行
政
官
は
、
集
団
的
利
益
の
公
平
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
そ
の
任
務
と
し
て
い
る
た
め
、
一
個
人
の
利
益
が
問
題
と
な

１０８
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っ
た
場
合
に
は
先
入
観
を
持
つ
と
と
も
に
感
情
的
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
官
は
、
個
人
的
な
好
感
や
嫌
悪
感
か
ら
公
益
又

は
個
人
の
諸
権
利
を
侵
害
す
る
き
ら
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
レ
デ
レ
ー
ル
は
、
行
政
裁
判
権
を
活
動
行
政
機
関
た
る
知
事
で

は
な
く
、
県
参
事
会
に
委
ね
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
（����
����
����

�
�����

��
�������

�
�

���������
������
�����
��
������������ �����

��
��
�
�
����

������������
������
）。

（　

）　

レ
デ
レ
ー
ル
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
活
動
を
、
地
方
に
お
い
て
執
行
さ
れ
る
政
府
の
活
動
す
な
わ
ち
行
政
、
直
接
税
の
配
分
を
め

１０９

ぐ
る
判
断
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
訴
訟
を
め
ぐ
る
判
断
の
三
つ
に
区
別
し
、
知
事
（
副
知
事
及
び
市
町
村
長
）
に
一
つ
め
の
機
能
を
付
与
し
、
県
会

（
郡
会
及
び
市
町
村
会
）
に
二
つ
め
の
機
能
を
付
与
し
、
県
参
事
会
に
対
し
て
は
三
つ
め
の
機
能
を
付
与
し
た
（����

����
����

�
�����

��
�������

���������
������
�����
��
��������

�
�

���� �����
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��
�
�
����

������������
������
）。

（　

）　

市
町
村
は
、
原
則
と
し
て
、
県
参
事
会
の
行
政
上
の
許
可
（��

��
�������

�
��
�
��
���������

��
��
�������
�
���
�
��
���������

）
な
し
に
、
訴
訟
当
事
者
と
し
て
出
廷
す
る
こ
と
が
で

１１０

き
な
か
っ
た
。
県
参
事
会
は
、
市
町
村
の
主
張
に
理
由
が
あ
る
か
否
か
を
審
査
し
た
後
に
、
市
町
村
が
裁
判
所
に
出
廷
し
得
る
か
否
か
を
決
し
て

い
た
。
裁
判
所
へ
の
出
廷
を
許
可
制
と
し
、
市
町
村
の
財
政
が
無
駄
に
支
出
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
こ
の
制
度
は
導
入
さ
れ
た
。
な
お
、
市

町
村
は
、
こ
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
で
第
一
審
に
お
い
て
な
さ
れ
る
裁
判
に
出
廷
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
控
訴
審
に
出
廷
す
る
際
に

は
、
改
め
て
県
参
事
会
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
（����
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��� �� �� �

�
�
�����

��
��
�
�
���
�
�
�
��������

�

��
�������
�������
�����
���
������������
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���������������
��������

����

��������
―�����

��
���
�
�
����

��������������
������
）。
な
お
、
同
文
献
の
発
行
年
は
未
詳
で
あ
る
。

（　

）　

村
上
順
『
近
代
行
政
裁
判
制
度
の
研
究
』（
成
文
堂
・
一
九
八
五
年
）
一
五
六
頁
参
照
。

１１１
（　

）　

例
え
ば
、
デ
ミ
ュ
ニ
エ
は
、「
な
ぜ
、
訴
訟
当
事
者
と
裁
決
投
票
権
を
有
す
る
裁
判
官
と
に
、
知
事
は
同
時
に
な
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
知
事
が

１１２

長
を
務
め
、
し
た
が
っ
て
主
要
な
構
成
員
と
な
る
裁
判
所
（����

�
�
��

����
�
�
��
）
の
下
に
、
行
政
行
為
を
不
服
と
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
者
に
対
し
て
、
ど

れ
ほ
ど
の
十
分
な
保
障
が
期
待
で
き
よ
う
か
」
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
彼
は
「
行
政
は
唯
一
の
人
の
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
判
決
す
る
こ
と

は
多
数
の
人
の
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
レ
デ
レ
ー
ル
の
発
言
を
挙
げ
、
こ
の
発
言
は
、「
行
政
主
体
と
行
政
客
体
と
の
間
で
生
じ
た

紛
争
に
つ
い
て
の
判
決
が
、
何
ら
行
政
活
動
に
関
与
し
て
い
な
い
多
数
の
人
に
よ
り
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
と
し
、
県
参
事
会
に
お
け
る
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
と
の
分
離
を
強
く
主
張
し
た
（����

����
����

�
�����

��
�������

�
�

���������
������
�����
��
������������ �����

��
��
�
�

�����
������
�
��

����

����
）。

　
　
　
　

な
お
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
案
に
お
い
て
は
、
デ
ミ
ュ
ニ
エ
の
ほ
か
に
も
こ
の
点
に
つ
い
て
批
判
し
た
議
員
が
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
村
上
・
前
掲
注
（　

）
一
五
六
―
一
五
七
頁
に
詳
し
い
。

１１１
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（　

）　

村
上
教
授
に
よ
れ
ば
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
案
提
出
者
で
あ
る
レ
デ
レ
ー
ル
も
、
行
政
裁
判
権
と
活
動
行
政
権
の
未
分
離
に
つ
い
て
は
自

１１３

ら
認
め
て
い
た
も
の
の
、
知
事
の
県
参
事
会
へ
の
出
席
が
あ
く
ま
で
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

制
度
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
う
し
て
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
は
レ
デ
レ
ー
ル
の
原
案
通
り
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
村
上
・
前
掲

注
（　

）
一
五
七
―
一
五
八
頁
参
照
。

１１１

（　

）　

����
�
�
�
��
�
���
���
�
��
�
��
��
�
��
���

������
���
��
�
���
�����
��
�
�����
���������

�
��
�
�
�
����
�
��
���
�����
�
�
�����

�
�

�
�
����
���
����
����
���
�����
�
���������
�

����

�����

１１４
（　

）　

����
�
�
������

�
��
��
���
�
�

������
�
������
��
�����
�������� �����

��
��
�
�
����

������������
������

１１５
（　

）　

����
�
�
�
��
�
��
�
��
�
�
�
����
���
�
�
�
�

������
���
��
�
��
������
���
����
�����
�
�������

�
�
����

������
������

１１６
（　

）　

知
事
は
、
行
政
活
動
を
行
う
に
当
た
り
県
参
事
会
の
答
申
を
考
慮
す
る
一
方
で
、
県
参
事
会
の
構
成
員
は
、
知
事
と
い
う
要
職
の
地
位
に
あ
る
者

１１７

と
活
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
欲
的
に
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
思
惑
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

県
参
事
会
が
知
事
の
諮
問
機
関
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
知
事
は
二
つ
の
機
関
に
よ
り
補
佐
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
県
固
有
の
行

政
事
務
に
つ
い
て
は
県
会
に
よ
り
、
国
家
行
政
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
県
参
事
会
に
よ
り
知
事
は
補
佐
さ
れ
た
の
で
あ
る
（����

��
�
���
�

�����
��
�
�����

� ��

�����
��
�
��
��
��
��
�����

�
�
��
�
��
��

����������
��������
��
��������
�
��
�
��
��

�
�����

��
�������

�
�
�����

�
�
�
��
�
��
�

��
�����
��
���������
���������
���
��
�
��
�

��
�
�
�
����
���
�
�
�
�����
�
�
����

�����
���
����
�����
�
���������
������
）。

（　

）　

����
��
�
���
�

�������
�
�����

� �������
��
�
��
��
��
��
�����

�
�
��
�
��
��

����������
��������
��
��������
�
��
�
��
��

�
�����

��
�������

�
�
�����

�
�
�
��
�
��
�

��
�����
��
���������
���������
���
��
�
��
�

��
�
�
�
����
���
�
�
�
�����
�
�
����

�����
���
����
�����
�
���������
������

１１８
（　

）　

����
�
�
�
��
�
��
�
��
�
�
�
����
���
�
�
�
�

������
���
��
�
��
������
���
����
�����
�
�������

�
�
����

������
������

１１９
（　

）　

����
�
�
������

�
��
��
���
�
�

������
�
������
��
�����
�������� �����

��
���
�
�
����

�������������
������

１２０
（　

）　

県
参
事
会
の
審
査
手
続
に
つ
い
て
法
令
が
規
定
し
て
い
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
参
事
会
の
下
す
判
断
が
判
決
と
行
政

１２１

決
定
と
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
を
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
六
二
年
一
二
月
三
○
日
勅
令
六
条
は
、
市
町
村
及
び

慈
善
事
業
団
体
に
属
す
る
収
入
役
の
会
計
に
関
す
る
紛
争
に
つ
き
県
参
事
会
が
審
査
を
す
る
場
合
に
は
こ
れ
を
非
公
開
と
す
る
旨
規
定
し
て
い
た

が
、
こ
の
場
合
に
県
参
事
会
が
下
す
判
断
は
、
行
政
決
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
（����

�
�
�
��
�
��
�
��
�
�
�
����
���
�
�
�
�

������
���
��
�
��
������
���
����
�����
�
�������

�
�
����

������
������
）。

（　

）　

��
��
��
�
�
����

��
��
����
������

１２２
（　

）　

��
��
��
�
�
����

��
��
����
������

１２３
（　

）　

そ
の
ほ
か
、
各
県
庁
の
下
に
は
事
務
局
長
（����

����� ������
�

�������� �� �

� ����

���
）
が
置
か
れ
、
訴
訟
事
件
に
関
す
る
論
告
書
を
作
成
し
た
。
事
務
局
長
は
、
い
わ

１２４

ゆ
る
論
告
担
当
官
と
し
て
機
能
し
て
い
た
（
一
八
六
五
年
六
月
二
一
―
二
六
日
法
律
五
条
）。
県
参
事
会
に
は
、
県
庁
職
員
か
ら
知
事
に
よ
り
任
命
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さ
れ
た
書
記
が
置
か
れ
た
（
同
法
律
七
条
）。

（　

）　

����
�
�
�
������

������
���
������� ����

�
�
�
�����
�
�
����

�����
�
���������
������

１２５
（　

）　
��
��
��
�
�
����

��
��
����
������

１２６
（　

）　

����
�
�
�
�
�

�����
�
��
�
�
�� ��

��
�
�
�
�����

��
�
����

��
���
�
��
�
�����
���
�
����� �

��

�
��

� ��
���
�
�
��
�
�����
�
�
�
��
�
��
�
�����
���

�
���
�
��
���
�
�����
�
��
�
���
�
��
�
�����
����

��
��������

�
��
�����

��
��
����
�
���
�
�

���
���������
�
��
�����
���
��
����
�
����
�
�

��
��
�
�
�
�
���

�
��
��
�
�
�
�
����

１２７

�����
�
�
���
��
��

�������
�����������

（　

）　

施
設
に
課
さ
れ
る
指
示
の
加
重
又
は
軽
減
を
求
め
て
第
三
者
又
は
事
業
者
が
提
起
す
る
訴
え
に
は
、
施
設
の
設
置
許
可
決
定
に
伴
い
当
該
施
設
に

１２８

課
さ
れ
る
指
示
の
加
重
又
は
軽
減
を
求
め
て
第
三
者
又
は
事
業
者
が
提
起
す
る
訴
え
と
、
操
業
中
の
施
設
に
課
さ
れ
る
指
示
の
加
重
又
は
軽
減
を

求
め
て
第
三
者
又
は
事
業
者
が
提
起
す
る
訴
え
と
が
あ
る
。
前
者
の
訴
え
が
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
争
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
後
者
の
訴
え
は
施
設
の
設
置
許
可
決
定
後
に
課
さ
れ
た
指
示
内
容
を
不
服
と
し
て
提
起
さ
れ
る
点
に
、
こ
の
二
つ
の
訴
え
の
違
い
は
求
め
ら

れ
る
。

　
　
　
　

前
者
の
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に
は
第
三
者
又
は
事
業
者
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
に
基
づ
き
、
県
参
事
会
又
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
こ
れ
を

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
を
は
じ
め
と
す
る
法
令
が
管
轄
裁
判
所

を
規
定
し
て
い
な
い
た
め
、
第
三
者
又
は
事
業
者
は
、
普
通
法
上
の
第
一
審
裁
判
所
た
る
大
臣
に
こ
れ
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。

��　
　
　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
後
者
の
訴
え
は
大
臣
に
提
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
県
参
事
会
及
び
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
に
対
す
る
訴
え
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
の
み
裁
判
権
を
行
使
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
設

置
を
許
可
さ
れ
た
施
設
に
対
し
て
新
た
に
指
示
が
課
さ
れ
た
場
合
に
は
、
何
ら
の
裁
判
権
も
有
し
な
い
と
さ
れ
る
（��

��
��
�
�
����

��
��
����
������
）。

��　
　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
一
八
八
二
年
八
月
八
日
リ
モ
ー
ジ
ュ
ガ
ス
会
社
判
決
に
お
い
て
、
後
者
の
訴
え
が
県
参
事
会
又
は

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
起
さ
れ
得
る
と
し
て
い
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
れ
ば
、
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
め
ぐ
る
訴
え
も
、
施
設
の
設

置
許
可
決
定
に
伴
い
課
さ
れ
る
指
示
を
め
ぐ
る
訴
え
も
、
ま
た
操
業
中
の
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
た
指
示
を
め
ぐ
る
訴
え
も
、
全
て
施
設
の
設
置

許
可
決
定
に
つ
き
争
う
訴
え
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
（�

�
�
��
�
��

�
���
�������

� �

�
�����

�
�
��

���������
�
��� �� �� �

�
�
���
�
�
�
��
�
����

�
����
�
�
����

��
�
������
���
��
�
������
������
������
）。

　
　
　
　

施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
る
指
示
を
施
設
の
設
置
許
可
決
定
の
執
行
を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
把
握
し
て
い
る

（�
�
�
��
��
�

�
���
�������

� ����
�
��
�����

�
�
�
���
��
�
����
�
�
����

���
�
����������
�
�
���
����
������
������
）。
施
設
に
対
し
て
課
さ
れ
た
指
示
内
容
を
不
服
と
し
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
、

そ
の
前
提
と
し
て
認
め
ら
れ
た
施
設
の
設
置
許
可
に
も
問
題
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
一
八
八
二
年
八
月
八
日
リ
モ
ー
ジ
ュ
ガ
ス
会
社
判
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決
は
こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

な
お
、
最
終
的
に
は
こ
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
見
解
が
通
説
的
な
地
位
を
占
め
る
に
至
り
、
こ
の
論
争
は
終
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（　

）　

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ⅴ
四
（
二
）
に
お
い
て
詳
述
す
る
。

１２９
（　

）　

����
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�
�
�
�

������
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�
�� ��
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�
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�
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�
���������
������
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��������� ��
��
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�
����������
������
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）　
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�
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�
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���

�
���
��������
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��������
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�
�
�
���
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�����
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�
��
�
��������
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��
�
�
���
���
�
��
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������
��������������
�
�
���
�����
����

�
�
����

����
������

１３２
（　

）　

����
�
�
��
��
��
�
�
�
�
�����
�
�
����

������
�
��
��
��
���
�
���������
������

１３３
（　

）　

����
�
�
�
�
�

������
���
�
�� ��

��
�
�
�
�����

��
�
�
�
�����
�
�
����

������
���
�����
����
�
���������
������

１３４
（　

）　

����
�
�
�
�
��������

��
����
��
�
��
��
��
�

�����
�
��
�
�
���������
��
����
��
�
��
���
��
�

��
���������

�
�
����
���
��
�
�
���
��
�

��
����������
�
�
�
����
����
��
�
�
����
���
�

� ���
�
�
��
�
��
�
��
�
��
��
���
�
��

��
�
�
��
�
���
�
���
�
��
���
���
�
��

� ����
�
��
�
��
���

���
�
���
�
���
���� ���

�
�
��
�
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１３５

�
�
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�� ����

��
�
���

������
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���� ���

��
�
���
����
��
����

��
�

�����
�
���
����
������������� ���������

�
�
�
����
��
�
���
�
��
��
�����

�

��������
�
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�
�������
�
���
�
��
�����������
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�
�
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（　
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�
�
�
�
�����
�
�
����

������
�
��
��
��
���
�
���������
������

１３６
　
　
　
　

な
お
、
県
参
事
会
は
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
以
前
に
提
出
さ
れ
た
反
対
意
見
の
み
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た

判
決
と
し
て
、
一
八
二
二
年
七
月
三
一
日
ル
ニ
ョ
ー
氏
ほ
か
対
ベ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
氏
判
決
（�

�
�
��
��
��
�����
�����

�
���
��
�
��
�

�
���
��������
�������������
���
��
�
������

����
��
�
�������

�
�

�
�����
����
�������
�
��

�
����
�
�
����

�
������
������
）
が
あ
り
、
反
対
意
見
に
対
し
て
な
さ
れ
る
県
参
事
会
の
判
断
は
単
な
る
答
申
と
し
て
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
判
決

と
し
て
、
一
八
二
六
年
三
月
一
五
日
プ
レ
・
ス
ト
・
ジ
ェ
ル
バ
村
対
ル
エ
会
社
判
決
（�

�
�
��
��
�
���
�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
���
�������
�����������
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�� ���

���
������

��
���
�������

��
�
�
�
��
��
��
�
�
���
���
�
����
�
�
���

����
�
�
��������
�
�
���
�����
������
�����
）
が
あ
る
。

（　

）　

ブ
ル
ギ
ニ
ョ
ン
氏
が
所
有
し
て
い
た
蒸
気
機
関
を
ラ
ン
ド
ロ
ン
・
ダ
ボ
ウ
ス
ト
氏
は
譲
り
受
け
、
自
己
の
所
有
地
に
設
置
し
よ
う
と
し
た
。
ラ
ン

１３７

ド
ロ
ン
・
ダ
ボ
ウ
ス
ト
氏
は
当
該
施
設
の
設
置
許
可
を
申
請
し
、
ロ
ワ
レ
県
知
事
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
近
隣
住
民
の
一
人
で
あ
る
ヴ
ィ
ア
ン
シ

ュ
ル
嬢
は
、
当
該
施
設
が
自
己
の
住
居
に
隣
接
し
た
場
所
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
当
該
施
設
の
設
置
が
許
可
さ
れ
た
際
に
、
ラ
ン
ド
ロ
ン
・
ダ
ボ

ウ
ス
ト
氏
は
高
さ
二
五
メ
ー
ト
ル
の
煙
突
を
当
該
施
設
に
備
え
付
け
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
決
定
に
対
し
て
反
対
意
見
を
提
出
し
た
。

　
　
　
　

こ
の
反
対
意
見
を
県
参
事
会
は
認
め
な
か
っ
た
た
め
、
ヴ
ィ
ア
ン
シ
ュ
ル
嬢
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。
ヴ
ィ

ア
ン
シ
ュ
ル
嬢
の
主
張
は
、
①
蒸
気
機
関
は
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、
県
参
事
会
は
反
対
意
見
を
審
査
す
る
権
限
を
有
さ
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な
い
こ
と
、
②
蒸
気
機
関
を
住
居
か
ら
隔
離
す
る
と
と
も
に
、
煙
突
の
設
置
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

��　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
①
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
分
類
表
が
登
載
さ
れ
て
い
る
一
八
二
三
年
一
○
月
二
七
日
王
令
を
参
照
し
、
蒸
気
機
関
が

第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
県
参
事
会
が
反
対
意
見
に
つ
い
て
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
と
判
示
し
た
。
ま

た
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
②
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ド
ロ
ン
・
ダ
ボ
ウ
ス
ト
氏
の
蒸
気
機
関
が
近
隣
に
被
害
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
ロ
ワ
レ
県
知
事
が
認
定
し
て
、
そ
の
設
置
を
許
可
し
た
以
上
、
ヴ
ィ
ア
ン
シ
ュ
ル
嬢
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
措
置
を
当
該
施
設
に
対
し

て
課
す
る
必
要
は
な
い
と
判
示
し
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
ヴ
ィ
ア
ン
シ
ュ
ル
嬢
の
訴
え
を
不
受
理
と
し
た
（�

�
�
��

�
���
���

��
�
�
���
�
��
�����

�
��
�
������

�
���
��
�

����
�
���
�
����������
��
�
��������
���
��
��

��
�
��
�
��
�
��
���
�
���
�
����
�
�
����

������
��
�
��
�
��
���
�
�����
������
������
）。

　
　
　
　

こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
後
に
県
参
事
会
に
対
し
て
反
対
意
見
を
第
三
者

が
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
明
示
的
に
は
判
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
種
の
訴
え
が
提

起
さ
れ
た
場
合
に
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
に
反
対
す
る
第
三
者
は
、
そ
の
設
置
許
可
決
定
を
知
事
が
下
す
以
前
に
、
県
参
事
会
に
対

し
て
反
対
意
見
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
判
示
し
て
い
た
が
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
に
判
示
し
て
い

な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
判
決
は
従
来
の
判
決
を
覆
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

（　

）　

�
�
�
��
��
�
��
�����

�
�
��
��
�
��
�
����

�
���
�������
����������
�
��
��
�
�����
����

��
��
�
��
����
�
����
�
�
����

������
�
��
������
������
������

１３８
（　

）　

����
�
�
��
��
��
�
�
�
�
�����
�
�
���

������
�
��
��
��
���
�
���������
�����
―����

����

１３９
（　

）　

����
�
�
�
�
�

������
���
�
�� ��

��
�
�
�
�����

��
�
�
�
�����
�
�
����

������
���
�����
����
�
���������
������

１４０
（　

）　

こ
の
よ
う
な
訴
訟
制
度
の
発
展
に
伴
い
、
訴
え
の
併
合
と
応
訴
、
原
告
適
格
、
出
訴
期
間
の
問
題
に
つ
い
て
も
徐
々
に
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

１４１

な
っ
た
。

　
　
　
　

訴
え
の
併
合
と
応
訴
に
つ
い
て
は
、
あ
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
複
数
の
第
三
者
が
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
訴
え

は
併
合
さ
れ
、
県
参
事
会
に
第
三
者
が
出
訴
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
事
業
者
に
通
知
さ
れ
、
事
業
者
は
こ
れ
に
応
訴
し
、
事
業
者

が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
が
こ
れ
に
応
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
施
設
に
指
示
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
施
設
の
設
置
許
可
決
定

を
知
事
が
し
た
場
合
に
は
、
事
業
者
は
当
該
指
示
の
軽
減
を
求
め
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
該
施
設
の
設

置
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
第
三
者
が
県
参
事
会
に
出
訴
し
た
場
合
に
は
、
事
業
者
は
当
該
決
定
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
県
参
事
会
に
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応
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
指
示
の
軽
減
を
求
め
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
起
さ
れ
た
訴
え
の
係
属
中
に
、
県
参
事
会
が
第
三
者
の

訴
え
を
認
容
し
て
当
該
施
設
の
設
置
許
可
を
取
り
消
す
判
決
を
下
し
、
事
業
者
が
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
県
参
事
会

の
判
決
は
そ
れ
が
下
さ
れ
た
日
か
ら
三
ヶ
月
後
に
確
定
し
、
指
示
の
軽
減
を
求
め
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
起
さ
れ
た
訴
え
は
、
も
は
や
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

当
時
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
よ
っ
て
生
じ
る
支
障
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
当
事
者
が
こ
の
二
つ
の
訴
訟
に
同
時
に
参
加
す
る
よ
り

ほ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ポ
レ
及
び
リ
バ
ッ
シ
ュ
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
訴
え
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接

提
起
さ
れ
た
場
合
に
、
県
参
事
会
が
全
面
的
に
裁
判
権
を
放
棄
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
は
裁
判
に
よ
る

救
済
手
段
を
一
つ
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
第
三
者
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
反
対
意
見
を
県
参
事
会
が
審
査
す

る
制
度
が
こ
れ
を
担
保
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
は
な
い
と
彼
ら
は
指
摘
し
て
い
る
（��

��
��
�
�
���

��
��
����
�����
―����

����
）。

　
　
　
　

原
告
適
格
は
、
事
業
者
と
第
三
者
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
判
例
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
と
は
個
人
的
か
つ
直
接
的
な
利
益
を
有
す
る
者
と
さ
れ
、

具
体
的
に
は
、
施
設
近
隣
の
土
地
又
は
建
築
物
の
所
有
者
、
借
地
借
家
人
の
ほ
か
、
市
町
村
が
こ
れ
に
当
た
る
と
さ
れ
た
（��

��
��
�
�
���

��
��
���
�
�����
―����

����
）。

ま
た
、
第
三
者
は
、
第
一
等
級
及
び
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
反
対
意
見
を
提
出
し
て
い
な
く
と
も
、
当
該
施
設
の

設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
し
て
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
た
（��

��
��
�
�
����

��
��
����
������
）。

　
　
　
　

出
訴
期
間
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
八
○
六
年
七
月
二
二
日
勅
令
一
一
条
は
、「
あ
る
紛
争
に
つ
い
て
管

轄
権
を
有
す
る
機
関
の
決
定
を
不
服
と
す
る
訴
え
は
、
当
該
決
定
が
通
知
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
ヶ
月
を
経
過
し
た
場
合
に
は
、
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
に
受
理
さ
れ
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
条
に
基
づ
き
、
知
事
に
よ
る
決
定
が
事
業
者
に
通
知
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て

三
ヶ
月
以
内
に
、
事
業
者
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
県
参
事
会
の
判
決
を
不
服
と
す
る
第
三
者
も
、
同
条
に

基
づ
き
、
県
参
事
会
の
判
決
が
下
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
ヶ
月
以
内
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（��

��
��
�
�
���

��
��
����
��
����

��
����

�������
）。

　
　
　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
知
事
に
よ
る
決
定
を
不
服
と
し
て
県
参
事
会
に
出
訴
す
る
第
三
者
の
出
訴
期
間
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
規
定
が
置
か
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
第
三
者
は
出
訴
期
間
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
県
参
事
会
に
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
（����

�
�

������
��

�
����

�
����

� ����
��
�
����

���
����
����� ��� �� �� ��

��
�����

�
�
�
��
��
��
�
��
���������

���

�
��
�������
���
��
�����
�
��
���������������

�
�
���

����
�����
―����

����
）。

（　

）　

し
た
が
っ
て
、
事
業
者
及
び
第
三
者
は
、
県
参
事
会
に
争
訟
を
提
起
す
る
こ
と
な
く
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
出
訴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

１４２
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（�
�
�
��
��
�
���
�����

�
�����

�
�
�
����

�
���
�������
�����������
�����
�
���
������

�
����

�
������
）。

（　

）　

����
�
�
�
�
�

������
���
�
�� ��

��
�
�
�
�����

��
�
�
�
�����
�
�
����

������
���
�����
����
�
���������
������

１４３
（　

）　

行
政
庁
の
越
権
行
為
の
取
消
し
を
求
め
る
者
は
、
一
七
九
○
年
一
○
月
七
―
一
四
日
法
律
及
び
一
八
七
二
年
五
月
二
四
日
法
律
九
条
を
根
拠
と
し

１４４

て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　

な
お
、
一
七
九
○
年
一
○
月
七
―
一
四
日
法
律
は
、「
行
政
庁
に
対
す
る
無
権
限
の
訴
え
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
の
管
轄
に

属
さ
な
い
。
こ
れ
ら
の
訴
え
は
一
般
行
政
の
長
た
る
国
王
の
下
に
提
起
さ
れ
る
」
と
規
定
し
、
一
八
七
二
年
五
月
二
四
日
法
律
九
条
は
、「
コ
ン
セ

イ
ユ
・
デ
タ
は
、
…
…
行
政
行
為
の
越
権
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
に
つ
い
て
、
最
終
審
裁
判
所
と
し
て
審
査
を
行
う
」
と
規
定
し
て
い
た
。

（　

）　

以
上
に
つ
き
、
神
谷
・
前
掲
注
（　

）
二
八
―
四
○
頁
及
び
阿
部
・
前
掲
注
（　

）
二
六
―
三
一
頁
参
照
。

１４５

１０５

１０２

（　

）　

並
行
訴
訟
の
抗
弁
が
登
場
す
る
以
前
、
判
例
は
分
類
施
設
訴
訟
の
分
野
に
お
け
る
越
権
訴
訟
の
提
起
を
認
め
て
い
た
。
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に

１４６

お
い
て
越
権
を
犯
す
行
政
庁
は
し
ば
し
ば
知
事
で
あ
り
、
施
設
の
設
置
許
可
手
続
の
ほ
か
、
施
設
の
操
業
中
に
知
事
は
越
権
を
犯
し
て
い
た
。

　
　
　
　

施
設
の
設
置
許
可
手
続
に
お
い
て
、
適
・
不
適
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
当
該
施
設
の
設
置
許
可
又
は
不
許
可
決
定
を
知
事
が
下
し
た
場

合
に
、
第
三
者
又
は
事
業
者
は
手
続
上
の
瑕
疵
を
理
由
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
一
八
五
三

年
五
月
六
日
ル
ラ
ッ
シ
ュ
氏
対
ド
ラ
ク
ー
ル
氏
判
決
が
あ
る
。

　
　
　
　

ド
ラ
ク
ー
ル
氏
は
、
ド
ロ
ー
ム
県
の
テ
ア
ン
に
お
い
て
操
業
す
る
製
糸
工
場
内
に
蒸
気
機
関
を
設
置
す
る
た
め
、
一
八
四
九
年
に
、
ド
ロ
ー
ム

県
知
事
に
対
し
て
当
該
設
備
の
設
置
許
可
を
申
請
し
た
。
ド
ロ
ー
ム
県
知
事
は
、
適
・
不
適
の
調
査
を
実
施
し
た
後
に
、
そ
の
設
置
を
許
可
し
た
。

　
　
　
　

ド
ラ
ク
ー
ル
氏
は
、
製
糸
工
場
の
近
隣
に
居
住
す
る
ル
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
所
有
地
と
当
該
施
設
と
を
仕
切
る
壁
付
近
に
蒸
気
機
関
を
移
転
す
る
た

め
に
、
一
八
五
○
年
に
、
ド
ロ
ー
ム
県
知
事
に
対
し
て
蒸
気
機
関
の
移
転
を
申
請
し
た
。
ド
ロ
ー
ム
県
知
事
は
、
適
・
不
適
の
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
な
く
、
一
八
五
一
年
六
月
二
○
日
に
そ
の
移
転
を
許
可
し
た
。

　
　
　
　

ル
ラ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
適
・
不
適
の
調
査
を
実
施
せ
ず
に
蒸
気
機
関
の
移
転
を
許
可
し
た
ド
ロ
ー
ム
県
知
事
の
決
定
が
越
権
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
た
。

　
　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、「
一
八
一
○
年
勅
令
七
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
は
、
適
・
不
適
の
調
査
の
実
施

後
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
規
定
は
、
事
業
者
が
新
た
な
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
設
備
を
移
転
す
る
場
合
に
お
い
て
も
適
用
さ

れ
る
。
そ
れ
故
、
適
・
不
適
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
、
製
糸
工
場
内
に
設
置
さ
れ
た
蒸
気
機
関
の
移
転
許
可
を
認
め
た
知
事
の
決
定
は
越
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権
で
あ
る
」
と
判
示
し
、
一
八
五
一
年
六
月
二
○
日
の
ド
ロ
ー
ム
県
知
事
の
決
定
を
取
り
消
し
た
（�

�
�
��
�
�
��
�����

�
������

�
��
�
����

�
���
������
����������
������
������
�����

�
��

�
�
���

�
����
�
�
����

�
������
������
）。

　
　
　
　

操
業
中
の
施
設
に
対
し
て
は
、
根
拠
法
令
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
そ
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
次
の

よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
施
設
の
廃
止
権
限
を
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
付
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
規
定
し
た
一
八
一
○
年
勅
令
一
二

条
が
、
設
置
許
可
を
受
け
た
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
は
同
条
の
適
用
対
象
に
含
ま
れ
な
い
と
一
般
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

知
事
の
中
に
は
「
同
条
は
、
設
置
許
可
を
受
け
た
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
を
対
象
と
す
る
規
定
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
者
が
存
在
し
た
。
そ
し

て
、
一
八
五
二
年
三
月
二
五
―
三
○
日
デ
ク
レ
に
よ
り
内
務
大
臣
か
ら
知
事
に
当
該
施
設
の
設
置
許
可
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
と
、
当
該
施
設
の
廃

止
権
限
も
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
か
ら
自
身
に
委
譲
さ
れ
た
と
こ
れ
ら
の
知
事
は
判
断
し
、
一
八
一
○
年
勅
令
一
二
条
を
根
拠
と
し
て
そ
の
廃
止
を

命
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
事
業
者
は
、
無
権
限
を
理
由
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
例
と
し
て
、
一
八
五
五
年
四
月
二
六
日
デ
ス
パ
ッ
ク
ス
女
史
判
決
が
あ
る
。

　
　
　
　

デ
ス
パ
ッ
ク
ス
女
史
は
、
オ
ー
ト
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
シ
ピ
エ
ー
ル
地
区
に
お
い
て
乾
燥
人
糞
製
造
所
を
操
業
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

オ
ー
ト
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
知
事
は
、
一
八
五
三
年
一
一
月
八
日
に
当
該
施
設
の
廃
止
を
命
じ
た
。
こ
の
決
定
は
、
一
八
五
四
年
四
月
二
八
日
に
、
商

業
大
臣
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　

デ
ス
パ
ッ
ク
ス
女
史
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
一
二
条
に
よ
れ
ば
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
廃
止
を
命
ず
る
権
限
を
知
事
は
有
し
て
お
ら
ず
、

こ
れ
を
命
じ
た
オ
ー
ト
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
知
事
の
決
定
及
び
こ
れ
を
承
認
し
た
商
業
大
臣
の
決
定
は
越
権
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
た
。

　
　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、「
一
八
一
○
年
勅
令
一
二
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
廃
止
を
宣
言
す
る
権
限
を
有
す
る
の
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
あ
る
。
一
八
五
二
年
三
月
二
五
―
三
○
日
デ
ク
レ
は
、
知
事
に
対
し
て
第
一
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
権

限
を
与
え
た
が
、
当
該
施
設
を
廃
止
す
る
権
限
ま
で
は
与
え
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
オ
ー
ト
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
知
事
が
乾
燥
人
糞
製
造
所
の
廃
止
を

命
じ
た
決
定
及
び
こ
れ
を
承
認
し
た
商
業
大
臣
の
決
定
は
越
権
で
あ
る
」
と
し
て
、
一
八
五
三
年
一
一
月
八
日
の
オ
ー
ト
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県
知
事
及

び
一
八
五
四
年
四
月
二
八
日
の
商
業
大
臣
の
決
定
を
取
り
消
し
た
（�

�
�
��
��
�����

�����
�
���
���
�
����

�
���
�������������������
���
�����
������

�
����

�
������
）。

　
　
　
　

な
お
、
ポ
レ
及
び
リ
バ
ッ
シ
ュ
は
、
越
権
訴
訟
の
例
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
一
八
八
三
年
一
一
月
三
○
日
ウ
エ
ト
氏
判
決
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
　

ウ
エ
ト
氏
は
ヨ
ン
ヌ
県
の
ブ
レ
ノ
ー
に
豚
小
屋
及
び
熱
湯
処
理
施
設
の
設
置
許
可
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
ヨ
ン
ヌ
県
知
事
は
、
当
該
施
設
に
お



分類施設訴訟における行政裁判官の統制権限に関する研究

（甲南法学’�０７）４８―２―１５５（� ）２５５

い
て
製
造
さ
れ
た
食
料
品
が
公
衆
衛
生
上
支
障
を
来
す
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
設
置
を
不
許
可
と
し
た
。
同
知
事
の
決
定
を
不
服
と
す
る
ウ

エ
ト
氏
は
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
を
求
め
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
た
。

　
　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、「
ウ
エ
ト
氏
に
よ
っ
て
申
請
さ
れ
た
豚
小
屋
及
び
熱
湯
処
理
施
設
の
設
置
を
不
許
可
と
す
る
理
由
と
し
て
、
ヨ
ン
ヌ
県

知
事
は
、
当
該
施
設
に
お
い
て
製
造
さ
れ
た
食
料
品
が
公
衆
衛
生
上
支
障
を
来
す
こ
と
を
挙
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
一
○
年
勅
令
を
執
行

す
る
行
政
庁
は
、
消
費
者
に
販
売
さ
れ
た
製
品
に
対
し
て
監
督
を
実
施
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、「
当
該
施
設
は
そ
の
設
置

が
不
許
可
と
な
る
よ
う
な
支
障
を
近
隣
住
民
に
対
し
て
生
じ
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
し

た
（�

�
�
��
��
�
�
���
�
��
�����

�
�
�
�����

�
�

�
���
�������
�
���
�
����������
�
�
�������
����

�
�
����

�����
������
）。

　
　
　
　

ポ
レ
及
び
リ
バ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ン
ヌ
県
知
事
は
、
本
来
、
近
隣
住
民
の
健
康
の
見
地
か
ら
豚
小
屋
及
び
熱
湯
処
理
施
設
の
設
置
を
許
可

す
る
か
否
か
を
決
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
品
衛
生
の
見
地
か
ら
当
該
施
設
の
設
置
を
許
可
す
る
か
否
か
を
決
し
て
い
る
と
さ
れ
、

こ
の
点
に
お
い
て
、
ヨ
ン
ヌ
県
知
事
の
処
分
は
、
権
限
濫
用
と
い
う
越
権
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る
。

��　
　
　

も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
ヨ
ン
ヌ
県
知
事
の
決
定
が
越
権
を
構
成
す
る
と
判
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
原

告
は
、
ヨ
ン
ヌ
県
知
事
の
決
定
が
越
権
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
を
求
め
て
出
訴
し
て
お
り
、
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
も
、
そ
の
設
置
を
許
可
す
る
判
決
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
判
決
は
、
越
権
訴
訟
の
例
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
判
決
を
越
権
訴
訟
に
は
分
類
し
な
い
。

（　

）　

����
�
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
���

������
���
�
�
����
���
�
���������
�����

１４７
（　

）　

一
八
三
三
年
よ
り
廃
棄
物
貯
蔵
所
及
び
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
製
造
所
を
操
業
し
て
い
た
ル
ザ
ー
ジ
ュ
会
社
は
、
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
・
シ
ュ
ー
ル
・
メ

１４８

ー
ル
の
ビ
ラ
ン
ク
ー
ル
に
こ
れ
ら
の
施
設
を
移
転
す
る
た
め
、
警
視
総
監
に
対
し
て
当
該
施
設
の
移
転
許
可
を
申
請
し
た
。

　
　
　
　

近
隣
住
民
で
あ
る
ダ
ボ
イ
・
ダ
ン
ジ
ェ
氏
ら
は
、
ビ
ラ
ン
ク
ー
ル
に
移
転
さ
れ
る
廃
棄
物
貯
蔵
所
の
規
模
が
従
前
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
な
る

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
農
業
商
業
大
臣
に
対
し
て
当
該
施
設
の
廃
止
を
命
ず
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、
同
大
臣
は
一
八
七
一
年
一
○
月
二
八
日
に

こ
れ
を
拒
否
し
た
。
ま
た
、
警
視
総
監
は
、
適
・
不
適
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
一
八
七
二
年
三
月
一
三
日
に
廃
棄
物
貯
蔵
所
及
び
塩
化
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
製
造
所
の
移
転
を
許
可
し
た
。

　
　
　
　

ダ
ボ
イ
・
ダ
ン
ジ
ェ
氏
ら
は
、
農
業
商
業
大
臣
及
び
警
視
総
監
の
決
定
が
越
権
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
決
定
の
取
消
し
を
求

め
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
た
。
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コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
農
業
商
業
大
臣
の
決
定
に
つ
い
て
「
当
該
施
設
の
廃
止
拒
否
決
定
は
、
一
七
九
○
年
一
○
月
七
―
一
四
日
法
律
及
び

一
八
七
二
年
五
月
二
四
日
法
律
を
根
拠
と
す
る
越
権
訴
訟
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
」
と
判
示
す
る
と
と
も
に
、
警
視
総
監
の
決
定
に
つ
い
て
「
一

八
一
○
年
勅
令
七
条
に
よ
れ
ば
、
第
一
等
級
及
び
第
二
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
訴
え
は
県
参
事
会
に
提
起
さ
れ
る
。

そ
れ
故
、
警
視
総
監
が
ビ
ラ
ン
ク
ー
ル
へ
の
廃
棄
物
貯
蔵
所
及
び
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
製
造
所
の
移
転
許
可
決
定
に
対
し
て
、
ダ
ボ
イ
・
ダ
ン
ジ

ェ
氏
ら
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
越
権
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
、
ダ
ボ
イ
・
ダ
ン
ジ
ェ
氏
ら
の
訴
え
を
不
受
理
と

し
た
（�

�
�
��
��
�

�
���
�������� ������

�����
�
��
�
��
�
��
�
�����

�
��
�
���

�������������
��
�
����
��
�
�������
��
�
���

��
��
����
��
�
�����

��
�
���
�
����
�

������
���������
����������
�����
������

�
����

������
）。

（　

）　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
営
む
ツ
シ
ュ
氏
は
、
一
八
八
八
年
七
月
三
日
に
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
の
エ
ピ
ナ
ル
に
お
い
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
設
置
許
可
を

１４９

受
け
た
。
近
隣
住
民
は
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
を
不
服
と
す
る
訴
え
を
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
参
事
会
に
提
起
し
た
が
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
参
事
会
は
、

同
年
一
一
月
九
日
に
こ
れ
を
不
受
理
と
し
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
知
事
に
対
し
て
当
該
施
設
に
指
示
を
課
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　
　
　
　

ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
知
事
は
、
ツ
シ
ュ
氏
に
よ
り
実
施
を
予
定
さ
れ
て
い
た
業
務
の
中
に
軍
事
医
療
施
設
に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
寝
具
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
業
務
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
氏
に
対
し
て
軍
事
医
療
施
設
に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
布
類
の
洗
浄
の
み
を
許
可
す
る
と
と
も
に
、
布

団
は
た
き
及
び
マ
ッ
ト
レ
ス
の
カ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
禁
止
す
る
指
示
を
課
し
、
そ
の
後
、
同
年
一
二
月
六
日
に
は
、
軍
事
医
療
施
設
に
お
い
て
利
用

さ
れ
た
布
類
の
洗
浄
を
禁
止
す
る
指
示
を
課
し
た
。

　
　
　
　

ツ
シ
ュ
氏
は
、
軍
事
医
療
施
設
に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
布
類
の
洗
浄
を
禁
止
す
る
と
い
う
指
示
の
内
容
を
不
服
と
し
て
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
参
事
会

に
出
訴
し
た
と
こ
ろ
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
参
事
会
は
、
一
八
八
九
年
五
月
一
○
日
に
ツ
シ
ュ
氏
の
訴
え
を
不
受
理
と
し
た
。
そ
こ
で
、
ツ
シ
ュ
氏
は
、

①
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
知
事
の
決
定
が
越
権
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
そ
の
取
消
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
②
軍
事
医
療
施
設
に
お
い
て
利
用
さ
れ

た
布
類
の
洗
浄
を
禁
止
す
る
と
い
う
指
示
の
内
容
を
認
容
し
た
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
参
事
会
の
判
決
を
不
服
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
控
訴
し
た
。

��　
　
　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
①
に
つ
い
て
、「
第
三
等
級
に
属
す
る
施
設
の
設
置
に
関
す
る
決
定
及
び
当
該
施
設
に
指
示
を
課
す
る
決
定
を
不
服
と

す
る
訴
え
は
、
一
八
一
○
年
勅
令
八
条
に
基
づ
き
県
参
事
会
に
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
故
、
ツ
シ
ュ
氏
は
、
本
件
決
定
が
越
権
で
あ

る
こ
と
を
理
由
と
し
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
、
②
に
つ
い
て
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
知
事
に

よ
り
当
該
施
設
に
課
さ
れ
た
指
示
が
公
衆
衛
生
維
持
の
見
地
か
ら
適
切
に
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
認
容
し
た
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
参
事
会

の
判
断
も
妥
当
で
あ
る
と
判
示
し
、
ツ
シ
ュ
氏
の
訴
え
を
不
受
理
と
し
た
（�

�
�
��
��
���
����

�����
�
���
�
�
�
�
�
��

�
���
���������
������������
���
�
�
�
���
����

�
�
��

����
����
）。

（　

）　

橋
本
博
之
『
行
政
訴
訟
改
革
』（
弘
文
堂
・
二
○
○
一
年
）
一
○
九
―
一
一
○
頁
参
照
。

１５０
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（　

）　

以
上
に
つ
き
、
阿
部
・
前
掲
注
（　

）
五
二
―
五
四
頁
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
ヴ
ェ
ロ
・
前
掲
注
（　

）
二
二
七
―
二
三
二
頁
及
び
橋
本
・
前
掲
注
（　

）

１５１

１０２

４１

１５０

六
二
―
六
三
頁
参
照
。

（　

）　

そ
の
ほ
か
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
取
消
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
こ
れ
を
取
消
訴
訟
に
含
め
る
余
地
も
あ
り
得
る

１５２

と
す
る
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
、
ガ
ボ
ル
ド
は
紹
介
す
る
。
も
っ
と
も
、
彼
に
よ
れ
ば
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
お
い
て
も
行
政
裁
判
官
は
取
消
権
限

を
行
使
し
得
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
特
別
訴
訟
を
取
消
訴
訟
に
含
め
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
な
お
、

特
別
訴
訟
は
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
（����

�
�
�
��
�
��
��
�
�
�
�����
�
�
����

������
���
��
�
��
����
�
���������
������
）。

（　

）　

����
�
�
�
��
��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�����

�
�
�

������
���
��
��
�
�
�
������
���
�
�
�������
�
�

�����
�
�
���

��������
�����
―����

����

１５３
（　

）　

����
�
�
�
�
�����
�
��
�
�
�
�����
�
�
��

������
���
�
�����
�
����
�
���������
����

１５４
（　

）　

����
�
�
�
�����

�
�
�
�
�
�����
�
�
��

������
���
�����
�
���
�
���������
����

１５５
（　

）　

な
お
、
デ
バ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
行
政
訴
訟
四
類
型
を
採
用
し
た
場
合
に
、
完
全
裁
判
訴
訟
に
は
、
特
別
訴
訟
の
ほ
か
に
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
、

１５６

収
税
執
行
命
令
書
に
か
か
わ
る
全
て
の
訴
訟
（
例
え
ば
、
社
会
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
余
分
に
徴
収
さ
れ
た
金
額
の
繰
越
し
の
た
め
、
入
院
費
の

徴
収
の
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
収
税
執
行
命
令
書
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
）、
欠
損
弁
償
命
令
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
、
契
約
訴
訟
、
税
務

訴
訟
、
選
挙
訴
訟
、
崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
（����

�
�
�
��
�
����
�
�
�
�
���
����
�
��
�
��
�

������
���
��
�
����
���
�
�
���
����
����
�
��
���������

���������

�����
�
�
���
��
���

�������
������������
―����

����
）。

（　

）　

��
��
��
�
�
����

��
��
����
������

１５７
（　

）　

も
っ
と
も
、
デ
バ
シ
ュ
は
、
全
て
の
行
政
訴
訟
を
客
観
訴
訟
と
主
観
訴
訟
と
の
い
ず
れ
か
に
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
行
政

１５８

訴
訟
四
類
型
を
採
用
し
、
特
別
訴
訟
を
客
観
訴
訟
と
し
て
捉
え
ず
、
完
全
裁
判
訴
訟
の
ほ
か
取
消
訴
訟
に
含
め
る
余
地
の
あ
る
訴
訟
と
し
て
捉
え

て
い
る
。
そ
し
て
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
、
個
別
的
決
定
の
当
不
当
を
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
、
訴
訟
当
事
者
に
よ
る
請

求
の
範
囲
を
越
え
て
裁
判
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
、
施
設
の
設
置
手
続
に
お
い
て
当
該
施
設
の
設
置
が
好
ま
し
い
か
否
か
に
つ
い
て
答
申
を
発

し
た
諮
問
機
関
に
対
し
て
再
び
諮
問
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
な
ど
、
取
消
訴
訟
に
お
い
て
行
使
し
得
な
い
権
限
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
特
別
訴
訟
は
取
消
訴
訟
よ
り
も
む
し
ろ
完
全
裁
判
訴
訟
に
接
近
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
彼
は
結
論
づ
け
て
い
る
（��

��
��
�
�
����

��
��
����
��
����
）。

（　

）　

な
お
、
シ
ャ
ピ
ュ
の
提
唱
す
る
行
政
訴
訟
類
型
論
に
つ
い
て
は
、
橋
本
・
前
掲
注
（　

）
七
一
頁
参
照
。

１５９

１５０

（　

）　

サ
ン
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
ル
は
、
さ
ら
に
、
客
観
訴
訟
と
主
観
訴
訟
の
分
類
に
よ
っ
て
生
じ
る
利
益
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
越
権
訴
訟
と
完

１６０
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全
裁
判
訴
訟
と
い
う
行
政
訴
訟
の
分
類
の
価
値
及
び
重
要
性
は
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
付
け
加
え
て
い
る
（����

�
�
�
��
�
���
���
�
�
�

������
���
��
�
���
����
�
�
��

�����
�
�
����

�������
������
）。

（　

）　

サ
ン
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
の
ほ
か
の
訴
訟
類
型
で
あ
る
解
釈
訴
訟
及
び
処
罰
訴
訟
は
、
理
論
的
に
は
、
無
視
し
得
な
い
も
の
で
は
あ
る

１６１

が
、
副
次
的
に
識
別
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
行
政
訴
訟
類
型
論
の
基
礎
を
な
す
よ
う
な
訴
訟
類
型
で
は
な
い
し
、
ま
た
越
権
訴
訟
及
び
完
全
裁
判
訴

訟
と
い
う
二
大
訴
訟
類
型
を
強
調
す
る
上
で
も
適
切
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
る
（��

��
��
�
�
����

��
��
����
������
）。

（　

）　

��
��
��
�
�
����

��
��
����
������

１６２
（　

）　

����
�
�
�
�
��
�
��
�
��
��
�
�
��
�
���
����
�

������
���
�
��
�
����
��
����
�
���
�
���
����
�

��
�
��
���������

�����
�

���
�
��
������������������� ��

��
�
�
���

�
����
�����
―����

����

１６３
（　

）　

抗
告
訴
訟
は
、
行
政
決
定
の
違
法
性
の
宣
言
や
そ
の
取
消
し
の
宣
言
等
を
求
め
て
提
起
さ
れ
る
訴
訟
で
あ
る
。
訴
追
訴
訟
は
、
あ
る
個
人
に
対
す

１６４

る
処
罰
の
実
施
を
求
め
て
提
起
さ
れ
る
訴
追
に
相
当
す
る
訴
訟
で
あ
り
、
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
に
よ
り
用
い
ら
れ
た
処
罰
訴
訟
と
同
一
で
あ
る
（��

��
��

��
��
���

�
�
���
��
����

�
�������������
）。

（　

）　

シ
ャ
ピ
ュ
に
よ
れ
ば
、
越
権
訴
訟
は
、
越
権
訴
訟
（����

�
��
�
�
�
�
���

����
�
����
�
�
������ ��

�
�
�
�
�
��
��

���
���
�
�
��
��
）
と
適
法
性
審
査
訴
訟
（����

�
��
��
��
�
�

����
�
���
��
�
��
�
�� �������

�
�
�

������
�
��
��

１６５

� �� ������

������ �

）
と
不
存
在
確
認
訴
訟
（����
�
��
��
�

����
�
�����
��

� ���������
�
�
���
�������

��

��������
�
��
���
�������
��

）
と
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
越
権
訴
訟
は
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
決

定
の
違
法
性
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
取
消
し
を
宣
言
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
適
法
性
審
査
訴
訟
は
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
決
定
の
違
法
性
を

宣
言
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
不
存
在
確
認
訴
訟
は
、
行
政
裁
判
官
が
重
大
な
瑕
疵
の
あ
る
行
政
決
定
の
法
的
不
存
在
を
宣
言
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
訴
訟
は
、
い
ず
れ
も
客
観
訴
訟
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る
点
に
お
い
て
共
通
す
る
（��

��
��
�
�
���

��
��
����
�����
―����

����
）。

（　

）　

そ
の
例
と
し
て
、
行
政
裁
判
官
が
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
は
分
類
施
設
に
対
し
て
指
示
を
課
す
る
と
と
も
に
そ
の
設
置
を
許
可
し
、
税
務
訴
訟
に

１６６

お
い
て
は
課
税
総
額
を
定
め
た
決
定
を
変
更
し
、
選
挙
訴
訟
に
お
い
て
は
行
政
庁
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
選
挙
結
果
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当

選
者
を
宣
言
し
、
崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
は
建
築
物
か
ら
生
じ
る
危
険
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
作
業
の
実

施
を
そ
の
所
有
者
に
命
令
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
、
シ
ャ
ピ
ュ
は
挙
げ
る
（��

��
��
�
�
����

��
��
����
������
）。

（　

）　

ジ
ャ
ン
＝
リ
ヴ
ェ
ロ
・
前
掲
注
（　

）
二
二
七
―
二
二
九
頁
参
照
。

１６７

４１

（　

）　

ジ
ャ
ン
＝
リ
ヴ
ェ
ロ
・
前
掲
注
（　

）
二
二
九
頁
参
照
。

１６８

４１

（　

）　

な
お
、
分
類
施
設
の
設
置
許
可
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
が
、
越
権
訴
訟
以
外
の
取
消
訴
訟
に
含
ま
れ
る
と
リ
ヴ
ェ
ロ
は
指
摘
す
る
が
、
こ

１６９

の
種
の
訴
訟
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
ま
れ
る
と
い
う
批
判
が
ガ
ボ
ル
ド
に
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
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（　

）　

ロ
ー
バ
デ
ィ
ー
ル
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
及
び
ゴ
ド
メ
に
よ
る
と
、
行
政
訴
訟
の
分
野
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
分
類
は
、
民
事
訴
訟
の
分
野
に
は
存
し

１７０

な
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
法
的
行
為
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
と
し
て
無
効
の
訴
え
（�����

�
�
��
�
�
����

�����
�
��
��
�
�
�
����� �

）
が
存

す
る
も
の
の
、
こ
の
訴
え
は
、
一
方
の
当
事
者
か
ら
金
銭
上
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
、
も
う
一
方
の
当
事
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
に
す
ぎ

ず
、
独
立
し
た
訴
訟
の
構
造
を
有
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
政
訴
訟
に
お
い
て
越
権
訴
訟
と
完
全
裁
判
訴
訟
は
独
立
し
た
訴
訟
の
構
造
を
有

し
、
原
告
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
訴
え
が
完
全
裁
判
訴
訟
の
手
続
に
服
す
る
場
合
に
は
、
原
告
は
越
権
訴
訟
の
手
続
を
利
用
し
得
な
い
（����

�
�
�
�

������
���
��

�
��
�
��

�
��
�
��

� ����
��
�
�
�
��
����

��
�
�
�
��
�
��
���
�
�

��������
���
��
���������
���
��
�
��
�����
����

���� �

�
�
�
��
��
��
�
��
���������

�����
��

��
���
��
�����
�
��
�������������������� ��

��
��
��
�
�
���

�
����������
�����
―����

����
）。

（　

）　

��
��
��
�
�
����

��
��
����
������

１７１
（　

）　

��
��
��
�
�
���

��
��
����
�����
―����

����

１７２
（　

）　

��
��
��
�
�
����

��
��
����
������

１７３
（　

）　

����
��
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
����
�
�
����

���������
���
�
�
������
���
����
���
����� �

�
�
��
�
���
����
�
��
�
��
���������

�����

��
����
�
���
����
����
�
��
���������������

� ���� ��
��
��
��
�
�
��

�
����������
����
―���

���

１７４
（　

）　

権
利
に
関
す
る
訴
訟
は
、
契
約
上
の
権
利
な
い
し
非
契
約
上
の
責
任
に
つ
い
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る

１７５

よ
う
行
政
裁
判
官
が
求
め
ら
れ
る
訴
訟
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
訴
訟
四
類
型
が
完
全
裁
判
訴
訟
に
含
め
て
い
る
訴
訟
類
型
、
す
な
わ
ち
契

約
訴
訟
及
び
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
権
利
に
関
す
る
訴
訟
に
含
ま
れ
る
（��

��
��
�
�
���

��
��
����
�����
）。

（　

）　

崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
手
続
は
、
後
に
建
築
住
居
法
典
Ｌ
五
一
一
―
一
条
以
下
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
八
九
八
年

１７６

六
月
二
一
日
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
市
町
村
長
が
、
上
級
行
政
庁
の
監
督
下
に
お
い
て
良
き
秩
序
、
公
の
安
全
及
び
公
衆
衛
生
を
維
持
す
る

た
め
に
講
ず
る
措
置
に
つ
き
、
同
法
律
は
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
道
又
は
公
共
広
場
沿
い
に
設
置
さ
れ
た
塀
、
建
造
物
又
は
建
築
物
の
崩
壊
に
よ
り
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
、
当
該
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し
て
そ
の
補
修
又
は
取
壊
し
を
市
町
村
長
は
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
条
）。
こ
の
命
令
は
、
通
称
、
建

造
物
退
去
命
令
（���

���� �� �� �

�
�
�

��
���

� ����

���
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
書
面
で
当
該
建
築
物
の
所
有
者
に
通
知
さ
れ
る
。
こ
の
命
令
書
に
は
、
当
該
建

築
物
の
所
有
者
が
そ
の
補
修
又
は
取
壊
し
に
必
要
な
期
間
の
ほ
か
、
こ
の
命
令
に
異
議
を
唱
え
る
所
有
者
が
鑑
定
人
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る

旨
が
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

当
該
建
築
物
の
所
有
者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
鑑
定
人
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
当
該
建
築
物
の
状
態
を
検
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

を
記
録
し
た
報
告
書
を
作
成
す
る
（
四
条
一
項
）。
当
該
建
築
物
の
所
有
者
が
鑑
定
人
を
任
命
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
市
町
村
長
に
よ
っ
て
任
命
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さ
れ
た
鑑
定
人
が
当
該
建
築
物
の
鑑
定
を
行
う
（
同
条
二
項
）。

　
　
　
　

鑑
定
終
了
後
に
、
建
造
物
退
去
命
令
書
及
び
報
告
書
は
、
直
ち
に
県
参
事
会
に
送
付
さ
れ
る
。
当
該
建
築
物
の
所
有
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
鑑

定
人
と
市
町
村
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
鑑
定
人
と
の
鑑
定
結
果
が
相
反
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
が
提
出
さ
れ
た
日
か
ら
八
日
以
内
に
、

当
該
建
築
物
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
専
門
家
（�

�
�
�
�
�
�
�����

�
�
�
�
���
�������
）
を
県
参
事
会
は
任
命
す
る
（
同
条
三
項
）。

　
　
　
　

出
頭
し
た
当
事
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
に
、
県
参
事
会
は
当
該
建
築
物
の
補
修
又
は
取
壊
し
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
を
審
査
す
る
。
そ
の
補

修
又
は
取
壊
し
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
期
間
を
県
参
事
会
は
定
め
る
。
こ
の
期
間
内
に
作
業
が
当
該
建
築
物

の
所
有
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
県
参
事
会
は
、
当
該
建
築
物
の
所
有
者
の
費
用
に
よ
り
、
市
町
村
長
が
強
制
的
に
当
該
作
業

を
実
施
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
五
項
）。
県
参
事
会
の
判
断
を
不
服
と
す
る
訴
え
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
提
起
さ
れ
る
（
同

条
七
項
）。
な
お
、
こ
の
県
参
事
会
の
権
限
は
、
一
九
五
三
年
に
お
け
る
行
政
裁
判
所
改
革
に
よ
り
地
方
行
政
裁
判
所
に
継
受
さ
れ
た
。

　
　
　
　

オ
ー
ビ
ー
及
び
ド
ラ
ゴ
に
よ
れ
ば
、
崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
建
築
物
の
崩
壊
に
よ
り
安
全

性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
危
険
の
存
在
な
い
し
公
の
安
全
警
察
に
関
す
る
訴
え
に
つ
い
て
審
査
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

客
観
法
上
の
訴
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
建
築
物
の
崩
壊
に
よ
り
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
市
町
村

長
が
当
該
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し
て
建
造
物
退
去
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
、
一
八
九
八
年
六
月
二
一
日
法
律
が
規
定
し
て
お
り
、

当
該
命
令
の
適
法
性
違
背
の
有
無
が
争
点
と
な
る
点
に
お
い
て
、
こ
の
訴
え
は
客
観
法
上
の
訴
え
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
裁
判
官
は
建

造
物
退
去
命
令
を
認
容
し
又
は
取
り
消
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
市
町
村

長
に
よ
る
建
築
物
の
補
修
命
令
を
変
更
し
て
そ
の
取
壊
し
を
、
行
政
裁
判
官
は
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
崩
壊
の
危
険
性
の
あ

る
建
築
物
に
関
す
る
訴
訟
を
完
全
裁
判
と
し
て
の
要
素
を
有
す
る
適
法
性
審
査
訴
訟
に
、
彼
ら
は
含
め
て
い
る
。

　
　
　
　

税
務
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
「
直
接
税
の
課
税
額
の
減
免
を
求
め
る
私
人
の
請
求
に
つ
い
て
」
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る

（
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
律
四
条
一
項
）。

　
　
　
　

オ
ー
ビ
ー
及
び
ド
ラ
ゴ
は
、
税
務
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
税
法
（��

�
�������

��
���������

）
が
適
法
に
執
行
さ
れ
た
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
そ
れ
が
適
法
性
審
査
訴
訟
す
な
わ
ち
客
観
訴
訟
に
含
ま
れ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
デ
ュ
ギ
ィ
が
税
務
訴
訟
を
主
観
訴
訟
に

含
め
た
こ
と
を
挙
げ
、
こ
れ
を
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
納
税
者
が
国
庫
に
対
す
る
債
務
者
（� �

� ��
����
�

�
����
��� �

��

���� �����
�
�
�
�

����
��
�
��
�� ���

�

��
�
）
で
あ
る
と
と
も

に
、
行
政
裁
判
官
が
そ
の
負
債
の
存
在
お
よ
び
総
額
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
以
上
、
税
務
訴
訟
が
主
観
訴
訟
で
あ
る
と
、
デ
ュ
ギ
ィ
は
指
摘
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し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
直
接
税
の
減
免
の
求
め
に
お
い
て
納
税
者
は
、
課
税
が
課
税
基
準
及
び
税
率
に
つ
き
規
定
し
た
客
観
的
な
法
律

（��
�
�
�
�������

��
���
�
�������

）
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
納
税
者
が
個
人
的
な
要
素
を
持
つ
主
観
的
な
考
慮
事
項
を
主
張
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
主
張
は
客
観
的
な
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
、
彼
ら
は
指
摘
す
る
。

　
　
　
　

そ
の
ほ
か
、
税
務
訴
訟
及
び
選
挙
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
が
行
使
し
得
る
権
限
に
特
色
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
は
指
摘
す
る
。

　
　
　
　

税
務
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
、
違
法
な
課
税
を
取
り
消
す
だ
け
で
な
く
、
行
政
庁
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
課
税
額
を
減
額
又
は
増
額

し
、
納
税
者
に
対
し
免
税
を
宣
言
し
、
第
一
審
に
お
い
て
免
税
さ
れ
た
税
金
を
控
訴
審
に
お
い
て
再
び
課
す
る
。
ま
た
、
行
政
裁
判
官
は
、
行
政

庁
に
代
わ
り
調
査
及
び
論
証
権
限
（�

�
�
��
���
�
���
����������

�
��
�
�
�����

�
�
�
��
�����
���
����������
�
�����
�������

�
�
��
��
�

�
�
��
��
�
）
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
点
に
照
ら
し
て
、

税
務
訴
訟
が
完
全
裁
判
と
し
て
の
要
素
を
有
す
る
と
彼
ら
は
結
論
づ
け
る
。

　
　
　
　

選
挙
訴
訟
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
官
は
選
挙
活
動
を
単
に
取
り
消
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
変
更
す
る
権
限
を
行
使
し
得
る
。
論
者
の

中
に
は
、
選
挙
活
動
の
性
質
上
、
選
挙
訴
訟
が
権
利
及
び
事
実
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
り
、
そ
の
性
質
上
、
過
誤
、
違
反
、
不
正

を
犯
し
た
調
査
機
関
の
決
定
の
変
更
権
限
を
行
政
裁
判
官
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
選
挙
訴
訟
を
完
全
裁
判
訴
訟

に
含
め
る
者
も
存
す
る
が
、
オ
ー
ビ
ー
及
び
ド
ラ
ゴ
は
こ
れ
に
批
判
的
な
立
場
を
採
る
。
彼
ら
は
、
選
挙
訴
訟
に
お
い
て
は
選
挙
活
動
の
適
法
性

違
背
の
有
無
が
審
査
さ
れ
る
こ
と
、
行
政
裁
判
官
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
判
決
が
選
挙
活
動
と
同
様
に
第
三
者
効
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

選
挙
訴
訟
が
客
観
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
（��

��
��
�
�
���

��
��
����
�����
―����

����
）。

（　

）　

そ
の
他
の
訴
訟
類
型
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１７７
　
　
　
　

宣
言
訴
訟
は
、
行
政
決
定
の
適
法
性
、
そ
の
意
味
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
行
政
裁
判
官
が
単
に
宣
言
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
は
、
様
々

な
影
響
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
命
じ
ら
れ
た
法
的
行
為
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
宣
言
訴
訟
は
そ
の
他
の
訴
訟

類
型
と
区
別
さ
れ
る
。

　
　
　
　

取
消
訴
訟
は
、
法
規
に
適
合
し
な
い
行
政
決
定
を
行
政
裁
判
官
が
取
り
消
す
訴
訟
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
越
権
訴
訟
で
あ
る
。

　
　
　
　

処
罰
訴
訟
は
、
法
規
に
違
反
し
た
事
実
上
の
行
為
（�����

�
��

�������
��� ������

�����

）
に
つ
い
て
、
行
政
裁
判
官
が
制
裁
を
宣
言
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
こ
の
訴

訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
は
、
適
法
性
違
背
を
処
罰
す
る
た
め
に
、
個
人
の
法
的
地
位
を
侵
害
す
る
判
決
（� �

� ������
�
�
�
����
�
������

��

�����
�
��
�
����
��������
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）
を
下
す
。
も
っ
と
も
、
適
法
性
に
関
す
る
訴
訟
に
含
ま
れ
る
そ
の
他
の
訴
訟
と
は
異
な
り
、
行
政
庁
で
は
な

く
個
人
に
よ
り
な
さ
れ
た
事
実
上
の
行
為
に
基
づ
い
て
、
処
罰
訴
訟
は
提
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（��

��
��
�
�
��

��
��
����
����
―���

���
）。
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（　

）　

オ
ー
ビ
ー
及
び
ド
ラ
ゴ
は
そ
の
例
と
し
て
、
行
政
裁
判
官
が
、
施
設
の
操
業
が
近
隣
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と
、
施
設
の

１７８

設
置
不
許
可
決
定
を
取
り
消
し
、
分
類
施
設
規
制
法
に
規
定
さ
れ
た
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
当
該
施
設
に
課
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
設
置
を
許
可
す
る
こ
と
、
指
示
の
正
確
性
（�

�

�
�� ������

�

�����
�

）
又
は
重
要
性
（��

�
�
����
��

��
�
�
����
��

）
を
評
価
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
（��

��
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��
����
������
）。
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１８３
（　

）　

な
お
、
こ
の
規
定
は
、
一
九
九
二
年
五
月
二
五
日
の
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
国
民
議
会
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、
同
年
六
月
二
二

１８４

日
の
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
元
老
院
に
よ
り
、
一
九
七
六
年
法
一
四
条
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
の
根
拠
条
文
が
同
条
に
明
記
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
二
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
八
一
七
号
に
お
い
て
、
シ
ュ
バ
リ
エ
に
よ
り

提
案
さ
れ
た
「
本
法
三
条
、
六
条
、
一
一
条
、
一
二
条
、
一
六
条
、
二
三
条
、
二
四
条
及
び
二
六
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
完
全
裁
判

訴
訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
い
う
規
定
が
、
同
月
二
六
日
の
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
国
民
議

会
に
よ
り
「
本
法
三
条
、
六
条
、
一
一
条
、
一
二
条
、
一
六
条
、
二
三
条
、
二
四
条
及
び
二
六
条
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
た
決
定
は
、
完
全
裁
判
訴

訟
に
服
す
る
。
当
該
決
定
は
、
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
得
る
」
と
い
う
規
定
に
修
正
さ
れ
、
こ
の
規
定
は
、
即
日
国
民
議
会
に
よ
り
可
決
さ
れ

た
後
に
、
同
年
七
月
一
日
の
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
元
老
院
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
最
終
的
に
、
一
九
九
二
年
法
七
条
Ⅳ

に
「
裁
判
官
が
行
政
庁
の
決
定
に
代
え
て
固
有
の
決
定
を
な
し
得
る
」
と
い
う
文
言
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
（����

��
�
��
��
��
��
�����

�

���������
��������
��
��������

� ��
���

�
����

�
�����

��
�������

�
�
�����

�
�
�����

��

�
�����
��
��������
�
��
������
�
��
������
��

�
��
����������

�
�
��
�
��
��
�
�����

��
��

�
�
���
�����������
�
�
��
�
��
���
�
�����
��
�������

�
�
���
��
�
��
��
��
��
�����

�

������
�
��
����
���
�
���
���
��
��
�
������
�

� ��
���
�
�����

��
�������

�
����
�
�����
��
��������

�
�
�����

��
�
��
�
��
�����
�����

�

�
������������
�������
�������������

� ��
���
�
�����

��
�������

�
�
�����

�
�����
�����
��
���������
�������
）。

（　

）　

����
��
�
��
��
�
��
�����

�

���������
�������
����������

� ��
���
�
�����

��
�������

�
�
�����

�
�����
�����
��
���������
�������

１８５
（　

）　

����
��
�
��
��
��
��
�����

�

���������
��������
��
��������

� ��
���
�
�����

��
�������

�
�
�����

�
�����
�����
��
���������
�������

１８６
（　

）　

����
��
�
�
���������

�
���
����
�����
�
�

���������
�
�����������
���
����
�����
�
��

�
�
�
��
��
��
��
�
��
��������

�
�
�����

�

�
�
�������
�����
�
��
����������
������������

�
���
�
��
��������

��
�
�
��
�
�
�
��
�

�����
���
�
��
��������
����
������
���
�����

�

���� ������
�����

�
�
���

������
�������
��
���

１８７
（　

）　

����
�
�
�
��
�
��
��
�
�
�
�����
�
�
����

������
���
��
�
��
����
�
���������
������

１８８



分類施設訴訟における行政裁判官の統制権限に関する研究

（甲南法学’�０７）４８―２―１６３（� ）２６３

（　

）　

����
�
�
�
�
�
�����

�
�
�
�����
�
�
����

������
���
�
�
�������
�
���������
������

１８９
（　

）　

����
�
�
�����

��
�
��
����

������
������������
�������
―�����

�
�
��
�
��
��
�
�����

��
�������

�
�
�

�������
�
��
�
��
����
�����
��
���������
����� ��

１９０
（　

）　

す
な
わ
ち
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
の
規
制
対
象
で
あ
る
施
設
の
設
置
、
工
事
又
は
作
業
の
実
施
に
必
要
な
許
可
又
は
届
出
に
関
す
る
知
事

１９１

の
決
定
（
一
○
条
）、
同
法
に
基
づ
い
て
分
類
さ
れ
た
許
可
又
は
届
出
を
要
す
る
施
設
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
必
要
な
調
査
及
び
措
置
の
実
施
に
関

す
る
知
事
の
決
定
（
一
二
条
）、
市
民
生
活
の
安
全
、
水
の
質
、
循
環
、
保
存
に
危
険
を
生
ぜ
し
め
る
あ
ら
ゆ
る
種
の
事
故
又
は
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

た
場
合
に
、
こ
れ
を
除
去
す
る
た
め
に
命
じ
ら
れ
る
措
置
の
実
施
に
関
す
る
知
事
の
決
定
（
一
八
条
）、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
に
基
づ
き
講

じ
ら
れ
た
決
定
に
違
反
し
、
知
事
が
施
設
の
事
業
者
に
対
し
て
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
違
反
を
解
消
す
る
よ
う
催
告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
を
解
消
し
な
か
っ
た
事
業
者
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
供
託
金
の
納
付
、
違
反
を
解
消
す
る
た
め
の
作
業
、
施
設
の
操
業
停
止
に
関
す
る
知
事
の

決
定
（
二
七
条
）
が
こ
れ
に
当
た
る
。
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）　

な
お
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
案
審
議
に
お
い
て
も
、
特
別
訴
訟
の
対
象
と
な
る
個
別
的
決
定
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
き
規
定
し
た
二
九
条

２０５
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の
制
定
に
よ
り
、
事
業
者
の
法
的
安
定
性
が
阻
害
さ
れ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ラ
フ
ィ
ト
の
主
張
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
出
訴
期

間
の
問
題
を
指
摘
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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）　

す
な
わ
ち
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
利
用
申
請
に
対
し
て
行
わ
れ
る
承
認
に
関
す
る
決
定
、
分
類
施
設
の
事
業
者
変
更
申
請
に
対
し
て
行
わ
れ
る

２０８

許
可
に
関
す
る
決
定
（
四
条
）、
廃
棄
物
貯
蔵
施
設
、
採
石
場
、
近
隣
住
民
の
安
全
及
び
環
境
に
特
に
甚
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
と
し
て
コ
ン
セ

イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
施
設
に
対
し
て
設
定
さ
れ
る
金
銭
担
保
に
関
す
る
決
定
（
四
―
二
条
）
が
こ
れ
に
当
た
る
。

（　

）　

採
石
場
の
設
置
許
可
決
定
を
不
服
と
す
る
第
三
者
の
出
訴
期
間
を
六
ヶ
月
と
し
た
六
条
は
、
国
民
議
会
の
一
九
九
三
年
法
案
第
一
三
九
○
号
に
お

２０９

い
て
、「
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
出
訴
期
間
が
六
ヶ
月
で
あ
る
採
石
場
の
設
置
に
関
す
る
決
定
に
対
し
て
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
提
案
さ
れ
、
一
九
九

三
年
法
案
に
関
す
る
報
告
書
第
二
八
二
九
号
に
お
い
て
、「
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
出
訴
期
間
が
操
業
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
で
あ
る
採
石
場

の
設
置
に
関
す
る
決
定
に
対
し
て
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
修
正
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
同
報
告
書
に
お
い
て
、
採
石
場
の
操
業
は
、
鉱
石
の

採
掘
完
了
に
伴
い
終
了
し
、
そ
の
ほ
か
の
産
業
施
設
の
そ
れ
と
比
べ
て
短
期
間
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
採
石
場
に
関
す
る
第
三
者
の
出

訴
期
間
を
四
年
に
設
定
す
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
過
度
に
長
い
出
訴
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
は
事
業
者
の
法
的
安
全
性
を
阻
害
す
る
こ
と

に
な
る
と
、
国
民
議
会
議
員
で
あ
る
ソ
マ
ド
は
述
べ
た
。

　
　
　
　

な
お
、
一
九
九
二
年
六
月
二
九
日
の
一
九
九
三
年
法
案
審
議
に
お
い
て
国
民
議
会
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
六
条
は
、
そ
の
後
、
一
九
九
三
年
法
案

に
関
す
る
報
告
書
第
九
八
号
に
お
い
て
「
前
項
の
規
定
は
、
出
訴
期
間
が
事
業
者
に
よ
っ
て
知
事
に
提
出
さ
れ
た
操
業
開
始
届
出
書
の
公
示
手
続

完
了
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
で
あ
る
採
石
場
の
設
置
許
可
に
関
す
る
決
定
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
修
正
さ
れ
、
一
九
九
二
年
一
二
月
一
五
日

の
一
九
九
三
年
法
案
審
議
に
お
い
て
元
老
院
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
（����
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（　

）　

な
お
、
一
九
六
四
年
法
一
条
は
、「
本
法
の
規
定
は
、
地
上
水
、
地
下
水
又
は
領
海
内
の
海
水
に
つ
き
、
物
理
学
的
、
科
学
的
、
生
物
学
的
又
は
細

２１４

菌
学
的
特
性
を
変
質
さ
せ
る
よ
う
な
水
質
の
汚
染
を
生
ぜ
し
め
又
は
増
大
さ
せ
る
、
あ
ら
ゆ
る
性
質
の
物
質
の
直
接
的
又
は
間
接
的
な
放
出
、
流

出
、
投
棄
、
沈
殿
に
適
用
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
法
二
条
一
項
は
、「
あ
ら
ゆ
る
性
質
の
物
質
、
と
り
わ
け
、
公
衆
衛
生
及
び
海

中
の
動
植
物
に
支
障
を
来
し
、
沿
岸
地
域
の
経
済
及
び
観
光
の
発
展
に
よ
り
生
じ
得
る
産
業
及
び
放
射
性
廃
棄
物
の
海
水
へ
の
放
出
又
は
沈
殿
は

禁
止
さ
れ
る
」
と
規
定
し
、
同
条
二
項
は
、「
知
事
は
、
放
出
又
は
沈
殿
を
無
害
と
し
又
は
そ
の
有
害
性
を
除
去
す
る
た
め
の
条
件
を
課
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
聴
調
査
を
経
た
後
に
、
前
項
所
定
の
放
出
又
は
沈
殿
を
許
可
す
る
と
と
も
に
規
制
し
得
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。

（　

）　
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２１５
（　

）　

と
い
う
の
も
、
分
類
施
設
が
一
九
六
四
年
法
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
一
九
七
六
年
法
に
基
づ
く
分
類
施
設
規
制
に
加
え
、
一
九
六
四
年
法

２１６

に
基
づ
く
水
質
汚
濁
規
制
を
分
類
施
設
は
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
水
質
面
で
分
類
施
設
に
対
し
よ
り
厳
格
な
規
制
の
実
施
が
可
能
と
な
る
の
に
対

し
、
分
類
施
設
が
一
九
六
四
年
法
の
適
用
を
受
け
な
い
場
合
に
は
、
分
類
施
設
規
制
に
お
い
て
知
事
が
指
示
を
課
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
水
質
面

で
の
規
制
を
分
類
施
設
は
受
け
る
に
と
ど
ま
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
は
知
事
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
、
水
質
面
で
分
類
施
設
に
対
し

よ
り
厳
格
な
規
制
の
実
施
が
期
待
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
（��

��
��
�
�
��

��
��
����
����
―��

��
���

���������
―����

����
）。

（　

）　

な
お
、
水
に
関
す
る
一
九
九
二
年
法
一
○
条
Ⅲ
は
、「
公
衆
衛
生
及
び
公
の
安
全
に
対
し
て
危
険
を
生
ぜ
し
め
、
水
の
自
由
な
流
出
を
妨
げ
、
洪
水

２１７

の
危
険
性
を
増
加
さ
せ
、
水
環
境
の
質
又
は
多
様
性
に
重
大
な
侵
害
を
生
ぜ
し
め
る
施
設
、
建
設
工
事
、
作
業
及
び
活
動
は
、
行
政
機
関
の
許
可

に
服
す
る
。
か
か
る
危
険
性
を
生
ぜ
し
め
な
い
も
の
の
、
八
条
及
び
九
条
に
基
づ
き
課
さ
れ
る
指
示
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
、
建
設

工
事
、
作
業
及
び
活
動
は
、
届
出
に
服
す
る
」
と
規
定
し
、
同
法
一
一
条
は
、「
環
境
保
護
の
た
め
の
分
類
施
設
に
関
す
る
一
九
七
六
年
七
月
一
九

日
法
律
第
七
六
―
六
六
三
号
に
基
づ
く
許
可
又
は
届
出
を
要
す
る
施
設
は
、
本
法
所
定
の
規
定
に
服
す
る
」
と
規
定
し
た
。
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）　
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２１８
（　

）　

そ
れ
に
よ
る
と
、
採
石
場
は
、
規
模
、
用
途
及
び
生
産
量
に
応
じ
て
、
許
可
を
免
除
さ
れ
る
採
石
場
、
公
聴
調
査
を
免
除
さ
れ
る
も
の
の
、
許
可

２１９

を
要
す
る
採
石
場
、
公
聴
調
査
と
許
可
の
い
ず
れ
も
要
す
る
採
石
場
の
三
つ
に
分
類
格
付
け
さ
れ
、
後
二
者
の
採
石
場
を
設
置
す
る
事
業
者
は
、

知
事
に
対
し
て
、
そ
の
設
置
許
可
申
請
書
の
ほ
か
、
事
業
者
の
技
術
的
・
資
金
的
能
力
に
つ
き
記
載
し
た
報
告
書
、
鉱
石
の
採
掘
完
了
後
に
実
施

さ
れ
る
用
地
の
原
状
回
復
に
要
す
る
費
用
の
捻
出
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
、
環
境
影
響
評
価
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
た
。
ま
た
、
採
石
場
の
設
置
許
可
証
を
交
付
す
る
に
当
た
り
、
知
事
は
、
操
業
条
件
や
原
状
回
復
条
件
に
つ
い
て
定
め
た
指
示
を
課
す
る
こ
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と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
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２２０
（　

）　

山
田
洋
『
ド
イ
ツ
環
境
行
政
法
と
欧
州
』（
信
山
社
・
一
九
九
八
年
）
一
五
九
―
一
六
○
頁
及
び
大
塚
・
前
掲
注
（
２
）
二
七
五
―
二
七
六
頁
参
照
。

２２１
（　

）　

東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
編
『
環
境
リ
ス
ク
と
環
境
法
―
欧
州
・
国
際
編
―
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
六
年
）
七
九
頁
以
下
参
照
。

２２２
（　

）　

松
村
弓
彦
『
環
境
法
』（
成
文
堂
・
二
○
○
○
年
）
四
六
頁
参
照
。

２２３
（　

）　

柳
憲
一
郎
『
環
境
法
政
策
』（
清
文
社
・
二
○
○
一
年
）
一
八
九
―
一
九
二
頁
参
照
。

２２４
（　

）　

柳
・
前
掲
注
（　

）
二
二
七
頁
参
照
。
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２２８
（　

）　

こ
の
点
に
つ
き
、「
判
決
日
に
判
決
文
を
朗
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
政
裁
判
官
は
、
当
事
者
間
で
対
立
し
た
意
見
を
主
張
し
あ
う
弁
論
の
期
間
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）
は
お
ろ
か
、
判
決
の
言
い
渡
し
の
時
で
さ
え
も
、
法
廷
に
お
い
て
事
件
の
真
相
に
つ
き

一
度
も
確
信
を
持
ち
得
な
い
の
で
あ
る
」
と
ク
ル
タ
ン
は
述
べ
て
い
る
（��
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��
����
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）。
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）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
欧
州
共
同
体
を
設
立
す
る
条
約
に
よ
り
、
予
防
原
則
、
未
然
防
止
原
則
、
環
境
損
害
の
発
生
源
に
お
け
る
予
防
優
先
原

２３５

則
、
汚
染
者
負
担
原
則
の
四
原
則
が
確
認
さ
れ
、
一
九
八
七
年
の
単
一
欧
州
議
定
書
の
発
効
に
よ
り
、
こ
れ
ら
四
原
則
の
下
で
進
め
ら
れ
る
Ｅ
Ｃ

の
環
境
政
策
が
Ｅ
Ｃ
の
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
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）　

こ
れ
ら
の
学
説
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
特
別
訴
訟
の
み
が
唯
一
科
学
的
専
門
技
術
的
な
知
見
を
要
す
る
訴
訟
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
挙
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も
っ
と
も
、
学
説
は
、
行
政
裁
判
官
が
懸
念
し
て
い
る
Ｅ
Ｃ
の
環
境
政
策
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
な
く
、
最
大
限
の
統
制
権
限

の
行
使
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
行
政
裁
判
官
の
傾
向
を
議
論
し
て
い
る
。
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）　

権
力
分
立
の
見
地
か
ら
、
行
政
裁
判
官
は
、
原
則
と
し
て
、
行
政
庁
に
対
し
作
為
命
令
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
外
的
に
、
行
政
裁
判
法

２４６

典
Ｌ
九
一
一
―
一
条
以
下
所
定
の
規
定
に
よ
る
限
り
に
お
い
て
、
作
為
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

特
別
訴
訟
に
お
い
て
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
に
対
し
作
為
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
あ
る
。

　
　
　
　

裁
判
例
は
、
こ
れ
を
否
認
す
る
も
の
と
是
認
す
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
例
え
ば
、
テ
ア
リ
エ
氏
判
決
に
お
い
て
、
第
一
審
の
ク
レ
ル
モ
ン
・

フ
ェ
ラ
ン
地
方
行
政
裁
判
所
及
び
第
二
審
の
リ
ヨ
ン
行
政
控
訴
院
は
こ
れ
を
否
認
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
○
○
○
年
三
月
二
日
ビ
エ
ベ
株
式

会
社
判
決
に
お
い
て
、
ナ
ン
シ
ー
行
政
控
訴
院
は
こ
れ
を
是
認
し
て
い
る
。
な
お
、
ナ
ン
シ
ー
行
政
控
訴
院
は
、
特
別
訴
訟
に
お
い
て
作
為
命
令

は
、
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
行
政
裁
判
法
典
Ｌ
九
一
一
―
一
条
以
下
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
判
示
し
て
い
る
（�

�
�
�
�
��
�
��
���
�
�
���
�����

�
�
�
�

�
���
���
����
��
�������
�����������
���
���

���
���
�
�
�
��
���
��
�
�
�
�����
�
�
���

�
���
�����
���
��
���
����
�
���������
������ �
）。

　
　
　
　

学
説
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
留
保
す
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
行
政
裁
判
官
が
行
政
庁
に
対
し
作
為
命
令
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は

環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
行
政
裁
判
法
典
Ｌ
九
一
一
―
一
条
以
下
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
特
別
訴
訟
が
環
境
法
典
Ｌ
五
一
四
―
六
条
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
特
殊
な
訴
訟
で
あ
り
、
行
政
裁
判
法
典
Ｌ
九
一
一
―
一
条
以
下
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の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
を
、
学
説
は
挙
げ
て
い
る
（����

��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

���������
���
�
����
���
�
���������
������
）。

（　

）　

�
�
�
��
�
�
��
�����

�

�
���
������
����������

� ��������
�
����
�
�
����

���������
������
������

２４７
（　

）　
�
�
�
��
�
�
��
�����

�
�
���
������
����������

� ��������
�
����
�
�
����

���������
������
������

２４８
（　

）　

����
�
�
�
��
���
��
�
�
�
�����
�
�
���

������
���
��
���
����
�
���������
�����
―����

����

２４９
（　

）　

����
��
�
�
�
�
����
�
�
�
�
�����
�
�
����

���������
���
�
����
���
�
���������
������

２５０
（　

）　

と
り
わ
け
、
環
境
影
響
評
価
や
危
険
調
査
な
ど
の
分
類
施
設
規
制
の
分
野
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
調
査
に
様
々
な
調
査
項
目
を
こ
れ
ら
の
環
境
法

２５１

令
が
盛
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
行
政
裁
判
官
に
は
も
は
や
評
価
し
得
な
い
よ
う
な
詳
細
な
調
査
が
実
施
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
結
果
、
特
別
訴

訟
に
お
い
て
同
裁
判
官
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
内
容
の
当
否
に
つ
い
て
は
審
査
し
得
ず
、
こ
れ
ら
の
調
査
が
適
正
に
な
さ
れ
た
か
否
か
と
い
う
形
式

の
瑕
疵
の
有
無
を
審
査
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
、
ボ
ワ
バ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
（��

��
��
�
�
���

��
��
����
�����
―����

����
）。

（　

）　

見
方
を
変
え
れ
ば
、
裁
断
機
関
が
行
政
裁
判
所
で
あ
る
こ
の
制
度
は
、
公
正
性
・
中
立
性
を
担
保
さ
れ
た
行
政
不
服
申
立
制
度
と
い
う
こ
と
が
で

２５２

き
よ
う
。

（　

）　

も
っ
と
も
、
実
際
に
は
、
紛
争
の
迅
速
な
処
理
が
図
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
紛
争
処
理
期
間
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
、
行
政
裁
判
官
が
こ
の
権
限

２５３

を
行
使
せ
ず
に
、
行
政
庁
に
新
た
に
個
別
的
決
定
を
す
る
よ
う
委
ね
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（　

）　

田
中
二
郎
『
新
版
行
政
法
上
巻
（
全
訂
第
二
版
）』（
弘
文
堂
・
一
九
七
四
年
）
三
○
○
頁
参
照
。

２５４
（　

）　

南
博
方
『
行
政
法
（
第
六
版
）』（
有
斐
閣
・
二
○
○
六
年
）
二
五
八
―
二
五
九
頁
参
照
。

２５５
（　

）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
木
光
「
環
境
行
政
訴
訟
の
現
状
と
課
題
」
森
島
昭
夫
・
大
塚
直
・
北
村
喜
宣
編
『
環
境
問
題
の
行
方
』（
有
斐
閣
・
一
九

２５６

九
九
年
）
一
一
二
頁
及
び
大
塚
・
前
掲
注
（
２
）
五
七
九
頁
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（　

）　

高
橋
滋
「
環
境
訴
訟
と
行
政
裁
量
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
○
一
五
号
一
一
二
頁
以
下
参
照
。

２５７
（　

）　

高
橋
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
近
時
、
我
が
国
に
お
け
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
見
ら
れ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

２５８

す
な
わ
ち
、「
最
近
の
最
高
裁
判
所
判
決
で
は
、
法
律
全
体
の
仕
組
み
を
よ
く
見
る
と
、
国
民
が
争
っ
て
い
る
行
為
は
許
認
可
に
類
似
す
る
法
的
効

果
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
行
政
処
分
と
し
て
取
り
扱
っ
て
よ
い
と
す
る
判
断
や
、
行
為
そ
の
も
の
は
行
政
処
分
に
該
当
し
な
く
て
も
、
訴
訟
と
し

て
取
り
上
げ
る
に
足
る
よ
う
な
実
質
の
あ
る
紛
争
が
当
該
行
為
を
き
っ
か
け
と
し
て
持
ち
上
が
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
訴
訟
提
起
を
認
め

て
よ
い
、
と
し
た
判
断
が
続
い
て
い
る
」
と
。
高
橋
滋
「
始
動
す
る
「
モ
ノ
申
す
裁
判
所
」」
中
央
公
論
一
二
二
巻
四
号
二
六
三
頁
参
照
。


